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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　こんにちは。本書の筆者である加納正顕かのう・まさあきです。

　まずは本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア（以下、デザイア）』シリーズの第三巻かんにあたります。そのため、前ぜん巻かんの内ない容ようを踏ふまえて書かれている部分がありますので、もし未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みください。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下、ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、マージャンやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。

　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。










　　　　前回のあらすじ




　あらゆる願いを叶かなえるという未知の物ぶつ質しつ、『至高天エンピレオ』を守り、起動させるために戦うＦＨセル『神曲』のオーヴァード、青あお峰みねミユキ、大門寺朱香だいもんじ・しゆか、闇条晃士朗あんじよう・こうじろう、そして九く鬼きの四人。彼かれらはそれぞれ自らの欲望ねがいを持っていた。

　ある日、朱香は雨の五ご条じよう大おお橋はしで一匹ぴきの子犬とひとりの少年に出会う。時を同じくして発生したオーヴァードの無差別殺さつ傷しよう事じ件けんを追っているうち、その犬がオーヴァードであること、そして柾木真まさき・しんと名乗った少年がＵＧＮのエージェント〝ブレイクエンド〟であると知る。そのショックも覚めぬまま、『神曲』セルとＵＧＮ京きよう都と支し部ぶの間で全面対決が始まった。京都中を舞台に繰り広げられるオーヴァードたちの戦い。

　その結末は意外な形で訪おとずれた。『神曲』セルが勝利した──そう思ったのも束つかの間ま、『至高天』を起動するキーであるマテリアルと過か剰じよう適合したブレイクエンド──真が強きよう烈れつな光を発し、マテリアル、そして『神曲』セルリーダー〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ、そして『至高天』に取とり込こまれているミユキの弟・タクミともども姿すがたを消してしまったのだ。果たして彼らはどこへ消えたのか。そして混こん迷めいを極きわめる京都の街はどうなってしまうのだろうか？



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで世界はすでに変へん貌ぼうしていた──。




　二〇一〇年、初夏。

『デザイア』シリーズ三さん巻かんの収しゆう録ろくを控ひかえ、筆者は悩なやんでいた。




　悪の組そ織しきファルスハーツに所しよ属ぞくしながら、それぞれの「欲望ねがい」を秘ひめ、あらゆる願いを叶える物質『至高天エンピレオ』をめぐって戦うオーヴァードたちの物語は、これまでのセッションを経へて新たな局面を迎むかえていた。

　前巻では、ＰＣたちが所属するＦＨセル『神曲』と、ＵＧＮ京都支部による全面対決が行われた。戦いそのものは『神曲』セルの勝利となり、その結果ＵＧＮ京都支部は壊かい滅めつ。

　だが、予期せぬ事じ態たいが発生してしまった。ＵＧＮのオーヴァードでありながら、朱香と心を通わせた少年──柾木真こと、〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさと。瀕ひん死しの彼を救おうとした結果、真はマテリアル──『至高天』を起動するキーとなる物質と過剰反応し、強烈な光と共に姿を消してしまったのだ。そして、真と同時に『神曲』セルリーダー、〝プルガトーリオ〟永石美奈子、ミユキの弟であるタクミの姿もまた消えてしまった。

　指し導どう者しやを失った『神曲』は混こん乱らんに陥おちいり、運うん営えいに支し障しようを来きたしはじめている──。




　この混迷そのものの状じよう況きようで、どのようなシナリオを展てん開かいすべきか。

　……しばらく考え、筆者はプレイヤー諸しよ氏しに質しつ問もんをぶつけてみることにした。メールを立ち上げ、プレイヤーである四人に一いつ斉せい送信する。

　まずは前ぜん述じゆつの状況を再さい度ど説明し、最後に質問をつけくわえる。

　質問の内容は、こうだ。

「前回のセッションから、一週間ほど経けい過かしたところで三巻のセッションが始まります。その間、この混乱した状況の中で、自分のＰＣはどのような行動を起こすと思いますか？」




　──ほんの二、三日で全員からの返答が届とどいた。どのような返答だったかは後ほど語るとして、筆者は届いたメールを見ながら、シナリオ作成を始めた。

　そして迎えたセッション当日。最も早はやおなじみとなったメンバーが集合場所に集まっていた。

　まずは本リプレイに参加する面々を紹しよう介かいしよう。




▼若林直美わかばやし・なおみ

　続ぞく編へんの発売も決定した人気ゲーム『THE IDOL M@STER』（バンダイナムコゲームズ）の秋月律子あきづき・りつこ役をはじめ、多数のアニメやゲームの声、舞台出しゆつ演えんなどで活かつ躍やく中の声せい優ゆう。演えんじておられる律子同様、眼鏡めがねの似に合あう素す敵てきなお姉さんである。役者ならではの見事なロールプレイと、ファンから「神」と呼ばれるほどのゲームへの勘かんは見事のひと言。

　本シリーズでは、自らを心しん酔すいする『お母さん』の道具と言い切る、無む邪じや気きさと狂きよう気きを併あわせ持もつＦＨチルドレン、大門寺朱香のプレイヤーである。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

　言わずと知れた『ＤＸ３』シリーズの生みの親であるゲームデザイナーにして、『アリアンロッド・サガ』や『ダブルクロス』シリーズの小説も手がける作家。筆者にとっては偉い大だいにして敬すべき先せん輩ぱいである。得とく意い技わざは神速のツッコミ。

　本シリーズでは、かつて敗北したことで失った力を取とり戻もどそうとする野望の男、闇条晃士朗のプレイヤーである。




▼三田誠さんだ・まこと

『レンタルマギカ』（角川書店刊かん）、『イスカリオテ』（アスキー・メディアワークス刊）など、多数のヒットで知られる神戸在ざい住じゆうの小説家。やはり筆者にとっては偉大極まりない先輩。

　理り性せい的てきで分ぶん析せき力りよくに富とみ、多大なアドバイスをくれる頼たよれる先輩だが、ゲームとなると我われを忘わすれる傾けい向こうがなくもない。

　本シリーズでは、戦せん闘とう・諜ちよう報ほう双そう方ほうに活躍する万ばん能のうの改かい造ぞうコートをまとい、実力最強と謳うたわれながらも飄ひよう々ひようとしてつかみどころのないエージェント、九鬼のプレイヤーである。




▼合あい鴨がもひろゆき

『異い界かい戦せん記きカオスフレア』（新紀元社刊）、『トリニティ×ヴィーナス』（ジャイブ刊）などで知られ、現げん在ざいは電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて『アクセル・ワールド』（電撃文庫刊／著ちよ：川原礫）のコミカライズを手がける漫まん画が家か兼けんイラストレーター。ペンネームで誤ご解かいされがちだが、れっきとした女じよ性せいである。リプレイのプレイヤーとしても、その丁てい寧ねいなロールプレイ描びよう写しやで人気を博している。

　本シリーズでは、弟のために戦いに身を投じるクールな少女、青峰ミユキのプレイヤー。




　以上四名と、筆者こと加納正顕の五名でお送りする『デザイア』第三巻。

　最後までお付き合いのほど、よろしくお願いします。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




加納（以下、ＧＭ）：おはようございますっ！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：というわけで、『デザイア』第五話の収録をはじめたいと思います。今回もよろしくお願いしますね。

若林：待ってましたよ！　ああ、長かった……。

合鴨：前回、すごいところで終わっちゃいましたからね。

若林：そうですよ！　真くんもお母さんもいなくなるし、『神曲』セルは壊かい滅めつしちゃうし。

合鴨：タクミの姿も消えてしまいましたし……。

三田：ＵＧＮとの戦いには勝ったんだけどねえ。

矢野：最後のは予よ測そくできなかった……！

ＧＭ：現在の状況をまとめると、以下のような感じですね。




　戦いの直後から、美奈子と真は消息不明となっている。

　真のところへ行っていたタクミも同時に消息不明。時を同じくして、『至高天』に取り込まれていたその肉体も姿を消してしまった。

　彼らの行方は依然として不明、手がかりもない。

　また、ＵＧＮ京都支部は壊滅し、その機き能のうを停止している。

　リーダーを失った『神曲』セルも混乱に陥おちいり、運営に支障を来していた。




三田：こ、こうしてまとめると壮そう絶ぜつだねえ。

合鴨：もう、どこから手をつければいいのか……。

若林：あうう[image: ][image: ]。

矢野：京都自体はどうなってるの？

ＧＭ：現在のところ、表面上はそれほど劇げき的てきな変化は起こっていません。

矢野：表面上は、ってことは何か起こってはいるわけか。

ＧＭ：はい。京都の各地で不ふ審しんな事件や事じ故こが増ふえています。通とおり魔まであるとか、変な玉たま突つき事故であるとか。

矢野：なるほど……。事件・事故として扱あつかわれるが、実じつ際さいはオーヴァードがらみの揉もめ事ごと、ってのが増えているわけだな。

ＧＭ：はい。それに伴ともない、怪かい物ぶつや超ちよう能のう力りよく者しやの噂うわさもちらほら発生しています。

合鴨：前回の事件のせいなのかなあ……。

ＧＭ：そう言って間ま違ちがいないでしょう。




『神曲』セルとＵＧＮ京都支し部ぶは、微び妙みようなバランスで拮きつ抗こうしあうことにより、京都で活動するオーヴァードたちの抑よく止し力りよくとなっていた。

　それらが同時に力を失い、今や京都はオーヴァードという魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする魔ま都ととなっていると言っていい。




矢野：なるほど。ＦＨのセルにはオーヴァードの存在がバレてもいいとか、オーヴァードの存在を公開するのが目的のセルもあるけど、『神曲』はむしろ秘ひ匿とくするからね。

三田：『至高天』を隠いん蔽ぺいしなきゃいけないし、必然的にそうなる。

ＧＭ：で、その『神曲』セルと、曲がりなりにもバランスを取っていたＵＧＮ京都支部が同時に壊滅したわけなので……。

三田：ヤクザと警けい察さつがいっぺんに居いなくなったようなもんだねえ。

合鴨：統とう率そつが取れませんものね。

ＧＭ：そういうことです。……で、この状況で皆みなさんがどうしているのか、という質問をメールでさせていただいたわけですが。

若林：はいっ！　もう、色々考えましたよ～。

合鴨：私わたしもかなり悩みました……。

三田：お、そうだそうだ。みんなの返答も気になってたんだよ。

矢野：そうだなあ。俺おれはある程てい度ど決まってたんだけど。

ＧＭ：はい、それを踏まえてシナリオを作成しました。まずはトレーラーから読み上げます。




●トレーラー

『神曲』セルとＵＧＮ京都支部の戦いは、双方に多大な打だ撃げきを与あたえて終結した。

　指導者を失い混乱に陥る『神曲』セルを狙ねらい、敵てき対たい勢せい力りよくの数々が表おもて舞ぶ台たいに姿を現あらわし始める。

　襲おそい来る死者の軍ぐん団だん、巨きよ大だいな機械の兵士、天を衝つく巨きよ獣じゆう。

　息つく間もない戦いの中、ミユキと朱香は隠かくされた真実を知ることとなる──。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』第五話

「アローン・アゲイン」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




矢野：……ちょっと待てＧＭ。

ＧＭ：は、なんでしょうか。

矢野：なんだよ、死者の軍団とか機械の兵士とか天を衝く巨獣とか！　さっきまでの深しん刻こくな状況はなんだったんだよ！（笑）

ＧＭ：十分深刻ですよ。今の混乱した『神曲』セルに謎なぞの敵てきが攻せめてくるわけですから。

矢野：いや、だからってこれは……（笑）。

三田：あまりにもＢ級映えい画がのにおいがするね！

若林：それはそれとして、隠された真実、って書いてあるのが不安。

合鴨：嫌いやな予感がします。『デザイア』はいつもどんでん返しで私たちを揺ゆらすので（笑）。

ＧＭ：まあ、今回でひとつのターニングポイントにできれば、と思っています。……では、ハンドアウトを読み上げていきますね。まずはミユキからです。

合鴨：あ、はい。




●青峰ミユキ用ハンドアウト

ロイス：〝ブルーナイト〟上うえ杉すぎリョウガ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：有ゆう為い／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん

　ＵＧＮとの戦いの末、美奈子と真は姿を消し、時を同じくして最愛の弟もその姿を『至高天』から消失させた。トップを失い混乱する『神曲』セルでは、その原げん因いんも究明できない。

　焦あせるキミの前に、ブルーナイトと名乗るＵＧＮのエージェントが現れる。彼は「自分ならタクミを探さがし出だすことができる」と告げ、キミに仲間になるよう言った。




合鴨：初めて見る名前ですね。でもそんなことよりタクミが気になる……。

矢野：タクミは『至高天』から消えちゃったんだっけ？

ＧＭ：はい。今までは水晶化した半身が『至高天』にレリーフのように浮かび上がっていたのですが、今はありません。また、ミユキもタクミの存在を感知できなくなっています。

三田：それは厳しいなあ……。

若林：ミユキちゃんにとっては一番大事なことだよね！

ＧＭ：いただいたメールでもそこが一番重じゆう要よう視しされてましたね。まずはタクミがどうなったのか、どこにいるのかを確かく認にんするのが最さい優ゆう先せん、と。

合鴨：もちろんです。可か能のう性せいが少しでもあるならそこに拘こだわります。逆ぎやくに、もしもタクミがもう帰ってこない、とかになってしまったら、ミユキはいったいどうなるか……。

ＧＭ：そのあたりは、まだ何もわからない状態です。

合鴨：でしょうね……。それに、心しん情じよう的てきにはちょっとタクミの気持ちもわからなくなっているんです。居なくなる直前、あの子は私じゃなく真くんのところに行っていたし……。

三田：お姉ちゃんより友達を選ぶっていうのね!?（笑）

合鴨：実際そうですよー。うう、病やんでしまいそう。そんなわけで、気を張はって学校には行ってますけど、内心はグラグラです。

矢野：見た目だけ取り繕ってる、って感じか。

三田：で、ロイスは新しいＵＧＮのエージェントか。

合鴨：取とり引ひきを持ちかけてくるみたいですけど、どういう人なんでしょうね。

ＧＭ：そのあたりはオープニングで演えん出しゆつしましょう。続いて朱香のハンドアウトです。




●大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：大門寺蔵人くろうど　　　推奨感情　Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：恐きよう怖ふ

　美奈子と真。大好きなお母さんと、心が通じ合った友達。ふたりは、同時にキミの前から姿を消した。

　──自分には何も守れないのだろうか？

　喪そう失しつ感かんに苛さいなまれるキミの前に、突とつ然ぜん祖そ父ふ・蔵人が訪おとずれた。キミを疎うとんでいるはずの彼が、何をしに来たのだろうか？




若林：この人は……初期ロイスの人!?

ＧＭ：はい、朱香の設定を拾わせてもらいました。

三田：よく覚えてたなあ。確かライフパスで取ったロイスだっけ。

ＧＭ：そうですね。「疎まれた子」で設定されたロイスです。

合鴨：一巻のキャラクター紹介の時に一行だけ書かれてますね（笑）。

若林：書いてありましたね！　それにしても、おじいちゃんだったんですね。

ＧＭ：ええ、関かん係けい性せいは特に設定していなかったので。問題あれば変へん更こうしますが。

若林：あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです！　どうせ朱香に記き憶おくはないので！（笑）

矢野：固定ロイスから一いつ瞬しゆんで外れましたしね（笑）。

三田：で、当の朱香は今どうしてるの？

ＧＭ：それが、メールで確認させていただいたんですが……。

若林：……塞ふさぎこんでます。




　前巻のラストで、朱香は守りたい人をふたり同時に失ってしまった。

　ひとつは、記憶にある中でもっとも長く深い絆きずな。

　もうひとつは、一番新しく、目をそむけることのできない強きよう烈れつな絆。




若林：もう、これがきっかけでジャーム化しそうな勢いきおいです。なので、守れないあたしがいても意味なんかない、って引きこもってます。誰だれか助けて（笑）。

合鴨：しゅ、朱香ちゃんがー！

ＧＭ：……もう、すごい凹へこみっぷりですね。

三田：こりゃ大変だねえ……。

矢野：ちなみに、どっちのおじいちゃん？　父方と母方。

ＧＭ：母方の祖父です。

三田：じゃあ、美奈子の方か。

矢野：美奈子と朱香って血が繫つながってるんでしたっけ？

若林：繫がってないですよ。育てのお母さんなので。そもそも苗みよう字じが違ちがうもん。でも、どうして今になっておじいちゃんが出てきたんだろう……？

矢野：『神曲』セルが壊滅したこのタイミングだから、なのかもなあ。

ＧＭ：では、次は晃士朗のハンドアウトです。




●闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：〝コープスロード〟　荒田丈二あらた・じようじ　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：不ふ快かい感かん

　キミが復ふく讐しゆうすべき相手であり、『神曲』セルリーダーである〝プルガトーリオ〟永石美奈子は行方ゆくえ不明となった。トップを失って混乱するセルを狙ねらい、死者を操あやつるオーヴァードが襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきた。

　現げん状じようの『神曲』セルをまとめられるのはキミしかいない。プルガトーリオに直ちよく接せつ復讐するためにも、ここでセルを潰つぶされるわけにはいかないのだ。




矢野：今回のロイスは初登場の相手ばかりだな。死者を操るから〝コープスロード〟か。

ＧＭ：はい、そこはわかりやすく。

矢野：……にしても、どうしてこうなった？（一同笑）

若林：セルを潰つぶされるわけにはいかないのだ！（笑）

矢野：うん、間違ってはいない。いないんだが……納なつ得とくいかねえ！

合鴨：ど、どうしたんですか？

矢野：だって前回反はん逆ぎやくしようとしたのに、いつの間にか護まもる側に回ってるんだぞ！　本来は俺がこのコープスロードの位置に立つはずだったのに！（笑）

三田：復讐する相手がいなくなっちゃったからねえ。

矢野：そうそう。けど、それならそれで美奈子に復讐するためのお膳ぜん立だてを整ととのえる。『神曲』を今のうちに乗っ取っておく……というのが、俺おれのＧＭへの返答。

三田：なるほど、わかりやすい。

矢野：本当はもうひとつあるんだが、それはプレイ中に言うよ。しかし、死者使いかぁ……。何か面めん倒どう臭くさそうな相手だな。

ＧＭ：大体予想通りの能力を持っているかと（笑）。では最後に九鬼のハンドアウトです。




●九鬼用ハンドアウト

ロイス：本ほん間ま浩こう太た郎ろう　　　推奨感情　Ｐ：信しん頼らい／Ｎ：不安

　プルガトーリオという指導者を失い、混乱する『神曲』セル。そのさなか、キミにテセウスを与えた技ぎ術じゆつ者しやにしてセシリアの主治医でもある本間が重じゆう傷しようを負った。彼の話によると、彼が管理を任まかされていた全高四〇メートルの実験生物〝グロキシニア〟が暴ぼう走そうし、施し設せつを破は壊かいして脱だつ走そうしたのだという──！




三田：おや、俺も初登場のキャラ……じゃ、ないな！

若林：え、そうなの？

三田：うん、俺の初期ロイスだ。セシリアを診みてくれてて、俺をサイボーグにしたりテセウスを作った先生だよね、ＧＭ？

ＧＭ：さすが三田さん、そのとおりです。

三田：ていうか、俺だけシナリオ違わない？　四〇メートルって何!?（一同爆ばく笑しよう）

合鴨：怪かい獣じゆう映画じゃないですか……（笑）。

矢野：それを言うなら俺はゾンビ映画だし、トレーラーを見るとロボットも出ますよ。

若林：（笑いながら）と、ところで九鬼さんは今どうしてるんでしょう？

三田：ん、俺は混乱してるだろう子こ供どもたちのケアだよ。できるならＵＧＮにも裏うらから手を回して、とりあえず子供たちは保ほ護ごしたいって思ってる。

若林：おおー……！

ＧＭ：矢野さんと三田さんはわかりやすい返答でした。

三田：子供を守るのは大人の役目、ってのが九鬼の行動基き準じゆんだからね。

合鴨：じゃあ、怪獣は九鬼さんに任せよう……（笑）。

若林：守ってー（笑）。

三田：ゲー！（笑）
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ＧＭ：というわけで、レベルアップをしてください。で……（テキストの打ち出しを取り出し）、今回は新サプリメント『インフィニティコード』のデータを用意しました！

若林：やったー！　あたしが強くなるデータをください！

矢野：わ、若林さんが三田さんみたいなことを言い出した（笑）。

合鴨：悪い影えい響きようを受けてないと良いんですが。

三田：なんだよ！　……ところでＧＭ、俺はこの新しいシンドロームのウロボロスになりたいんだが、キャラクターを作り直しちゃダメかな？（一同爆笑）

ＧＭ：ダメに決まってるじゃないですか！（笑）




　新たなデータを見ながら一いつ喜き一いち憂ゆうするプレイヤーたち。

　そんなわけで小一時間が過すぎ、ＰＣたちは新たなデータでパワーアップしたのであった。




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、まずはミユキから報ほう告こくをお願いしたいのですが

合鴨（以下、ミユキ）：はい。色々考えたんですが、やっぱり戦せん闘とう力りよくに注そそぎ込こみました。《結合粉ふん砕さい》を５に、〈白兵〉を８に伸のばしました。これでダイスも達たつ成せい値ちも増えます。

矢野：延えん々えん剣けんを振ふって特訓してたみたいですね（笑）。

ミユキ：更さらに新しいサプリメントで増えた《地じ獄ごくの氷ひよう炎えん》を１レベル取得しました。これで28点消費して、残り経けい験けん点てんは２点です。

ＧＭ：わかりました。では、最後にＤロイス以外の固定ロイスを教えてください。

ミユキ：ひとつはもちろんタクミです。で、前回両親をタイタスにしたので、そこに朱香ちゃんを取りました。

若林：わーい♪

ＧＭ：了りよう解かいしました。



















▼大門寺朱香

ＧＭ：では、朱香のレベルアップはどんな感じになりましたか？

若林（以下、朱香）：はい、《氷の城じよう塞さい》を新しん規きに取得して、３レベルにしました。セットアップに使用して、ＨＰダメージを減へらしますよ！

矢野：朱香のガード能力や《氷雪の守しゆ護ご》も考えるとかなり大きいなあ。

朱香：あと、あたしが［暴走］しちゃうと大変なので〈意い志し〉を２レベル上げました。これで残り経験点は１点です。

ミユキ：うん、それはとても大事！

朱香：ねー（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、固定ロイスを教えてください。

朱香：固定ロイスは、ミユキちゃん、真くん、美奈子お母さん。

ＧＭ：……ひとつ多いですよ？

朱香：え？

ＧＭ：「Ｄロイス：不死者」があるので。固定ロイスはそれ以外にふたつ、合計三つです。




　一同、沈ちん黙もく。




朱香：ええっと……それは、つまり？

ＧＭ：はい、Ｄロイス以外のどれかひとつを削ってください。

朱香：み、みんな大事な絆なので……。

ＧＭ：（笑顔で）削ってくださいね。

朱香：いや─────っ！（笑）

ミユキ：さぁ選んで！（笑）

朱香：いきなり究極の選せん択たく!?　やだやだ、あたしの固定ロイスは四つなの！（一同爆笑）

ＧＭ：（満面の笑えみで）叫さけんでもロイス枠わくは増ふえないので、選んでくださいね。

朱香：うわーん、オニー。……じゃあ、真くんとお母さんにします。ごめんねミユキちゃん。

ミユキ：いいのよ（笑）。

朱香：シナリオが始まったら、すぐにミユキちゃんへのロイスを取るからね！

ミユキ：わかったわ！　……いやあ、いいもの見れました（一同爆笑）。

三田：人が大切にできる人の数は限かぎられているんですよ（笑）。



















▼闇条晃士朗

ＧＭ：では、次に晃士朗のレベルアップ報告をお願いします。

矢野（以下、晃士朗）：バロールのエフェクト《魔ま王おうの腕うで》を新規に取得した。［硬こう直ちよく］のバッドステータスを与あたえるエフェクトだ。主に雑魚ざこの牽けん制せい用だな。

ＧＭ：さすがに考えてますね。

晃士朗：で、【精せい神しん】をひとつ伸ばして８に、〈ＲＣ〉を１レベル伸ばして９にした。これで28点消費して、残りは０だ。

ＧＭ：【精神】が伸びたってことは、ＨＰや行こう動どう値ちも伸びますね。

晃士朗：うん。ここから先は行動値を伸ばす方向で考えてる。

朱香：リーダーに先せん制せいしてもらえると便利ですもんね！

ミユキ：ダメージもそうだけど、ダイスペナルティがあるし。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいです。では、固定ロイスの申しん告こくもお願いしますね。

晃士朗：固定ロイスは百も々も菊ぎくとプルガトーリオで変わらず、かな。色々考えたけれども、そこは変わる要よう素そがない。

三田：シンプルイズベストって感じだね！

ＧＭ：了解しました。



















▼九鬼

ＧＭ：では最後に九鬼さん、お願いします。

三田（以下、九鬼）：《電でん磁じ障しよう壁へき》を１レベル取りました。これで九鬼もガードできるようになったぜ！

ミユキ：攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうと全部ひとりで……（笑）。

九鬼：さらに調達が１レベルから６レベルへと上じよう昇しよう。常じよう備び化ポイントが増えたので、コネを整理し、「コネ：要人への貸かし」を五つ常備化しました。

朱香：どんだけの貸しがあるんですか（笑）。

九鬼：「思い出の一品」も買った。具体的にはセシリアとそのお父さんと、俺との三人とかで写っている写真。あと、セッション中に購こう入にゆう判はん定ていをしたいので、「コネ：手て配はい師し」もふたつ取りました。

ＧＭ：なるほど。九鬼は装そう備びの更こう新しんで強くなるわけですね（笑）。

ミユキ：『ＤＸ３』では珍めずらしいキャラだなあ。

九鬼：あ、《ハードワイヤード》で取得した装備も変へん更こうしたんだ。アームブレードを四つ持ってたのを三つにして、代わりにバトルマニューバをふたつインストールした。

晃士朗：〈白兵〉の達成値が上がる装備ですね。

九鬼：そうそう。で、さっきの「コネ：手配師」を使ってセッション中にパイルバンカーを買って装備するつもりなんだよ。

ＧＭ：なるほど。装備が変わって大分出来ることも増えましたね。

九鬼：情報収集も俺に任せて、って感じ。全部要人への貸しを使ってやっちゃうよ（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、最後に固定ロイスをお願いします。

九鬼：固定ロイスは「Ｄロイス：秘ひ密みつ兵器」と、あとはセシリアと朱香だね。セシリアは変わりようがないし、前回のセッションの流れだと朱香に取らざるを得ないよ。ミユキはどうせＰＣ間ロイスで取れるし。

朱香：いいなあ……あたしもミユキちゃんのロイスが欲ほしいのに……（笑）。
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ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを結んでいきましょう。ミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキ、の順です。

ミユキ：私はもう朱香ちゃんのロイスを持ってます。

ＧＭ：それならミユキは改めて取得しなくてもＯＫです。ちなみに、感情はなんですか？

ミユキ：ポジティブは〝信しん頼らい〟、ネガティブは〝疎そ外がい感かん〟。ポジティブが表です。ネガティブを表に出したら、ただでさえ落おち込こんでる朱香ちゃんの負ふ担たんになっちゃう。

朱香：ミユキちゃんは優やさしいよう～。

九鬼：ホントにミユキは朱香が好きだな！

ＧＭ：わかりました。次に朱香から晃士朗へ。

朱香：はーい。リーダーは……ポジティブが〝すごい〟（一同爆笑）。

晃士朗：な、なんか朱香の語ご彙いが少なくなってませんか……？

ミユキ：回を追うごとに朱香ちゃんが幼おさなくなってる気がする（笑）。

朱香：ネガティブは……〝拒きよ絶ぜつ〟。で、たぶんネガティブが表に出てます。あたしの近くにいるとまた誰か居なくなっちゃう。

九鬼：もうすべてのロイスでネガティブが表になりそうな勢いだねえ。

ミユキ：そんな朱香ちゃんが心配でなりません。

朱香：ちょっとナーバスになってるし、特にリーダーには一番壁かべを感じてると思う。

晃士朗：朱香が役に立たない……どうしよう（一同笑）。

ＧＭ：では、次に晃士朗から九鬼への感情です。

晃士朗：〝有ゆう為い〟しかないな。この差さし迫せまった状じよう況きようで、九鬼が役に立たないとヤバい。

九鬼：精せい神しん的てきに不安定なミユキと朱香がアテに出来ない以上、俺を使うしかないか。

ミユキ：私、戦闘発生するまで何の役にも立たないですよ（笑）。

ＧＭ：戦っている間だけ全すべて忘れられる生き物に。

晃士朗：ネガティブは〝劣れつ等とう感かん〟かな。逆に言うと、九鬼を使わないといけない状況だし。

ＧＭ：どっちが表ですか？

晃士朗：うーん……悩なやむなぁ。半分半分とかにしてぇ。本来はチャンスなのに、そのチャンスを生かせてない。自分に〝厭いや気け〟とかでロイスを取りたいくらいだ。

ＧＭ：ロイスは基き本ほん的てきに他人に取るものですからねえ。

朱香：リーダーが自分を嫌きらいになっちゃってる。

晃士朗：そんな感じだ。ひとまず〝有為〟を表にしておく。

ＧＭ：わかりました。では最後に九鬼からミユキへのロイスです。

九鬼：ほーい。感情自体は〝誠せい意い〟と〝不安〟で前回と変わらず。でもタクミがいなくなってミユキも不安定になってるだろうし、ネガティブが表に出てる。

ミユキ：いやぁ、周りは不安ですよね！

朱香：あたしとミユキちゃんが鬱うつ々うつコンビになってしまいました。

ＧＭ：……えー、なんだかプリプレイから不安全開ですね。どうしてこうなった。

晃士朗：加納くんがひどいヤツだからじゃないかな。

九鬼：まったくだ。

ミユキ＆朱香：（うんうん頷うなずく）

ＧＭ：はっはっは、俺みたいに甘あまくて優やさしいＧＭはいませんよ。さて、それではメインプレイを開始しましょう！


















『インフィニティコード』　『ＤＸ３』のサプリメント。新たなシンドローム「ウロボロス」をはじめとする追加データが掲載されている。

ウロボロス　『インフィニティコード』で追加された新たなシンドローム。影を操る能力と、他のシンドロームのエフェクトをコピーする能力を持つ。

《地獄の氷炎》　《氷炎の剣》と同時に使用し、剣の威力を高めるサラマンダーのエフェクト。

《魔王の腕》　重力をかけることによって敵を転倒させるバロールのエフェクト。

《電磁障壁》　電磁力の力場を作り、攻撃を受け止めるブラックドッグのエフェクト。

パイルバンカー　内部に巨大な金属の杭を備えた楯状の武器。火薬による爆発力で対象に杭を叩き込む。
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◆Opening01◆祭りの後

Master Scene




　ＦＨセル『神曲』とＵＧＮ京都支し部ぶの戦いから、およそ一週間が経過していた。

　あれだけの戦いも公おおやけになることはなく、京都の街も表面上は何も変わらぬように見える。

　だが──変化は徐じよ々じよに起こり始めていた。




ＧＭ：オープニングの最初のシーンはマスターシーンです。前回の戦いを経へて、今京都がどうなっているかを簡かん単たんに演えん出しゆつします。

九鬼：まぁそうだよな。

朱香：うんうん。




『神曲』セルとＵＧＮ京都支部の間で成り立っていた微び妙みようなバランス。それが崩くずれ去さった今、京都はオーヴァード無法地帯となりつつある。『神曲』セルの残存する勢力を使ってなんとか抑制しており、まだ様子を見ているだけのものも多いため、完全な崩壊には至っていないのが現状だ。

　何も知らない人々から見れば、京都は普段と変わらない。だが、どこか空気が違っている。このままでは、大混乱が発生するのは火を見るよりも明らかだ。

　ＵＧＮもこのまま静観していることはないだろう。介入は時間の問題と言えた。しかも一度敗れている以上、以前の京都支部を超える戦力を投入してくるだろう。

　早ければ二週間、遅くとも一ヶ月以内には動き出す──。




ＧＭ：現在京都はこんな感じです。ＵＧＮもそうですが、京都を恐怖支し配はいしていた〝プルガトーリオ〟永石美奈子という抑止力が居なくなったせいで、事態は悪化しております。

九鬼：晃士朗にやったことを他の連中にもやってるとしたら、そりゃあ恐怖政せい治じだよねえ。

晃士朗：もうひとつ確認したいんだけど、雪村ハゲと真ま梨り子こはどうなったの？

朱香：あ、そうだった！

ＧＭ：彼らは前回の戦闘後、混乱の中でひとまず撤てつ退たいしています。普ふ通つうに考えれば、治ち療りようをしているか──さもなくばあなた方同様、真を探さがしているでしょう。




　ＵＧＮのエージェント、雪村豪久ゆきむら・たけひさと高こう円えん寺じ真梨子。前回のラストでＰＣたちの前に立ちふさがった強きよう敵てきである。

　彼らに勝利した直後、真は『至高天』を起動させるためのパーツであるマテリアルに過か剰じよう反応し、強きよう烈れつな光を放って美奈子ともどもいずこかへと消えてしまった。




九鬼：ま、正直あのふたりをどうこうする余よ裕ゆうはないよねえ。

ミユキ：そうですよね……。で、トップ不ふ在ざいで混乱するなかで一週間ぐらいが経たった……。

朱香：あたしたちの住すみ処かになっているところとかはどうなっているんですか？

ＧＭ：寝ね泊とまりぐらいはできます。無くなったわけではないので。

晃士朗：別に襲しゆう撃げきされたわけじゃないし、組織の施設とか設せつ備びとかは無事なんだよな？

ＧＭ：はい。学校なんかにも普ふ通つうに通えます。

ミユキ：……つまり、混乱の中で美奈子さんと真くんがいなくなってるのに気づいて、戻もどってきたらタクミもいなくなってた、ってことですね。

九鬼：……立て続けに二回ショックな事が起こってるんだよねえ。

ミユキ：うーん……。

九鬼：これは酷ひどい！

朱香：なんて絶ぜつ望ぼう的てきな状況なんだろう……（笑）。

ＧＭ：というわけで、今回のシナリオはこういう状況から始まります。







◆Opening02◆グランパ

Scene Player ── 大門寺朱香




　真と母がいなくなった。目の前で、大好きなふたりが消えてしまった。

　そのショックから立ち直ることもできず、朱香はひとり閉とじこもっていた。

　明かりもつけずに暗い部屋で、手にした携けい帯たい電話のディスプレイだけが点てん灯とうしている。何か進しん展てんがあれば、晃士朗から連れん絡らくが入るだろう。朱香はそれだけを待っているのだ。

　──だが、まだ何も連絡はなかった。




ＧＭ：それでは朱香のオープニングですが……引きこもってるんでしたっけ。

朱香：そうです。あ、真くんやお母さんは誰だれが捜さがしてるんですか？

晃士朗：陣じん頭とう指し揮きを執とっているのは、間ま違ちがいなく俺だろうな。

朱香：じゃあ、携帯を見ながら、ひたすらリーダーからの連絡を待ってます。学校にも行ってません。っていうか……人に会いたくない。

ミユキ：部屋の中でひとり携帯を見つめてるの？

朱香：うん、ひとりで携帯を持ってる。部屋は暗いまま。

九鬼：怖こわいよ、この子！

ＧＭ：では、その部屋を誰かがノックします。

朱香：答えない。ドアは開けっ放しにしてるので、勝手に入ってくればいいと思ってる。

ＧＭ：わかりました。では何度かノックしたあとでドアが開いているのに気づき、「失礼するよ」としゃがれた声で言いながら、七〇歳さい前後の老人が部屋に入ってきます。

朱香：……そっちに反はん射しや的てきに顔を向けます。

ＧＭ：「久ひさしぶりだねえ、朱香。私のことを覚えているかい？」

朱香：おじい、ちゃん……。ネガティブの〝恐きよう怖ふ〟が表なので、怯おびえて身をすくめます。

ＧＭ：ちょっと困こまったような顔をします。「無理もないか……大変だったねぇ、朱香」

朱香：…………。

ＧＭ：「聞いたよ。お母さんも、お友達も、行方ゆくえがわからないんだって？」

朱香：……！　びくっとして、それからただ携帯を見つめるだけになります。

九鬼：このじいさん、その情報どっから聞いたんだろうねえ？

晃士朗：さぁ。というか、よくここに来れたよな。

ＧＭ：そのあたりはミドルフェイズで調べる事ができる、と言っておきます。

九鬼：お、了解了解。何か知らないけれど事じ情じようを知ってるおじいちゃん。

ＧＭ：さて、蔵人は黙だまっている朱香に声をかけます。「……辛つらいかもしれないが、元気を出しなさい。そうやって閉じこもったままだと、お母さんもお友達も帰ってこれないよ？」

朱香：帰ってこれない……。う、うう……うぇぇぇん！　あたしの、あたしのせいで……！

ＧＭ：懐ふところからハンカチを出して差し出します。「信じればいつかは叶かなう。だから、信じなさい。特に、せっかくできたお友達を失ってはいけない」

九鬼：……なんか突とつ然ぜん妙みようなことを言い出したねえ。

ミユキ：すごい良いことを言ってるんですけど……（笑）。

晃士朗：いきなり何を言い出すんだ、って感じだよなあ。

朱香：（いやいやをしながら）あ、あなたは、あたしを捨すてたくせに……！

ＧＭ：「捨てた──つもりは、なかったんだが」と、蔵人は少し悲しそうな顔をします。「しかし、そう思わせてしまっていたのだろう。すまなかったね」

朱香：えぇ～？　疎うとんでいたのに？

ＧＭ：「疎んでいた──か。今のお前はそう記憶しているんだね？」

ミユキ：ん？　記憶？　何か変な言い回し……。

ＧＭ：実は、朱香は一部記き憶おく喪そう失しつなんですよね。

九鬼：あれ、そうだっけ？

朱香：実はライフパスの経験が「記憶喪失」。

晃士朗：……忘れてたぞ、そんなの。

朱香：だって気にしてないもん！　でも、この人には疎まれていた記憶があるので、警戒してます。

ＧＭ：では、彼はそのまま言葉を続けます。「いいかい、人間にとって一番大切なのは人と人との絆だ。それを忘れてはいけない。私はそれだけを伝えにきたんだよ」

朱香：…………あたしが元気なら色々聞きたい事はあるけど、今はぐちゃぐちゃなので、何も対たい応おうできない。話だけ聞いてます。

ＧＭ：では、蔵人はそれ以上何も言わず、一礼だけして部屋を出て行きます。

朱香：……気にはなるけど、視し線せんは向けません。ずっと携帯電話を見てます。




「それじゃあ」とだけ呟つぶやいて、祖父──大門寺蔵人は去っていった。再ふたたび、朱香の部屋に暗くら闇やみと静せい寂じやくが戻る。

「……まだ、こない。連絡が、こない」

　ベッドに転がったまま、朱香はずっと携帯電話のディスプレイを見続けていた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ミユキ：……何だろう。いい人っぽいけど。

九鬼：そのまま信じるなら、朱香を心配してるって感じだけどねえ。

晃士朗：だが、『デザイア』に出てくる連中は皆みな信用できねぇ。今まで出てきた中で裏がなかったヤツは、なんとあの雪村ハゲだけだ（一同笑）。

ミユキ：彼はまっすぐだから……（笑）。

九鬼：真梨子やブレイクエンドにも裏の事情や隠かくし事ごとはあったからねえ。

ミユキ：あんないい人の動きをされると、余よ計けいに何かあるんじゃないの、って思う。

ＧＭ：人を疑うのはよくない。おじいちゃんは良い人なんですよ。

晃士朗：信用できねえよ！（笑）

九鬼：ましてや、疎んでいたはずという設定までついているしねえ。

朱香：そうなのよ～。もうなんだかわかんない。お母さんー！　早く帰ってきて！

晃士朗：そういやあ、この爺じいさんえらく堂々と入ってきてるが、俺たちは気づけないのか？

ＧＭ：九鬼と晃士朗は気づいていて構かまわないでしょう。特に隠れる様子もありません。

晃士朗：……ふむ、わかった。

ＧＭ：謎なぞは多いみたいですが、ひとまず次はミユキのオープニングです。







◆Opening03◆蒼あおい稲いな妻ずま

Scene Player ── 青峰ミユキ




　夕ゆう刻こく。ミユキはひとり鴨かも川がわ沿ぞいを歩いていた。

　朱香はあの日以来部屋に閉じこもり、学校にも行こうとしない。いつもならふたり並ならんで歩く通学路も、今日はひとりだ。

　我われ知しらずため息をつきながら、ミユキは携帯電話を手に取った。




ＧＭ：では、ミユキのオープニングです。

ミユキ：はーい。あ、シーンの最初の演出を指定してもいいですか？　朱香ちゃんが携帯電話のシーンで終わったので、私も携帯電話を見ているシーンから始めたいです。

ＧＭ：なるほど、ではそれで行きましょう。

ミユキ：朱香ちゃんにメールを送ろうとするけど、何を書いていいかわからない。書けない──っていうのを繰くり返しています。

ＧＭ：なるほど。少し思いつめてる感じですね。

ミユキ：そうですね。──もしも本当にタクミがもう存在しないならどうしよう。誰かのせいにできれば、その人にぶつけられるのに……とか、色々思いつめてます。無意識に剣を握ろうとしたりとか。

朱香：ミユキちゃんもひどい状態に……。

九鬼：追おい詰つめられてるねえ……。

ミユキ：そのうち携帯を閉じて、またため息をつきます。

ＧＭ：では、突然ヴォォン、とミユキの頭上からバーニアの音がします。

ミユキ：……は？　バーニア？

ＧＭ：上を見ると、青い装そう甲こうが特とく徴ちよう的てきな全高一八メートルの人型メカがホバリングしています。ちなみに、ワーディングは張っていません。

九鬼：は!?

朱香：人型メカ？　一八メートル？（笑）

晃士朗：トレーラーの巨大ロボってこいつのことかよ！（笑）

ミユキ：……一いち瞥べつしてそのまま素す通どおりしていきます。

朱香：えええええええ（笑）。

九鬼：ま、まさかのスルー（笑）。

晃士朗：ロボットどころじゃない、ってことなんだろうけど（笑）。

ミユキ：そうですね。こんなのに関わってられないというか……。

九鬼：……あれ？　《ワーディング》を張ってないってことは、このロボットってレネゲイドじゃない普通のメカなの？

ＧＭ：いえ、明らかにエフェクトです。

九鬼：……なんで張ってないんだ。

ＧＭ：当然、周囲で一いつ般ぱん人じんがざわめきはじめます。

ミユキ：じゃあそのザワザワしているのを意にも留とめない。……帰ろう。

朱香：またスルー！（笑）

ＧＭ：ええと、ではミユキの目の前にその巨大ロボが着陸します。




　着陸した巨大ロボのコックピットハッチが開く。

　中から現れたのは、ひとりの青年。

　手入れされていない肩かたまでの長ちよう髪はつに、度の強そうな眼鏡めがねをかけ、神しん経けい質しつそうな表ひよう情じようの瘦やせぎすの青年だ。

　ご丁てい寧ねいにも、貧ひん相そうな身体からだをぴっちりと包つつむ謎の青いパイロットスーツまで着き込こんでいる。




ＧＭ：（鼻にかかった声で）「おいおい、無視はなしだよぉ？」（一同笑）

晃士朗：なんだよそのおかしな声色は！　文章で表現できねえだろ！

九鬼：なんかすごい嫌な予感がしてきたぞ（笑）。

ＧＭ：そう言うと、彼は顔にかかる前まえ髪がみを「ばさっ」と首の動きだけで払はらい、ミユキに向かってニィッと笑います。ちなみに、年の頃は二〇代後半から三〇歳前後ですね。

朱香：（心底呆れた声で）うっわー……。

晃士朗：痛い！　想像を超えて痛いヤツが出てきた！

九鬼：もうちょい美形のパイロットとかを想像してたのに……なあ……。

朱香：見ただけで空気読めない人だってわかる……（笑）。

ミユキ：（嫌いやそうな顔で）……うわー、声かけられてしまった。どうしよう（一同爆笑）。

晃士朗：い、痛いたいヤツを見る顔になってる（笑）。

ミユキ：もう、本当にそれどころじゃないんで。

ＧＭ：「フッ……お困りのようじゃないか」

ミユキ：凄すごく不信感を露あらわにした表情をします。……あなたはいったい？

ＧＭ：「僕ぼくは上杉リョウガ。この〝ブルーナイト〟のパイロットで、ＵＧＮの戦士さ」

ミユキ：ＵＧＮ？　それを聞いたら周りを見み渡わたして……場所を変えませんか？

ＧＭ：「おっと、周りが気になるようならブルー粒りゆう子しを散さん布ぷしよう」と言うと、ロボの肩ハッチがパカリと開き、そこから粒子が出てきて《ワーディング》が展開されます。

朱香：何、この人。面おも白しろロボット大戦になってきた（笑）。

九鬼：言われる前に《ワーディング》くらいやっとけよ！　ＵＧＮだろ！

ミユキ：……何の用なの？

ＧＭ：「い、いやあ、先日は後こう輩はいたちが世話になったね」

ミユキ：後輩って……真くんたちのこと？

ＧＭ：「そうそう。同じ支部だからね」

ミユキ：で、そんな人が私に何の用ですか？

ＧＭ：「なに、取とり引ひきに来たんだよ、ウン。取引」

ミユキ：……取引？

ＧＭ：「そうそう。──君は今、人ひと探さがしをしている。そうでしょ？」

ミユキ：………沈黙で答えます。

ＧＭ：（わざとらしく目線を外して）「僕なら、その場所がわかるんだけどなあ……」

ミユキ：……どういう意味？

ＧＭ：「取引って言ったろ？　僕の目的のために、仲間になって欲ほしいんだよ。その代わりとして、僕は君の欲しい情報を与えるよ」

ミユキ：（眉まゆを顰ひそめて）……あなた、私の何を知っているの？




　上杉リョウガと名乗った青年は、眼鏡のブリッジを押おし上あげながらニヤリと笑う。

「──青峰タクミについてのこと、と言えばどうする？」

　続けて彼の口から出てきた言葉は、ミユキを驚きよう愕がくさせるのに十分だった。




ミユキ：……！　正直本当に興きよう味みがなかったんですけど、その名前が出たら逆に食いつくかの勢いで詰つめ寄よります。どういうこと!?

ＧＭ：詰め寄られると途と端たんに顔を赤くしてキョドります。「そ、そんな顔しないでよ。女の子に見つめられるのは慣なれてないんだ」（一同爆笑）

九鬼：おい、なんでそうなるんだよ！　明らかに殺気篭こもってたぞ！（笑）

晃士朗：ちょっとでも戦い慣れたやつなら、今の絶ぜつ対たい怖いだろ（笑）。

ミユキ：……タクミの何を知っているの？　答えなさい。

ＧＭ：「ま、まあまあ、落ち着いてよ。……タクミ君だけじゃなく、真田……ああ、君たち的には柾木真だっけ？　あいつやプルガトーリオについてもわかるよ」

朱香：真くんやお母さんも!?

ミユキ：どういうこと……？

ＧＭ：「まさかあんなところに居るとは、僕も思わなくてね」と言って、彼──ブルーナイトは《デジャヴュ》を使います。

ミユキ：それは？

ＧＭ：古代種専せん用ようのエフェクトで、ＧＭから直接疑ぎ問もん点てんを聞きだせるエフェクトですね。

ミユキ：……つまり、それを使ってタクミの居い場ば所しよを知ったってことね。

九鬼：ところでＧＭ、こいつのどの辺が古代種なの？

ＧＭ：えぇと、このロボです。遺い跡せきから発はつ掘くつしたのをレストアしたという設定。

晃士朗：何というどうでもいい古代種なんだ（笑）。

ミユキ：ちょっとだけ考えてから、下から見上げます。……何をすればいいの？

ＧＭ：（目を輝かせて）「僕は、ＵＧＮとしてＦＨを許ゆるせないからね。一いつ緒しよにＦＨを倒たおそうよ！」

一同：………え？

ＧＭ：「君の力は正せい義ぎのために役立てるべきだよ、ね！」

ミユキ：え、えーと……。

晃士朗：予想外の発言を連発するヤツだ。

九鬼：もうおじさんはツッコミ疲れたよ……（笑）。

ミユキ：ど、どうしようかしら……。

ＧＭ：「あ、ウン、もちろんこの場ですぐに答えを出せとは言わないよ？」

ミユキ：それなら──少し考えさせて。

ＧＭ：「へぇ、そりゃ嬉うれしいなァ！　じゃあ──」と、彼は日時を指定します。「その気になったら、京都駅で会おうよ」

ミユキ：それには及およばないわ。私からメールアドレスを差し出します。

ＧＭ：（眼鏡をくいっと持ち上げて、表現しがたい奇妙な笑みを浮かべる）

晃士朗：おい！　違うからな！　それ、モテたわけじゃねえからな！　勘かん違ちがいすんなよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「……いい返事を期待してるよ」と言って彼はコックピットを閉じ、「ゴー、ブルーナイト！」の掛かけ声ごえと共に、飛行形けい態たいに変形して飛んで行きます。

九鬼：ダメだ、どこから突つっ込こんでいいのかわからない。

朱香：そのロボットとその格かつ好こうで、普ふ段だんはどこにいるのよ！（笑）

晃士朗：（複雑な表情で）《ヴィークルモーフィング》でモーフィングロボを出してるんだとすると、実力はあるんだろう、けど、なあ……。

ミユキ：……色々疑ぎ問もんはあるんですけど、ひとまず帰路に就きます。

ＧＭ：わかりました。シーンを終しゆう了りようしましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ミユキ：……あ、私が前向きになった理由を言っておきますね。プレイヤー視し点てんで。ＵＧＮの話を聞きたいんですよ、今。

九鬼：なるほどねえ。前回の話で、タクミはＵＧＮと接せつ触しよくを取ろうとしていたもんね。

ミユキ：ええ。それの詳くわしい話を本当は真くんからもっと聞きたかったんだけれど、連絡が取れなくなっちゃったんで。だからＵＧＮの関係者とちょっと近づきたかった。

九鬼：前回は俺ら、聞くタイミングが無かったもんね。

ミユキ：無かったですねー。

晃士朗：あんなことになるとは思ってなかったしな。そういや、今ＵＧＮ京都支部の本拠地はどうなってるんだ？　前の戦いで壊れたまま、瓦が礫れき状態？

ＧＭ：はい。今工事中になっているんじゃないですかね。

晃士朗：完かん璧ぺきに瓦礫か。うーん、データ取る暇ひまもなかったしなー。

ＧＭ：後手後手になってしまいましたからね。さて、晃士朗のオープニングに移うつります。






《デジャヴュ》　古代種専用エフェクト。ＧＭに直接疑問点を尋ねる事ができる。

《ヴィークルモーフィング》　物質を変換して乗り物を作り出すモルフェウスのエフェクト。

モーフィングロボ　《ヴィークルモーフィング》で作り出すロボット。《ヴィークルモーフィング》のレベルが５以上の場合のみ作成できる。









◆Opening04◆ゾンビネーション

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　闇条晃士朗は忙ぼう殺さつされていた。

　事実上ひとりで『神曲』セルを掌しよう握あくしていた〝プルガトーリオ〟永石美奈子の失しつ踪そう後、セルを取りまとめることのできる人材は晃士朗をおいて他になかったのだ。




ＧＭ：では、晃士朗のシーンです。

晃士朗：了解。ところでＧＭ、『神曲』で美奈子や俺以外に統とう率そつを取れそうな奴やつっている？

ＧＭ：いなくはないですが、晃士朗の方が有ゆう能のうです。

九鬼：そもそも統率が取れれば最初のマスターシーンのようなことになってはいないわな。

晃士朗：じゃあ仕方がないな。混乱している『神曲』セルの対応は俺がやろう。もともと俺たちケルベロスは特別扱いみたいだったし、文もん句くのあるヤツは出て来い、くらいは言う。

ＧＭ：なら、完全にとはいかないまでも、残ったセルの人員はあなたに従したがうようになります。

晃士朗：よし。……ところでＧＭ、このシーンに場所の指定はある？

ＧＭ：美奈子が使っていた『神曲』セルの執しつ務む室しつなんかを想定してましたが。

晃士朗：じゃあ『マレボルジェ』内で美奈子が使っていた部屋に陣じん取どるか。

朱香：お母さんの部屋なのにー……。

晃士朗：……でもアイツの椅い子すに座すわりたくねぇなぁ。ものすごく座りたくない。別に空あき巣すになりたかったわけじゃないんだよな、俺は。

ＧＭ：キチンと奪うばい取とって座りたかった、と。

晃士朗：プルガトーリオに一発拳げん骨こつを入れたい、というのが俺の目的だからな。ま、仕方ねえので司令室に居よう。資し料りようとかもそこにあるだろうし。その上で凄すごいちっぽけな執しゆう着ちやくとして、椅子には座らずに机つくえに座る（笑）。

朱香：机に!?　お母さんより上って言いたいの!?（笑）

晃士朗：いや、あいつの椅子に座りたくない。しかし……京都の治安とか守んないといけないんだよな？　統とう制せいを取るために。




「……はん、なんでこんな事になったんだか」

　自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らして、晃士朗はぎゅっと詰つまった仕事をこなしていた。息を吸すうたびに舌した打うちが聞こえるほどに不ふ機き嫌げんな様子だが、仕事自体はきちんとしている。

　すべてはプルガトーリオが戻ってきた時、堂々と正面から復ふく讐しゆうを果たすためなのだ。




ＧＭ：では、そこでバタン、とドアが開き、髪かみを乱した女性が入ってきます。見れば、傷きずもいくつか負っているようです。

晃士朗：……なんだ、テメェは？

ＧＭ：「……えらい無作法どすけど、堪かん忍にんしとくれやす。兄あにさん、報告に来ました」

晃士朗：百々菊か。

ＧＭ：はい。化け粧しようをしておらず、洋服姿ですが、それだけ急だったのでしょう。

晃士朗：怪け我がしてるのか。じゃあ眉を顰める。

ＧＭ：では、彼かの女じよはメモリースティックを渡わたします。中身を確認してみると、ゾンビの軍団が『神曲』セルの施し設せつのひとつを襲撃している画が像ぞうが出てきます。

晃士朗：……なんだ、これは？

ＧＭ：「コードネーム〝コープスロード〟。死体を操あやつる、っちゅうオーヴァードどす」と、呼こ吸きゆうを整ととのえながら説明します。名前には聞き覚えがありません。

晃士朗：はん、聞いたことのねえヤツだな。

ＧＭ：ちなみに、こういった手合いは何度か出しゆつ没ぼつしてきて、叩たたいていると思ってください。

晃士朗：プルガトーリオが居なくなったのを狙ねらって、ってとこか。はん、どいつもこいつも雨う後ごの筍たけのこみたいに出てきやがって。

ＧＭ：「そうどすな、セル自体も混乱しているみたいやし。やっぱり、プルガトーリオはんがおらへんと──」と言ってから、あっと声をあげて、「……失言どした」。

晃士朗：気なんか遣つかってるんじゃねぇよ、と吐はき捨すてるように言う。で、こいつについて何かわかってる事はあるのか？

ＧＭ：「詳くわしい事までは……」と首を振ふります。「ただ、ここ何日かで襲撃してきた人らとは規き模ぼが違います。早さつ急きゆうに対たい策さくを」と百々菊は言います。

晃士朗：ちっ、そこらの雑魚ざことは一味違うってことかよ。

ＧＭ：そうですね。少なくとも、簡かん単たんに対たい処しよできる相手ではないでしょう。

晃士朗：──映えい像ぞうは出ているんだよな？　どのくらいの数の死体を操ってるんだろう。

ＧＭ：数百、というレベルです。

朱香：おぉぉ～！

ミユキ：それはすごい……。

九鬼：それだけ揃そろえるのは大変だったろうねえ。用よう意い周しゆう到とうなことだ。

晃士朗：……機会を狙っていたようにしか見えねぇな。死者使いか、面めん倒どうくせぇ。

ＧＭ：なお、映像にある施設で殺害された人もゾンビ化して配下に組くみ込こんでいます。施設を壊滅状態にした後は、ふたたび移い動どうを始めています。

晃士朗：なるほどな。そんな目立つ連中なら、足取りはすぐに摑つかめるだろう。そのコープスロードを探せ、と指令を飛ばします。

ＧＭ：はい、と頷うなずいてから、一礼して百々菊は部屋を後にします。

晃士朗：それを見送ってから舌打ちする。まったくあのガキども、こんな時に……。




　──認めるのは業腹だが、今の晃士朗では反『神曲』勢力は止められない。それだけの権威や圧力は、まだ自分にはないのだ。それに加え、主戦力であるミユキと朱香は精神的に不安定な状態だ。この局面をどうにかするには、使えるものはすべて使うしかない。

「──仕方ねえ。あの九鬼オツサンを使うか」

　呟つぶやいて、晃士朗は携帯電話を手に取った。






百々菊　『神曲』セルのオーヴァード。芸妓の姿で連絡員として活動する。本人は知らないが、晃士朗の妹である。









◆Opening05◆サプライズ・アタック

Scene Player ── 九鬼




　京都郊こう外がいにあるＦＨ施し設せつ。ここは『神曲』セルが今の状態でも、何とかその機能を失っていない数少ない施設のひとつだ。

　そしてここには、九鬼が救いたいと願う少女、セシリアが眠ねむり続けている。




ＧＭ：では九鬼のオープニング。セシリアの見み舞まいに行くシーンを想定しています。

九鬼：ということは秘密施設の病院だね。生命維い持じ装そう置ちに繫つながれたセシリアを見て……あ、ついでに購入判定してもいい？　やりたい演出もあるんだ。

ＧＭ：構わないですよ。

九鬼：じゃあ「コネ：手配師」を使って購入判定……お、成功。パイルバンカーを購入しとく。前回の戦いで反省して、ちょっとばかり強化を試みた、ってことで。

ＧＭ：了解です。しかし、今は本間医い師しは不在です。

九鬼：あれ、本間さんいねえの？　んじゃまあ、セシリアの所に行くか。……やあ。調子はどうだい、セシリア。と、少し悲しそうな声で。

ＧＭ：彼女はいつもどおり、何も答えず眠り続けています。

九鬼：なんだか、ちょっとばかり面めん倒どう臭くさそうなことになっちまってるよ。

ＧＭ：ではそこで、向こうの方から「な、なんですって!?　本間先生が!?」という声が。

九鬼：何？　ちょっと待て、本間さんがどうしたって？

ＧＭ：ではそこでＴＶ電話のモニターに本間の姿が映うつります。「く、九鬼くんか……」

九鬼：おい、どうした!?

ＧＭ：「じ、実験生物が……逃にげ出だした……ッ！」

九鬼：はぁ？　なんだよそれ!?　あんた、実験生物の管理とかもやってたのか？

ＧＭ：「専せん門もんではないのだが──トラブルが発生したとかで、急きゆう遽きよ呼ばれたんだ。だが、私が行った時には既すでに手て遅おくれだった……」と、悔くやしげに顔をしかめます。

九鬼：……一体何があったんだい？

ＧＭ：「……プルガトーリオの不在が影えい響きようしている」

九鬼：ちょ、ちょっと！（笑）

朱香：お母さんなの!?（笑）

ミユキ：美奈子さん、実験生物の世話まで……（笑）。

ＧＭ：というか、実験生物を管理していた責せき任にん者しやが今回の事件を受けて逃とう走そうしたようです。で、専せん門もん外がいですがサイバー技ぎ術じゆつを転用できれば、と本間医師が呼ばれました。

九鬼：なるほどねえ。そういや、本間さんは俺が連れてきたんだもんね（笑）。

ＧＭ：というわけで、実験生物の映像が送られてきます。




　モニターを見た九鬼は、思わず我わが目を疑うたがった。そこに映っていたのは、施設を破は壊かいしながら起き上がる巨きよ大だいな生物──無数の触しよく手しゆを持ち、爬は虫ちゆう類るいと植物が混まざり合ったかのような異い形ぎようの生命体。その全高は、およそ四〇メートルはあるだろう。

「コードネーム〝グロキシニア〟。こいつが暴あばれだしたら……京都はただでは済すまん」

　搾しぼり出だすような声で、本間医師はそう告つげた。




ＧＭ：「ヤツは施設を破壊した後、地中に潜せん行こうして移動を開始した。……すまない、これに対処できる可能性があるのは、君たち以外に考えられない」

九鬼：…………。

朱香：さ、三田さんがみるみる面おも白しろい顔に（笑）。

晃士朗：文章で表ひよう現げんできないことしないでください（笑）。

九鬼：なに、この面白生物……。

ミユキ：ロボット、ゾンビ、怪かい獣じゆうって……（笑）。

晃士朗：改めて演出されると、ホントにＢ級映画の大行進だな……。

九鬼：どうしちゃったの、『デザイア』！　し、しかし、この怪獣どうすんだよ……って、俺たちがなんとかすんのか。ＵＧＮ京都支部はもうないもんねえ（笑）。

ＧＭ：「……頼たのむ」

九鬼：……ま、やるしかないよねえ。とりあえず、晃士朗の白しら髪がでも増ふやしに行くか。

晃士朗：黒いとこなんかほとんどねえよ！（笑）




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




九鬼：……考えてみると、プルガトーリオがいなくなったから動いた、ってわかるのはこの怪獣グロキシニアだけで、コープスロードもそれを狙ねらっていたのか、わかんないんだよね。

晃士朗：そうだな。コープスロードだけ、本体が見えていない。

ミユキ：ブルーナイトは本当に、何を考えているのかわかりませんし……（笑）。

朱香：なんか、あちこちで問題が発生してる。あたし以外のところで（笑）。

九鬼：ちょっと頭が混乱してきたぞ。怪獣って、おい……（笑）。

晃士朗：火薬庫に火がついた感じだな。あちこちで誘ゆう爆ばくが起きてやがる。

九鬼：プルガトーリオはどれだけ抑おさえていたんだ……！

晃士朗：でも、ブルーナイトはよくわからん。あいつひとり毛色が違いすぎる（笑）。

ＧＭ：そのあたりも含め、調べる必要があるでしょう。では次からはミドルフェイズです。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆新たなる指し導どう者しや

Scene Player ── 闇条晃士朗




『神曲』セルの本部施し設せつ、通つう称しよう『マレボルジェ』。かつてセルリーダー永石美奈子ながいし・みなこが使っていた執しつ務む室しつの机つくえに座すわり、晃こう士じ朗ろうは九く鬼きを呼よび出だすメールを入れた。

　理由は、美奈子に代わるカリスマをでっち上げるため。

　その為ために、九鬼の「最強」を利用するのだ。




ＧＭ：では、ミドルフェイズです。シーンプレイヤーは晃士朗で、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンを想定しています。

晃士朗：情報収集もそうなんだが、まずやりたいことがある。九鬼を呼び出すぜ。

九鬼：ほいほい、んじゃ行きますかね。なんだい、セルリーダー？

晃士朗：別にセルリーダーになったわけじゃねえ。やれる奴やつが居いねえからやってるだけだ。

九鬼：ま、いいや。ちょうど俺おれも晃士朗の白しら髪がが増ふえる話があるんだ。先に聞く？

晃士朗：……言ってみろ。

九鬼：んじゃ、説明がメンドくさいし、《タッピング＆オンエア》でそこらのモニターに本間医い師しから届とどいた映えい像ぞうを流すよ。こんなのが出てきちゃってるんだよねえ。

晃士朗：（苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になり）……どういうことだ、これは。

九鬼：プルガトーリオに抑おさえられてた管理責せき任にん者しやが逃にげ出したんで、俺の知り合いが代わりに呼よばれたんだけどね。間に合わずにズガーン、ドギャーン、バガーン、ってとこ。

晃士朗：擬ぎ音おんで喋しやべるな。朱しゆ香かか、お前は（一同爆ばく笑しよう）。

朱香：ひどーい！（笑）

九鬼：だって怪かい獣じゆうだよ？　ギャオーとかズギャーンって表ひよう現げんが日本古来のお約束じゃん？

晃士朗：はん、どうでもいい。……しかし、こんなのまで手を出してやがったのか。で、こいつが逃げたっつうのかよ。

九鬼：そーそー。地中に潜もぐって移い動どう中みたいよ。で、どうする？　逃げる準じゆん備びでもする？

晃士朗：……逃げ支じ度たくなんかさせねぇよ。九鬼、お前には看かん板ばんになってもらう。

九鬼：……看板？　俺印のＣＭとか作るの？　じゃあホラ、制せい作さく費ひは一億ぐらいでどう？

晃士朗：とぼけんなよ。わかってるんだろ？　プルガトーリオが居なくなっただけでこの混こん乱らんだ。今の『神曲』セルは新しい力の象しよう徴ちようが居ねぇと混乱が治まりやしねぇ。

九鬼：……つまり？




　九鬼の問いに、晃士朗は唇くちびるの端はしを吊つり上あげ、皮肉めいた笑えみを浮うかべる。

「お前にプルガトーリオに代わる看板になってもらう。『最強』って看板にな」




晃士朗：単刀直入に言おう。お前にセルリーダーの代理を務つとめてもらう。

九鬼：い、嫌いやだ！　帰りたい！　帰る！　実家に帰らせていただきます！（一同爆笑）

晃士朗：嫌とは言わせねえぜ。他に良い手があるなら別だがな。

九鬼：なんてこったい……。（少し考えて）あのふたりはどうなってる？

晃士朗：朱香は相変わらず出てこねえな。メシも禄ろくに食ってねえ。

九鬼：そっか……。ミユキは？

晃士朗：外には出ている。話もできる。だが、その実朱香と同じ、抜ぬけ殻がらみてえなもんだ。

ミユキ：一いつ緒しよだって、朱香ちゃん。

朱香：おそろいだねー（笑）。

九鬼：プルガトーリオとタクミ……ついでにブレイクエンドが帰るまで、ダメかねえ。

晃士朗：だろうな。──だが、連中の手がかりはどこにもねえ。

九鬼：だからプルガトーリオの代わりに俺をセルリーダー代理として担かつぎ上あげて、攻せめ手の的にする。あるいは抑よく止し力りよくにする。そんで時間を稼ごうって腹かい？

晃士朗：黙だまって頷うなずく。

九鬼：……治安は悪くなってるし、怪獣グロキシニアも迫せまってくる。ほっときゃ京都はグチャグチャだ。

晃士朗：…………。

九鬼：で、朱香は引きこもってて、ミユキも使い物にならなそう。晃士朗が俺に投げてくるのも仕方ない……か。

晃士朗：わかってるじゃねえか。それに、お前にも叶かなえたい願いがあるんだろうが。

九鬼：まぁね。……そうだ、プルガトーリオが隠かくしてた情報、今なら探さがせるんじゃないの？

晃士朗：当然、手はつけ始めている。

九鬼：よぉし、わかった。交こう換かん条じよう件けんだ。プルガトーリオの情報が見つかったら寄よ越こせ。そしてもうひとつ。朱香を借りる。

晃士朗：あぁ？　今のアイツは動きゃしねぇぞ？

九鬼：名目とはいえセルリーダー代理だ。人員の配はい置ち権けんぐらいはもらってもいいだろう？




　何のためだ、と言いかけて、晃士朗は口をつぐんだ。いつもは飄ひよう々ひようとしている九鬼の眼がん光こうが、戦せん闘とう員いんのそれになっていたためだ。

　──踏ふみ込こみすぎたら、切られかねないな。

　そう判はん断だんして、晃士朗は無む意い識しきに舌した打うちをしていた。




晃士朗：……好きにしろ。だが、代理を引き受けたからにはこっちの問題にも対処してもらうぞ。

九鬼：問題？

晃士朗：ああ。コープスロードと名乗るオーヴァードに、施設をひとつ壊かい滅めつさせられた。そう言って、さっき百々菊が持ってきた映像を見せるぞ。

九鬼：なんか増えた！　……こうじろーう、俺が交換条件切り出すの待ってたな？

晃士朗：どうしてこうなった、って言いたいのは俺もなんだよ！（一同笑）

九鬼：最悪、グロキシニアだけなら俺と晃士朗だけでも大だい丈じよう夫ぶかと思ってたけどさ、コープスロードが増えたら別だよ。プルガトーリオやブレイクエンドも捜さがさなくちゃだし。

晃士朗：いくらあっても手が足りねぇよ。やらなきゃいけねぇことは四つも五つもある。

九鬼：キャー、組そ織しき運うん営えいって面めん倒どう臭くさいー。……ま、ひとまず調べられる事は調べますか。




『最強』として知られる九鬼をセルリーダー代理として立てる。方ほう針しんを決めたふたりは、速すみやかに情報の収集を始めた。まずは目下の敵てき対たい者しや、死者を操あやつるオーヴァード〝コープスロード〟、そして謎なぞの巨きよ大だい怪かい獣じゆう〝グロキシニア〟についてだ。




九鬼：んじゃ、まずはインパクトの強い怪獣グロキシニアの方から調べるかねえ。

晃士朗：なら、俺はコープスロードだな。居い場ば所しよくらいは特定しておきたい。

ＧＭ：了りよう解かいです。どちらも〈情報：ＦＨ〉、難なん易い度ど８で調べる事ができます。

九鬼：……よし、達たつ成せい値ちは11。成功だ。

ＧＭ：では、グロキシニアについて以下のデータがわかります。




・コードネーム〝グロキシニア〟。『神曲』セルが研究を進めていた生物兵器。全高四〇メートル。無数の触しよく手しゆを備そなえ、巨大な花と植物が融ゆう合ごうしたような姿すがたをとる。移動時は地中に潜せん行こうが可か能のう。非ひ常じように好戦的で貪どん欲よく。レネゲイドが含ふくまれるものを好んで食べる。

　そのためレネゲイドが活かつ性せい化かするところに現あらわれ、より強いレネゲイドが存そん在ざいしている場所へと向かう習しゆう性せいがある。オーヴァード同士の戦せん闘とうが発生すればグロキシニアも登場する可か能のう性せいが高い。




晃士朗：例たとえば俺たちがコープスロードと戦ったりすると出てくるかもしれないのか。

九鬼：厄やつ介かいだねえ。で、より強いレネゲイドといえば……。

晃士朗：『至高天』、だな。

ＧＭ：はい。最終目的地は『至高天』だろう、と容よう易いに想そう像ぞうはつきますね。

九鬼：なーるほどねえ。とりあえず、このデータを晃士朗に渡わたすぜ。

晃士朗：はん、と鼻を鳴らすだけ。で、こっちはコープスロードについてのデータを探さぐる。達成値は13で成功だ。

ＧＭ：では、コープスロードのデータを『神曲』セルの古い資し料りようから発見します。

晃士朗：……『神曲』セルの資料から？　どういうことだ？




・〝コープスロード〟荒田丈二あらた・じようじ。特とく殊しゆなウィルスを生成し、殺害した相手をゾンビとして操る能のう力りよくを持つ。かつて『神曲』セルに所しよ属ぞくしていたオーヴァード。

　三年前に死し亡ぼうという扱あつかいになっている。そのため、ここ三年間の活動は一いつ切さい不明。




晃士朗：元『神曲』セル、か。表向きは死亡していた、ってことだな。

九鬼：三年前といえば、晃士朗がくる直前じゃん？

晃士朗：入いれ替かわり、とかか……。

ＧＭ：プルガトーリオの失しつ踪そうを好機と見て、『至高天』を手中にしようと進行してきています。その途上で『神曲』セルの施設を強襲して、戦力を増やしているようです。これで彼の進行ルートがわかるため、以降コープスロードに会いに行くことでシーンが発生します。

晃士朗：わかった。ま、敵てきが沢たく山さんいるなら俺が出ねえとな。

九鬼：んじゃ、何かあったときは俺も一いつ緒しよに行こう。とりあえずはそれぞれ独どく自じに行動、だねえ。引きこもってる朱香にも会いに行かなきゃいけないし。

晃士朗：そうだな。朱香に接せつ触しよくしてきた爺じいさんも気にはなるし、そっちはお前に任まかせる。俺は死体使いコープスロードを叩たたき潰つぶしてくるか。

九鬼：ひとりで行くのかい？

晃士朗：ああ。ぞろぞろ連れて行ってゾンビが増えても困こまる。そう言って、最後に九鬼に呟つぶやく。──どうしてこうなったと思う？

九鬼：……なるべくしてなった、とは言い難がたいねえ。お前はこのセルをぶっ潰つぶしたかったんだろうし、俺にとっては単に『至高天』に近づくためのセル。

晃士朗：そうだ。ただの接せつ点てんにすぎねえ。

九鬼：けどさぁ……これは引きこもってる女子高生に言ったことなんだけど。




「居場所や関係なんてものは、放っておいてもできちまうもんなんだ」

　朱香に言った事を反はん芻すうしながら、九鬼は言葉を続ける。

「なぁ──腐くされ縁えんの晃士朗さんよ？」




晃士朗：……はん。てめぇと腐れ縁なんざ、願い下げだ。







◆Middle02◆会いたい時にあなたはいない

Scene Player ── 大門寺朱香




　まだ何も連れん絡らくはない。

　鳴らない電話を握にぎり締しめて、朱香はまだ部屋に引きこもっていた。わだかまりの原げん因いんは、美奈子と真が見つからないことだけではない。

　お母さんの部屋なのに、どうして違ちがう人がいるんだろう。

　その部屋は、お母さんの部屋だよ。どうして、リーダーがずっといるの？

　──どうして、お母さんはいないの？




ＧＭ：というわけで、朱香のシーンにしましょう。一いち応おう、おじいちゃん──蔵人くろうどについて情報収集したりもできますが。

朱香：積極的にする気はない、かな。この状じよう況きようだし……。

ミユキ：そうだよね。気持ちわかるよ。

朱香：……それに、お母さんの部屋に違う人がいるんだもん。……ダメだ。あたし、何もできないよ。ぼんやりしてます。

九鬼：んー……じゃあ、俺登場しちゃっていいかな。さっきのシーンの続きってことで。

ＧＭ：朱香が問題なければ大だい丈じよう夫ぶですよ。

朱香：あたしはボーっとしてるのですぐ見つかります（笑）。

九鬼：んじゃ、出てくるか。おーい、朱香……あ、居た居た。

朱香：…………（ぼーっとしている）。

九鬼：朱香？　聞こえてる？　（顔の前で手を振ふって）見えてる？　九鬼おじさんですよー。

朱香：…………（無言で頷く）。

九鬼：見えてるみたいだねえ。あのさ、ちょっとお願いがあるんだけど。

朱香：…………（無言で頷く）。

ミユキ：痛いた々いたしくて見てられない……。

九鬼：（苦く笑しようしながら）……前にした約束、覚えてるかい？

朱香：…………やく、そく？

九鬼：忘わすれちゃった？　まぁいいや、とりあえず来てよ。そう言って少し強ごう引いんに手を引く。

朱香：んー……、んー……！（首をぶんぶん振っていやいやをする）

九鬼：気づかないフリして手を引くよ。

朱香：うー……じゃあ、しばらくしたら抵てい抗こうしない。ひたすらズルズル引かれる。

九鬼：やっぱ、陽ひの光とか浴びなきゃダメだよねー。太陽って大事だよー。

朱香：引きずられながら……なんだか、九鬼さんがおじいちゃんと重なったりする。やめてよ、おじいちゃん……。

九鬼：お、おじさんからおじいちゃんにされてしまったーッ!?（笑）

ＧＭ：『照合終しゆう了りよう。仮か称しよう〝オジイチャン〟は、祖そ父ふ・大門寺蔵人のことだと思われます、マスター』と、テセウスがフォローを入れてくれます。

九鬼：あー……なるほどねえ。そういや、あの爺さんについてまだ調べてなかったな。

ＧＭ：判はん定ていしても構かまいません。〈情報：ＦＨ〉で、難なん易い度どは５です。

九鬼：難易度低くても【社会】１だと微び妙みように不安だなあ。要人への貸かしを使おうかな。

朱香：それならあたしが判定しますよ。あたし自身はボーっとしたままなんだけど、あたしの「コネ：ＦＨ幹かん部ぶ」が九鬼さんに接触して情報を渡したということで。

九鬼：お、そりゃありがたい。

ＧＭ：そうですね、問題ありません。

朱香：判定は９が出たので成功です。

ＧＭ：では、朱香のコネからテセウスに送られてきたデータを確かく認にんできます。




　朱香の祖父、大門寺蔵人。

　彼は『神曲』セルの前リーダーである。




ミユキ：ええええええええっ!?

晃士朗：……そういうことか。

朱香：…………おじいちゃん、そんなすごい人だったんだ。

九鬼：プルガトーリオの前のリーダー、ってことか。

ＧＭ：はい。三年前に引いん退たいし、一線を退しりぞいて以降はオーヴァードとして活動していません。

九鬼：ふうん。……しかし、全部三年前なんだねえ。

朱香：…………何が？

九鬼：朱香のおじいちゃんが引退したのも、タクミの事じ故こも、ミユキがオーヴァードになったのも、晃士朗がプルガトーリオに負けたのも──ぜーんぶ三年前ってこと。

晃士朗：ついでに言えば、コープスロードが死んだのもそうだな。

ミユキ：三年前に何かあったんですかね……。

朱香：……集中しすぎてるのかな。事じ件けんや出来事が。

九鬼：そうだねえ。朱香はなんか覚えてないかい？　三年前のこと。

朱香：…………記き憶おくとか、あんまりないから。よく……わからない。

九鬼：大門寺蔵人、『神曲』セルの前リーダーか──。ま、とりあえずその話は後だ。朱香にお願いしたいことがあってさ。それと、前にした約束を果たしに行くんだ、と言って郊こう外がいのボロ病院に着く。

ＧＭ：おお、その病院はまさか。

九鬼：そのまさか。




　やがて、九鬼と朱香を乗せた車は郊外にある古びた病院に着いた。だが、古びて見えるのは外見だけだ。その中身は、最先端の設せつ備びがそろえられた医い療りよう及および研究施設。

　九鬼の身体からだを改かい造ぞうし、セシリアの治ち療りようを続ける場所だ。




朱香：……ここは？

九鬼：前に言っただろ？　いつかおじさんの宝たから物ものを見せてあげるってな。

朱香：たから、もの……。

ＧＭ：あなたに気づいた職しよく員いんが声をかけてきます。「あ、九鬼さん！」

九鬼：あー、この子はいいから通してあげて。本間さんは大丈夫？

ＧＭ：「あ、ハイ。小康状じよう態たいです」

九鬼：無事ならいいさ。んじゃ、声せい紋もんのチェックとか静じよう脈みやくのチェックとかを受けて、バイオハザードなんかも考こう慮りよした隔かく離りエリアに向かうよ。

晃士朗：随ずい分ぶんＶＩＰ待たい遇ぐうだな。さすがは最強。

九鬼：俺が仕事で得た報ほう酬しゆうの九割わりはここに突つっ込こんでるからね！

朱香：…………とりあえず、何も言わずについていきます。

九鬼：中に入ると、ポッドがひとつ置いてある。その中には、朱香と同じ年ぐらいの金きん髪ぱつの女の子が眠ねむっている。

朱香：……あの子、寝ねてるの？

九鬼：あぁ、脳のうみそ以外は寝ているって言ってもいいだろうな。──医学的には、死んでる。

朱香：死んでる……か。今のあたしと同じだね……。

九鬼：そうかもねえ。じゃあ、どうやったら生き返ると思う？

朱香：……わからない。今あたし、何も考えられないよ。

九鬼：そうさ、わからない。だから俺は『至高天』に願いたいと思った。

朱香：願う……って、この子が、元気になるのを？

九鬼：そうだよ。ちゃんと幸せってヤツを摑つかめるようにな。

朱香：幸せ……。この子が幸せになると、九鬼さんは幸せになれるの？

九鬼：もちろん。……美奈子さんが幸せだと、朱香は幸せだったかい？

朱香：…………うん。幸せだった、と思う。

九鬼：思う、か。ならそいつを確たしかめないといけないな。美奈子さんが帰ってきたら。

朱香：（はっとして）…………帰って、きたら？　お母さん、帰って、くるの？

九鬼：晃士朗と取引したんだよ。帰ってくるまで俺がセルリーダー代理。代理だぞ、代理。代理ってどういうことかわかってるか、朱香？

朱香：お母さんの……代わり。

九鬼：そうだよ。お母さんが帰ってくるまでは、俺がセルリーダーだ。だから、朱香に仕事の依い頼らいをしてもいいかい？　お母さんがしていたみたいに。

朱香：それは、あたしのお母さんの場所を取るんじゃなくて……？

九鬼：お母さんが帰ってくるまで、お母さんの代わりに、俺が朱香に仕事を依頼する。

朱香：（少し張はりのある声で）お母さんの代わりに、あたしに命令してくれるの？

九鬼：ああ。──お母さんが帰ってくるまで、この子を、セシリアを守ってくれ。

朱香：セシリアさん……？




　朱香はセシリアと呼ばれた少女をもう一度見つめた。九鬼の宝物で、守りたいもの。

「この場所と、この子を。俺の宝物を守ってくれ」

　頭上から声がかかる。九鬼が、朱香への依頼を繰くり返かえす。




朱香：（力強く頷いて）うん。あたし、守るのは得意だよ。

九鬼：じゃ、頼たのむよ。今失われていないものを、もう一度守ってくれ。ちょっとばかし面めん倒どう臭くさい怪獣とか、死体の軍ぐん団だんとか来るかも知れないけどさ。

朱香：怪獣に、死体？　大変なことだね！（一同笑）

ミユキ：朱香ちゃん、ちょっと元気になってきた……？

朱香：うん。命令されたら、思考能力が動き出したの（笑）。よく考えると、リーダーはあまりあたしに命令的なことをしなかった！

晃士朗：こいつはダメだ、って切きり捨すてて、そのままだったからな。

朱香：あと、今の命令の仕方が、お母さんに似にていた気がする。なので九鬼さんにロイスを取るよ！　わー、ミユキちゃんより先に取ることになるなんて！（笑）

ＧＭ：おお、わかりました。

朱香：ポジティブは命令されることへの〝幸福感〟で、ネガティブは漠ばく然ぜんと〝不安〟を感じてます。思い出した、この感覚。あたしは命令されることが大好きなんだ！（笑）

ミユキ：……なんだろう、この微び妙みようなもやもや。嫉しつ妬とかしら（笑）。

朱香：大丈夫、九鬼さんよりミユキちゃんのほうが好きだからね！

九鬼：うわーん！（笑）　……ところでさ、朱香。

朱香：なあに？

九鬼：前に言ったよな、居場所は自分でつくるものだって。俺は今、居場所の代わりにはなってるかもしれない。けど、朱香は自分の居場所がどうあって欲ほしい？

朱香：あたしの居場所……？

九鬼：ああ。朱香は、美奈子さんにどういう人で居て欲しかった？

朱香：お母さん……に、愛して欲しかった。

九鬼：それは、朱香の美奈子さんに対する要望でしかないよ。でもさ、その要望を美奈子さんに突つきつけたことはないだろ？

朱香：あたしが、お母さんに、要望……？

九鬼：本来はそういうもんだよ。どれだけ相手が好きでも、お互たがいの何もかもを受け入れる、なんてできっこない。

朱香：そんなこと……。

九鬼：ブレイクエンド──いや、真の時だって、そうだったろ？

朱香：…………うん。

九鬼：好きだからこそ、ちゃんと相手にどうして欲しいか、伝えた方がいいのさ。

朱香：そう…………なのかな。




　お母さん。真くん。ミユキちゃん。ピッツァ。大好きな人たちの顔が、浮かんでは消える。

　九鬼の言葉が頭の中をぐるぐる回る。

　好きだからこそ、どうして欲しいかちゃんと伝える──。




朱香：……でも、それで好きでいてもらえるかな。愛してもらえるのかな。

九鬼：朱香なら大丈夫だよ。変なお願いはしないだろうしねえ。

朱香：そっか……そうかな。

九鬼：ま、とりあえず今は帰ろう。やることもあるしねえ。

朱香：セシリアさんを守るのは……？

九鬼：その時がくれば言うよ。それまで、覚えておいてくれ。もしも、俺が何かの事じ情じようですぐに命令できなくても、危あぶなそうなら、ここに来てこの子を守ってやってくれよ。

朱香：うん、わかった。……九鬼さん、ありがとう。

九鬼：いやいや、どういたしまして。

朱香：約束するよ。あたしもあたしの居場所を見つけたいし、お母さんや真くんが戻もどってきた時、ちゃんとあたしがどうして欲しいか伝えられるようにする。

九鬼：ああ。そのためにも、仕事を片かた付づけて捜さがさないとな。

朱香：……うん！　じゃあ、去り際ぎわにセシリアさんを見て微笑ほほえみます。大丈夫だよ、って言って。この子をちゃんと守るぞーっ！

ミユキ：朱香ちゃんが前向きになってる……。まぶしいなあ……（笑）。

九鬼：んじゃ、そこで朱香をつれて施設を出て行くよ。







◆Middle03◆まよい道

Scene Player ── 青峰ミユキ




　ミユキは迷まよっていた。

　ブルーナイトと名乗るオーヴァードのことは、勿もち論ろん報ほう告こくすべきことだろう。だがそれよりも、居なくなったタクミがＵＧＮに渡りをつけようとしていた、という事実がある。その事を知っているのは、リーダーである晃士朗だけだ。

　朱香にも伝えようとしたが、今の不安定な彼かの女じよにそんなことを相談はできない。

　迷った結果、彼女は執しつ務む室しつ──晃士朗のいる部屋のドアを叩たたいていた。




ＧＭ：では、次はミユキのシーンです。基き本ほん的てきには、情報共有や情報収集をするシーンを想定しているんですが……。

ミユキ：……まだ色々と迷ってるんですよね。でも、やっぱり相談するならリーダーだと思うので、朱香ちゃんと九鬼さんがいないタイミングで、執務室に行きます。

晃士朗：俺はコープスロードの居場所を確かめて、色々と準備をしている。

ミユキ：ちょっとだけ逡しゆん巡じゆんしてからノックします。コンコン。

晃士朗：入れ。

ミユキ：……失礼します。

晃士朗：何かあったか？　少し驚おどろいた顔で聞く。

ミユキ：……ＵＧＮの人が接触して来ました。それを、報告しようと思って。

晃士朗：お前にか？　何と言ってきた？

ミユキ：この間の、事件で居なくなった人達のことを知っているようなそぶりを……。タクミ、美奈子さん、真くんの三人の居場所を知っていると言っていました。

晃士朗：何!?　それは思わず机に腰こし掛かけていたのが立ち上がるぞ。

ミユキ：取引──交換条件を持ちかけられました。私にＦＨを裏切れ、と。

晃士朗：相手はひとりか？

ミユキ：ひとりでした。名前は、上うえ杉すぎリョウガと名乗ったと思います。

晃士朗：うーん、（ＧＭに）調べていい？

ＧＭ：はい。〈情報：ＵＧＮ〉で難易度８です。

晃士朗：情報収集チームを使おう。……よし、達成値10で成功だ。データベースに引っかかったな。名前から順に確認していこうじゃねえか。

ＧＭ：わかりました。ブルーナイトこと、上杉リョウガ。ＵＧＮイリーガルの青年で、本名は上田ケンジ。上杉リョウガは自じ称しようしているだけの名前です。

晃士朗：…………う、うん。自称か……（笑）。

九鬼：た、魂たましいの名前なんだろうなあ、上杉リョウガ……（笑）。

ＧＭ：最後に、彼の能力の詳しよう細さいと前回の事件で参戦しなかった理由がわかります。




　上田ケンジ、三〇歳さい。子こ供どもの頃ころに見ていたアニメに出てきたものとそっくりな巨大ロボットを作り出す能力を持つ。戦せん闘とう力りよく自体は優ゆう秀しゆうだが、破は壊かい力りよくが過か剰じようで目立ちすぎ、その上自じ己こ顕けん示じ欲よくが強く、《ワーディング》を行わないこともしばしばである。

　また、すぐに癇かん癪しやくを起こす子供のような性せい格かく。ＵＧＮでも手を焼いており、余よ程ほどのことが無い限かぎり出しゆつ撃げきを禁きんじられていた。ＵＧＮ京都支し部ぶの壊滅に伴ともない、独どく断だんで行動を開始している。

　なお、予知と言っていいレベルの勘かんの良さを持ち、その点はＵＧＮでも重ちよう宝ほうされていた。




ミユキ：……それで私の時も《ワーディング》しなかったのね。

晃士朗：ＵＧＮにとっちゃ頭ず痛つうの種だろうな。だが、後うしろ盾だてがあるわけじゃなさそうだ。

ミユキ：……ＵＧＮの方の情報も知りたいと思ったので、リーダーに相談する前にメールアドレスを教えてしまいました。

晃士朗：（少し考えて）……情報はいくらでも必要だ。お前の判断は正しい。

ミユキ：ホッと胸むねを撫なで下おろします。

晃士朗：このブルーナイトとかいうヤツには利用価か値ちがある。交換条件を吞のむ必要はねえ、とっ捕つかまえてあの三人の居場所を是ぜが非ひでも吐はかせてやる。

ミユキ：向こうから連絡があれば、リーダーにすぐに知らせるようにします。

晃士朗：あぁ、それでいい。

ＧＭ：では、そこでタイミングよくブルーナイトからミユキにメールが入ります。『今日の十八時、京都駅大階段の上で待っている』

ミユキ：……早さつ速そく連絡がきました。

晃士朗：なら、手て筈はずを整えよう。──だが、いま問題が多数起きている。と言って、怪獣とコープスロードの件を簡かん単たんに伝える。

ミユキ：……い、今さらっと酷ひどいことを言われた気がする！　怪獣とかゾンビとか！

朱香：ロボットが出てきたという報告をしにいったら、ゾンビと怪獣が出ていると教えられたよ（笑）。

九鬼：これ、字じ面づらにすると凄すごいなぁ。ゾンビ、怪獣、巨大ロボ！

晃士朗：……なので、動かせる人員には制せい限げんがあるかもしれん。そこは我が慢まんしろ。

ミユキ：わかりました。

晃士朗：……そうだ。ミユキ、お前朱香には会ったのか？

ミユキ：……っ。




　何気なく投げかけられた質しつ問もんに、ミユキは思わず身を竦すくめた。あの事件以来、朱香とはもう一週間近く顔を合わせていないのだ。

　──数秒の沈ちん黙もくの後、うつむいたままミユキは答えた。




ミユキ：……あの日以来、会ってないです。

ＧＭ：そういえば、まだミユキと朱香がひと言も会話してないんですよね。

九鬼：ホントだ。なんて珍めずらしい。

ミユキ：私、朱香ちゃんにどう声をかけていいかわからなくて……。

晃士朗：……朱香に、プルガトーリオ達三人の居場所がわかるかもしれん、と伝えておけ。

ミユキ：あ──はい、わかりました！　顔を上げて頷きます。

九鬼：会う口実ができたねえ。

晃士朗：俺は朱香と話したくないのでミユキに託たくしてるんだがな。

ミユキ：でも、私にしたら救いなんです。ようやくこれでちょっとは話ができそう。じゃあリーダー、私さっそく朱香ちゃんにその話をしてきます！

晃士朗：ああ、行ってこい。




「──まったく、俺は何をやってるんだ」

　弾はずんだ足取りで朱香のもとへ向かうミユキを見送りながら、晃士朗は我われ知しらず呟つぶやいていた。







◆Middle04◆リスタート

Scene Player ── 大門寺朱香




　マレボルジェ内の訓練施設に、ほぼ一週間ぶりに朱香の姿があった。

　落おち込こむ余あまり日課のトレーニングも怠おこたっていた彼女が、久ひさしぶりに身体からだを動かし、汗あせを流す。それもこれも、誰だれかを守るという目的をもらったからだ。




ＧＭ：では次のシーンです。ミユキと朱香が会うシーン、ということでいいですか？

ミユキ＆朱香：はーいっ。

朱香：あたしは自分の目的ができたので、身体を鍛きたえてます。セシリアさんを守るんだ！　あたしは今、燃もえてるよ！（笑）

ミユキ：じゃあ、私もすぐに朱香ちゃんを見つけます。……ここに居たのね。

朱香：（嬉うれしそうに）ミユキちゃん！

ミユキ：……なんだか、すごく久しぶりな気がする。

朱香：うん、あたしも。えへへ……。




　ふたりが一週間近く会話もせず、顔を合わせさえしなかったことなど、一度もなかった。

　わだかまりは残っているが、お互たがいの顔を見ればすぐに微笑ほほえみ合える。

　朱香とミユキは、そういう関係を築きずいていた。




ミユキ：……朱香ちゃん、ちょっと瘦やせたんじゃない？　ごはん、ちゃんと食べてる？

晃士朗：すごいな。朱香に会えたとたん、ミユキに余よ裕ゆうが戻ってきた（笑）。

朱香：ごはん？　うーん……どうだったかな。

ミユキ：トレーニングが終わったなら、どっか食べに行こうか？

朱香：うん、行く！

ミユキ：それとね、美奈子さんや真くん、タクミの居場所がわかるかもしれない。

朱香：え……本当なの？

ミユキ：まだ確かく実じつじゃないんだけど……居場所を知っている、っていう人に会ったのよ。で、その人から話が聞けるかもしれないの。

朱香：うん、うん。

ミユキ：だからね。だから──うん、これが言いたかったのよ。元気、出して。

朱香：……うんっ！　うぇ～ん、ミユキちゃんありがとう～！　あのね、じゃあね、あたしも話すね。九鬼さんがね、お母さんの代わりにあたしに命令してくれたの！（笑）

ミユキ：め、命令？　……それって、朱香ちゃんにとっては嬉しいことなんだよね？

朱香：うん！　九鬼さんの宝物、守らないといけないんだ。

ミユキ：そうなんだ……。

朱香：だからごはんを食べなきゃいけないと思うし、お母さんも捜さがさないといけない……と思ったら、お腹なかすいてきたよ！　ぐぅ～（笑）。

ミユキ：じゃあ、ロングアイランドに行く？　マスターなら何か作ってくれると思うし。

朱香：うんっ！　ピッツァにも会いたいし。

ミユキ：……ええ、ピッツァもちゃんと面倒見てあげないとね。

朱香：ねー。あたしたちが凹へこんでる間、きっとマスターが面倒見ててくれたんだよ（笑）。

ＧＭ：では、シーンは変わりませんが、ロングアイランドに視し点てんは切きり替かわります。




　バー・ロングアイランド。ミユキたちケルベロスの拠きよ点てんとなるこの店は、『神曲』セルとはある意味独どく立りつしている。そのため、前回の事件以後も特とく段だん変わった様子はない。

　朱香とミユキはカウンターに並ならんで座すわり、マスターの作った食事を味わっていた。その足元では、久しぶりの主人に尻尾しつぽを振るオーヴァード犬、ピッツァの姿もある。




ミユキ：私と朱香ちゃんはごはん食べてます。

朱香：マスター、おかわりー♪　ピッツァもごめんね、散歩にも連れていかなくて……。

ＧＭ：「あん、あんっ！」久しぶりだから、凄すごく甘あまえています。

朱香：こういうの忘れてたよ……。ありがとう、ミユキちゃん。思い出させてくれて。

ミユキ：いいの。私も同じようなものだったし……。

晃士朗：じゃあ、そのあたりで俺も登場しよう。着き替がえを取りに来たらふたりに会う。

ＧＭ：マスターは晃士朗の方を一いち瞥べつだけします。

ミユキ：あ、リーダー。

晃士朗：……なんだ、いたのか。

朱香：あたしはプイッてそっぽ向く。ふーんだ、あそこはお母さんの部屋なのに。

晃士朗：はん、塞ふさぎこむよりゃ随ずい分ぶんマシだ。必要であれば命令を出す。用意はしておけ。

朱香：……九鬼さんからじゃないと、聞かないもーん！（一同笑）

晃士朗：九鬼でも誰でもいい、動くときに動けるようになっておけ、と朱香に言う。で、ミユキ。ブルーナイトの件、基本的にはお前に任せる。

ミユキ：わかりました。

九鬼：んじゃ、この辺で俺も登場しよう。ＧＭ、ちょっとやっておきたい演えん出しゆつがあるんだが。

ＧＭ：お、どんな感じでしょう。

九鬼：うん、今の京都の状じよう況きように乗じて暴あばれてるオーヴァードを何人かブチのめしてから、誰かに《彼方かなたからの声》を使わせる。で、街中のオーヴァードに俺の声を届けさせる。

ＧＭ：そのくらいならいいんじゃないでしょうか。『神曲』セルの人員も使えますし。

九鬼：オッケーオッケー。んじゃ、内ない容ようなんだけどさ……。




「えー、この度たび『神曲』セルリーダー代理に就しゆう任にんいたしました九鬼でございまーす」

　オーヴァードにのみ知覚できる声が、能のう天てん気きに響ひびき渡わたった。『神曲』セルの支し配はい力りよくは、まだ衰おとろえてはいない──それを知らしめるための策さくだ。

「ひとまず、暴れていた方々を三〇名ほどノシておきました。今後も調子に乗ったら、この二にの舞まいですので皆みな様さまご自重よろしくお願いいたします。以上！」




九鬼：そんなわけで俺もロングアイランドに入ってくる。よー、晃士朗。今の聞いた？　とりあえず三〇人ほど眠らせて、表のトラックに乗せておいたよ。

晃士朗：あとで処しよ理りしておく。……ったく、あれだと安っぽく思われるだろうが。

九鬼：まぁいいんじゃない？　俺の名前聞いて引き下がるやつなら問題はないしねえ。で、晃士朗。次の手はどうするよ？

晃士朗：俺はゾンビを受け持つさ。で、ミユキと朱香にはロボットの相手をさせる。

九鬼：ロ、ロボット？　そんなのも出てきてんの？

朱香：あたしもロボットは初耳だよ！（笑）　ロボットと戦うの？

ミユキ：うん……成り行きでね。戦うかどうかはわからないけど。

九鬼：なるほどねえ……。んじゃ朱香、ちゃんとミユキを守ってあげるんだよ？

朱香：わかりました！　よろしくね、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ、お願いね。

晃士朗：残った怪獣は九鬼、お前だ。一番デカイところには、一番強い札を当てる。

九鬼：げー。だから『最強』とか持ち上げられるのイヤなんだよ！　……まあでも仕方ないよねえ。行きますよ、行けばいいんでしょ。

晃士朗：決まったな。各自、連絡だけは欠かすな。

ミユキ：はいっ！

朱香：うん！

九鬼：へいへ～い。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Middle05◆ハニートラップ

Scene Player ── 青峰ミユキ




　京都駅、午後六時。

　ミユキと朱香は行方ゆくえ不明の三人──美み奈な子こ、真、タクミの情じよう報ほうを得るため、ブルーナイトのもとへと向かっていた。




ＧＭ：では、次は京都駅に向かったミユキと朱香のシーンとしましょう。

ミユキ：わかりました。午後六時ちょうどくらいに到とう着ちやくするように行きます。

朱香：あたしはミユキちゃんの隣となりにぴったりくっついてる。

ＧＭ：では、京都駅。チェックの半はん袖そでシャツにケミカルウォッシュのジーンズ、といった出いで立たちで、ブルーナイトが待っています。

ミユキ：あ、比ひ較かく的てき普ふ通つうの格かつ好こうなんだ……。

朱香：あたしはすぐミユキちゃんの前に出られるようにしておこうっと。

ＧＭ：（奇き妙みように甲かん高だかい声で）「や、やぁ！　待ってたんだよ」

ミユキ：ええ。私わたしもゆっくり話がしたいと思っていたの。

ＧＭ：「僕ぼくと？　ああ、正せい義ぎについてだよね。じゃあまず、どうやってＦＨを……」（笑）

ミユキ：ちょっと待って。まだそこまであなたに気を許ゆるしたわけじゃないわ。

ＧＭ：「あ……そうなの？」と少し残念そうになります。

朱香：なんか独どく特とくな人だね、ミユキちゃん。ぶっちゃけるとキモいね（爆ばく笑しよう）。

ミユキ：……う、うん。否ひ定ていできないわ（笑）。

ＧＭ：（朱香に）「何だい、君は？　そうか、君も仲間になりに来たんだね？」

朱香：えーと、とりあえず愛あい想そ笑わらいしてます。

ミユキ：私、まだあなたのことをよく知っていないから……。そうね、立ち話もなんだし、その辺の喫きつ茶さ店てんにでも入りましょう。

ＧＭ：「え、お、おう……う、うん」と少しキョドります。女の子と喫きつ茶さ店てん行くとか、想そう像ぞうもしていない三〇歳さい。

朱香：やっぱりダメな人だ……（笑）。

ミユキ：なら押おし切きっちゃおう。少し強ごう引いんに近くの喫茶店に連れて行く。私たちはね、あなたがどこまで知っているのか聞きたいの。

ＧＭ：「どこまで……って？」

ミユキ：私たちのことや、私たちが捜さがしている人たちのことよ。

ＧＭ：「まず君たちはＦＨの戦せん闘とう員いんだよね。けど、君たちみたいな若わかい女の子がＦＨなんかにいるのは良くない」

ミユキ：……黙だまって聞いてる。

朱香：……言ってる事は真くんと同じなのに、なんでこんなに印象が違ちがうんだろう。

ＧＭ：「だからその力を正義のために使おう。一いつ緒しよにＦＨを倒たおすんだ！　そうすべきなんだよ！」と、段だん々だんヒートアップしてまくし立ててきます。

朱香：……訂てい正せい。真くんと同じじゃない。こんな押おし付つけがましくなかったもん。でも、どうしても真くんを思い出して気分がどんよりする。

ミユキ：私も既すでにうんざりしてるんだけど──でもね、上うえ杉すぎさん。急に言われても、決められないじゃない？（笑）

ＧＭ：「なんで!?」と、拒きよ絶ぜつされるとあからさまに苛いら々いらした表ひよう情じようになって、テーブルを指でトントン叩たたきはじめます。

朱香：な、何この人（笑）。

ミユキ：そうだ、癇かん癪しやくもちなんだった……。ほら、例たとえば交こう換かん条じよう件けんで教えてくれるっていう情報が、本当に私たちが欲ほしがっている情報かわからないじゃない？

ＧＭ：（裏返った声で）「僕にはわかるって言っているじゃない！」

ミユキ：もうキレた（笑）。

朱香：真くんも、お母さんも、タクミくんも、皆みな同じところに居いるの？

ＧＭ：「ああ、そうだよ。でもこれ以上は言えない。僕に協力してからだね」

朱香：むー……。でも、それが本当かわからないじゃん！　証しよう拠こを見せてよ！

ＧＭ：「さ、さきに大事なことを教えたら逃にげられるかもしれないじゃないか！」（爆笑）

九鬼：そこは自覚があったのか……（笑）。

晃士朗：くそ、変なところだけ気を回しやがって（笑）。

ミユキ：じゃあ、ちょっと話題を変えよう。あの、あなたって私たちと直ちよく接せつ戦ったＵＧＮの人たちの先せん輩ぱい、なんですよね？　具体的にはどなたの？

ＧＭ：「そりゃ、あの三人だよ。真田と雪村と、高円寺さ」

ミユキ：……じゃあ、真ま梨り子こは今何をしてるの？　先輩ならわかるんじゃないかしら。

ＧＭ：「え、あ、あの、ちょっと待って、ちょっと待って……今、ね」

朱香：こいつ何にも知らないよ？

ＧＭ：《デジャヴュ》を使います（一同爆笑）。

朱香：えええええ!?（笑）

九鬼：お前、そんなのでエフェクト使うのかよ！（笑）

ミユキ：電話一本で済すむ用事なのに……。アドレスも教えてもらってないのね（笑）。

ＧＭ：「……今いま頃ごろ雪村と一緒に真田を探さがしてるみたいだね！」

朱香：じゃあ、もしあたしたちがＵＧＮに行くとなると、どこに連れて行くつもりなの？

ＧＭ：「もちろん、ＵＧＮの関西の支し部ぶに行くんだよ。一週間くらいしたら支し部ぶ長ちようが帰ってくるからね、そうしたら京都支部も建て直して、ＦＨに反はん撃げき開始さ」（一同爆笑）

ミユキ：ちょ、ちょっと……いいの、そこまで喋しやべって……（笑）。

朱香：いま、すごい大事なことをさらっと言われた気がするよ！

晃士朗：……超ちよう重じゆう要よう機き密みつじゃねえか……（笑）。

ミユキ：身を乗り出して、このまま聞いちゃおう（笑）。




　興こう奮ふんしながら熱ねつ弁べんするブルーナイトに、ミユキは矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんを浴びせる。自分を信じている、と感じて気を良くしたのか、彼かれはなんの疑ぎ問もんも持たずにＵＧＮの現げん状じようを語り始めた。

　ＵＧＮ京都支部の支部長がしばらくすれば帰ってくること。

　ＦＨへの反撃のため、戦力を再さい編へん制せいしていること。

　その規き模ぼが、前回の戦せん闘とう時より若じやつ干かんの増ぞう強きようを行っていること──。




ミユキ：本当にベラベラ喋っちゃってるなあ（笑）。

朱香：それで、あなたは誰だれかに命令されて動いてるの？

ＧＭ：「今ＵＧＮは大変なんだ！　僕がひとりで頑がん張ばらないでどうするんだよ！」

ミユキ：ぽろっと出てきたわね。そっか、この人は単たん独どくで動いてるのね。

朱香：そうみたいだね。どうしようかな……。

ミユキ：何か上手うまいこと言って、連れて帰ってきちゃうのもひとつの手ね。

朱香：それだ！　でもどうやって連れてくの？　殴なぐる？

ミユキ：……もっと簡単な方法があるわね。

ＧＭ：（苛々したように）「な、なんだよ。何をこそこそ話してるのさ？」

ミユキ：……ねえ、上杉さん？

ＧＭ：「な、なに？」

ミユキ：……ひとりで、すっごく頑張ってるのね。尊敬するわ（笑）。

朱香：（納得した、という表情で頷き）うんうん！　かっこいいよね！

九鬼：ゲェーッ！　色仕掛け！

晃士朗：き、効くのかよ……（笑）。

ＧＭ：（上ずった声で）「オ、オフゥ……」

晃士朗＆九鬼：効いてるーッ!?（一同爆笑）

ミユキ：誰にも頼たよらず、ひとりでなんて……すごいんですね？

朱香：優やさしいんだね！（笑）

ＧＭ：「そ、そうかなァ。アハハ……そ、それほどでもないヨ？」

ミユキ：もっと詳くわしく話が聞きたいの。ねえ、私たちの秘ひ密みつの隠かくれ家ががあるんだけど……。

朱香：（甘あまえるような声で）あたしたち、強い仲間が欲しいな……。

ＧＭ：「わ、わかったよ！」……というわけで、連れて行かれます（一同爆笑）。
















朱香：ふぃーっしゅ！　釣つれた釣れた！（笑）

ミユキ：うまくいったなあ……（笑）。えと、リーダーに「ブルーナイトが釣れました」って連れん絡らくしておきます。

晃士朗：見事な手て際ぎわだった。それならひとまずロングアイランドで待機する。

九鬼：ちょっとだけブルーナイトがかわいそうになった（笑）。

ＧＭ：まさかミユキと朱香が美人局つつもたせをするとは……（笑）。

晃士朗：だって俺たち悪役だもん。

ミユキ：久しぶりですね、そのセリフ（笑）。

ＧＭ：……なら、次はバーでブルーナイトを囲むシーンにします（笑）。







◆Middle06◆アクシデント！

Scene Player ── 大門寺朱香




　朱香とミユキのおねだり作戦（？）にまんまと乗せられ、〝ブルーナイト〟上杉リョウガはミユキたちケルベロスの拠きよ点てんであるバー、ロングアイランドへと連れられることになった。

　そこでは、晃士朗と九鬼が手ぐすね引いて待っていることも知らず……。




ＧＭ：では、ブルーナイトをロングアイランドに連れてくるシーンになりますね……（笑）。

朱香：連れてくるよー！

ミユキ：朱香ちゃんとこう、両サイドから挟はさみ込こむような感じで。

ＧＭ：女の子ふたりに挟まれて、ドキドキしながら連れられてきてます（笑）。

晃士朗：どうしようもねえな……。

九鬼：まったく哀あわれを誘さそう奴やつだ（笑）。

朱香：たっだいまー♪　ピッツァただいま～、いい子にしてた？

ＧＭ：ピッツァは朱香に駆かけ寄よって尻尾しつぽを振ふりますが、ブルーナイトを見て唸うなります（笑）。

ミユキ：九鬼さん、リーダー、連れてきました。

九鬼：お、ふたりとも早かったねえ。

晃士朗：ご苦労だったな。

ＧＭ：九鬼と晃士朗を見て、ブルーナイトはポカンとします。「え？　なんで？」（笑）

晃士朗：そいつがブルーナイトか。はん、マヌケ面づらだな。

九鬼：こんにちは、ブルーナイトさん。ようこそ、俺たちの隠れ家へ。

ＧＭ：「どういうことだい!?　こいつら、悪の親玉じゃないか！」

ミユキ：そして私たちは、悪の手先なんですよね。

九鬼：セルリーダー代理の九鬼でーす。

ＧＭ：「僕を、騙だましたのかぁぁぁぁぁっ!?」（一同爆笑）

朱香：ごめんね？　でも仕方なかったんだよ。

ミユキ：そういうことなの。敵てきをすんなり信用したあなたが悪いのよ。

ＧＭ：「（妙みように芝しば居いがかった口調で）くっ……！　信じた女ひとに裏うら切ぎられる、この苦しみ──！　やはり……やはり戦わねばならぬ運命さだめなのか！」（一同爆笑）

朱香：嬉うれしそうだねー（笑）。

ミユキ：なんかまた違う病気が発はつ症しようしちゃってるような……。

晃士朗：はん、シチュエーションに酔よってるんじゃねえのか。

ＧＭ：「僕の──ブルーナイトの力、思い知るがいいのさ！」

九鬼：おっと、ここでやったら店が壊こわれるねえ。蹴けり出だしちゃう？

晃士朗：そうだな。ＧＭ、ちょっと拡かく大だい解かい釈しやくなんだが、《ポケットディメンジョン》を使って戦場を作り出す、ってことでいいかな？

ＧＭ：おお、それはかっこいいので許きよ可かしましょう。

晃士朗：よし。なら、俺が指を鳴らすとぐにゃりと周囲の風景が歪ゆがむ。




　小さなバーの店内が、何もない広い部屋へと変化していく。晃士朗が空間を捻ねじ曲まげて作り出した、あり得るはずのない空間だ。




晃士朗：さぁて、逃にげ道みちはねえぞ？

ＧＭ：「ふん、典型的な悪役のセリフじゃないか！　こんな純じゆん真しんな少女たちまで利用するなんて、許せないぞＦＨ！」

朱香：ミユキちゃん、あたしたち利用されてることになってるよ。

ミユキ：そっとしておいてあげましょう（一同爆笑）。

晃士朗：念のため言っておくが、殺すなよ。こいつには聞きたいことがある。

ミユキ：了りよう解かい、リーダー。

九鬼：ま～かせといてよ。しかし、ブレイクエンドもゆるみ気味でボケた奴だったけど、こいつはその比ひじゃないねえ。

朱香：むー。真くんをこんなのと比くらべないで欲しい（笑）。

九鬼：おやおや、ごめんよ。

ＧＭ：「く、くそ、ゆるさーん！　来い、〝ブルーナイト〟ぉぉ！」




　怒いかりに任まかせて叫さけぶブルーナイト・上杉リョウガ。瞬しゆん時じに子こ供ども向けロボットアニメの主人公が着るようなパイロットスーツをまとい、虚こ空くうから現あらわれた巨きよ大だいロボットに乗のり込こむ。

　青い装そう甲こうを輝かがやかせ、巨大な剣けんを手にした機械人形が咆ほう哮こうする！

「悪の栄えたためしはないんだ！　唸れ、ブルーグランブレェェェェド！」




ＧＭ：……というわけで、戦せん闘とうを開始します。

ミユキ：いくわよ、朱香ちゃん。

朱香：うん、ミユキちゃん！

九鬼：見た目は派は手でだがねえ。実力はどの程てい度どなのやら。

晃士朗：はん、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。思い知らせてやれ。




　果たして、晃士朗の宣せん言げんどおりとなった。

　──ブルーナイトが大地に倒れ伏ふすまで、わずか一ラウンドであった。




ＧＭ：一いち応おう《リザレクト》しますが、戦闘はここで終しゆう了りようです。「こ、これは一回敗北して、強化型ロボに乗のり換かえるフラグに違いないんだ……」（一同笑）

晃士朗：まだやるのか？　これ以上やるんだったら、五体満足じゃ済まねえぜ。

九鬼：無理しない方がいいんじゃない？

ＧＭ：「く、くそう……いつか必ず……」と、ブルーナイトが涙目になった瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共に地面を突つき破やぶって触しよく手しゆが飛び出します。

九鬼：なに!?




　地面から飛び出す巨大な無数の触手。それに続いて、爬は虫ちゆう類るいと植物が融ゆう合ごうしたかのような威い容ようが地面を割わって姿すがたを現あらわす。

　全高四〇メートルの怪かい獣じゆう──グロキシニア。戦闘により活発化したレネゲイドに導みちびかれ、この場へと現れたのだ。




晃士朗：……しまった、怪獣グロキシニアか！

ミユキ：ここで戦闘して、エフェクトを使ったから……！

ＧＭ：「お、お前ら、こんなものまで飼かっていたのか！」とブルーナイトは非ひ難なんしてきます。

九鬼：うーん、事実だから反はん論ろんできない（笑）。

ＧＭ：「く、くそ！　僕は屈くつしたりしないぞ！」と、ブルーナイトがグロキシニアに斬りかかりますが、いくら攻こう撃げきしても傷きずがすぐに塞ふさがっていきます。

朱香：な、なにあれ……。

九鬼：高速再さい生せい──みたいだねえ。

ＧＭ：ルール的には、グロキシニアはＥロイス〝究極存そん在ざい〟を持っています。このままでは絶ぜつ対たいにダメージを与あたえる事ができません。

ミユキ：戦っても無む駄だみたいね……。

朱香：どうしよう、リーダー？

晃士朗：チッ、ずらかるしかねえ。

ＧＭ：やがて、ブルーナイトはペチっと叩たたき落おとされ、再ふたたび《リザレクト》。「ひ、ひぃ！」と情なさけない声をあげて逃にげ出だします。

晃士朗：逃がしたか……。この状じよう況きようじゃ止やむを得えねえけどな。

九鬼：確かく保ほしておきたかったけど、優ゆう先せん順位は明らかに怪獣の方が上だよねえ。

朱香：聞きたい事はまだあったのに～。

ミユキ：リーダー、どうします？

晃士朗：決まってる。……逃げるぞ。そう言って《ディメンジョンゲート》を開く。

ＧＭ：わかりました。それなら撤てつ退たいは可か能のうでしょう。

朱香：あ、ピッツァとマスター！

晃士朗：そんな暇ひまがあるか！　幸いここは俺の作った空間だ、店には被ひ害がいは出ねえよ！　……で、いいかなＧＭ？（笑）

ＧＭ：いいですよ。あなた方が撤退すれば、グロキシニアも再び地中に潜せん行こうするので。

朱香：うー……わかった。でも、逃げるってどこに？

九鬼：マレボルジェ、だろうねえ。

晃士朗：そうだな、そこまで逃げる。──くそ、なんであんなもの飼っていやがったんだ。

九鬼：殺せないから封ふう印いんするしかなかった、ってところだろうねえ。

ミユキ：『至高天』となにか関係あるのかな……。

晃士朗：わからん。とにかく今は逃げるぞ！




　一いつ切さいの攻撃が通用しない存在を前に、撤退を余よ儀ぎなくされるケルベロスの面々。

　逃げ出したブルーナイト、侵しん攻こうしてくるコープスロードと死者の軍ぐん勢ぜい──山積みの問題を、どう解かい決けつすればいいのだろうか？






〝究極存在〟　あらゆる攻撃を受け付けなくなるＥロイス。









◆Middle07◆真実？

Scene Player ── 闇条晃士朗




　巨大怪獣グロキシニアから撤てつ退たいしてすぐ、晃士朗は単身出しゆつ撃げきすることとなった。

　死者の軍勢を操あやつるオーヴァード、コープスロードが侵攻しているのである。その進軍を阻そ止しするために向かった晃士朗が見たものは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図だった──。




ＧＭ：では、次のシーンです。一いつ旦たん全員マレボルジェまで撤退したわけですが──。

晃士朗：いや、後回しになっちまったが、ここはコープスロードのところに行くぜ。

ミユキ：リーダー、出ずっぱりだけど大だい丈じよう夫ぶですか？

晃士朗：仕方ねえよ。一旦マレボルジェに全員で撤退して、すぐゲートを開いて出撃する。

ＧＭ：わかりました。では、コープスロードのもとに向かった晃士朗のシーンにしましょう。

晃士朗：ああ。まかり間ま違ちがって敵の戦力を増ふやすのはまっぴらなので、単身で乗り込む。

ＧＭ：了解です。死者の群むれは『至高天』のある伏ふし見み稲荷いなりの南西、醍だい醐ごのあたりから直進しており、その途と上じようにある『神曲』セルの施し設せつで晃士朗とかち合うことになります。

晃士朗：もう施設は襲しゆう撃げきされてるのか？

ＧＭ：はい。晃士朗が駆かけつけた時には、すでに戦闘が始まっています。と言っても、ほぼ一方的にコープスロードのゾンビ軍ぐん団だんが殺さつ戮りくを繰くり広ひろげている状じよう態たいですね。

晃士朗：全員下がれ、と命令を出す。戦闘員も、そうでないやつも下がれ！

ＧＭ：では、この施設の責せき任にん者しやが指し示じを出し、撤退を始めます。

晃士朗：それでいい。お前等がここでおっ死ちんで、敵の戦力を増やしてどうすんだ。

ＧＭ：では、そこで感心したような男の声が聞こえます。




「ほぅ……少しは骨ほねのある奴やつもいるようだね」

　声は、死者の群れの中央から聞こえた。自らが生み出したゾンビに守られるように、中央に陣じん取どる男が発したものだ。年としの頃ころは四〇歳さい前後、髪かみをオールバックに撫なで付つけた、一見すると平へい凡ぼんなサラリーマンにでも見える男──〝コープスロード〟荒田丈二あらた・じようじだ。



















ＧＭ：「なかなかの手際だな」

晃士朗：手際も何もねえよ。てめえの戦力の拡大を防ふせぐには、ひとりでやるのが一番だ。

ＧＭ：「クックックッ……なるほど、私の力はわかりやすいからな」

晃士朗：じろりと睨にらみつける。……一応聞いておこうか。今いま更さら何をしに来た？

ＧＭ：「……愚ぐ問もんだと思わないか？　目的は『至高天』だよ」

晃士朗：プルガトーリオが居なくなったからか？

ＧＭ：コクリと頷うなずく。「好機だからね。三年は長かった──いや、あの瞬間からの三年間だ。決して長くはないか」

晃士朗：『あの瞬間』……？　その口ぶりだと、何か見たのかよ。……三年前に。

ＧＭ：「その通り」と頷き、彼はどこか陶とう酔すいしたような口調で語り始めます。「……すばらしい光景だった。強きよう烈れつな光と爆ばく発はつの後、私が到着したときには戦いは終わっていた。だがねえ、見たのだよ。ひとりの少女が完全に蘇よみがえる瞬間をね」

ミユキ：……！

朱香：それって、お母さんと十字傷の男との戦いに巻まき込こまれて、ミユキちゃんが蘇ったときのことだよね……。

ミユキ：う、うん……。




　三年前──まだ普通の少女だったミユキは、オーヴァード同士の戦いに巻き込まれて命を落とした。そのミユキを助けるため、弟であるタクミは『至高天』を不完全ながら起動させ、代だい償しようとして肉体を『至高天』の本体である巨大な水すい晶しようの薔薇ばらに取とり込こまれたのだ。




晃士朗：つまり──『至高天』が願いを叶かなえるのを見た、ってことか。だがな、プルガトーリオにびびってコソコソしていた野や郎ろうに取れると思うなよ。

ＧＭ：「隠かくれていたからこそ、この好機を逃のがす気はないさ。君にはわかるまい？　人じん智ちを超こえた力が人の願いを叶える、そのすばらしさが」

九鬼：……こりゃ、俺も出ておきたいねえ。てっきりこいつも出オチかと思ったら、他のロボットや怪獣とちょっと毛色が違ってきたよ。

ＧＭ：登場するのは構かまいません。あと、このシーンでは戦闘は発生しないと言っておきます。

九鬼：んじゃ、ちょっとタイミングを見るよ。

ＧＭ：では、恍こう惚こつとした表情でコープスロードは続けます。「本当に、すばらしい光景だった。《リザレクト》での復ふつ活かつもできなくなった、完全に肉にく片へんと化した少女の身体からだが、ゆっくりと──三〇分もかけて再さい構こう成せいされていく様はね」

晃士朗：待て。……今なんて言った？　《リザレクト》だと？

ＧＭ：「ああ。いくらオーヴァードとはいえ、あの状況からの蘇そ生せいは不ふ可か能のうだ」

晃士朗：……何を言っている。あの時、ミユキはオーヴァードじゃなかった。

ＧＭ：「ミユキ……？　ああ、もうひとり居た少女のことか。確たしかに死んでいたが、それは単にオーヴァードとして覚かく醒せいして蘇った、というだけだろう？」

ミユキ：え────。

一同：ええええええええええ!?

ミユキ：ちょ、ちょっと待って。どういうこと？　え？　それじゃタクミは……。

朱香：そ、そうだよ！　話がおかしいよ！

九鬼：じゃあ、そこで登場しようか。今の話、どういうことだ？　三年前に蘇ったのは、青峰ミユキ。彼かの女じよのはずだ。『至高天』の力を使って、な。

晃士朗：……そうだな。お前が見たのはいったいなんだ、コープスロード。

ＧＭ：「……どうにも話が食い違うな。ならば話してやろうか。私は当時、プルガトーリオの腹ふく心しんでね。あの日も後ご詰づめをしていたのだが──凄すさまじい光と爆発の後に駆けつけると、肉片になっていた少女が見る見るうちに蘇生していったのだ。私が見たのはそれだけだよ」

晃士郎：それは青峰ミユキ……ではないと？

ＧＭ：「言った通り、彼女はオーヴァードに覚醒して蘇生しただけだ」

晃士郎：ならば、生き返ったのは……誰だ？

ＧＭ：「今のキミたちにそこまで教える義理はないな」

九鬼：……なるほどねえ。『至高天』を使っても、セシリアがミユキみたいにオーヴァードになっちまうんじゃあ意味がないとは思ってたが、こうなると話が違うよ。

晃士朗：九鬼、こいつを連れて帰る。絶対に逃がすな！

九鬼：どうあっても逃がすわけにはいかなそう、だねえ。切きり込こむけど──。

ＧＭ：彼はエネミーエフェクトの《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使用して退場します。コープスロードに届とどく前に、ゾンビが押おし寄よせてきて肉にく迫はくできない状態になります。

晃士朗：ちぃっ……！

九鬼：待て、逃げるな！

ＧＭ：「秘密主しゆ義ぎ者しやのあの女のことだ、何か隠しているんだろうさ。──隠し部屋は調べてみたかね？」そう言って、コープスロードは退場していきます。

晃士朗：隠し部屋だと……？

九鬼：待て、最後まで話せ！　そこら辺のゾンビを斬きり払はらいながら必死で追いすがる！

晃士朗：腹はら立だち紛まぎれに周囲の建物ごとゾンビを吹ふっ飛とばす。

ＧＭ：晃士朗の風と九鬼の刃やいばが届くか、というところでコープスロードは姿を消します。

晃士朗：逃げられた後に、瓦が礫れきを力いっぱい殴なぐりつける。……どういうことだ。

九鬼：一体俺たちは何を隠されてたんだ？　つうか──この話、ミユキにしてもいいのか？

晃士朗：……そうだな。奴の話が本当だとすると、タクミがあんな姿になった理由がまったく変わってくる。

ミユキ：言ってほしいなあ。こんなの内ない緒しよはいやだ（笑）。

九鬼：……やる事が、増えたみたいだねえ。

晃士朗：ああ。ゾンビよりも怪獣よりもロボットよりも優先順位は高え。

九鬼：そうだねえ……。意味深な捨すて台詞ぜりふを残していきやがって。

晃士朗：もう一度調べなおす必要があるな。……ＧＭ、具体的に情じよう報ほう項こう目もくが増えたりする？

ＧＭ：はい。マレボルジェに戻もどることで、隠し部屋について調べることができます。

九鬼：なるほどね。腹心、って言ってたし、それなりに近い位置にいたんだろう。

晃士朗：幹かん部ぶクラスではあったのか。……とりあえず、まずは調べてからだな。

九鬼：ああ。真実を知る必要がある。

朱香：怖こわいよう……。どんな真実が……。

ミユキ：うん……。




　──『至高天』の力で蘇ったのは、ミユキではない。

　その言葉は真実なのか。であれば、蘇ったのは誰なのか。

　ミユキと朱香の心に、言い知れぬ不安がこみ上げていた。






醍醐　京都府京都市伏見区北東部にある地名。豊臣秀吉が「醍醐の花見」を行った醍醐寺などがある。









◆Middle08◆デッドエンド

Master Scene




「ハァッ、ハァッ……」

　ひとりの青年が、暗い路ろ地じ裏うらを息せき切って走はしり抜ぬけていた。ロボットアニメの主人公が着るようなパイロットスーツを着、全身に傷を負った瘦やせぎすの青年だ。

「くそ、見てろよ。女の子を使ったり怪獣を出したりしても、正義は必ず勝つんだ」




ＧＭ：では、次のシーンはマスターシーンです。あなた方から逃げたブルーナイトが息を切らせながら路地を走っている、というところから始まります。




「もっと力が必要だ……。　パワーアップ、パワーアップしなきゃ……！」

　歯は嚙がみしながら、青年──ブルーナイトが呟つぶやく。その前に、何者かの影かげが立ちふさがった。

「え……？」

　ブルーナイトが顔を上げる。その瞬間、彼は声にならない悲鳴を上げた。

　──夥おびただしい数の死者の群れに、取り囲まれている。

「ハハッ……怪獣グロキシニアを追っていたら、いい素材が見つかった」

　そう言って、〝コープスロード〟荒田丈二が笑む。恐怖に怯おびえるブルーナイトを見つめ、彼は軽く舌なめずりをする。

「パワーアップをしたいんだろう？　願いを叶えてあげようじゃないか」

「ひっ……！」

「……やれ」

　死者の群れはジリジリと包囲を狭せばめ、ブルーナイトに近づいていく。ミユキたちと戦い、既に満まん身しん創そう痍いの彼に──抵てい抗こうする手しゆ段だんは、ない。

「や、やめて……たすけて……や、やめ、あ、ひぃ、ギャアアアアアアア！」

　──路地裏に、断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびき渡わたった。




　しばらくして、ブルーナイト──否いや、ブルーナイトだったものがゆっくりと立ち上がる。空うつろな瞳ひとみには、最も早はや何も映うつしていない。

　他の死者たち同様、彼もまたコープスロードの操あやつり人にん形ぎようのひとつと成り果てた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、ブルーナイトは死し亡ぼうします。そして、コープスロードは死んだブルーナイトにＥロイス〝血の花はな嫁よめ〟を使用。

晃士朗：死んだ相手を意のままに操る能のう力りよくだな。なるほど、納なつ得とくだ。

ミユキ：うわー……。

朱香：ブルーナイトがゾンビナイトになっちゃった……（笑）。

晃士朗：確保して利用したかったんだが、まあ仕方ねえだろうな。

九鬼：頭が悪いから御ぎよしやすかったんだけどねえ。

ＧＭ：……では、次のシーンに移うつりましょう。







◆Middle09◆突とつ破ぱ口こう

Scene Player ── 青峰ミユキ




　晃士朗と九鬼がコープスロードと対たい峙じしていた頃ころ、ミユキと朱香はグロキシニアを倒す手段を探すため、ふたりで本間医い師しの運うん営えいする医い療りよう施し設せつへと向かっていた。

　まだ、彼女たちは自分たちに隠された真実を知る由よしもない──。




ＧＭ：では次のシーンです。順番的にはミユキか朱香のシーンですが……。

ミユキ：リーダーと九鬼さんがコープスロードのところに行ったから、私と朱香ちゃんはグロキシニアへの対たい処しよ方法を調べた方がいい気がします。

朱香：あ、そうだよね。ええと、多分九鬼さんのロイスの本間さんに聞くのがいいかな。あたしなら場所を知ってるから、ミユキちゃんを連れてくよ。

ミユキ：わかったわ。

朱香：そこにね、九鬼さんの宝たから物ものがいるんだよ！　セシリアさんっていうんだ。

九鬼：い、言っちゃった（笑）。まあミユキだからいいけどさあ。

ミユキ：……そうなんだ。九鬼さんはその子を助けるために。

朱香：そうなの……あっ、九鬼さん、秘密って言ってた……けど、ミユキちゃんだからきっといいよ！　九鬼さんも許してくれると思う！（笑）

ミユキ：随ずい分ぶん九鬼さんを信しん頼らいしてるのね、朱香ちゃん。

朱香：うん。それにね、これも九鬼さんに言われたんだけど──あたしはお母さんが帰ってくるまでに、自分の居い場ば所しよを見つけないといけないんだ。

ミユキ：居場所……。

朱香：うん！　だからね、あたしは自分の居場所を見つけて、それで、お母さんに言いたい事が言える人間になるの。

ミユキ：……そっか。でも、ちょっと寂さびしいな。

朱香：なんで!?

ミユキ：今ね、九鬼さんが美奈子さんの──朱香ちゃんのお母さんの代わりになってる。……私じゃなれなかったんだなぁ、って思って。

朱香：ええ？　だって、ミユキちゃんはミユキちゃんだもん。九鬼さんはお母さんの代わりを買って出てくれただけだよ。でも、ミユキちゃんが誰かの代わりになんてならない。

ミユキ：……そうなの？

朱香：当たり前だよ！　だってミユキちゃんはミユキちゃんでしょ？

ミユキ：……そうか。（嬉うれしそうに）私は、誰かの代わりじゃなくて、私で良いんだ。

朱香：うん！　ミユキちゃんの代わりなんてどこにもいないもん。それは変わらないよ。

ミユキ：朱香ちゃん……。




　つたない言葉で必死に気持ちを伝える朱香に、ミユキは今までにない衝しよう撃げきを受けていた。

　何があっても、朱香ちゃんは私を思ってくれている──。




ミユキ：……ありがと。そうよね、私にとっても朱香ちゃんは朱香ちゃんで、代わりなんてどこにもいないわ。

朱香：そうだよー。あ！　もしかして、九鬼さんが言ってたあたしの居場所って……ミユキちゃんの隣、っていうのもアリだよね？

ミユキ：じゃあ、私の居場所も、朱香ちゃんの隣となりかもしれないわね。

朱香：ねーっ！　でも、そのためには言いたいことが言える仲にならないといけないんだよ。

ミユキ：じゃあ、私たちに秘密は無しね。

朱香：うん、秘密は無し！　だからセシリアさんのところに連れて行くね！（一同笑）

九鬼：ま、まぁいいか。朱香に話した時点でミユキに伝わるのはしょうがない（笑）。

晃士朗：いい話なんだが……なんていうか、危あやういよなあ。

ＧＭ：まあ、晃士朗と九鬼がさっき手に入れた情報もありますし。

九鬼：そうなんだよなあ……。なんて伝えよう……。

朱香：ほら、行こうミユキちゃん。そう言って手をのばすね。

ミユキ：うん。




　朱香の手をとって歩きながら、ミユキは考える。目の前には、わからないことが多すぎる。朱香や周りの人たちと自分がどう接せつしていきたいのか、それすらわかっていないのだ。




ミユキ：ホント……自分のこともわかってないのね、私。

朱香：ミユキちゃん……？

ミユキ：ううん、なんでもないの。じゃあ、あの怪獣をどうにかする方法を探しましょ。

朱香：うん。確かね、本間先生って人のところに行けばいいんだよ！

ＧＭ：ふたりが施設に行くと、怪け我がを押おして研究や調ちよう査さをしている本間医師の姿があります。

朱香：本間せーんせ！

ＧＭ：「おぉ、朱香くん。それに──フェンリルバイトこと、青峰ミユキくんだったね」

ミユキ：はじめまして。

ＧＭ：「来るとしたら九鬼くんだと思っていたが……まあ、大体予想はついている。グロキシニアのことだろう？」

朱香：そうなの！

ミユキ：一度交戦しましたが、こちらの攻撃が通用しなかったんです。というか、攻撃してもすぐに再生してしまう感じで……。

ＧＭ：「……ヤツが死ぬのを待つだけなら簡かん単たんだ。グロキシニアの再さい生せい能のう力りよくは、過か剰じような代たい謝しや能力によるもの。ただ活動するだけで徐じよ々じよに細さい胞ぼうが崩ほう壊かいし、やがては死に至いたる」

朱香：どういうこと？

ＧＭ：つまり、すごい速度で老化していくようなものですね。

ミユキ：寿じゆ命みようを削けずってる、ってことなのかな。

ＧＭ：「だが……問題は、何もせずに自じ滅めつを待っても、恐おそらく半年はかかるということだ」

朱香：それじゃ遅おそすぎるよう！

ミユキ：どう考えても、その前に『至高天』に到着されるわね。何か方法はないんですか？

ＧＭ：「なくはない。グロキシニアの再生能力を限げん界かい以上に促そく進しんし、逆ぎやくに崩壊を促うながすという薬品だ。だが、如何いかんせんデータが足りなくてな……」

ミユキ：なんとかならないんですか？

ＧＭ：「データさえあれば、私の能力エフエクトですぐにでも調合は可能なのだが……」と答えます。具体的には、〈調ちよう達たつ〉判はん定ていで難なん易い度ど12の判定に成功すれば、破は壊かいされた施設からデータを回かい収しゆうできます。

ミユキ：その薬品があれば、グロキシニアを倒せる？

ＧＭ：はい。〝究極存在〟が解かい除じよされて、普通にダメージを与えられるようになります。

朱香：〈調達〉は４レベルあるのでやってみるね。……うん、８が出たので成功！

ミユキ：朱香ちゃんえらい！

朱香：九鬼さんから破壊された施設のデータを預あずかってたことにしよっと。ねえ本間先生、資し料りようってこれのこと？

ＧＭ：「おお、その資料とデータなら大丈夫だ。だが、なにぶん時間が足りん。直接叩たたき込こむ必要がある」そう言って、エフェクトを使ってすぐに薬品を生成してくれます。

ミユキ：直接……って、戦いながら、ってことですか？

ＧＭ：具体的には、この薬品を所持した人物が白兵攻撃を命中させる必要があります。

ミユキ：わかりました。じゃあ、私か九鬼さんの役目ですね。

朱香：ありがとう、先生！　じゃあ早く戻ろう、ミユキちゃん！

ミユキ：そうね。失礼します！

ＧＭ：「ああ、頼たのんだよ。……幸運を祈いのる」







◆Middle10◆秘ひ匿とく情じよう報ほう

Scene Player ── 九鬼




　──コープスロードは何かを知っている。

　それは三年前の事じ件けんに関かかわることなのは間ま違ちがいない。

　プルガトーリオの隠かくしていた真実を知るため、晃士朗と九鬼はマレボルジェへと急ぐ。




九鬼：お、じゃあ次のシーンかな？

ＧＭ：はい。シーンプレイヤーは九鬼、晃士朗は自動登場。

晃士朗：もう大急ぎでマレボルジェに戻もどるぜ！

九鬼：急いで調べないとなぁ。

ＧＭ：では、まず美み奈な子この隠し部屋を見つけ出すための判はん定ていが必要になります。こちらは〈情報：ＦＨ〉で難なん易い度どは９。

晃士朗：情報か。なんとかなりそうだな。

九鬼：じゃあ俺おれが「コネ：要人への貸かし」を使うよ。……よし、一回クリティカルして成功！　テセウスから大量のワイヤーを射しや出しゆつして、マレボルジェの構こう造ぞう全体を把は握あくするぜ。

ＧＭ：では、朱しゆ香かはおろか美奈子以外が入ることが許ゆるされない資し料りよう室しつが存そん在ざいすることがわかります。具体的には『デザイア』一巻かんの最後に出てきたあの部屋ですね。

晃士朗：あのどことも知れない、よくわからない部屋ね。通つう称しよう悪役部屋（笑）。

九鬼：東一八度、北に二七度、一二メートル先……ここだな。

晃士朗：わかった。場所が特定できたなら、そこにゲートを開けるぜ。

ミユキ：なんて手て際ぎわが良いんだろう（笑）。

朱香：このふたりが本気になるとすごいよね。




　晃士朗と九鬼が慣れた手際で情報を解析し、プルガトーリオの隠し部屋を特定する。主の居なくなったその場所を見つける事は、そう困難なことではなかった。

　大量の資料や電子機器が並べられたその部屋は、しんと静まり返っていた。




九鬼：片かたっ端ぱしから《電子使い》と《セキュリティカット》と《写真記き憶おく》で情報を探さぐりまくるとするかねえ。んで、全データを《究極鑑かん定てい》だ。

晃士朗：俺は電子化されていない資し料りようを漁あさる。

ＧＭ：わかりました。しかし、三年前に何が起こったのか、何が真実で何が噓うそなのか。それをあまたの情報から抽ちゆう出しゆつする判定が必要です。〈情報：ＦＨ〉、または〈知ち識しき：機械工学〉で難易度15です。

九鬼：15も必要なのか！　テセウスでダイスを増ふやして俺が判定するのが一番マシかな？

晃士朗：待て。財ざい産さんポイントもあるし、アイテムの情報収しゆう集しゆうチームを使って俺がまず判定しよう。九鬼の侵しん蝕しよく率りつは節約したいからな。

九鬼：ああ、なら頼たのむよ。無理なら俺がやるしね。

晃士朗：こういう時のために人員を割さいておいたということで……よし、成功！

ＧＭ：では、三年前の事件についての詳しよう細さいが出てきます。まずわかることは、『至高天』は起動したが、不完全であった、ということです。

九鬼：そこは既き出しゆつの情報だな。

ＧＭ：そして美奈子の推すい測そくによると、起動が不完全だったのは『三人目の適てき格かく者しやに不具合があったから』となっています。

晃士朗：ん？　ちょっと待て、三人？

九鬼：……必要な適格者はふたり、つってたよねえ？

ミユキ：どういうことなの、美奈子さーん！（笑）

朱香：なんか、やだなあ……。

ＧＭ：美奈子はふたり、とあなた方には言っていました。ですが、この資料では三人必要、と明記されており、朱香にもその資し格かくがある──と記き載さいされています。そして、ここから三年前の事件の詳細が判明するのですが……（シナリオを見ながら考え込む）。

晃士朗：ど、どうしたんだＧＭ。

ＧＭ：いや、ちょっとこれはプレイヤーとＰＣの知識をそろえたいな、と思いまして。ミユキと朱香にはまだ見せないようにしてくださいね。




　そう言って、ＧＭはシナリオの打ち出しから三年前の事件についての情報だけを切り取り、九鬼と晃士朗のみが見られるように手て渡わたす。

　しばらくその情報を確かく認にんしていたふたりだが……。




晃士朗：…………………おい。

九鬼：これ、は…………。

ＧＭ：（無言で笑え顔がお）

ミユキ：な、なに？　なんなの？

朱香：もー、やだぁぁぁ！　気になるうぅぅぅぅ！

ＧＭ：それを話すかどうか、どう伝えるかはお任まかせします。

晃士朗：やってくれる……。どう伝えろってんだ、こんなことをよ……！

九鬼：まさか──こんな重要なことを隠してやがったとはな。

晃士朗：……今回の事が片かた付づいたら、真っ先に三年前に何があったのかを探るぜ。それに、この情報をあいつ等らに隠かくし通とおすことはできねえ。

九鬼：……そう、だな。とにかく、朱香とミユキに伝えなきゃならない。くそ！

晃士朗：九鬼、このデータは全部保ほ存ぞんしたか？

九鬼：ああ。《電子使い》で自分の端たん末まつに、《写真記憶》で頭の中に保存しておくよ。

晃士朗：わかった、ならここの機器を全部壊こわす。さすがにこの情報が他に漏もれるとヤバい。

九鬼：（情報を確認しながら）しかし、うーん。

晃士郎：どうした？

九鬼：いや、ひとつ気になることがあるんだけど……。まあ、今はいいか。

ＧＭ：わかりました。では、そこでシーンを終しゆう了りようしましょう。




　晃士朗と九鬼が知った真実。

　それはミユキと朱香にとって、あまりにも衝しよう撃げき的てきなものとなるのである──。







◆Middle11◆噓うそと真実

Scene Player ─── 大門寺朱香




　グロキシニアを倒たおすための薬品を手に入れたミユキと朱香。

　そして、プルガトーリオが隠いん匿とくしていた秘ひ密みつを知った晃士朗と九鬼。

　四人はほぼ同時に、ロングアイランドへと着いた。

　そして──。




ＧＭ：では、次のシーンです。全員登場、シーンプレイヤーは朱香にしましょう。

ミユキ：場所はロングアイランド……ですかね？

晃士朗：この四人で話すんだし、それでいいだろう。

九鬼：今何月くらいだっけ？

ＧＭ：六月半ばですね。入にゆう梅ばいが遅おそく、少し蒸むし暑あつい日です。

九鬼：蒸しっとして空気が重い感じだねえ。

ミユキ：そのあたりで、薬品を持って戻ってきます。

朱香：あたしたちふたりで！

晃士朗：じゃあ、そこで俺と九鬼が戻ってくるんだが、なんとなくいつもと空気が違ちがう。

ミユキ：私わたしと朱香ちゃんは関係が元に戻って、すごく隙すきのある状じよう況きようですよ（笑）。

朱香：これからふたりで居い場ば所しよを見つけて、がんばろうね、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ、もちろんよ。




　お互たがいのわだかまりを解かい消しようし、微笑ほほえみ合うミユキと朱香。

　そんなふたりに、この真実をどう告げるべきなのだろうか。

　晃士朗も九鬼も、同じ思いを抱いだいていた。




九鬼：よう、ふたりともお疲つかれ。……グロキシニアへの対たい抗こう策さくは見つけてきたのかい？

朱香：うん！

ミユキ：そうだＧＭ、この薬品を誰が持っておくかは決めておく必要がありますか？

ＧＭ：はい。ひとつしかありませんので、誰が持っておくかは決めておいてください。

ミユキ：じゃあ私が持っておきます。

九鬼：そうだねえ。当てるだけでいいならミユキの方が確実だ。

ミユキ：相手のガードを破る必要があるなら九鬼さんなんですけどね。

朱香：（うれしそうに）九鬼さん、九鬼さん！　あのね、居場所が見つかりそうだよ！

九鬼：そうか、それはいいことだな。

朱香：それでね、九鬼さんの宝たから物ものをね、ミユキちゃんにも教えてあげたんだよ！（笑）

九鬼：……そ、そうか。あんまり人に触ふれ回まわらないほうがいいんだが（笑）。

ミユキ：申もうし訳わけなさそうにしてます（笑）。

九鬼：ま、まあミユキじゃしょうがないか。せめてミユキだけにしといてね？

朱香：わかった！　だけどね、そのおかげで大事な居場所が見つかりそうなの！（ミユキに）ねー？　お互たがいにがんばろうね、ミユキちゃん！

ミユキ：（笑顔で）うん。

九鬼：……んじゃ、三人の秘密だ。共きよう犯はん、ってことでいいよ。

晃士朗：そこで口を挟はさむぞ。そろそろいいか？　お前ら。

ミユキ：あ、はい。

九鬼：あー……あの話、ね。

ＧＭ：お、では先ほどの情報をふたりに説明するわけですね。

九鬼：うん、俺の口からね。その方がわかりやすいだろうし……。

朱香：うう……怖こわいよう。

ミユキ：聞きたいような聞きたくないような……。

晃士朗：ひとまず、俺が口火を切る。……プルガトーリオが隠していた情報を漁ってきた。

朱香：お母さんが？

九鬼：ああ。まず、死者の群むれを操あやつるオーヴァード、コープスロードだが──あいつは三年前の事件に関わっていて、『至高天』に執しゆう着ちやくしている人物だ。

朱香：三年前……って、ミユキちゃんとタクミくんの？

ミユキ：あの時のことを知ってる人が居いるんですね……。なんだか居い心地ごこちが悪い。

九鬼：んじゃ、順を追って話そうか。




　深しん呼こ吸きゆうして、九鬼が話す態たい勢せいに入る。プレイヤーである三田さんは、ＧＭから渡わたされた情報を見ながら、ゆっくり言葉を選んで話し始めた。




九鬼：適格者、ってのについては説明はいいよね。ふたりの適格者、一〇個このマテリアル……。『至高天』の起動に必要なものだ。

ミユキ：そう、ですよね。タクミも適格者で……。

朱香：（はっ、として）真くんも……だよね。

九鬼：ああ。理由はわからんが、まずそこにひとつめの噓があった。

朱香：噓……？

九鬼：俺たちが調べた情報が確たしかなら、適格者は三人必要だ。

朱香：ふたりじゃないの？

ミユキ：なんでそんなことを隠すんだろう……。

九鬼：さぁね。そして前回──三年前は三人目の適格者に不具合があった。そのせいで、タクミは『至高天』に取とり込こまれた……と思われる。

朱香：（挙手して）はいはいはーい！　三年前にも『至高天』は起動したの？　あたし、「起動はしてないけど、タクミくんが犠ぎ牲せいになったからミユキちゃんが助かった」──って思ってたんだけど。

晃士朗：起動はしたさ。その結果としてタクミがあの姿すがたになった。

ミユキ：少ししゅんとします。

晃士朗：で、その結果ミユキは蘇よみがえった──そう聞いていただろう？

朱香：そう、聞いていた……？

ミユキ：（眉まゆをしかめて）……どうして、そんな含ふくみのある言い方をするんですか？

晃士朗：俺はミユキから視し線せんをそらす。

朱香：あたしはミユキちゃんを心配そうに見てます。

九鬼：説明を続けるよ。前回の起動時、適格者は三人揃そろっていた。

ミユキ：……条じよう件けんが揃っていたんですか？

九鬼：そうだ。揃っていたからこそ、三年前に『至高天』は起動したんだ。だが、三人目の適格者に不具合があったから──。

ミユキ：タクミが、ああなった……。




　ミユキも朱香も、違い和わ感かんを覚えていた。三年前の事件については理り解かいしていたはずだ。なのに、自分たちの知らない真実がある。九鬼や晃士朗が言いよどむほどの真実ウソが。




九鬼：で──現げん時じ点てんでわかっている適格者の名前を挙げるよ。まずひとり目の適格者だが、わかっているとおり──青峰タクミ。

ミユキ：やっぱり……。

朱香：うん、タクミくんだよね……。

九鬼：ふたり目。〝プルガトーリオ〟永なが石いし美奈子。

朱香：ええええええええー!?　お母さんがー!?

ミユキ：美奈子さんが……？　思わず朱香ちゃんと顔を見合わせる。

朱香：適格者、だったんだ……。じゃあじゃあ、真くんで三人目だったってことだね！

九鬼：だからこそ隠していたのかもしれんな。

朱香：そっか、だから「必要な適格者はふたり」って言ったんだ！

ミユキ：自分を除のぞいてふたり、ってことなのね。

晃士朗：……だったらいいがな。

ミユキ：リーダー、どうしてさっきから奥おく歯ばに物が挟まったような言い方をするんだろう。

朱香：リーダーはいつもこんな感じなんだよ！　ぷん！（笑）

晃士朗：最後まで聞け。隠すつもりはねえんだ──なあ、九鬼。

九鬼：ああ。で、三人目なんだが──お前だ、朱香。

朱香：……へ？

ミユキ：……え？

九鬼：大門寺朱香。三人目の適格者の名前だ。

ミユキ：朱香、ちゃん……？　思わず朱香ちゃんをまじまじ見てしまう。

朱香：え？　え？　じゃあ、あの、あたしが適格者で、お母さんも適格者で、真くんもそうで……。あ、なんか一いつ緒しよで嬉うれしいかも。

ミユキ：そこなんだ（笑）。

朱香：うん（笑）。えと、それでタクミくんも一緒で……もう、三人集まってたんだ。

ミユキ：………そうなのかな。なんか、だんだん不安を感じる。

九鬼：ついでに言えば、だ。ブレイクエンドが適格者であった以上、適格者はきっちり三人ってわけでもなさそうだ。美奈子が他に抱かかえ込こんでた可か能のう性せいもあるねえ。

朱香：適格者についてはあたしも含めてクリアしてたんだね……。じゃあ、やっぱりマテリアルが問題だったのかな？

ミユキ：そうなの……かな？

九鬼：それについてはわからん。三年前の事件を調べた上では、マテリアルについては触ふれられてなかった。




　また、ミユキは違和感を覚えた。これまでそうだと思っていた事実が、少しずつズレ始めている。それに──恐おそらく九鬼も晃士朗も、まだ決定的なことを言っていない。




ミユキ：……よく、わかりません。

九鬼：どこがだい？

ミユキ：全部が、です。信じてたものが──全然違ってた、ってことですよね。

晃士朗：……お前は、タクミが独どく力りよくで『至高天』を起動させた、って思ってたんだよな。

ミユキ：ええ。だから不完全な起動をして、タクミがああなったと思ってて……。

九鬼：情報では「三人目に不具合があった」となってる。何が不具合だったのか、誰が不具合だったのかまではわからないねえ。

ミユキ：そんな状じよう態たいで──なんで起動しようとしたの？　私の、ために……。

朱香：それだけタクミくんはミユキちゃんが大事だったんだよ！

晃士朗：……ま、そう思うよな。

九鬼：そこが──〝プルガトーリオ〟のついていた最大の噓だ。適格者の数や存在を隠してた、なんてのは噓のうちに入らんさ。

ミユキ：え……。

朱香：う……うん。




　沈ちん黙もく。四人とも、しばらく口をつぐんでいた。

　九鬼と晃士朗は、どう告げるべきなのかを考えて。

　朱香とミユキは、じっと耳をそばだてて。




晃士朗：言いづらいなら俺が言うぜ？

九鬼：いや、いい。俺が言うさ。

ミユキ：リーダー？　九鬼さん……？

朱香：何……？

九鬼：……ミユキ。

ミユキ：（びくっとして）は、はい。




　意を決して、九鬼はミユキに、真実を告げる。

「──お前が蘇よみがえったのは、『至高天』の力じゃない」




朱香：ええええええええええええ!?

ミユキ：……何を、言ってるんですか。おっしゃる意味が──わかりません。

朱香：え、え、え、でででででも、それじゃ、ななななんでミユキちゃんは蘇ったの？

九鬼：朱香も落ち着け。──生命の危き機きに瀕ひんしてオーヴァードに覚かく醒せいすることは珍めずらしくない。ミユキも同じで──死に瀕したとき、オーヴァードに覚醒して蘇った。

ミユキ：…………。

朱香：…………ミユキ、ちゃん。

ミユキ：（大きく首を振ふって）そんなはず、ないです。何か──間違ってるんじゃないですか、その情報？　だとしたら、タクミが犠牲になった理由がわからない……！

九鬼：まず、プルガトーリオはタクミがお前を蘇らせるために犠牲になったと告げた。これは、ミユキをＦＨの戦力とするためだろう。

ミユキ：……九鬼さんの声がすごく遠く聞こえます。そのかわりに、リーダーから聞いた「プルガトーリオを信じるな」って言葉が頭の中でぐるぐる回る。

朱香：お母さん、噓ついてたの？　ショックだけど、あうう、ミユキちゃんも心配……。

九鬼：プルガトーリオのとった策さくは無む情じようとはいえるが、直ちよく接せつ被ひ害がいが出たわけじゃない。ミユキを保ほ護ごしなかった場合、もっと悲ひ惨さんな事件が起こっていた可能性はある。

ミユキ：とっくにジャームになってたかも……しれませんね。

九鬼：お前を利用したことについては釈しやく明めいの余よ地ちはない。だが、それで何かしらの被害を及およぼしたというわけでもない──。

ミユキ：………こくり、と頷うなずくけど、目が泳いでる。
















晃士朗：ま、そうだろうな。

朱香：じゃあ……タクミくんが『至高天』に取り込まれたのはなんでなの？

九鬼：願いが叶かなえられたからさ。三年前に『至高天』は起動し、願いは叶えられたんだよ。

朱香：え？　じゃあ、誰が願ったの？

九鬼：三年前、死者はもうひとりいたんだ。

朱香：……誰の、こと？

九鬼：…………お前だよ、朱香。




　朱香の目をじっと見つめて、九鬼はハッキリとした口調で告げる。

「三年前の事件で死に、『至高天』の力で蘇ったのは──朱香、お前だったんだ」




ミユキ：（無言で朱香を見る）

朱香：ミユキ、ちゃん……。

ミユキ：……なんで？

朱香：え……？

ミユキ：なんで──私じゃなく、朱香ちゃんなの？

朱香：で、でも……でも、あたし、死んでないよ？　死んだことなんかないもん！

九鬼：データにはこうもある。「蘇そ生せいした朱香には、記憶に混こん乱らんや欠けつ如じよが見られる」、とな。……朱香、三年前のことについて記憶はあるか？

朱香：三年前なんて……一週間前のことだって覚えてないもん！（一同爆ばく笑しよう）

晃士朗：そ、それはどうなんだ（笑）。

朱香：だって、お母さんも真くんもいなくなってうじゃーってなったし……うぇぇぇん！

九鬼：で、ＧＭ。確認なんだが……（ＧＭの渡した情報を見て）朱香の蘇生を願ったのは美奈子、なんだよな？

ＧＭ：そうです。記録にはハッキリと「私の願い」、つまり美奈子の願いが叶い、朱香が蘇ったと記載されています。

九鬼：オーケー。朱香、もう一度よく聞くんだ。あの時、大門寺朱香という人物は死んだ。

朱香：あ、あたしは死んでないから……だいもんじしゅか、っていう別の人でしょ……。

ミユキ：じゃあ……私がタクミの願いで、『至高天』で生き返ったのでなければ、生き返ったのは──朱香ちゃんなのね。

九鬼：そうだ。『至高天』は永石美奈子の願いを叶かなえ、朱香を蘇らせた……。

ミユキ：タクミの願いが叶ったわけじゃなくて、叶ったのは、美奈子さんの願いだったのね。

晃士朗：……それをコープスロードが目もく撃げきしている。

朱香：（泣きそうな声で）お母さんの、願いが……。じゃあ、あたしが、『至高天』で蘇ったせいで──。




　沈黙が続く。朱香が『至高天』で蘇ったという事実は、とりもなおさず──。




ミユキ：（震ふるえる声で）──その代だい償しように、タクミは。私のタクミは……私のためじゃなく、朱香ちゃんのために……『至高天』に取り込まれた。

朱香：（泣きそうな顔になる）ふ、ふぇ……。

九鬼：タクミにその事を責せめる意思があるならとっくにミユキに伝わってるとは思うがね。

ミユキ：っ……！　あなたがタクミの事を語らないでください！

九鬼：……そいつはすまない。誰かの気持ちが俺にわかるわけじゃあない。

ミユキ：……私、バーを飛び出します。

晃士朗：ミユキ！

朱香：ミユキちゃん！

九鬼：……晃士朗、セルリーダー代理として言うぜ。ミユキを追いかけてくれ。

晃士朗：……何も言わずに《ディメンジョンゲート》で消える。




　朱香は飛び出したミユキを追いかけようとするが、足が動かなかった。

　──朱香が生き返った代償に、タクミが『至高天』に取り込まれた。

　その事実に追おい詰つめられ──朱香は、ただ立たち尽つくしていた。







◆Middle12◆亀き裂れつ

Scene Player ─── 九鬼




　真実を受け入れきれず、逃にげ出だしたミユキ。

　真実の重さに、ミユキを追いかけることさえできなかった朱香。

　バー・ロングアイランドの店内で、朱香の嗚お咽えつだけが響ひびいていた。




ＧＭ：では、次のシーンなんですが……。

九鬼：っと、ちょっと朱香とふたりのシーンにしていいかな。ミユキが出て行った後のフォローをしておきたいんだ。

朱香：…………。

ＧＭ：わかりました。では、九鬼と朱香のシーンということで。

九鬼：ああ。じゃあ、ミユキを晃士朗が追いかけた直後、ってことで。ひとまず朱香の様子を見るよ。

朱香：九鬼さん……ミユキちゃんが……。

九鬼：……うん。

朱香：あたしの居場所は、ミユキちゃんの隣となりだって……さっき……言って……なのに……。

九鬼：わかってる、わかってるから。

朱香：どうしたらいいの……？

九鬼：朱香……。

朱香：どうしたらいいの!?　もうわかんないよう！　教えてよ九鬼さん、命令してよ！

九鬼：……ミユキと、ちゃんと話せばいい。

朱香：ミユキちゃんと……。

九鬼：ああ。だってお前たち、対話してないじゃないか。

朱香：だって……！　ミユキちゃん、きっとあたしのこと、嫌きらいになったよ。

九鬼：嫌いだって言われたか？

朱香：……言われてない。

九鬼：んじゃ、それを聞かなきゃねえ。

朱香：でも、嫌いになったもん！　絶ぜつ対たい！

九鬼：なんでそう言えるんだ？

朱香：だって、タクミくんがああなったの、あたしのせいだもん！　お母さんがいなくなったのも、真くんがいなくなったのも、あたしのせいだもん！

九鬼：子こ供どもをなだめてる気分になってきた。いや、そのままなんだが（笑）。

朱香：（じたばたしながら）あたしのせいで全部ダメになるんだよう、うぇぇ～ん!!

九鬼：頭を……いや、背せ中なかをぽんぽんと叩たたいて、いいから深呼吸でもしなさい。

朱香：うぇぇ[image: ][image: ]ん……。




　顔をぐしゃぐしゃにして泣きじゃくる朱香。

　幼い子供をあやすように、九鬼はじっと背中をさすっていた。

　しゃくりあげる朱香の顔を上げさせ、九鬼はいつもの飄ひよう々ひようとした笑みを見せる。




九鬼：……このまま、ミユキと離はなれたままでいいのかい？

朱香：……やだ。

九鬼：だったら、ちゃんと言葉や態たい度どで示しめさないとねえ。──お前さんには、まだできることがあるだろう？

朱香：あたしに、できること……？

九鬼：ああ。もうすぐ、怪かい獣じゆうだのゾンビだのが攻せめてくる。ミユキだって襲おそわれるんだ。そういう時、朱香ならどうする？

朱香：……守る。

九鬼：……ああ、そうだ。なあに、ミユキなら晃士朗がきっと連れて帰ってきてくれるさ。そしたら、また一緒に戦えばいい。

朱香：……できるかな。あたし。

九鬼：じゃあ、これもセルリーダー代理としての命令だ。ミユキをちゃんと守ってくれ。

朱香：（ごしごし、と涙なみだを拭ふくポーズをして）……わかった。

九鬼：それじゃ、ひとまずマレボルジェに向かおうか。きっと敵てきもそっちに向かってるだろうからねえ。

朱香：うんっ！




　気持ちはまだボロボロだが、それでも、できることをしようという意志は見える。それでいい、と思って、九鬼は朱香を伴って『マレボルジェ』へと向かう。

　あとは、晃士朗がミユキを連れてきてくれれば──。







◆Middle13◆ひとり

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　気がつけば、飛び出していた。

　タクミを犠牲にして、朱香が助かった──。その事実を知り、ミユキの取った行動は、とにかく逃げ出すことだった。

　朱香が憎にくいわけではない。ただ、隠されていた真実ウソがショックで、とにかくＦＨの臭においのしないところに行きたかったのだ。




ＧＭ：で、では次はミユキのシーンにしましょう。しかし……逃げてどうするんですか。

ミユキ：……あてはありません。「タクミを犠牲にして朱香ちゃんが助かった」っていう事実から、逃げたかっただけなので。

ＧＭ：なるほど。特に目的もなく……ということですか。

ミユキ：泣きながら走ってます。どこか、ＦＨの臭いのしないところに行きたい。

ＧＭ：ふむ……とはいえ、ＵＧＮもなくなった今、京都にそういう場所は少ないでしょう。

ミユキ：じゃあ──学校に行きます。あそこはセルに用意された場所だけど、たしかにオーヴァードとは無関係な日にち常じようがあったところだもの。

ＧＭ：わかりました。時じ刻こくは夜半、門もん扉ぴも閉とじて照明も消えた夜の学校の前に着きます。

ミユキ：侵しん入にゆう……しちゃおうかな。

ＧＭ：ミユキの身体能のう力りよくなら軽々とできるでしょう。

ミユキ：じゃあ、屋上に行こう。そこなら、誰にも見られず泣けるし……。

ＧＭ：了りよう解かいです。

ミユキ：そういえば──あの怪獣を倒す薬品、持ってきちゃった。




　やらなければいけない事はわかっている。だが、朱香たちに顔を合わせられない。

　それがミユキにとって一番つらかった。

　──グロキシニアを倒す切り札も持ってきてしまっている。




ミユキ：ここで泣いてれば、みんなが敵を倒してくれる──ってわけにも、いかないのよね。やだなぁ……。

晃士朗：そこまでバカにはなれないか。

ミユキ：もう、どうしたらいいんだろう……。お父さん、お母さん、タクミ……。そう言って、泣きながら懐ふところを探って家族の写真を取り出そうとするんですけど……。

晃士朗：……それは今俺が持ってるな。四話で預かったままだ。




　無む意い識しきに眺ながめようとした家族の写真。だが、それは晃士朗に預あずけてしまっている。

　ため息をこぼし、屋上のフェンスによりかかったまま、ミユキは自問を始めた。




ミユキ：……私は、朱香ちゃんの命と引ひき換かえにタクミを失った。その現げん実じつを突つきつけられた。じゃあ──朱香ちゃんを嫌いになっちゃえばいいのかな。

朱香：やっぱり嫌われる～（泣）。

ミユキ：……でも、それはイヤ。朱香ちゃんのことを、嫌いになんかなれない。たとえ、私が朱香ちゃんに嫌われたとしたって。

朱香：あたしだってミユキちゃんを嫌ったりしないもん……。

ミユキ：けど──美奈子さんはどうだろう。もし美奈子さんが戻ってきたら、私はまだＦＨにいられるのかな。




　今まで、自分は特別な存在だと思っていた。自分だけが、『至高天』の力で蘇ったのだと。

　だが──それは間違いだった。




ミユキ：私、ただ『至高天』の中のタクミと話ができるだけで……。そのタクミもいなくなって、もう私は──いらない子なんじゃないかな。




「帰らなきゃ、って──思ってたけど」

　溜ため息いきを零こぼしながら、ミユキは膝ひざを抱かかえて呟つぶやく。

「受け入れてもらえるのかな。もう……ＦＨは、私の帰る場所じゃなくなったのかな……」




朱香：…………。

晃士朗：…………。

九鬼：…………。

ミユキ：……じゃあそのまま、熱に浮うかされたように、涙で顔をくしゃくしゃにしながら、屋上から薬品を放ほうり投なげようとします。

九鬼：うわー、ダメー！（笑）

ＧＭ：投げられたらシナリオが詰つむー！（笑）

晃士朗：よし、そこで登場しろってことだな。投げようとした手を摑つかんで止める。

ミユキ：……リーダー？

晃士朗：何も言わずに、ぐいっとこちらを向かせる。




　薬を捨てようとしたところを見られた──。その事実に、思わずへたり込むミユキ。その表情からは、驚きと恐怖、そして後悔が滲にじみ出ていた。




ミユキ：ご、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！

晃士朗：何を謝ってる？

ミユキ：（涙なみだ声ごえで）……捨すてようと、したから。

晃士朗：その薬のことか？　それともケルベロス、いや、ファルスハーツのことか？

ミユキ：……全部、含めて。

晃士朗：他の連中を切り捨てるのは、お前の選せん択たくだろう。なのになぜ謝る？

ミユキ：それは…………。

晃士朗：なぜだ？　ミユキ。

ミユキ：（消え入りそうな声で）……本当は、捨てたくないから。

晃士朗：はん。いいか、ミユキ。お前の悪いところは、中ちゆう途と半はん端ぱに頭がいいことだ。

ミユキ：え……？

晃士朗：覚えているかわからんが、俺はこの件がなかったらＦＨに居なかった男だぞ？

ミユキ：……いなくなっちゃうんですか？

晃士朗：今のところはその気はない。俺がやりたかったのは、プルガトーリオの横よこっ面つらをひっぱたくことだ。あの女がいないセルを乗っ取っても壊かい滅めつさせても、意味なんざねえ。

ミユキ：…………。

晃士朗：ここは、そういう自分勝手なヤツの集まりだ。そう言って自じ嘲ちよう気味に笑う。お前が誰を切り捨てたところで、謝る必要なんかない。

ミユキ：だって……だって、切り捨てる前に切り捨てられたら、私、傷きずつくもの。

晃士朗：（嘆たん息そくして）切り捨てられる方が悪い、そう言い続けてきたのはお前だろう？

ミユキ：っ……!!




　言葉に詰まる。欲望ねがいを叶えるために、他を切り捨てる──それは常つねにミユキが言い続けてきたことだ。ミユキの強さのよすがともなる主しゆ張ちようだ。




九鬼：強者の理り論ろんだったものなあ……。

ミユキ：ふ、ふふ……ほんとだ。私、そんな冷たいこと、いろんな人に吐はき出してたのね。

晃士朗：……で、お前はどうしたい？

ミユキ：朱香ちゃんの……みんなと一緒にいたい。リーダーも、九鬼さんも、失いたくない。

晃士朗：…………。

ミユキ：（自じ虐ぎやく的に笑って）でも──ふ、ふふ。あんな風に飛び出したんだもの。きっともう、朱香ちゃんは私のことなんか嫌いになってるわよね。

晃士朗：…………。

ミユキ：こんな嫌な子、好かれる資格なんかない。私、朱香ちゃんの前になんか出られない。もういいんです、もう……私のことなんか放っておいて……。

晃士朗：……ちっ。




　ぱん、と乾いた音が小さく響く。

　晃士朗の平手打ちが、ミユキの頰ほおに赤い痕あとをつけた。




ミユキ：え……？

晃士朗：この……バカが。何もかも見失いやがって。

ミユキ：リー、ダー……？

晃士朗：思い出せ。三年前の事件で、お前の弟はあの状態になった。そこには噓うそがあったが──弟を助けたいという、お前の欲望ねがいは真実だったんじゃないのか？

ミユキ：……それは……。

晃士朗：ここはＦＨだ。欲望ねがいは、勝ち取れ。朱香がお前を拒絶したとして、そこで終わりってわけじゃねえだろ。

ミユキ：私……朱香ちゃんに会いにいっていいの……？

晃士朗：あきらめるのか？

ミユキ：……イヤです。諦あきらめたくない。

晃士朗：はん、やりたい事がわかってるんなら行動しろ。どうしたいんだ、お前は？

ミユキ：まだ……まだ途中だから、投げ出したくないです。タクミのことも、このままじゃ助けられない。




　淡々と、だが激情を抑え込むように話す晃士朗。その晃士朗の目をじっと見て、ゆっくり、そしてはっきりと、ミユキは欲望ねがいを口にする。




ミユキ：知らない事が沢山あって──知るたびに、気持ちが揺らいじゃうけど。でも、全部知らなきゃいけないって、そう思います。

晃士朗：そうだな。俺だって、あの九鬼だって少なからず驚おどろいてる。だがな、肝かん心じんなのはこれからだ。三年前に何があったか、結局のところ何もわかっちゃいねえ。

ミユキ：……ええ。

晃士朗：めんどくさそうに頭をかきながら言う。今回わかった事にも噓が含まれてる、ってことも考えなきゃならねえしな。判はん断だんするのは、すべてわかってからでも遅くねえ。

ミユキ：そう……ですよね。まだ、何も終わってないんだもの。

晃士朗：ああ。……ミユキ、と呼よびかけて見つめなおす。

ミユキ：顔を上げます。

晃士朗：まだタクミを助けたいか？

ミユキ：こくりと頷うなずきます。

晃士朗：なら、戦え。立ち上がって剣を執れ。前に進んで、敵を打ち倒せ。そして──お前の成したいことを成し遂げろ。俺から言えるのはそれだけだ。楽な道じゃねえが、少なくとも真実に近づいてはいるだろうぜ。

ミユキ：はい。……朱香ちゃんに、ごめんなさいって言いに行きます。

晃士朗：そうしろ。……ところで、こいつは必要か？




　そう言って晃士朗が取り出したのは、一葉の写真。ミユキが預けた、家族の写真だ。

　少し色いろ褪あせた写真を見つめて、ミユキは軽く微笑ほほえんだ。




ミユキ：その写真、預かってもらうのは、重いですか？

晃士朗：（少し驚いた顔で）……どういう意味だ？

ミユキ：私にとって、重いものだったから。

晃士朗：……重いはずねえだろ。人の思い出を他人が背せ負おうことなんざできねえ。そう言って写真を懐にしまう。

ミユキ：ふふ。……でも、預かってもらってる間、私は軽かったです。

晃士朗：……はん、変なヤツだ。

ミユキ：そうですよ。……あ、リーダー、おねだりしていいですか？

晃士朗：なんだよ。

ミユキ：ディメンジョンゲートで連れてってください。朱香ちゃんのところに。

晃士朗：甘あまえてんじゃねえよ。

朱香：リーダー厳きびしい！（笑）

ミユキ：……えへへ（笑）。

ＧＭ：では、そこで晃士朗に『神曲』セル構こう成せい員いんから連れん絡らくが入ります。「闇あん条じようさん、コープスロードです！　死者の群れが本部を取り囲んで……！」

晃士朗：そうか……。聞きたいことは山ほどある。そう言って獰どう猛もうな笑えみを浮かべる。

ミユキ：リーダー。

晃士朗：ああ。ゲートを開く。行くぞ。

ミユキ：わかりました！




　迷まよいはある。疑ぎ問もんもある。だが、やるべき事はわかっている。

　晃士朗の後に続きながら、ミユキの心しん境きようは戦う準じゆん備びを済すませていた。










　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆フェイタルアトラクション

Scene Player ─── 九鬼




　稲いな荷り山やまを目指し、異い形ぎようたちが集結を始める。

　死者の軍ぐん団だんと、それを操あやつるオーヴァード。

　青い装そう甲こうの中に死者を孕はらんだ機械の巨兵。

　そして、無む敵てきの巨きよ大だい怪かい獣じゆう──。

　それぞれが様々な思いを抱かかえたまま、戦いは始まろうとしていた。




ＧＭ：というわけで、クライマックスです。ゾンビとロボと怪獣がいっぺんに攻せめてくるので、それを撃げき退たいするシーンですね（笑）。

晃士朗：そうか。……ほんっっっっとにＢ級映えい画がだな！（笑）

ミユキ：ひどいですよね、今回の敵てきは（笑）。

朱香：出てくる情じよう報ほうとのギャップが激はげしいよう。

ＧＭ：では、皆みなさんがマレボルジェの入り口付近──伏ふし見み稲荷いなりの千本鳥とり居いまでやってくるところから始めましょう。

朱香：あたしたちはもう来てるのかな？

晃士朗：早いのはゲートを使った俺おれとミユキだろうな。

九鬼：んじゃ、俺は朱香と一いつ緒しよにマレボルジェに向かおう。

朱香：あー……。でも、ミユキちゃんに会ったらなんて話したらいいのかなあ……。

ＧＭ：では、朱香と九鬼が到とう着ちやくする前から演えん出しゆつを始めましょう。ゲートを開いていち早く到着したミユキと晃士朗の上空に、すっと影かげが下ります。

ミユキ：影……？




　見上げたミユキと晃士朗の頭上に居いたのは、くすんだ青色の装甲を持つ巨大ロボだ。

　それは両りよう肩かたにキャノン砲ほうをマウントし、眼がん下かのミユキと晃士朗に照しよう準じゆんを定める──。




晃士朗：ブルーナイトだと!?

ミユキ：どうして……!!

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、キャノン砲から荷か電でん粒りゆう子しビームがミユキと晃士朗めがけて放たれます。

ミユキ：……！

晃士朗：いきなりかよ……！

朱香：ここだ！　ＧＭ、ここで登場します！




　青い巨兵が掲かかげた砲ほう塔とうから、一ひと条すじの閃せん光こうが迸ほとばしった。

　耳を劈つんざく轟ごう音おんが響ひびき、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくを持つ光条がミユキと晃士朗に迫せまり来る。

　──だが、その一いち撃げきがふたりに届とどくことは無かった。




朱香：あたしは咄とつ嗟さに割わり込こんで、ふたりの前に立ちます！

ミユキ：朱香ちゃん……。
















朱香：……言いたいことはたくさんあるけど、今は何も言わないよ。

ミユキ：うん、私わたしも……同じ。終わったら、たくさん話そうね。

朱香：……うんっ。

九鬼：俺も出てくるよ～。お待たせ晃士朗。とりあえず間に合った、かな？

晃士朗：なんとかな。こっちもミユキを引ひっ張ぱってきた。

ＧＭ：では、朱香に攻こう撃げきを防ふせがれたブルーナイトは一いつ旦たん退さがり、稲荷山に攻せめ込こんでくるゾンビの一いち団だんに合流します。

晃士朗：はん、来やがったか。しかも随ずい分ぶん大きな手て駒ごまを増ふやしやがったな。

ミユキ：コープスロードの配下になってるってことは、殺されて……。

ＧＭ：「君たちの相手をするんだ。戦力はいくらあっても足りないくらいだろう」と、ゾンビ軍団の先頭にいる男──コープスロードが答えます。

晃士朗：……中身は死体か？

ＧＭ：コープスロードがククッと笑うと、ブルーナイトのコクピットが開きます。中に座すわっているのは、かつて上うえ杉すぎリョウガと名乗っていた人物の変わり果てた姿すがたです。

ミユキ：彼かれには聞きたい事があったのに……。

晃士朗：……ちっ。

九鬼：しかしまあ、随分でかいゾンビをつれてきたもんだ。

ＧＭ：「永石美奈子ながいし・みなこの居ない今は絶ぜつ好こうの機会だからね」

晃士朗：……はん。

ＧＭ：「君たちも調べたなら理り解かいしただろう？　『至高天』の力をね」

晃士朗：……まあな。欲ほしがるやつが絶たえねえってのもわかる。

ＧＭ：「そうだろうそうだろう。しかし、あれだけ切せつ羽ぱ詰つまった永石美奈子を見たのは、後にも先にもあの時だけだ」

晃士朗：慌あわててたのか、あの女が。そんなプルガトーリオを見たのは一度だけだな。

ＧＭ：「ふむ。やはり娘むすめがらみかね？　彼かの女じよがそれ以外で動どう揺ようする事は考えにくい」

晃士朗：お前に教える気はねえよ。しかし……妙みようだな。

九鬼：ああ。美奈子のこと、だよねえ。

ミユキ：私も同じ事を考えてました。

朱香：え？

晃士朗：……俺が聞いてみるか。おい、コープスロード。お前と俺とじゃ、あの女──プルガトーリオに対する認にん識しきに随分ズレがあるみてえなんだがな。

ＧＭ：「……ほう？」

晃士朗：お前の口ぶりじゃ、あの女は随分娘に──朱香に執しゆう心しんのようだがな。俺たちの知ってるあの女は、そんな甘あまい人間じゃねえぞ。

朱香：…………。

ＧＭ：「そうかね？　だが考えてみたまえ。彼女は今後叶かなえられるかどうかもわからん願いを、迷まよわず自分の娘のために使ったのだよ？」

九鬼：ちょっと待ってくれよ。それはつまり……。

晃士朗：随分話がおかしくなってきやがったぞ……。

朱香：…………えと、どういうこと……？

ＧＭ：では、コープスロードはバカにするような表ひよう情じようになります。




「大方、娘の死に取とり乱みだして『至高天』に願いを叶えさせたのだろう。あれだけの力と地位を持ちながら、愚おろかな女だ」




ミユキ：え……？　それって……。

朱香：お母さんが、取り乱して……？

九鬼：それはつまり──永石美奈子は、適てき格かく者しやだから、ってんじゃなく、朱香のことを誰だれより愛していたから、たったひとつの願いを使ってでも蘇よみがえらせた、ってことかい……？

ＧＭ：「愚ぐ問もんだな。あの女が娘を溺でき愛あいしていたことくらいはわかる」

九鬼：……そうだよ、たったひとつだけ辻つじ褄つまがあわなかったんだ。願いを叶えられる状じよう況きようになったのなら、わざわざ適格者である朱香を蘇らせる必要はないんだ。願いを叶えてしまえば、もう朱香は生きていようが死んでいようが関係ない……。

朱香：……そう、だよね。

ミユキ：でも、美奈子さんはそうしなかった──。

九鬼：けど──永石美奈子が、本当に朱香を愛していたんだと考えれば、辻褄があうんだ。

晃士朗：……もうひとつある。適格者が死んでて『至高天』が起動するはずねえだろ？　ということは、その場にもうひとり適格者がいたんだよ。そうでなきゃ話がおかしい。

九鬼：そうなるねえ……。ＧＭ、戦せん闘とうに入る前に《インスピレーション》使っていいかな？

ＧＭ：いいでしょう。何について、ですか？

九鬼：今わかっている三年前の事じ件けんのデータをすべて参照し、プルガトーリオの行動と照らし合わせて解かい析せきする。心理演えん算ざんシステム起動、テセウス、答えを。永石美奈子は、大門寺朱香を愛していたから、蘇らせたと考えられるか？

ＧＭ：それ以外には考えられない、と返答します。推すい論ろんのとおりです。タクミを犠ぎ牲せいにして、その事を隠かくしてでも、朱香に生きていて欲しかった、ということでしょう。

朱香：それって《インスピレーション》だからＰＣにはまだわかんないんですよね……？

ＧＭ：コープスロードとの会話は聞こえています。どう判はん断だんするかは、朱香次し第だいでしょう。

九鬼：俺はエフェクトを使っちゃったし、信じるしかないねえ。マジかい……。

ミユキ：……私たちの知ってる美奈子さん像ぞうとかけ離はなれすぎてるけど、頭の中にかかってた霧きりは晴れた気がする。

晃士朗：（唐突に）信じねえ。俺は信じねえぞ！

朱香：リーダー……？

ミユキ：リーダー!?

晃士朗：あいつがそんな女のはずがない！　何を聖せい女じよみてえなことを言ってやがる！

ミユキ：リーダーがこんなに取り乱すなんて……。

ＧＭ：「それは彼女に愛されている君が一番よくわかっているだろう、大門寺朱香くん？」

朱香：あたし……あたしは……。

ＧＭ：コープスロードがそう言うと、朱香の脳のう裏りに忘わすれていた記き憶おくがフラッシュバックします。三年よりもう少し前の記憶──美奈子の愛あい情じようを一身に受けていた記憶です。

九鬼：疎うとんでいたはずの大門寺蔵人くろうどがあれだけにこやかにやってきて、どう見ても利用してるだけだった美奈子が愛しているというこの不ふ可か解かい……。

朱香：じゃあ……思い出の中のあたしはえーんえーんと泣いてます。オーヴァードに覚かく醒せいして、化け物扱あつかいされた時の記憶。あたしのせいじゃないのに……って。




　朱香の脳裏に蘇る、幼おさない頃ころの記憶。とてもおぼろげで、曖あい昧まいな記憶。

　目覚めたばかりの力をもてあまし、化け物と疎まれ、苛さいなまれ続けた記憶だ。

　だが──そのつらい記憶と共に、それ以上に温あたたかな記憶が蘇る。泣いている朱香の傍で、泣き止むまで、否いや、泣き止んでもずっと一緒に居てくれた、温かい母の姿。




朱香：あたしはいらない子、あたしは死んじゃえばいい……ってずっと思ってる。

ＧＭ：では、そんな朱香をそっと美奈子は抱だきしめます。わかりやすく、言葉とスキンシップで愛情を示しめしてくれます。

朱香：お母さんもあたしのこと嫌きらい？

ＧＭ：「いいえ、世界で一番あなたが大好きよ」と、美奈子が言ってくれる──そういう過か去こを、朱香は思い出す事ができます。

朱香：というか──再さい確かく認にん、かな。お母さんのこと、少し怖こわいって感じ始めてたんだけど。

晃士朗：不思議なプレッシャーを沢たく山さん放ってたからなあ。

朱香：（うれしそうに）本当にあたしは愛されてたんだ──。

ＧＭ：「理解したようだね。では、一度死んだ君はもう一度土に還かえりたまえ。なんなら私の軍ぐん勢ぜいに加わってくれてもいい」

朱香：お断ことわりだよ！　あたしは、お母さんや真くんにもう一度会うんだもん！　あ、ここでお母さんのロイスをＳロイスにするよ！　真くんとどっちにするか迷ってたけど、ここはお母さんでしょう！

ＧＭ：わかりました。まあ、そりゃそうでしょう（笑）。

ミユキ：あなたの好きにはさせません。

ＧＭ：「できるのなら、ね。……さて、そろそろかな」とコープスロードが呟つぶやくと、あなた方の後方でものすごい轟ごう音おんが鳴なり響ひびきます。

ミユキ：それって……！

九鬼：来るか、怪獣！

ＧＭ：はい。天を衝つく巨きよ獣じゆうが地面を割わって立ち上がります。現げん在ざいの配置はこんな感じです（と、ポーンを並ならべる）。

朱香：後ろから出てくるのー!?

ミユキ：挟はさまれちゃったか……。

晃士朗：ちっ、面めん倒どうな。

九鬼：……やるしかないねえ。で、どいつから切きり刻きざまれたい？

ＧＭ：「切り刻まれるのは勘かん弁べん願いたいね。私は肉にく弾だん戦せんは苦手なんだ。しかし──」と、彼はグロキシニアを見上げます。「アレをゾンビ化するのはさすがに無理だな。まあ、精せい々ぜい暴あばれてもらうとしよう」

晃士朗：習しゆう性せいを知ってて利用した、ってとこか。野や郎ろうも元『神曲』のメンバーだ、情報を知っててもおかしくはねえ。

ＧＭ：「さて、お手て並なみ拝はい見けんといこうか」コープスロードが笑うと、それにあわせるかのようにグロキシニアが雄お叫たけびを上げます。……衝しよう動どう判はん定ていです！

一同：成功！

ＧＭ：本当に失敗しないな、このメンバーは！（笑）……とはいえ、侵しん蝕しよく率りつは上じよう昇しようさせてください。

ミユキ：凄すごい上がっちゃった……もう[image: ]です。

朱香：あたしは[image: ]。まだ全然余よ裕ゆう！

九鬼：19も上がったー!?　[image: ]か……。

晃士朗：俺は95だ。

ＧＭ：では、戦闘を開始します！




◆第一ラウンド

　かくして、巨獣とゾンビ、巨大ロボを迎むかえ撃うつ戦いが始まった。まず口火を切ったのは、狂くるいし巨獣グロキシニアである。《加速する刻とき》を使用し、その巨きよ体たいを《巨神獣化》で更さらなる威い容ようへと変へん貌ぼうさせていく！

[image: ]




朱香：来るなら来ーい！　あたし今、視し界かいがすっきりしてる！（笑）

ミユキ：若わか林ばやしさんがさっきからすごい笑え顔がおだ……（笑）。

ＧＭ：前半の凹へこみっぷりが噓うそのようです（笑）。

ミユキ：朱香ちゃんが眩まぶしくてたまらない……。

朱香：お母さんに愛されてるってわかったもん！　あたし頑がん張ばれる！

ＧＭ：では、グロキシニアは《コンセントレイト：キュマイラ》＋《魔獣の衝撃》＋《魔獣の本ほん能のう》＋《スターダストレイン》でシーン全体に攻撃！

朱香：あれ、シーン全体ってことは……。

九鬼：ゾンビ軍団にも攻撃がいくの？

ＧＭ：はい。こいつは敵てき味み方かた関係ありません。達たつ成せい値ちは45！




　グロキシニアの触しよく手しゆが荒あれ狂くるい、無差別に攻撃を行っていく。

　だが思ったよりも威い力りよくは少なく、トループであるゾンビでさえ、カバーリングを行ったものも含ふくめてすべて健けん在ざい。

　朱香にいたってはまったくのノーダメージで終わった。




ＧＭ：まあ、これでトループが全ぜん滅めつしても困こまるし、マイナーで獣化するのが目的だったのでよしとしよう。新エフェクトも使いたかったし（笑）。

晃士朗：なるほど、足が遅おそいから強きよう化か系けいエフェクトを使っておきたかったのか。

ＧＭ：そういうことです。では、《アクセル》で行動値を上げたコープスロードの行動。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《タブレット》＋《恐怖の一言》に諸もろ々もろ組み合わせて朱香に攻撃！




　コォォ……と、コープスロードが異い様ような音と共に息い吹ぶきを放つ。周囲の空気がよどみ、歪ゆがみ、おぞましい悪あく霊りようの影となって朱香の身体にまとわりつく。

　この攻撃は朱香にダメージを与あたえるには及およばないが、エフェクトの効こう果かで彼女を移い動どうさせ、ミユキたちから引ひき剝はがしてしまう。

　そして、続いての行動はブルーナイト。防ぼう御ぎよ役である朱香を退しりぞかせ、攻撃の要かなめであるミユキと九鬼を狙ねらう戦せん術じゆつだ。事実、ブルーナイトは一撃でミユキのＨＰを０に追おい込こむ。




晃士朗：範はん囲い攻撃じゃないので見送ったが、《恐怖の一言》がある時点で《時の棺ひつぎ》を撃うっておくべきだったかもな。少ししくじった。

ミユキ：シナリオロイスのブルーナイトをタイタスにして起き上がる！　まだ聞きたい事があったのに、簡かん単たんに死んだりして……あなたなんかに負けるわけにはいかないのよ！

朱香：うう～、ミユキちゃん待ってて、すぐに守りに行くから！

晃士朗：次は俺だな。《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》でエンゲージを一〇メートルほど離れる。[image: ]％超こえてないから《魔ま神じんの心しん臓ぞう》は使えないが、それ以外は全部組み合わせる！




　戦場に吹ふき荒あれる漆しつ黒こくの風。触ふれるものを崩くずれさせる魔風が靡なびき、死者の群れを跡あと形かたもなく崩ほう壊かいさせていく……！




ＧＭ：……グロキシニアはまだ〝究極存そん在ざい〟の効果があるので無む傷きず、コープスロードも《献けん身しんの盾たて》を使ったので無傷ですが、ブルーナイトはそれなりにダメージを受けています。

晃士朗：で、ゾンビの群れはこれで全滅か。はん、思ったより呆あつ気けなかったな。

ＧＭ：では、次は行動値５の三人ですね。

朱香：あたしはマイナーでミユキちゃんと同じエンゲージに移動。メジャーは行動放ほう棄き。

九鬼：んじゃ、俺がブルーナイトに攻撃だ。《バリアクラッカー》も含め、組み合わせられるものは全部組み合わせる！　テセウス、アペンドプログラム〝２〟起動！




　眼がん前ぜんに現あらわれたブルーナイトを、九鬼のナイフが切きり裂さく。ゾンビと化して耐たい久きゆう力りよくが上がっていたものの、晃士朗から受けていたダメージも響き、上杉リョウガは今度こそ永えい遠えんに活動を停止した。




九鬼：ドッジは失敗だな。なら、パイルバンカーも使用してダメージは61点だ。

ＧＭ：では、それでブルーナイトの装甲に風かざ穴あなが空き、その場で爆ばく発はつ炎えん上じようします。

九鬼：……ミユキ、片かた付づけたぞ。

ミユキ：……あとは私とグロキシニアだけですよね。なら、ここは待機します。

晃士朗：そうだな。グロキシニアの行動を見てからのほうがいい。

朱香：ミユキちゃんだけ突とつ出しゆつしちゃうとあたしが庇かばえないもんね。

ＧＭ：わかりました。では、グロキシニアはマイナーで硬こう直ちよくを解かい除じよ、オートで《ワールドデストラクション》を使用し、射しや程ていを視界に変へん更こうします。

ミユキ：動いてこなかった……！




　巨獣が京都中に響かんばかりの咆ほう哮こうを放つと、大地を割って無数の触手が現れる。それらは一本一本に棘いばらとも牙きばともつかぬ刃はを備そなえ、ミユキ、朱香、九鬼の三人を襲おそう。

　巨体に見合う破は壊かい力りよくを備えたそれは、実に90点ものダメージを叩たたき出だす。九鬼はタイタスを昇しよう華かして立ち上がるが、ミユキをカバーリングした朱香は、晃士朗の《波は紋もんの方ほう陣じん》の援えん護ごもあり、なんとたった14点のダメージを受けるに留とどまった。




ＧＭ：きゅ、90点の範囲攻撃をカバーリングして、受けたダメージが14……？

晃士朗：こいつも怪獣レベルってこった（笑）。

ミユキ：次は私ですね。……朱香ちゃんと足あし並なみをそろえたいので、一〇メートルだけグロキシニアに近づいて行動終しゆう了りよう。

朱香：一〇メートルならセットアップで《クイックダッシュ》すれば追いつくもんね！




　続く第二ラウンド、朱香は宣せん言げんどおりに《クイックダッシュ》でミユキとエンゲージする。再ふたたび《アクセル》を使用したコープスロードが最初に行動し、ミユキと朱香のふたりに精せい神しん攻撃を行うが──。




晃士朗：《時の棺》だ。手の中に渦うず巻まく風を呼よび出だし、それが急きゆう激げきに大きくなってコープスロードの攻撃を吞のみ込こむ。

ＧＭ：「……くっ、味なマネを！」

晃士朗：三年縮ちぢこまって頭も腐くさっちまったんじゃねえのか？　んじゃ、次は俺だが……コープスロードに聞きたい事がある。──三年前の事件、お前が行った時には全部終わっていたと言ってたな。ありゃ本当か？

ＧＭ：「そうだ。すべて終わっていた──残っていたのはそこの娘ふたりと美奈子、あとはいくつかの死体だけだ。セルリーダーもいなかったよ」

晃士朗：……何？　美奈子がいて、セルリーダーが居ない……？

九鬼：なるほど、となるとひとりしかいないな。俺たちはもう知ってるぜ、晃士朗。

晃士朗：あの蔵人ジジイか。確たしかに、三年前に引いん退たいした前リーダーだ、つってたな。

ミユキ：十字傷の男は……？

九鬼：逃にげてたんだろうねえ。俺たちはずっと美奈子と十字傷のタイマンだと思ってたけど、実じつ際さいはもっと人がいたみたいだし……。

晃士朗：……とはいえ、もう聞けることはなさそうだな。なら死ね！　コープスロードをタイタスにして昇華、クリティカル値を下げる。《魔神の心臓》含めてすべて組み合わせ、達成値はサポートスタッフも使って37！

ＧＭ：《命の盾》＋《錯さつ覚かくの香かおり》でドッジ！　……く、28で失敗！

晃士朗：ダメージは46点。それに硬直とダイスペナルティ12個こだ。

ＧＭ：まだ倒たおれはしませんが、それなりに痛いたい。では、行動値５の三人です。

九鬼：ミユキ、頼たのむ。

ミユキ：わかりました。組み合わせられるものはすべて組み合わせて攻撃！

ＧＭ：こちらは《復ふく讐しゆうの刃》で反はん撃げき！




　ミユキの刃がグロキシニアの身体からだを斬り裂く。本間医い師しの精せい製せいした薬品を塗と布ふしたそれは、無敵と思われた巨獣の再さい生せい能のう力りよくを破壊した。

　死を予感した咆哮が、闇やみ夜よを劈つんざく。




ＧＭ：では、そのダメージを受けて苦しみにのた打ち回ります。薬品がグロキシニアの細さい胞ぼうの破壊を促そく進しんし、Ｅロイス〝究極存在〟が解除されます！

ミユキ：……よし！　じゃあこの怪獣をタイタスで取得して即そく昇華、起き上がります。

朱香：次はあたしが動くよ！　戦闘移動でミユキちゃんのところに行って、《鋼はがねの肉体》で自分を回かい復ふくさせる。……よし、全ぜん快かい！

九鬼：俺は待機だな。怪獣が動いてからでないと範囲攻撃に巻まき込こまれる。

ＧＭ：ではグロキシニアがさっきと同じ組み合わせで朱香とミユキを攻撃！




　グロキシニアの触手が再びミユキと朱香を襲い、91点ものダメージを出す。だが、全力でガードし、晃士朗の《波は紋もんの方ほう陣じん》の援護も受けた朱香は、これも耐たえ切る。




ＧＭ：た、倒れないのか……。

朱香：さっきより出目が悪かったから、残りＨＰは13になっちゃったけどね。

九鬼：よしよし。じゃあ全力移動でグロキシニアにエンゲージして終了！

ＧＭ：くうう……では、次のラウンドです！




　この状況では、最も早はや戦いの趨すう勢せいは決していた。最初に動いたコープスロードの攻撃はまるで振ふるわず、九鬼にかすり傷きずを与え、朱香を一〇メートル移動させるに留まる。

　そして──続く晃士朗はタイタスを使って攻撃し、コープスロードに引いん導どうを渡わたす。




晃士朗：ダメージは68点だ。……死体の群れが消えたらこんなもんかよ。

ＧＭ：「ぐ……力、及ばずか」と、苦く悶もんの表情を浮うかべてコープスロードは倒れます。グロキシニアはまだ健在ですが、それでもかなりのダメージを受けています。

晃士朗：はん、あとは怪獣退たい治じだけだな。

九鬼：んじゃ、まずは俺が行こう。……これで俺が倒せなかったら、ミユキはエンゲージを離り脱だつすることも考えてくれ。侵蝕率が厳きびしいだろ？

ミユキ：……わかりました。

九鬼：テセウス、第三段階限定解除サードリミテツドリリース！




　神しん経けいをプラズマ化して加速し、九鬼の反はん射しや速度が亜あ光こう速そくに達する。不ふ可か視しの速度で閃ひらめく九鬼の刃。幾いく条じようもの閃光と共に巨獣の身体からだに創そう傷しようが刻きざまれ、とどめとばかりに杭打ち機パイルバンカーが撃うち込こまれる。




九鬼：とどめだ。ダメージは最後のパイルバンカーも使用して、69点装甲無む視し！

ＧＭ：断だん末まつ魔まの悲鳴をあげ、グロキシニアは過か剰じような再生をはじめます。それに身体がついていかず、程ほどなくして自じ壊かいしてしまいます。

九鬼：……そのまま土に還りな。

晃士朗：……カタはついたな。

ＧＭ：その時点で各所で発生していた戦闘も収しゆう束そくします。マレボルジェはかなりの被ひ害がいを出していますが、ひとまずは『神曲』セル側の勝利と言えるでしょう。

晃士朗：ひと段だん落らく、ってとこか。……おいミユキ、朱香に言う事があるんだろ？

ミユキ：……はい。ねえ、朱香ちゃん。

朱香：……うん。ミユキちゃんの目を見るよ。

ミユキ：さっきは……飛び出しちゃったりして、ごめんなさい。

朱香：……黙だまってじっと目を見る。

ミユキ：逸そらしそうになるけど、がんばって目を合わせる（笑）。……怒おこってる？

朱香：……怒ってない！

ミユキ：そっか。

朱香：あたしは……ミユキちゃんのことが、好きです！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：なんか告白みたいになってますが（笑）。

晃士朗：ストレートだな（笑）。

ミユキ：……うん。私も、朱香ちゃんのことが好きだから──タクミが犠牲になったとか、そういうのは全部抜ぬきにして、朱香ちゃんのそばにいたい。

朱香：……えへへ、ありがと。それがミユキちゃんの本心なら、あたしもずっとミユキちゃんには本音でそばにいられると思う。

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：あたし、もう誰かに何かを隠されて生きてくのはイヤ。助けて欲しい時は助けてって言って欲しいし、あたしに対して嫌いやなことがあったら、それもちゃんと言って欲しいの。

ミユキ：うん、……うん。

朱香：……何も言わずに、ぷいってどこか行っちゃうのはやだ。

ミユキ：……ごめんなさい。

朱香：いいよ！（笑）　あたしがなんで生きてるのかとか、何でここに居るのかとか、疑ぎ問もんはあるし──あたしがタクミくんを犠ぎ牲せいにして生きてるのも、ホントみたいだし。

ミユキ：…………。

朱香：でも、そのことで負い目を感じるより、今タクミくんからもらった命をちゃんと使いたいの。だから、自分がやりたいことをやるよ。

ミユキ：……なんかね、びっくりする事が多すぎて──びっくりしすぎて、今日みたいに自分で後こう悔かいする事をしちゃうかもしれないんだけど……。

朱香：うん……。

ミユキ：その時は、怒ってね。私も不安になったら、ちゃんと不安だって言うから。……そう言っておずおずと手を差さし伸のべる。

朱香：がしっと摑つかむよ！（笑）

ミユキ：これからもよろしくね。

朱香：うん！　よろしくね！

九鬼：……一件落着、ってとこかね。

晃士朗：はん、帰るぞお前ら。ゾンビや怪獣や巨大ロボの残ざん骸がいの前でする話じゃねえだろ。

朱香：は～い。……あ、ねぇねぇ、リーダー。

晃士朗：……なんだよ、にやにやしやがって。

朱香：リーダーの居い場ば所しよがここなんだったら、言いたいことちゃんと全部言いなよ？（笑）

晃士朗：……肩かたをすくめるだけで、そのまま行く。

ＧＭ：では、そこで一旦終了しましょう。






《巨神獣化》　自身の体軀を数十メートルにまで巨大化させるキュマイラのエネミーエフェクト。

《魔獣の衝撃》　咆哮によって野生の動物を操って攻撃するキュマイラのエフェクト。

《魔獣の本能》　獣の持つ本能で体内のレネゲイドを操作するキュマイラのエフェクト。

《スターダストレイン》　レーザー光線を乱射し、シーン全体に攻撃を行うエンジェルハィロゥのエフェクト。

《アクセル》　運動能力を増強する物質を生成し、反射速度を加速するソラリスのエフェクト。

《絶対の恐怖》　対象を恐怖させる幻覚を見せて精神攻撃を行うソラリスのエフェクト。

《タブレット》　生成した物質を固体に変えて投げつけるソラリスのエフェクト。

《恐怖の一言》　恐怖を刺激する薬物を生成し、対象を後退させるソラリスのエフェクト。

《ワールドデストラクション》　どんなに遠くの敵でも攻撃することのできるエネミーエフェクト。

《命の盾》　特殊なフェロモンを生成して虫などを大量に呼び寄せ、盾にして攻撃を避けるソラリスのエフェクト。

《錯覚の香り》　安心感を与える香りを生成し、対象の警戒心を解いて行動を成功しやすくするソラリスのエフェクト。

《復讐の刃》　捨て身の反撃を行うキュマイラのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは、エンディングの前にバックトラックのお時間です。Ｅロイスは四つ。

九鬼：お、25も減へった。これなら一倍振ぶりでいいかな……うん、93で帰き還かん。

晃士朗：俺も一倍振り。Ｅロイスと合わせて52下がったので、98で帰還だ。

朱香：あたしは[image: ]まで下がりました。不死者なので帰ってこれるのは確かく定ていですねー。ロイスは全部残ってるので六つ。……うん、90まで下がって一倍で無事帰還。

ミユキ：Ｅロイスで[image: ]まで下がったんですが……ロイスが残り四つなので、二倍振りします。……44下がって帰ってこれました。

ＧＭ：ミユキのみ二倍振りで全員帰還ですね。では、エンディングにうつりましょう。







◆Ending01◆不安の種

Scene Player ─── 闇条晃士朗




『神曲』セルを脅おびやかした三つの勢せい力りよくは、ケルベロスの手によって葬ほうむり去さられた。

　だが、『至高天』に関する事こと柄がらは進しん展てんしていないどころか、新たな謎なぞも増える有様だ。

　苛いら立だちを抱えたまま、晃士朗はひとり部屋にこもっていた。




ＧＭ：では、まずは晃士朗のエンディングからです。

晃士朗：俺からか。……じゃあ、執しつ務む室しつでミユキから預あずかった写真を眺ながめている。




　託たくされた家族の写真。危あやういところもあったが、ミユキの心は折れなかった。

「家族──か」

　我われ知しらず、晃士朗は呟く。家族──そう、彼にも、そう呼よべるものはいる。




晃士朗：……ＧＭ、百々菊の様子を見たいんで、呼びつける。

ＧＭ：わかりました。では、いつも通りの芸げい妓こ姿で現れます。

晃士朗：来たか。任にん務むには戻もどれるのか？

ＧＭ：「ご覧らんのとおりどすえ」

晃士朗：そうか。──しかしプルガトーリオもいねえのに、よく残る気になったな。

ＧＭ：「……他に行くところもありませんから」

晃士朗：ひとりで生きていくなんざ容易たやすいだろ。逃げちまったほうが楽なんじゃねえのか？

ＧＭ：「なんや、あてに出て行ってほしいみたいに聞こえますえ？」




　口元を袖そでで隠し、冗じよう談だんめかした口調で言う。だが、晃士朗は黙もくしたままだ。彼の心しん境きようを知ってか知らずか、返答を待たずに百々菊は続ける。

「──あてには、あての欲望ねがいがあります」




晃士朗：……はん、ここにいてその欲望ねがいが叶かなう保ほ証しようはねえぜ。

ＧＭ：「それは、他のところに言っても同じどす」

晃士朗：……そうか。俺は調べる事が山ほどある。下がっていい。

ＧＭ：「なら、あてはこれで。──あんまりご無理はなさらんように」

晃士朗：……はん。




「余よ計けいな気き遣づかいだ。──本当にな」

　部屋を辞して立ち去る芸妓──妹の背せ中なかに、晃士朗はポツリと呟いていた。







◆Ending02◆生きる意味

Scene Player ─── 九鬼




　九鬼と朱香。一見ちぐはぐな組み合わせだが、最近はどこか嚙かみあうようになっている。

　朱香は自分で言うように、九鬼に親代わりとしての役やく割わりを求め、九鬼もまた、朱香の幼さをセシリアに重ねているところがあるのだろう。

　事件の後、ふたりは改めて本間医師の医い療りよう施し設せつへと訪おとずれていた。




ＧＭ：では、次は九鬼のエンディングにしようかと思います。

九鬼：お、そうか。じゃあセシリアに会いに行くかな。

朱香：あ、ならあたしも出たい！

九鬼：俺は問題ないよ。最初がセシリアのところだったし、終わりも同じでいいさ。
















ＧＭ：では、あなた方がセシリアのところに行くと、回復した本間医師が迎むかえてくれます。「やあ、ふたりとも。グロキシニアの件、ご苦労だったね」

九鬼：ま、仕事だしねえ。それより、調べたい事が増えたんだ。また頼むと思うよ。

ＧＭ：「承しよう知ちした」と言って、彼は朱香のほうに目を留めます。

朱香：どうも！　セシリアさんに会いに来ました！（笑）

ＧＭ：「そうかい」と答えて、九鬼のほうに言います。「随分懐なつかれているようだ」

九鬼：ははは、だといいねえ。それじゃあ──少し、三人だけにしてもらえるかい？

ＧＭ：「ん、ああ……構かまわないよ」

九鬼：んじゃ、本間医師に席をはずしてもらった後、セシリアの前で朱香と話そう。

朱香：はぁい。

九鬼：お母さんが──朱香の事を愛していたから、復ふつ活かつを願わざるを得なかった。その事を知って嬉うれしかったかい？

朱香：……うん、嬉しかった。




　目を閉とじ、思いを嚙かみ締しめるように答える朱香。自分が誰かに必要とされている、その事実が何よりも嬉しい。だが──。




朱香：でも……そのために、他の誰かを犠牲にしたんだ、ってこともわかってる。そのことを受け入れて、前に進む覚悟もできてるよ。

九鬼：……そうかい。

朱香：うん！　だからね、あたしは、あたしを必要としてくれた人のために、胸むねを張はって生きていけるようにならなきゃいけないって思うの。

九鬼：そうか──いいことだ。だが、三年前の事件についてはまだ謎が多い。十字傷の男もそうだし、不具合のあった三人目の適格者とはなんだったのか。わからないことが多すぎる。

朱香：そうだよね。……三年前、何があったんだろう。

九鬼：けどさ、朱香。お前がこうでありたい自分と、こうであって欲しい仲間はもう見つかってるんだろう。

朱香：うん。ちゃんと話し合えば分かり合える仲間だって思ってる。

九鬼：そうか。なら、俺ももうひとつ演算しておこう。……ＧＭ、《インスピレーション》を使用したいんだが。

ＧＭ：侵蝕率的にも大だい丈じよう夫ぶそうですし、問題ないですよ。何を聞きたいんでしょう。

九鬼：ブルーナイトが知ってたっていう、タクミの居場所を知りたいんだ。手がかりだけでもいい。京都にいるのか、生きているのか、とか。

ＧＭ：……では、断だん片ぺん的てきにわかるとします。現在のハッキリした場所と、美奈子についてはわかりません。ですが、真、そしてタクミが一ヶ月後に東ひがし山やま区の京都霊れい山ざん護ご国こく神社に現れる事がわかります。

九鬼：……なるほどね。十分だ。なら、それを朱香に伝えよう。……データの解析が済すんだ。タクミとブレイクエンドは、もうすぐ姿を現すみたいだよ。

朱香：（嬉しそうに）ほんと？　真くんが？　……あ、でも、お母さんは……。

九鬼：すまない、そこまではまだ……。

朱香：……そっか。九鬼さん、あたしは今まで何もわかってなかった。でもね、今はわからないなりに知りたいって思ってる。だからね、これからも手助けしてほしいの。

九鬼：ああ。かわりにセシリアもちゃんと守ってやってくれよな？

朱香：うん、任まかせて！




　ふたりは笑顔を向け合い、どちらからともなくハイタッチを交かわしていた。






京都霊山護国神社　京都府京都市東山区にある神社。坂本龍馬や木戸孝允をはじめとした幕末の志士、太平洋戦争などの戦没者を祀っていることで有名。









◆Ending03◆訪おとずれた少女

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　激はげしい戦いが終わり、つかの間、傷を癒いやすための休息。

　自室のベッドに横たわり、携けい帯たい電話を手にとって、ミユキは考え事をしていた。




ＧＭ：では、ミユキのエンディングにしましょう。

ミユキ：わかりました。……じゃあＧＭ、私は真くんにメールを送ります。

ＧＭ：おお、わかりました。内ない容ようは？

ミユキ：『青峰ミユキです。このメールを見た方は連れん絡らくください』と送ります。

ＧＭ：……なるほど。真以外の人間が携帯を持ってる可か能のう性せいも考えるわけですね。

ミユキ：ええ。たとえばＵＧＮの人が持ってたりしたら、連絡が来るんじゃないかと思って。

ＧＭ：なるほど。ですが、レスポンスが返って来ることはありません。

ミユキ：……じゃあ、ひとまずみんなのところ──ロングアイランドに行きます。

ＧＭ：わかりました。では、その途と上じようであなたに接せつ触しよくする人物がいます。




　部屋を出て、ケルベロスの溜たまり場ばであるバーに向かうミユキ。だがその途上で、不意に耳鳴りのようなものを感じた。

　展てん開かいされる《ワーディング》。その中で、彼女はミユキの前に立っていた。




ＧＭ：「念のため、だけど──久ひさしぶり、ってほどでもないわね、ミユキ」

ミユキ：……真ま梨り子こ。

ＧＭ：「お礼を言うべきか、恨うらみ言ごとを言うべきか悩なやむわね」と言います。

ミユキ：……どういうこと？

ＧＭ：「上うえ田ださんのことよ」

朱香：だ、誰？（笑）

九鬼：ブルーナイトの本名じゃなかったっけ？（笑）

晃士朗：……そういやそんな名前だった気もする（笑）。

ＧＭ：「残念な人だけど、悪い人じゃなかったわ」（一同爆笑）

ミユキ：笑わせないでくださいよ！（笑）

九鬼：いや、でも真梨子も丸くなったねえ（笑）。

ＧＭ：「……ああなってしまった以上、仕方なかったけどね」と続けます。あなた方がやらなければ、真梨子や雪村がブルーナイトを倒す必要があったでしょうし。

ミユキ：そう。……で、何の用かしら。ここじゃなんだし、場所を変える？　──前に、一緒に行きそびれたパフェでも食べに行ってもいいしね。

ＧＭ：「行かない。この距きよ離り──これ以上近づいたら、私、何するかわからない。あなたへの殺意を抑おさえられそうにない」

ミユキ：（嘆たん息そくして）……そう。じゃあ、用よう件けんを聞くわ。

ＧＭ：「あなたに伝える事があるのよ」

ミユキ：伝えること……って？

ＧＭ：「……真田くんのことと、あなたの弟のこと。言う義ぎ理りはないけど、言っておかないとフェアじゃないから」

ミユキ：タクミの……!?　どういうことなの!?　何か知ってるの!?

ＧＭ：「知らされた、が正しいけど──経けい緯いはどうでもいいじゃない。あなた、弟を助けたいのよね？」

ミユキ：当然よ。

ＧＭ：「じゃあ──簡単な方法があるわ」




「真田くんを探さがして、殺せばいい」




ミユキ：───！

朱香：え、え、え？　何それ……。

九鬼：……こいつはまた。

晃士朗：……ほう？

ＧＭ：「もちろん、させるつもりはないわ。真田くんかあなたの弟か、どちらかしか助けられないってだけ。──要するに、宣せん戦せん布ふ告こくよ」

ミユキ：そう。でも、それが真実だという証しよう拠こはどこにもないわ。情報は、それが真実であると確かく信しんする必要がある。

ＧＭ：「好きにすればいい。私だって教えてもらっただけだもの──新しい支し部ぶ長ちようにね」

ミユキ：わからないことが多すぎるから、まだ判断はできないわ。あなたは──すべて理解して、受け止めてこれたの？

ＧＭ：お、予期せぬ質しつ問もん。真梨子は意外そうな顔をします。ええと、その質問はつまり……。

ミユキ：ええ。ＵＧＮに保ほ護ごされた後に、母親のこととか、真実を知ったのかなあって。

晃士朗：カマをかけたわけか。

九鬼：まあ、今ならロイスがあるから真実を知っても耐えられるもんねえ。

ＧＭ：では、彼女は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんで言います。「……あなたがそれを言うの？」

ミユキ：誰が言おうと、事実は事実よ。

ＧＭ：「……そうね。理り屈くつはどうあれ、あなたがママを殺した事実も変わらない」

ミユキ：……その通りよ。

ＧＭ：「…………」真梨子はあなたを強く睨にらみ付つけ、背せを向けます。

ミユキ：──教えてもらったことは覚えておくわ。

ＧＭ：「それじゃあ、私はこれで。──できれば二度と会いたくないわ」

ミユキ：ええ。それじゃあ──。




　証拠はどこにもない。だが、去り行く真梨子の背中を見ながら、ミユキには確信があった。

　──彼女は、真実を言っている。

　だが、だからといってどうすれば良いのか──その答えは、今は出すことはできない。







◆Ending04◆やって来た男

Master Scene




　某ぼう所しよ──京都再さい侵しん攻こうに向けて兵へい站たんを行うＵＧＮ京都支し部ぶの仮か説せつ駐ちゆう屯とん地ち。

　ここで、新たな動きが起ころうとしていた。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演出します。時間的には、ミユキと真梨子が出会う少し前──『神曲』セルで起こった戦いの直後。ＵＧＮ京都支部長の死し亡ぼうが確かく認にんされます。

一同：ええええええええええ!?

ミユキ：に、逃げたはずなんじゃ……。

九鬼：何があったんだ……？




　ＦＨとの抗こう争そうに巻き込まれた結果と思われるが、死し因いんは不明。訃ふ報ほうにより、ＵＧＮ京都支部の生き残りたちに動揺が走る。

　だが、ひとりの男が、新たな支部長として紹しよう介かいされた瞬間、その動揺は瞬しゆん時じに鎮しずまる。




晃士朗：新しい支部長か……。

九鬼：有ゆう能のうな奴やつみたいだねえ。

ミユキ：わ、私、凄すごくいやな予感がするんですけど……。

朱香：あたしも……（笑）。




「では、新支部長にご挨あい拶さつをいただきます」

　集会場に集まるＵＧＮのオーヴァードたちの視し線せんが、壇だん上じようの男に注そそがれる。

　紹介を受けたその男──新たな支部長の額ひたいには、十字の傷が刻まれていた。





......To Be Continued.





















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　ゾンビ！　巨きよ大だいロボ！　怪かい獣じゆう！　と、派は手でな敵てきキャラを三体揃そろえた前回のセッション。その中で、ＰＣ──特にミユキと朱しゆ香かにとっては余あまりに衝しよう撃げき的てきな事実が明らかになった。

　まず、『至高天エンピレオ』の力で蘇よみがえったのは、ミユキではなく朱香の方だったこと。

　そして、行方ゆくえ不明となった朱香の「お母さん」、〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこが、打算や策さく略りやくではなく、心から朱香を愛していたこと──。




　シナリオを用意した筆者の思った以上に、プレイヤー諸しよ氏しはいい反はん応のうを見せてくれた。これを踏ふまえ、再ふたたびシナリオを作成すること数日。

　一巻かんからその存そん在ざいを明めい示じされながら、ようやく姿すがたを現あらわしたミユキの仇かたき、十字傷の男を主しゆ軸じくに据すえ、シナリオは完成した。




　そして迎むかえた収しゆう録ろく日び、二〇一〇年六月某日。

　大おお阪さか府ふ某ぼう所しよに五人の男女が集まっていた。




ＧＭ：それでは皆みな様さま、本日も『デザイア』第六話の収録、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：では早さつ速そくですが、いつものようにトレーラーから読み上げます。




●トレーラー

　ＵＧＮ京きよう都と支し部ぶに赴ふ任にんした新たな支部長。その男の額ひたいには、十字の傷きずが刻きざまれていた。

　男は大たい義ぎの二文字を御み旗はたに掲かかげ、『至高天』を目指し進軍する。

　否いや応おうなく呼よび起おこされる忌いまわしい記き憶おく。

　すべてが変わり、すべてが始まった三年前の事じ件けんと向かい合う時、事じ態たいは新たな局面を迎える。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』　第六話

「ゲット・ダウン」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ミユキ：……とうとう出てきましたね、十字傷の男が。

朱香：しかもＵＧＮだよ！　支部長だよ！

晃士朗：なるほどね。今回はＵＧＮの逆ぎやく襲しゆうのターンなんだな。

九鬼：一巻の第一話から存在だけは仄ほのめかされていたけど、ようやく登場か。

ミユキ：でも、一ひと筋すじ縄なわではいかないんでしょうね。

ＧＭ：次にハンドアウトを読み上げます。




青あお峰みねミユキ用ハンドアウト

ロイス：十字傷の男　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：憎ぞう悪お

　キミは三年前の真実、その一いつ端たんを知った。『至高天』の力で蘇そ生せいしたのはキミではなく、朱香のほうだったのだ。そして、友人である真しんを犠ぎ牲せいにすればタクミは助かるという……。

　戸と惑まどいの中、キミはＵＧＮ京都支部に赴任した新たな支部長の事を知る。その男は紛まぎれもなく三年前の事件の当事者、額に十字傷を持つ男だった。




ミユキ：とうとうシナリオロイスになりましたね。チラホラと影かげは見えていたんですが。

晃士朗：二巻の時の弁べん慶けいと遮しや那な王おうの事件とかな。あの犬と飼い主にマテリアルを渡わたしていたのもコイツだったはずだな。

ミユキ：ストラグルの時もそうでしたよね。ひとつはこいつに渡されたはずです。

九鬼：ということは少なくともみっつはマテリアルを持っていたんだ。

晃士朗：あの犬の飼い主のひとがデータにわざわざ噓うそを打うち込こんでいない限かぎりはそうだな。

ＧＭ：というわけで次は朱香のハンドアウトです。




大だい門もん寺じ朱香用ハンドアウト

ロイス：十字傷の男　　　推奨感情　Ｐ：執着／Ｎ：恐きよう怖ふ

　キミは三年前の真実、その一端を知った。キミは一度死んでおり、美奈子が至高天を起動させ、親友であるミユキの弟、タクミを犠牲にすることで蘇生したのだ。

　ミユキの事を思うと複ふく雑ざつだが、今はまずやらねばならないことがある。未いまだ行方が知れない美奈子、そして真はどこにいるのだろうか？




朱香：ハイ！

ＧＭ：ち、力強いですね。

晃士朗：まるで生き返ったように潑はつ剌らつとしてますね（笑）。

朱香：ようやく迷まよわなくて済すむようになってきましたよ！

ＧＭ：二巻はブレにブレましたからねえ。

朱香：そうなの。で、あたしもロイスは十字傷の男なんですね。よーし、こんなロイスはすぐにタイタスにしてやる！（爆ばく笑しよう）

晃士朗：ミユキの仇だし、確かく実じつに敵なんでしょうけどね……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次は晃こう士じ朗ろうのハンドアウトを読み上げましょうか。




闇あん条じよう晃士朗用ハンドアウト

ロイス：ＵＧＮ京都支部新支部長　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：脅きよう威い

　十個このマテリアルと三人の適てき格かく者しやを揃えること──それが謎なぞ多き『至高天』の起動条じよう件けんだという。前回の戦いで行方不明となった真とタクミは、その適格者だ。九く鬼きのはたらきでふたりの居場所について手がかりを得る事はできたが、新たな指し導どう者しやを迎むかえたＵＧＮに確かく保ほされる前に探さがし出ださねばならない。




晃士朗：手がかり……まあ、手がかりか。かなり具体的だったしな。

九鬼：俺おれのおかげっていうか、ブルーナイトのおかげっていうか……（笑）。

晃士朗：正直半はん信しん半はん疑ぎなんだけどな。

九鬼：俺の方が半信半疑だよ！

晃士朗：でもテセウスがそう言うしなー（笑）。

ＧＭ：裏うらを取ればいいんじゃないかな。

晃士朗：そうね（笑）。ＵＧＮに新支部長が来たっていうのは知ってていいのかな？

ＧＭ：はい。オープニングでその情じよう報ほうを知らされる感じです。ちなみに前回のシナリオから一ヶ月程てい度ど、七月初頭をイメージしています。

晃士朗：ＵＧＮが体たい制せいを立て直して準じゆん備びに時間をかけているなら、そんな感じか。

ＧＭ：では、最後に九鬼のハンドアウトです。




九鬼用ハンドアウト

ロイス：ＵＧＮ京都支部新支部長　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：脅威

　ブルーナイトが遺のこした真とタクミの手がかり。それは、彼かれらが一ヶ月後に姿を現すという事実だった。

　他に有力な情報は得られぬまま一ヶ月が過すぎ、ＵＧＮ京都支部に新たな支部長が赴任する。額に十字傷を持つその男は、ミユキや朱香と因いん縁ねん浅からぬ男のようだった。




九鬼：これは……つまり、今回は全員シナリオロイスが同じ相手ってことだねえ。

ＧＭ：そうなります。別にミユキは十字傷が仇だってことを隠かくしてないはずなので。

ミユキ：もちろん、全部喋しやべります（笑）。

九鬼：三年前の状じよう況きようが結けつ構こうブレてきているから、わかんないことも多いんだけどねえ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊

ＧＭ：それでは、例によってレベルアップ作業をお願いしますね。

一同：はーい！




　前回までで得た経けい験けん点を使用し、レベルアップ作業を行う一同。数十分後……。




ＧＭ：では、ミユキから順にレベルアップの報ほう告こくをお願いします！




▼青峰ミユキ

ミユキ：前回取得した《地じ獄ごくの氷ひよう炎えん》を５レベルにして、〈白兵〉を10レベルにしました。今上げられるものをまずは限げん界かいまで上げてしまおうかと。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、固定ロイスはどうなりましたか？

ミユキ：Ｄロイスの〝絶対零度アブソリユート・ゼロ〟と、タクミがポジティブが〝庇ひ護ご〟、ネガティブが〝悔かい悟ご〟なのは変わりません。で、三つ目の朱香ちゃんなんですが、感情が変わりました。

ＧＭ：おお、どうなったんですか？

朱香：気になるなあ……どきどき。

ミユキ：ネガティブは〝隔かく意い〟なんですが、ポジティブは〝愛あい情じよう〟にしました。

一同：（どよめいて）おおおおっ！

ミユキ：正直言うと、愛情、っていうのも少し違ちがうんですよね。今の私の朱香ちゃんに対する感情に名前をつけることは大変無ぶ粋すいなんですが（一同爆笑）。

朱香：いやーん！　やーん！　ス・テ・キ！　今胸むねがキュンとしました！

晃士朗：やだ………カッコいい、この人……（笑）。

ミユキ：でも一番近いのは愛情かな、と思いました。

朱香：素す晴ばらしい……。そんなに思われていたなんて……。

ミユキ：前回のセッションで色々すっきりしたので、改めて朱香ちゃんに対する気持ちを再さい認にん識しきしました。あ、恋こいじゃないからね、愛だからね！（笑）

ＧＭ：あ、はい、承しよう知ちしました。




▼大門寺朱香

ＧＭ：えー、では次に朱香の成長を……。

朱香：（うれしそうに）愛されたいと願うあたしが、愛されてる……！

晃士朗：朱香の欲望は「愛情」でしたっけ。

朱香：うん、もう欲望ねがいが叶かないつつある。みんなに愛されちゃって……！

ＧＭ：じゃあ次はそんな充じゆう実じつまっしぐらの朱香さん。成長の報告をお願いします。

朱香：はーい。新しん規きに《フェニックスの翼つばさ》を取って３レベルにしました。

ＧＭ：クリンナップにＨＰが回かい復ふくするエフェクトですね。侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こえたら毎ラウンド20点か……泣きたくなるな……。

朱香：あとは残してます。前も１点残ってたので、合計６点余り。で、固定ロイスは今回もお母さんと真くんに取りました。お母さんへの感情は〝幸福感〟！

九鬼：前回の話を考えると、そうなるよねえ。

朱香：うんっ！　で、真くんは同じ適格者だったということで〝親近感〟を感じてます。ふたりともポジティブが表だけど、自分の力不足で助けられなかった〝悔悟〟があります。




▼闇条晃士朗

ＧＭ：では、次に晃士朗、お願いします。

晃士朗：《先手必勝》を取得して４レベルにした。これで行こう動どう値ちが24になったぜ。

ミユキ：すごい！

朱香：はやーい！

ＧＭ：それはかなり速くなりましたね……！

晃士朗：とにかく先手を取ることを最さい優ゆう先せんにしたからな。これで30点使い切ったぞ。

九鬼：わかりやすいねえ（笑）。

晃士朗：固定ロイスは変わらず、プルガトーリオと百も々も菊ぎくだ。




▼九鬼

ＧＭ：では、最後に九鬼ですね。

九鬼：《加速装そう置ち》を取得して、３レベルにした。これだとセットアップで使うかどうか選べるから、今までどおりミユキや朱香と足あし並なみを揃そろえることもできるんだよ。

晃士朗：便利ですね。九鬼はそういう汎はん用よう性せいが強みだ（笑）。

ＧＭ：こっちも速くなったのか……！

九鬼：侵蝕率が[image: ]％未満でも17、超こえると21になる。あと、アイテムを少し整理して「コネ：要人への貸かし」を四つ、「コネ：手て配はい師し」をふたつにした。財ざい産さんポイントは５点だ。

朱香：大人ふたりがどんどん速くなっていく……。

晃士朗：行動値が上がると移い動どう距きよ離りも増ふえるから、白兵戦をする九鬼には実は重要だな。

九鬼：そういうこと。あ、固定ロイスはセシリアと朱香で変化なし。ただ、朱香に対する感情は〝慈じ愛あい〟から〝信しん頼らい〟になった。セシリアを守ってもらうパートナーとして扱あつかうよ。

朱香：まかせてー！　守るよ！

ＧＭ：少し対等に見るようになった感じですね。

九鬼：そんなとこかな。あ、それとカヴァーを「セルリーダー代理」にしておいた（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを決めていきましょう。前回同様ミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキ、という順番ですが、ミユキは朱香のロイスが既すでにあるので省しよう略りやくしますね。

ミユキ：はーい。

朱香：じゃあ、あたしからリーダー。〝同どう情じよう〟と〝猜さい疑ぎ心しん〟で取りますね。拒きよ絶ぜつもしてたけど、良く見たらリーダーって頑がん張ばってるなあ、って。

晃士朗：最近朱香の目がウザい。バカにされている気がする……！（一同笑）

九鬼：それはきっと、プルガトーリオが晃士朗を見ていた目だよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次は晃士朗から九鬼ですね。

晃士朗：〝有ゆう為い〟と〝脅きよう威い〟にした。セルリーダー代理としてやってもらっているしな。

九鬼：ま、一いち蓮れん托たく生しようって感じになってるよねえ。

ＧＭ：了解です。では、最後に九鬼からミユキですね。

九鬼：感情は〝誠せい意い〟と〝不安〟で変わらず。ただ、前は不安の方が表だったんだけど、大分安定してきたな、と思ったので誠意を表にした。戻もどったともいえる。

ミユキ：ご迷めい惑わくをおかけしました（笑）。

ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスも決まりましたし、少し休きゆう憩けいしてからメインプレイに入ります！






《フェニックスの翼》　体内の温度操作により急速な回復を行うサラマンダーのエフェクト。

《先手必勝》　圧倒的な速度で行動を行うハヌマーンのエフェクト。

《加速装置》　瞬間的な反応速度を上げ、先手を取るブラックドッグのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆ターニングポイント

Scene Player ── 闇条晃士朗




　コープスロードの襲しゆう撃げきからおよそ一ヶ月。その間、晃士朗と九鬼は美奈子の残した資し料りようを引き続き調ちよう査さすることと、『神曲』セル運うん営えいのための事じ務む処しよ理りに忙ぼう殺さつされていた。




ＧＭ：では、オープニング最初のシーンです。シーンプレイヤーは晃士朗、九鬼は自動登場。

晃士朗：ふたり一いつ緒しよにオープニングか。一ヶ月経たったんだっけ？

ＧＭ：はい。その間あなた方は美奈子の残した資料を引き続き調査していたり、事務処理に追われているのであまりアクティブには動けていません。

九鬼：晃士朗ー、面めん倒どう臭くさいー。

晃士朗：黙だまれ、お前は何もしなくていい。そのよくわからないコートを動かせ（一同笑）。

九鬼：コートは超働いているよ！　腕うでが四本ぐらい生えてる。

晃士朗：そうだ、まずこれは確かく認にんしないとな。その一ヶ月で、俺たちがこれまで奪だつ取しゆしてきたマテリアルを探さがす。どこかに保ほ管かんとかされてないか、とか。

ＧＭ：結けつ論ろんから言うと、ありません。すべてそっくり無くなっています。

九鬼：やっぱ最後にプルガトーリオが持ってっちゃったのかねえ。

晃士朗：あるいは、ブレイクエンドが全部吸きゆう収しゆうしちまった、とかだな。

九鬼：どっちにしろ、手がかりはなし……か。

ＧＭ：特にめぼしい情じよう報ほうがないまま、日々が過ぎていきます。その間に、ＵＧＮ京都支部に新支部長が赴ふ任にんしたという報告を受けます。

九鬼：なるほどねえ。少し停てい滞たいしすぎたかな……。

晃士朗：ここで巻まき返かえされちゃ、元もとの木もく阿あ弥みどころかマテリアルがない分マイナスだぜ。

九鬼：ＵＧＮの動きはあるのかい？

ＧＭ：新支部長の着ちやく任にんから一週間ほど経たちますが、不気味な程ほどに沈ちん黙もくしています。──とはいえ、戦力を整ととのえている、というのは摑つかんでいますが。

晃士朗：なるほどな。……とはいえ、こっちから打って出る体力も今の俺たちにはない。

九鬼：厳きびしいとこだねえ。……そういや晃士朗、覚えてる？　そろそろ一ヶ月だぜ？

晃士朗：真とタクミが現れる、ってヤツか。……本当なのか？　俺はまだ半信半疑だ。

九鬼：んー。テセウスが演えん算ざんしたブルーナイトの情報からすると、正しいと思うよ。実じつ際さい、ＵＧＮもアイツの予知能のう力りよくにそこそこ期待をかけていたみたいだしねえ。

晃士朗：この一ヶ月手を出して来なかったのも、そういうことだって言いたいのか？

九鬼：可か能のう性せいはある、ってくらいかな。もちろん、単たん純じゆんに戦力を整えてるって可能性もある。




　お互たがいに事務作業と資料検けん索さくを続けながら、会話によって情報の整理を行う。

　謎と疑ぎ問もんはあまりにも多いが、何よりも不ふ明めい瞭りようなのは、三年前の事件についてだ。




九鬼：で、だ。──三年前のアレって、本当はどうだと思う？

晃士朗：……さぁな。端はしから端まで洗あらったが、あの隠かくし部屋以上の情報は無かった。

九鬼：十字傷と美奈子が戦い、巻まき込こまれた青あお峰みね一家が死し亡ぼう。そこで朱香も死んだのであれば、考えられる事は十字傷の攻こう撃げきから美奈子を庇かばった──ってことなんだけど。

晃士朗：……朱香が居いた、って時点で既すでに俺おれたちの知っている情報とは違う。

九鬼：そうなんだよねえ。だから、ミユキの記憶も実はあてにはならないんだ。

晃士朗：ここで話しておくか。ＧＭ、《彼方かなたからの声》を使って音声が漏もれないようにする。

ＧＭ：お、了りよう解かいしました。エフェクトを使用した分の侵蝕率を上げておいてください。

九鬼：どうした、晃士朗？

晃士朗：……もうひとつ要よう素そがある。三年前の事件の際さい、タクミはＵＧＮに渡りをつけようとしていたらしい。

ミユキ：そういえば、リーダーには話してましたね、それ。

朱香：これでそのことを知らないのがあたしだけに（笑）。

晃士朗：この時、タクミが何を考えていたのか。この時点でＦＨと言えるのかどうか。それすらも何もわからん。更さらに、そこで朱香が出てきた。

九鬼：で、適格者の問題か。美奈子の資料を信じるなら、必要な適格者は三人。そして、事件当時──美奈子、朱香、タクミと、三人揃っていた。いたんだが……。

晃士朗：朱香は除じよ外がいされる。そうだな？

九鬼：そうだ。朱香が死んだ後に『至高天』が起動し、朱香自身を蘇生させている。死んでいても適格者として数えられるのかどうかはわからんがね。

晃士朗：あとひとり居た……と考えるのが妥だ当とうだろうな。

九鬼：……その場に居た別の誰だれか、か。ミユキか、青峰一家の誰かか。

晃士朗：あとは──十字傷か。もっとも、他に誰かその場にいなかったとも限らん。

九鬼：可能性があるとすれば……ブレイクエンド、か。あいつも適格者でしょ？

晃士朗：……ああ、同じことを考えていた。だが、可能性は低いだろうな。

九鬼：まーね。ウソつけるようなヤツじゃないし、そもそもこの場にいたなら、ミユキや朱香に会った時に反応が変わってたでしょ。

晃士朗：記憶でも失っていれば別だが、そこまで考えるとキリがねえよ。

九鬼：現げん状じようでわかるのはここまでだよねえ。あとは十字傷さんでも捕つかまえて聞いてみる？　でもなー、プルガトーリオと同じぐらい強いんでしょー？

晃士朗：さぁな。戦ってみたことも無いやつを評ひよう価かできねえよ。

九鬼：わっかりましたー。あー、面めん倒どうくせー。




　集めた情報と推すい論ろんを出し切り、ふたりが一息つく。これ以上は、事件を知る当事者をあたらねば進しん展てんはできないだろう。

　──たとえば、ＵＧＮ京都支部の新たな支部長に。

　執しつ務む室しつの扉とびらがノックされたのは、そんなタイミングだった。




ＧＭ：話が落ち着いたところで、ふたりがいる執務室を誰かがノックします。

晃士朗：……入れ。

ＧＭ：「ごめんやす」と扉が開き、見み慣なれた顔の芸げい妓こが入ってきます。

九鬼：お、芸妓さん！　百々菊さん！

晃士朗：……お前か。微び妙みように顔をしかめる。

朱香：ふたりのテンションの差がすごいなあ（笑）。

ＧＭ：では、九鬼には会え釈しやくだけして、晃士朗に近づきます。

九鬼：な、なんで俺スルー!?（笑）

ＧＭ：あなたはセルリーダー代理じゃないですか。直ちよく接せつ報告する前に、隣となりにいる参さん謀ぼうに話しますよ、もちろん。

九鬼：晃士朗の後ろで手を振ふったりしてアピールするよ！（笑）

晃士朗：（無む視しして）で、用よう件けんはなんだ。

ＧＭ：「ＵＧＮが動き出しましたえ」

晃士朗：……来たか。

九鬼：ま、迎げい撃げきするしかないよねえ。

ＧＭ：では、迎撃についてはミドルフェイズということで、ここは一度シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening02◆エンカウント

Scene Player ── 青峰ミユキ




　鴨かも川がわ沿ぞいの通学路を、同じ制せい服ふくを着たふたりの少女──ミユキと朱香が並ならんで歩く。

　一度関係に亀き裂れつが入り、また仲直りをしてから、約一ヶ月。その間なにかと忙ぼう殺さつされ、こうしてふたりで過ごす時間は久ひさしぶりのものだった。




ＧＭ：では、ミユキと朱香のオープニングです。二人で下校中、というのを想定してます。

ミユキ：あ、じゃあ最初は朱香ちゃんと会話したいな。時間は流れてるけど、こうやってふたりでゆっくりできる時間は久しぶり、っていう感じで。

ＧＭ：おお、そうですね。では、ころあいを見計らって状じよう況きようを動かしましょう。

朱香：じゃあ最近いつも放課後は呼よび出だされていたけど、久ひさ々びさになにもなし。もうおうちに帰るだけ！　今日は何もなーい！　ミユキちゃん、一緒にかーえろ。

ミユキ：ええ、そうね。ずっとバタバタしてたし、何もないのは本当に久しぶり。

朱香：そうだねー……あ、ミユキちゃん、お茶しない？

ミユキ：じゃあ、帰り道にあるお店にでも行きましょ。私わたし、季節限げん定ていのパフェが食べたい。

朱香：やーん、あたしも食べたい！　行く行くー！




　少し寄より道みちして、こぢんまりした喫きつ茶さ店てんに入る。川が見えるオープンテラスに差し向かいに座すわり、お茶とパフェを頼たのんだら、他た愛あいないおしゃべりをする。

　どこにでもある、日にち常じようの風景だ。




朱香：パフェパフェ～♪　プレイヤーはカントリーマァムを食べるよ（笑）。

ミユキ：じゃあ、ちょっと落ち着いたところで……ねえ、朱香ちゃん。

朱香：なあにー？

ミユキ：……あのね、この間からずっと気になってたことがあるの。

朱香：先さき割われスプーンをくわえたまま頷うなずく。気になってたこと？

ミユキ：朱香ちゃんが生き返ったとき、『至高天』が不完全な起動だった、って話があったわよね。不完全だからタクミがああなった、って。──でも、本当にそれだけなのかな。生き返った朱香ちゃんには、何も影えい響きようがなかったの？

朱香：あたし……？　うーん、なんか、記き憶おくの混こん乱らんがどうこう、っていうのは聞いたよ。でも、今は情報が少なすぎるし、もっと色々調べないといけないと思う。

ミユキ：そう……そうよね。

朱香：うん。あたしも、自分やミユキちゃんになにがあったのか知りたいもの。

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：だから、一緒に調べるの、手伝ってほしいの。──お願いしても、いい？

ミユキ：……当たり前じゃない。何があっても私は朱香ちゃんが大好きだし、それに、いつも言ってもらってることだけど──私だって、朱香ちゃんを守りたいって思ってる。

朱香：ミユキちゃん……！　あたし愛されてる！　もう欲望ねがい満たされちゃったかも（笑）。

九鬼：早い、早いよ！（笑）

晃士朗：まだお母さんも真も帰ってきてないのに（笑）。

朱香：そうだ、まだ満たされちゃダメだった。でも、あたしはきっとこういう風に言ってもらえるのが嬉うれしくて生きてるんだよね。

ミユキ：ずっとね、朱香ちゃんに伝えたかったんだ。……ご、ごめんね、急にこんなこと言って。言い終わってから恥はずかしくなってワタワタします（笑）。

朱香：いやーん、あたしだってドギマギする！　ドンガラガシャーン！　ああっ!?（爆笑）

ミユキ：私より取とり乱みだしてどうするの（笑）。

朱香：え、えへへ。まだ不安はあるけど……でも、ミユキちゃんが困こまってる時はあたしが助けたいと思うし、あたしが困ってたらミユキちゃんが来てくれるって信じてるから。

ミユキ：ええ。何があっても、ふたりで……みんなで乗のり越こえていきましょう。

朱香：うんっ！

ＧＭ：ではひと段だん落らくしたところで、状況を動かしましょう。オープンテラスで過ごしているふたりは、何者かの刺さすような視し線せんを感じます。

ミユキ：……朱香ちゃん、と視線を変えずに。

朱香：パフェをぱくっと食べながら、うん、って頷く。誰か、こっち見てるね。

ＧＭ：では、ふたりが気づいたところで視線の主は《ワーディング》を展てん開かいします。

ミユキ＆朱香：!!




「この方が話しやすそうだな」

　そう言って、男はふたりの前に姿を現した。一度見たら忘わすれようもない、特とく徴ちよう的てきな男だ。

　──額に、大きく十字の傷が刻きざまれている。



















ミユキ：全身の毛が総そう毛け立だつような感覚になって、静かにスプーンを置いて立ち上がります。

朱香：あたしは反はん射しや的てきにミユキちゃんの前に出るよ！

ＧＭ：「一いち応おう、はじめまして──かな。ＵＧＮ京都支部の支部長、〝十字疵スカード〟だ」

ミユキ：……一体何の用なの？

ＧＭ：「うむ」と、彼は朱香の方を見ます。「大門寺朱香くん。ＵＧＮに協力する気はないか？」

朱香：じーっと見たまま、反応しない。もちろん、拒きよ絶ぜつの意味だからね。

ミユキ：随ずい分ぶんストレートなのね。

ＧＭ：「ああ。適格者は確保しておきたいからな」

朱香：ハッキリ言うね。向こうにもわかってるってことか。

ミユキ：あなたの狙ねらいはなんなの？

ＧＭ：「直ちよく接せつ的てきに言えば、君たちが確保している『至高天』ということになる。それを使って、俺の考える〝大義〟を実行する」

ミユキ：……大義？

ＧＭ：「そうだ。──まあ、君たちが素す直なおに首しゆ肯こうするとは思っていなかったがね」

ミユキ：随分と余よ裕ゆうなのね。──まあいいわ、あなたには聞きたいことがあるの。三年前のことよ。あの時、いったい何があったの？　どうしてあなたは美奈子さんと戦っていたの？




　答えてもらえるとは思わず、ミユキは心にある問いをぶつける。

　だが、戻ってきた返答は意外とも言えるものだった。




ＧＭ：「……いいだろう。君には聞く権けん利りがある」

朱香：聞く権利……？

ミユキ：……黙だまって続きを促うながします。

ＧＭ：「あの日、俺は青峰タクミをＵＧＮに迎むかえ入いれようとしていた。それを阻そ止しせんとしたプルガトーリオとの戦いに巻き込まれ、君と君の家族に被ひ害がいが出た」

ミユキ：家族のことを思い出して、唇くちびるを嚙かみながら……どうしてタクミを？

ＧＭ：「幾いくつか理由はあるが、彼がそう望んだからだな」

朱香：渡わたりをつけようとしていたからかー。

ミユキ：タクミがＵＧＮと接せつ触しよくをとろうとしていたことは知っているわ。けど、どうしてタクミはあなた達のもとへ行こうとしたの？

ＧＭ：「彼は『至高天』の使用を拒こばんでいたようだな。それで、マテリアルを持って俺に接触を図はかった。──その結果、君や君の両親を巻き込んだのは事実だ」

ミユキ：じゃあ、やっぱりあなたのせいで……！

ＧＭ：「そうだ。許せとは言わないが、すまないとは思っている」

朱香：この偽ぎ善ぜん者しやめ！（一同笑）

ＧＭ：特に反はん論ろんはしません。

ミユキ：タクミがマテリアルを持ってたのね……。

朱香：それなら、どうしてピッツァの飼い主やストラグルにマテリアルを渡したの？

ＧＭ：「それを説明する前に、もう少し三年前のことについて詳くわしく話しておこう。さっきも言ったとおり、青峰ミユキ、君には聞く権利がある」

朱香：こいつ、自分から……。

ミユキ：ホント、どういうつもりなのかしら。でも黙って耳を傾かたむけます。

ＧＭ：「三年前に『至高天』が不完全ながら起動したのは、その時に条件が揃ってしまっていたのが問題だったのだ。マテリアルと、三人の適格者がな」

ミユキ：現げん場ばに居た、ってこと？　……一体誰のことを言ってるの？

ＧＭ：「ひとりは〝プルガトーリオ〟永石美奈子。もうひとりは、君の弟である青峰タクミ。そして──」




「この俺だ」

　簡かん潔けつに、〝十字疵スカード〟と呼よばれる男は結論だけを告げる。




ミユキ：やっぱり、あなたが……。

九鬼：不気味なぐらい辻つじ褄つまがあうな……。

朱香：じゃ、じゃあ、何であたしはその場にいたのよ？

ＧＭ：「君は優ゆう秀しゆうなチルドレンだったからな。プルガトーリオのそばに控ひかえ、参戦していた。……覚えていないのなら、蘇そ生せい時じの記憶の混乱か何かだろう」

朱香：うう……自分で決めた記憶喪そう失しつって設せつ定ていに苦しめられてる気がする（笑）。

九鬼：しかし、前のシーンで俺と晃士朗が立てた予よ測そくと、一応あってるな。

晃士朗：うん。

朱香：お母さんとこの人が戦って、あたしが死んで、『至高天』が起動して……願いが叶かなったので、あたしが生き返った、か……。

ＧＭ：「少し違うな。いや、正せい確かくにはそれでは足りない」

ミユキ＆朱香：え？

九鬼：何を言おうとしてやがるんだよ……。

ＧＭ：〝十字疵スカード〟は淡たん々たんとした口調で告つげます。




「一回の起動で叶う願いはひとつではない」




一同：ええええええええええええええ!?

ミユキ：じゃ、じゃあ……朱香ちゃんが生き返る前に、誰かの願いが叶ったってことなの？

朱香：一体なにがあったのよう！

ＧＭ：「まず俺とプルガトーリオの戦いに巻き込まれ、青峰ミユキ、君と両親が死んだ」

ミユキ：…………。

朱香：タクミくんはなんで家族を一緒に連れてったんだろう……。

晃士朗：家族を残してＦＨから逃にげる、っていうのは無いだろう。人ひと質じちにされるだけだ。

朱香：そっか、一緒にＵＧＮのところに行こうとしてたのね。それは納なつ得とくだわ。

ＧＭ：〝十字疵スカード〟は続けます。「その直後──恐おそらくは何らかの状況の打だ破はを願ったのだろう、青峰タクミの力が『至高天』によって増ぞう幅ふくされ、周囲に放たれた。その結果、プルガトーリオを庇った大門寺朱香は死に、俺とて無む傷きずでは済まなかった」

ミユキ：そ、それって──。




　タクミの力が暴ぼう走そうして美奈子を襲おそい、その結果、朱香が一度命を落とした。

　それは即すなわち、タクミが朱香を殺した、ということに他ほかならない。自分の弟が、自分の親友を殺したという事実に、ミユキは殴なぐりつけられたような衝しよう撃げきを受けていた。




ミユキ：タクミは……あの子は、そんなことする子じゃないのに……。

ＧＭ：「家族を失ったショックは計り知れなかったということだろう。周りが見えなくなるほどにな。それだけ家族を愛していた、ということだ」

ミユキ：でも、タクミのせいで、朱香ちゃんが……。

朱香：落ち着いて、ミユキちゃん。大だい丈じよう夫ぶだよ、あたしは今ちゃんと生きてるし、それが本当だからってタクミくんを恨うらむ気になんかならない。だから大丈夫だよ。

ミユキ：朱香ちゃん……。ごめん、ありがとう。

朱香：で……あたしは死んだけど、タクミくんの次はお母さんが願いを叶えて、生き返った。そういうことね。

ＧＭ：「そうだ。だが、『至高天』による願いには常つねに副作用が発生する」

ミユキ：それは……タクミがああなってしまったことと……。

朱香：あたしの記憶──だよね。

ＧＭ：「君に関しては、レネゲイドの侵蝕が高い状じよう態たいで安定してしまっているというのもあると思うがね」と、朱香の言葉に付け足すように言います。

朱香：ふ、不死者……！　それも生き返った副作用なのー!?（笑）

ＧＭ：「そういうことだろう。俺はそこで撤てつ退たいしたから、それ以上は知らん。君に庇われて無傷のプルガトーリオを手負いで相手にするほど自うぬ惚ぼれてはいないからな」




〝十字疵スカード〟の口から語られた、三年前の事件の詳しよう細さい。

　ひとまず一同は、これまでの情報と合わせて整理を始める。




九鬼：うーん……凄すごく納なつ得とくできるんだよねえ。

晃士朗：ミユキと家族が死ぬ、タクミが暴走する、朱香が死ぬ、美奈子が願って朱香が蘇生、〝十字疵スカード〟は撤退、って順に事件が起こってるんだな。

ミユキ：で、朱香ちゃんの蘇生と、私がオーヴァードに覚かく醒せいするのをコープスロードが目もく撃げきしたってことですよね。

朱香：……あ、マテリアル！　マテリアルはどうなったの？　その時タクミくんが持ってて、願いを叶えて、そのあとはお母さんと〝十字疵スカード〟が持ってたよ？

ミユキ：そうね、今度はそこが疑問になる。

朱香：……じゃあ、撤てつ退たいした時にマテリアルはどうしたのよ。

ＧＭ：「それが、俺がここで君たちに顔を見せ、話を聞かせた理由でもある。その時に散ったマテリアルは俺が五つ確保し、プルガトーリオが五つ確保した」

九鬼：その時分けたんだ。

ミユキ：じゃあ、なんでわざわざマテリアルをいろんな人に……。

ＧＭ：「そういうゲームだったからだ」

ミユキ：ゲーム……ですって？

ＧＭ：「プルガトーリオの提てい案あんだ。俺と彼かの女じよが直接戦えば被害も大きくなるし──『至高天』が起動しないとも限らん。その為ため、マテリアルを奪うばい合あうためのルールを設もうけた」

ミユキ：ルール……？

ＧＭ：「単純なルールだ。親デイーラーは自分の持っているマテリアルをチップにし、選んだ人物カードに預ける賭ける。子プレイヤーは人物カードを集めて勝負を挑いどみ、勝てばマテリアルが手に入る」

ミユキ：……あなたが選んだ人物カードが、ストラグルや遮しや那な王おう、弁べん慶けい。美奈子さんが選んだのが、私たち……そういうことなの？

ＧＭ：「その通りだ」

九鬼：なんつうマッチポンプ……！

ミユキ：……美奈子さんも同じことをしていたの？

朱香：それって、ＵＧＮにもあたしたちみたいなチームがある、ってこと？

ミユキ：……うん。どうなの、〝十字疵スカード〟〟。

ＧＭ：「『右手』や『心しん臓ぞう』をプルガトーリオに選ばれた君たちが奪取したように、こちらも『右みぎ眼め』や『脊せき椎つい』の奪取に成功していた。ブレイクエンドたちの活動でな」

ミユキ：やっぱり……！

晃士朗：なるほどな。だから俺たちは変なチームだったわけだ。

九鬼：今すごい納得した。それで俺が呼ばれて、同時期にブレイクエンドが呼ばれたんだ。

朱香：真くんのＰＣ①のキャンペーンが裏で進行してたんだ（笑）。で、各チームにひとりずつ適格者がいたんだね。こっちはあたし、ＵＧＮは真くん。




〝十字疵スカード〟と美奈子が行っていた、マテリアルを奪い合うゲーム。

　知らないうちに自分たちがその駒こまとなっていたことを知り、一同に衝しよう撃げきが走る。




ミユキ：朱香ちゃんの前で言いたくないけど……美奈子さんもあなたも、正気じゃないわ。

朱香：ううう……。

晃士朗：プレイヤー的には美奈子がやるのは納得なんだけど、ＵＧＮにいて、それをやる〝十字疵スカード〟はスゲエって思うぞ（笑）。

ＧＭ：「だが──イレギュラーが起こってしまった」

朱香：……真くんのこと？

ＧＭ：「そうだ。マテリアルの過か剰じよう適てき合ごうというアクシデントにより、マテリアルもプルガトーリオもその姿を消し、勝負は有う耶や無む耶やになった」

ミユキ：勝負勝負って……私たちはあなたの駒じゃないわよ。

ＧＭ：「そうだな。少なくとも、もう駒じゃない。言ったとおり、勝負は有耶無耶になった。となれば、時間も少ない。『至高天』と適格者の奪だつ取しゆは、強きよう硬こう手しゆ段だんをとらせてもらう」

朱香：あ、じゃあカマをかけてみよう。時間がないって、もうすぐ真くんが姿を現すから？

ＧＭ：「知っていたか。ブルーナイトも口が軽いな」

九鬼：口を割ったわけじゃないけどねー。

朱香：……あなたはお母さんがどこにいるかも知ってるの？

ＧＭ：「わかっていれば、まだゲームは続いている」

朱香：あ、そっか。

ＧＭ：「さて……納得はしていないようだが、理り解かいはしてもらえたようだな。その上で、もう一度問おう。大門寺朱香くん、ＵＧＮに来る気はないかね？」

ミユキ：…………！




　語られた話に矛む盾じゆんはなく、また、噓うそをつく必要もない。だからこそ──あえてミユキは朱香の前に立ち、〝十字疵スカード〟に向けて言い放つ。

「朱香ちゃんは、あなたなんかに渡さない」




九鬼：おぉぉ……！

晃士朗：素晴らしい！　そして若わか林ばやしさんがすごく満足そうな表ひよう情じようをしております（笑）。

朱香：えへへへへ（笑）。あたしは、お母さんがいない状況であなたなんかが何を言っても聞かないよ。攻撃してくるなら、迎むかえ撃うつだけだもん！

ＧＭ：「わかった。では、ＵＧＮとしても全力で行かせてもらおう」そう言って、彼は地図を取り出します。




　おもむろにＧＭがＭＡＰを広げる。二巻に掲けい載さいされているものと同じものだ。




ミユキ：地図……？

朱香：なんだろう……。

ＧＭ：そして、彼は嵯さ峨が・嵐あらし山やまエリアを指差して言います。



















「まずは、ここから攻せめる」




九鬼：はぁ!?

晃士朗：こいつ、何を言ってるんだ……。

ＧＭ：「そこから、京都中心部を突つっ切きってまっすぐ東山を攻め、南下して伏ふし見み──君たちの本ほん拠きよ地ちに攻せめ込こみ、『至高天』を奪取する」と言います。

ミユキ：……何のつもりなの？

ＧＭ：「侵しん攻こうルートを宣せん言げんしている。信じる信じないは勝手だが、迎撃しようと思うなら、そちらも全力を傾けることだな」

ミユキ：……私たちへの宣せん戦せん布ふ告こく、ってこと？

ＧＭ：「そう受け取ってもらって結構」

ミユキ：さっき、大義がどうとか言ってたわよね。あなたの大義ってなんなの？

ＧＭ：「安定と安あん寧ねい。弱者が心穏おだやかに過ごせる世界だ」

朱香：なによ、それ。じゃあやっぱり『至高天』を起動させる気なんだね。

ＧＭ：「必要であれば、な」そう言って、彼は無む防ぼう備びに背せ中なかを向けます。

ミユキ：それは、後ろから斬りかかる！　待ちなさい、このまま素直に帰すと思って!?

ＧＭ：では──その剣けんは〝十字疵スカード〟に当たる直前で弾はじかれます。

ミユキ：っ……！

ＧＭ：振ふり返かえらず、彼はミユキに言います。「言い忘れていた。鞄かばんの中を見たまえ」

ミユキ：鞄の中？　私の？

ＧＭ：はい。中には、いつの間にか水すい晶しようで出来た一ひと振ふりの短たん剣けんが入っています。

ミユキ：短剣？

朱香：なにそれ？

ＧＭ：「先日クィーンビーが説明したと思うが、あれでは不十分だったからな。──それは、適格者が被った副作用を他の適格者に押おし付つけるためのものだ」

ミユキ：……！

ＧＭ：「君が青峰タクミを助けたいなら、まずタクミを刺してから──彼が大事に思っていたり、信しん頼らいを置いている適格者を刺せばいい」と聞こえてきます。

ミユキ：タクミが、信頼を……。

ＧＭ：はい。タクミがロイスを持っている相手で、なおかつ適格者である必要があります。

ミユキ：それで、真ま梨り子こは真くんを犠牲にすればいいって……。

晃士朗：タクミは意い識しきだけになっても取りつくくらい真が大好きだからな。

九鬼：副作用を移うつせるってことは、朱香の不死者も移せたりするかもしれないねえ。

ミユキ：……私が適格者なら、迷う事は何もないのに。

ＧＭ：「マテリアルに関する研究の副産物だが、我われ々われには無用の長物だ。それ一本しかないし、開発者は既に処しよ分ぶんしている。よく考えて使うがいい」

ミユキ：……どうして、私にこれを。

ＧＭ：「君を巻き込んだのは俺だ。これでも少しは負い目を感じているんだよ。──では、また会おう」そう言って、〝十字疵スカード〟の声と姿は消えます。

朱香：行っちゃったね……。

ミユキ：ええ。急いでリーダーと九鬼さんに報しらせましょう。

朱香：……うんっ！




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ミユキ：色々と衝撃的なシーンだった……！

朱香：ねー。なんか随ずい分ぶん長く感じたよ（笑）。

九鬼：情報が多かったからね。まあ、ほとんどは今まで出てた情報の整理だったんだけど。

晃士朗：新しく出た情報は「美奈子と〝十字疵スカード〟がマテリアルを争あらそってゲームしていた」「タクミが朱香を殺した」「タクミを助ける方法」の三つかな。

朱香：あ、あとはＵＧＮはこう攻めるよーっていう情報。

晃士朗：そうだな、その四つだ。……しかし、どう攻めてくるんだろうなあ。







◆Opening03◆アウェイク

Master Scene




　何処どことも知れぬ闇の中。

　光の届とどかぬ部屋の中で、規き則そく正ただしい寝ね息いきの音だけが聞こえていた。

　その音はやがて、覚醒に向かって音ね色いろを変えていく──。




ＧＭ：では、マスターシーン。どことも知れない場所で、ひとりの少年が目を覚まします。

朱香：あ……来た。うう、なんか不安だなあ。

ミユキ：大丈夫……だといいけど。




　上体を起こして、少年は軽くかぶりを振る。無む意い識しきにさまよわせた手が愛用の眼鏡めがねに触ふれ、つまみ上げて掛かけ直す。

「ここは……。僕ぼくはどうして──」




朱香：眼鏡ってことは、真くんのほうだ。真くんだ……。




　数秒か、数分か、それとも数時間か。

　靄もやがかかったような意識の中、少年はやるべきことを思い出す。

「──そうだ。行かなきゃいけない」

　決意を込こめた声でそう呟つぶやき、少年は起き上がって歩き出す。闇やみの外、光の射さす方へ。




ＧＭ：では、オープニングは終了。次からはミドルフェイズになります。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆カウンター・アタック

Scene Player ── 九鬼




　ＵＧＮの侵しん攻こうが始まった。

　芸げい妓こにして諜ちよう報ほう員いん、百々菊の報ほう告こくを受け、晃士朗と九鬼は行動を開始する。

　まずはケルベロスのメンバーを集め、行動方ほう針しんを決めねばならない。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズです。最初のシーンは情じよう報ほう収しゆう集しゆう、及および情報共有のシーンというのを想定しています。

晃士朗：場所は……それならロングアイランドだな。

九鬼：カウンターでぐったりしてよう。疲つかれたよーう。で、百々菊の言っていたＵＧＮの動きがあるっていう報告、何か裏うら摑つかめた？

晃士朗：今調ちよう査さ中だ。……で、ＧＭ。今判はん定ていできる情報項こう目もくを確かく認にんしたい。

ＧＭ：ＵＧＮの侵攻ルートについて調べるなら〈情報：ＦＨ〉で難なん易い度ど６。新支し部ぶ長ちようについては〈情報：ＵＧＮ〉で判定可か能のうです。難易度は８。

九鬼：ん、あっさり成功。

ＧＭ：ＵＧＮは嵯さ峨が・嵐あらし山やまエリアから東に向かって進軍を始めています。現げん在ざい配置している戦力では対たい抗こうは不ふ可か能のう、ケルベロスの戦力が必要になります。

九鬼：そうだよねえ。こんな全エリアに配置できるほど今は勢せい力りよく大きくないよね、ウチ。

晃士朗：こっちは新支部長を調べる。情報収集チームを使って達たつ成せい値ち９だ。

ＧＭ：では、新支部長について基き本ほん的てきな事こと柄がらがいくつか判はん明めいします。




　コードネーム〝十字疵スカード〟。本名は非ひ公こう開かい。ＵＧＮ京都支部に新たに赴ふ任にんした支部長。前線に立つ事はほぼなく、戦せん闘とう記録も極きよく端たんに少ないため、能のう力りよくの詳しよう細さいは不明。ただし、参加したとされる戦闘ではつねに一いつ瞬しゆんで敵てきが殲せん滅めつされている。




晃士朗：それは、〝十字疵スカード〟がシーン攻こう撃げきとかで一気に決着をつけてるってことか？

ＧＭ：そのようです。出れば強いものの、極端に戦闘をする機会が少ないようです。ただし、今回の侵攻は実働部隊の先頭に出ています。

晃士朗：なるほどな。九鬼、見ての通りだ。そう言って今調べた資し料りようを投なげ渡わたす。結けつ構こうな凄すご腕うでみたいだぜ、ＵＧＮの新しい支部長さんはよ。

九鬼：……俺おれ、実家に帰っちゃダメ？

晃士朗：ま、お前だったら相手ができるよな、『最強』？

九鬼：ブレイクエンドだけでいいよ、そんなのはよ！　あいつも相当だったんだぜ？

晃士朗：九鬼の愚ぐ痴ちを聞き流しながら、ミユキたち女子高生コンビに呼よび出だしをかけよう。

ミユキ：じゃあ、急いでロングアイランドにやってきます。

朱香：来ましたーっ！　着いたらとりあえずピッツァを愛めでるよ（笑）。

晃士朗：来たか、ふたりとも。ＵＧＮが攻せめてきた、すぐに出しゆつ撃げきする。

ミユキ：リーダー、こちらからも報告が。ＵＧＮ京都支部の新支部長──〝十字疵スカード〟が、私わたしたちに接せつ触しよくして来ました。

九鬼：ピクリと眉まゆを上げよう。あらあら、まぁまぁ。

晃士朗：……詳くわしく報告しろ。

ミユキ：ハイ。わざわざ侵攻ルートを教えてくれたんです。

晃士朗：……あぁ？

ミユキ：前回の意い趣しゆ返しみたいですよ？　と、テーブルの上にある地図を使って、ルートを指で辿たどります。もちろん、どこまで本当かわからないですけれど……。

晃士朗：陽動か……？

九鬼：んー、俺たちを惑まどわせるための噓うそっていう可か能のう性せいはあるけどねえ。そういうことをする意味は薄うすいんだよなー。

晃士朗：ＧＭに聞きたいんだけど、一ヶ月後に真が出てくるっていう場所、護ご国こく神社だっけ？　そこはエリアだとどこにあるの？

ＧＭ：ＭＡＰのエリア分けだと洛らく東とうエリアに入ります。

晃士朗：……侵攻ルートに含ふくまれてるのか。こっちと分けることで、俺らの手を分散させるというわけでもなさそうなんだな。

九鬼：言ってることが本当かどうか確認はできるよ。《インスピレーション》で（笑）。

晃士朗：まあ、それは後でいいだろう。で、他には何かあったのか？

ミユキ：あとは──朱香ちゃんに、ＵＧＮへ来ないか、と。適てき格かく者しやを自分の手元に揃そろえたかったんだと思います。

晃士朗：そうか……。ちらりと朱香を見る。

朱香：うふふー、ピッツァ～♪（笑）

晃士朗：目線を外して。……なるほど。

九鬼：裏うら切ぎるつもりは別になさそうだけれど。揃えるも何も、向こうの適格者は──ブレイクエンドが戻もどってきたらひとり……？

ミユキ：それ以外にも──どういうつもりかわかりませんが、三年前の事じ件けんや『至高天』について、私たちに話していきました。……時間がかかって大だい丈じよう夫ぶなら、説明します。

晃士朗：かまわん。情報が無くて裏をかかれるのはもう沢たく山さんだ。いや、マジで（笑）。

九鬼：前のシナリオで思い知ったからねえ。

ミユキ：そうですよね（笑）。……わかりました。というわけで、オープニングで聞いた話をここで九鬼さんやリーダーと共有します。

ＧＭ：わかりました。




〝十字疵スカード〟が語った内ない容ようを、ミユキは可能な限かぎり詳細に説明した。なにより重要なのは「美奈子と〝十字疵スカード〟がマテリアルを争あらそってゲームしていた」こと、タクミが暴ぼう走そうした結果、朱香を殺したことだ。




九鬼：ふーむ……。本当だとしたら、とんだタヌキだよ。

晃士朗：……正気の沙さ汰たじゃねえな。

ミユキ：それと、〝十字疵スカード〟自身も適格者だと言っていました。あと……渡わたされた短たん剣けんも見せよう。こんなものを残していきました。どうやら『至高天』に関かかわるものみたいです。で、それだけを言って、何を言われたかは言わずにいます。

朱香：あれ、言わないの？

ミユキ：うん。〝十字疵スカード〟の言った事が本当かどうかはわからないし、九鬼さんに裏を取って欲しいの。

朱香：そっかー。じゃあ、あたしも何も言わない。

ミユキ：ありがとう。

九鬼：……なるほどねえ。

ミユキ：九鬼さん、これの解かい析せきをお願いできますか？

九鬼：ほいほい。《インスピレーション》は二回まで使えるし、先に調べておくかい？

晃士朗：いや、剣けんの解析については後でいいだろう。なにせ今まさにＵＧＮが動き出してる。恐おそらく、ミユキたちに会った後にさっそく行動を開始したんだろう。

ミユキ：ええ、私は短剣を預あずけるところまでできれば十分です。

九鬼：わかった、それじゃ預かっておくよ。……しかし、なんでお前さんに預けたんだろうねえ。

ミユキ：その意図もわからないから、九鬼さんにお願いしたんですよ。

九鬼：ふむ……。わかった、余よ裕ゆうができてからでいいかい？　具体的には《インスピレーション》の使用回数が余あまったら、くらい。

ミユキ：ええ、よろしくお願いします。

晃士朗：ま、途と中ちゆうで調べるタイミングはあるだろう。まず先にＵＧＮの対たい処しよだ。

九鬼：今やるべきはＵＧＮの迎げい撃げきと、近く姿すがたを現あらわすだろうブレイクエンドの捜そう索さくと回かい収しゆうか。

朱香：えーと……真くんって、神社に出てくるって言われてるんだよね。いきなり空中からポンって出てこられたら困こまるけど、そうじゃないなら目もく撃げき情報とかないかな？

ミユキ：それよ、朱香ちゃん！　冴さえてる！

朱香：えらい？　えらい？　いや、さっきマスターシーンで目が覚めてたから（笑）。

晃士朗：ま、まあ確かに（笑）。あれは俺たちにはわからんのですけども。

九鬼：……どうなのＧＭ？　調べられるのか？

ＧＭ：真の足取りを探さがすことは可能です。〈情報：噂うわさ話ばなし〉〈情報：ＦＨ〉で、難なん易い度どは９。

朱香：あたしがコネを使って振ふってみるね。……うん、成功！

ＧＭ：では、それらしき存そん在ざいは確認されているとわかります。

朱香：もう？

九鬼：俺や晃士朗が護国神社あたりで張はらせていた人間が、それらしき人を見つけたという報告をしてきた、とかかな。

ＧＭ：はい。姿を隠かくしながら護国神社の方に向かっているようです。具体的には、あと三シーン後に護国神社に現れます。

朱香：本当に具体的だった（笑）。

九鬼：どうする、晃士朗？　迎撃とブレイクエンドの確かく保ほ、担たん当とうを分ける？

晃士朗：〝十字疵スカード〟の戦力が読めねえ。バラけるのは避さけたいところだな。

九鬼：俺もそこは同意見なんだよねえ。

ＧＭ：では、状じよう況きようを動かしてしまいましょう。ＵＧＮの侵攻部隊と『神曲』セルが交戦を始めた、という連れん絡らくが入ります。つまり、次のシーンで迎撃戦が発生します。

九鬼：もう、か。わざわざ予告してくれたとおりに侵攻してきてくれちゃって。

晃士朗：考える余よ裕ゆうがなくなったな。ひとまずケルベロスは全員でＵＧＮを止めに行く。護国神社の方にはとりあえず人員を回しておくか。……朱香、ミユキ、出られるか？

朱香：出るよ。あったりまえじゃん！　やる気はあるもん。でも──。

ミユキ：どうかしたの、朱香ちゃん？

朱香：うん。お母さん、マテリアルを奪うばい合あうゲームとか、そんなことまでして──何を叶かなえたかったんだろう、って。ずっと考えてるけど、答えが出ないの。




　美奈子と〝十字疵スカード〟。ゲームの勝者は何を得るはずだったのか。

　美奈子は「誰だれも戦わなくていい世界」を、〝十字疵スカード〟は「安定と安あん寧ねい」を望むと言った。事実ならば、どちらも同じものを目指しているように見える。

　だが、ふたりは相あい容いれなかった。何が違ちがうというのだろうか──？




朱香：お母さんも〝十字疵スカード〟も、平和な世界をつくる、ってところは同じような気がするんだよね……。

晃士朗：結果は同じでも、やり方が違うのかもな。完全な世界征せい服ふくでも争いはなくなるぜ？

朱香：それは、そうだけど……。

九鬼：ま、考えても始まらないよ。気になるならプルガトーリオや〝十字疵スカード〟をとっ捕つかまえて、直ちよく接せつ聞いちまえばいいのさ。

ミユキ：そうよ、朱香ちゃん。少なくとも、あのゲームは絶ぜつ対たいに間ま違ちがってる。だから、そんな人が掲かかげる大たい義ぎなんか認みとめちゃいけないと思うの。

朱香：んー……わかった！　ねえ、ミユキちゃん。さっき一いつ緒しよにパフェ食べてた時の約束、ぜったい、ぜーったい、最さい優ゆう先せんで守るからね！

ミユキ：うん、私もよ。……指きりしよっか？

朱香：うんっ！




「ゆびきりげんまん、うそついたら針はり千せん本ぼんのーますっ」

　ミユキと朱香が小指を絡からめ、微笑ほほえみ合う。お互たがいの約束を胸むねに抱だいて。







◆Middle02◆ファーストアタック

Scene Player ── 大門寺朱香




　嵐山地区は、既すでに戦場の様相を呈ていしていた。《ワーディング》が展てん開かいされ、人々のあずかり知らぬところで戦いが始まっている。

　そして、ＵＧＮの主力部隊と『神曲』セルの主力部隊──即すなわちケルベロスが、渡と月げつ橋きようを挟はさんで対たい峙じしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。あなた方が嵐山エリアに向かうと、既に小しよう規き模ぼな戦闘は散発しており、ＵＧＮの主力部隊とは渡月橋を挟んで対峙することになります。

九鬼：ちょっとした合戦みたいだねえ。

晃士朗：俺たちが到とう着ちやくした時点で、他のＦＨの人員は下がらせよう。〝十字疵スカード〟のシーン攻撃で蹴け散ちらされたりすると厄やつ介かいだ。何せ補ほ充じゆうのアテがねえ。

九鬼：ＵＧＮと違って一いち枚まい岩いわじゃないからねえ。

晃士朗：明らかに他のセルもこっちを狙ねらっているだろうしな。そういった意味でも犠ぎ牲せいを出すわけにはいかないので下がらせる。

朱香：うわぁぁぁ。すごーい、リーダーがリーダーっぽくなってる。

晃士朗：やかましい（笑）。

ＧＭ：というわけで、戦闘になります。敵の配置はこんな感じです（と、ポーンを並ならべる）。

[image: ]

朱香：〝十字疵スカード〟はいない？

ＧＭ：はい、参加していません。

晃士朗：なら好都合だ、一気に蹴散らしちまうぞ！




　戦闘が始まった。

　だが、今のケルベロスにとってこの程てい度どの敵てき勢せいでは大した脅きよう威いにならない。晃士朗の風が敵の戦力を削そぎ落おとし、反はん撃げきを朱香が防ふせぐ。九鬼とミユキの剣が、次々とＵＧＮの戦闘部隊を打うち倒たおしていく。わずか一ラウンドで、敵は満まん身しん創そう痍いの前線指し揮き官かんが残るのみとなった。

　そして、迎むかえる第二ラウンド──。




ＧＭ：では第二ラウンドのセットアップ。このタイミングで登場する人物がいます。

ミユキ：……まさか、来る？

九鬼：げー。俺が《加速装そう置ち》で動いておしまいだと思ったのに！

ＧＭ：あなた方のエンゲージから三〇メートル後方、ひとりの男が姿を現します。




「もう少し善ぜん戦せんすると思っていたんだがな。流石さすがはケルベロス、といったところか」

　そう言って、額ひたいに十字傷を持つ壮そう年ねんの男──〝十字疵スカード〟が姿を現す。




晃士朗：はん、ようやく盤ばん面めんに乗る気になったのかよ。

ＧＭ：「そういうことだ。それに──」と、彼かれは九鬼を一いち瞥べつします。「そちらの最強の一手には、こちらも最強の手をぶつける必要がある」

九鬼：お？　俺？　いやいや、俺なんかそんな大したもんじゃないよ？（笑）

ＧＭ：「いいや、貴き様さまは強すぎる。戦せん闘とう力りよくだけではなく──その貪どん欲よくさが問題だ」

朱香：貪欲って言われてるよ！（笑）

ミユキ：どういう意味なんだろう……。

九鬼：んー……ま、貪欲だからこそＦＨにいるんだよ、うん。

朱香：九鬼さんはセシリアさんを助けたいだけだもんね。

九鬼：しーっ、しーっ！（笑）

ＧＭ：「なるほど確かに貴様は最強だ。あれだけ強力なオーヴァードたちを、ただ年とし若わかいという理由だけで殺さずに済すませているのだからな」

ミユキ：……あ。

朱香：真ま梨り子こちゃんや……真くんのこと？

九鬼：…………子こ供どもを殺しちゃ寝ね覚ざめが悪いだけだ。

ＧＭ：「なら、そういうことにしておこうか。どちらにせよ、貴様は危き険けんだ」

晃士朗：……おい。お前がプルガトーリオとマテリアルを奪い合うゲームをしてたってのは本当なのかよ。

ＧＭ：「事実だ。ついでに言えば──俺の持つ残りふたつのマテリアルも今ここにある」

ミユキ：持ってきてるんだ！

朱香：しかも言っちゃったよ。この人もマテリアル使って攻撃するのかなあ。

晃士朗：ほう。随ずい分ぶんあっさり口にしやがるな……。

ＧＭ：「物事はシンプルに進めた方がいい。安心しろ、こんなもの使う気はない。欲ほしければ、俺を倒たおして奪うばってみるんだな」

九鬼：……あんた、なんでそこまで全部口にする？

ＧＭ：「……自分にも相手にも、覚かく悟ごを決めさせるためだ。俺が大義を貫つらぬくには、その程度の覚悟は必ひつ須す」

九鬼：大義、大義ねえ。……一体どんな大義なんだか。

ＧＭ：「安定と安寧──人類を守るため、力持たぬ弱きもののためだ」

晃士朗：へぇ、随分立りつ派ぱなことを言いやがる。

九鬼：弱きもののため、ねえ。……わかったよ。なら、その大義とやらを見せてみろ。

ＧＭ：「是ぜ非ひもなし！」では、戦闘を再さい開かいします。〝十字疵スカード〟の行動値は26。

晃士朗：うお、微び妙みように負けてる。《先手必勝》があと１レベルあれば……。

九鬼：俺は一いち応おう《加速装置》を使う。距きよ離りが遠いからねえ。

朱香：あたしも《氷の城じよう砦さい》！

ＧＭ：少しヒヤヒヤしてました（笑）。では、〝十字疵スカード〟が攻撃を仕し掛かけます。

晃士朗：攻撃してくるならある程度シンドロームもわかるか。

九鬼：確か回想シーンではレーザー撃ってたよねえ。たぶんエンジェルハィロゥなんだろうけど……。

ＧＭ：マイナーは《円えん環かん螺ら旋せん》＋《千せん変ぺん万ばん化かの影かげ》＋《原初の青：オウガバトル》！

朱香：なんか聞いたことないエフェクトがたくさんある！

晃士朗：ウロボロスか!!

九鬼：げー！

ＧＭ：メジャーは《コンセントレイト：ウロボロス》＋《飢うえし影》＋《原初の赤：ピンポイントレーザー》＋《原初の虚：ギガノトランス》！

九鬼：ぐ、なんか新しいエフェクトが沢山……いいなあ（笑）。

ＧＭ：そして〝十字疵スカード〟は判定の前に、朱香のロイスを取ってタイタスにして昇華します。効こう果かはクリティカル値の低下。

朱香：えええええええ!?

ミユキ：タイタスを使う敵って初めて見ましたよ！（笑）

晃士朗：め、珍めずらしいことを……！

九鬼：ちょ、ちょっと待てＧＭ。今、〝十字疵スカード〟がタイタスを使ったの？

ＧＭ：は、その通りです。

九鬼：ってことは……この人、ジャームじゃなく普ふ通つうのオーヴァード……？

晃士朗：……そういうことになるな。《ギガノトランス》を使ってるから、侵しん蝕しよく率りつは大分上がってそうだが。

ミユキ：うわー……（笑）。

朱香：じゃあこの人って、本当に弱者を救おうとかって考えてるんだ。

九鬼：そうみたいだねえ……。正直、絶対ジャームだと思ってたよ！

晃士朗：侵蝕率が足りなくて、《時の棺ひつぎ》もまだ使えん。何とか凌しのぐしかねえな。




「行くぞ」

〝十字疵スカード〟の周囲に浮かんだ光点から、雨のように光条が降り注ぐ。だが、それ自体に殺傷能力はない。

　地面に落ちた光点から、漆黒の『影』が沁しみ出し、広がり、戦場を覆う。

　それはまるで沼地のように──否、巨大な顎あぎとのようにミユキたちを吞み込もうとする。




ＧＭ：というわけで……達成値は69！

九鬼：ぷ、プルガトーリオと互角だったってのは伊達だてじゃないねえ……。

晃士朗：ドッジは……できるわけねえな。

朱香：ミユキちゃんを《炎えん陣じん》で庇かばう。まだ《リザレクト》できるしね。

ＧＭ：ダメージは装甲無視の81点！

九鬼：早くも《リザレクト》か……。

ミユキ：朱香ちゃんがこんなにあっさり……。

朱香：このくらい大丈夫だよ！　全力でガードしたわけじゃないしね。

ＧＭ：ダメージを与えたので、オートアクションで《喰くらわれし贄にえ》＋《混こん色しよくの氾濫》。このシーン中に〝十字疵スカード〟が行う攻撃は対象が範囲になり、ダメージも上昇します。




　影に吞み込まれたミユキ以外の三人に、急激な脱力感と疲労感が襲い掛かった。

　──体内のレネゲイドが『喰われて』いる。

　生命力と共にレネゲイドを奪い取り、自らの力として取り込んでいるのだ。




朱香：な、なに、これ……。

晃士朗：ウロボロスにはそういうエフェクトがあるんだ。１点でもダメージを与えたら、ってのが。

九鬼：……晃士朗、撤退したほうがよくねえ？

晃士朗：俺もそれを考えてた。これはまともに倒せねえな。タイタスを切ったってことは、それで復活してくる可能性がある。

朱香：あ、そうか！

晃士朗：とりあえずミユキと朱香の様子を見る。

ミユキ：戦意はあります。けど、今すぐ飛とびかかるほど冷静さをなくしてもいません。

九鬼：あいつ、仇かたきなんだろ？　意外と冷静なんだねえ。

ミユキ：〝十字疵スカード〟ひとりをどうこうしても解かい決けつしないし、そもそもあいつだけが原げん因いんじゃないみたいですしね。

九鬼：なるほど。えらいよ、お前さんは。

朱香：あたしは《リザレクト》したけどまだ元気。侵蝕率が79％になっちゃったけどね。

晃士朗：このままやっても消しよう耗もう戦せんだな。ＧＭ、撤退ってできる……？

ＧＭ：撤退しようとするなら、あえて追つい撃げきしようとはしません。

九鬼：畳たたみ掛かけてこない……？

ミユキ：妙みよう……ですね。

朱香：意外と侵蝕率を気にしてたりして。

九鬼：ありえない話じゃないねえ。コピーした《ギガノトランス》まで使ったし。

晃士朗：最低でも[image: ]％は超こえてるからな。どっちにしろ、ここは退ひくぞ。ＧＭ、俺の行動順なので、《ディメンジョンゲート》で撤退してもいいかな？

ＧＭ：は、問題ありません。その結果、嵐山エリアがＵＧＮに制せい圧あつし返されます。




〝十字疵スカード〟の圧あつ倒とう的てきな戦闘力の前に、撤退を余よ儀ぎなくされるケルベロス。そしてこれが、ＵＧＮの反撃開始の狼煙のろしだった。




朱香：うー、くやしいなあ。せっかく二巻であんなに頑がん張ばったのに。

ミユキ：あいつの力、なんなんだろう……。

晃士朗：ウロボロスか。ＧＭ、知ってることにしていいか？　最近話題になったとかで。

ＧＭ：ええ、構いませんよ。

晃士朗：なら、俺が説明する。あいつはウロボロスシンドロームだ。

朱香：リーダー、それってどんな能力なの？

晃士朗：最近発見されたシンドロームなんだが──まず、影のようなものを操って攻撃するのがひとつ目の特徴だな。

ミユキ：さっきもそんな感じの攻撃でしたね……。

朱香：うん。でもそれだけじゃなかった気がする。なんか色んなエフェクト使ってたし！

晃士朗：ああ。一番恐ろしいのは、あいつがレネゲイドを『喰う』ってことだ。

朱香：食べられちゃうの!?

晃士朗：たとえだがな。他のレネゲイドを取り込んで自己進化をしたり、他のシンドロームの能力エフエクトを使う──そういう力だ。

ミユキ：厄やつ介かいですね……。

九鬼：い、いいなあ。俺もウロボロスになりたい（笑）。

朱香：三さん田ださーん！（笑）

晃士朗：ま、とにかくそういうわけだ。……はん、厄介なヤツだぜ。

ＧＭ：で、この戦闘を経へたことでＵＧＮの進軍速度がわかります。

ミユキ：どんな感じなんですか？

ＧＭ：ＵＧＮが侵攻してくるイベントが、三シーンごとに発生します。シナリオで想定されているシーンでということなので、ＰＬの要望でシーンが発生した場合は考こう慮りよしますけどね。

朱香：なるほどー。

晃士朗：とにかく対たい策さくを考えないとな。それに、ブレイクエンドのこともある。

朱香：そうだ、真くん！　護国神社に行ったほうがいいのかなあ？

晃士朗：三シーン後にまたＵＧＮが来るなら、手分けした方がいいか。ミユキ、朱香、お前たちは護国神社に向かえ。俺と九鬼はなんとか対策を練ねってみる。

ミユキ＆朱香：はいっ！






《円環螺旋》　レネゲイドの排出と吸収を繰り返し、純度を高めるウロボロスのエフェクト。

《千変万化の影》　影を様々に変化させることで行動の手助けとするウロボロスのエフェクト。

《原初の青》　エネミーエフェクト以外の「タイミング：マイナーアクション」のエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。

《飢えし影》　影によって攻撃するウロボロスのエフェクト。

《原初の赤》　エネミーエフェクト以外の「タイミング：メジャーアクション」のエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。

《原初の虚》　エネミーエフェクト以外の「制限：[image: －]」か「制限：[image: ]％」のエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。

《喰らわれし贄》　レネゲイドを吸収進化し、攻撃の威力を高めるウロボロスのエフェクト。

《混色の氾濫》　取り込んだ力を変質させ、本来よりも広範囲に影響を及ぼすウロボロスのエフェクト。









◆Middle03◆コンタクト

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　ＵＧＮの反撃。緒しよ戦せんは圧あつ倒とう的てきな力を持つ〝十字疵スカード〟の前に、ケルベロスが屈くつすることとなった。

　だが、このまま『至高天』を奪われるわけにはいかない。どうにかして、対抗手しゆ段だんを講こうじる必要があった。




ＧＭ：では次のシーン、先に大人組からにしましょう。シーンプレイヤーは晃士朗、場所は『マレボルジェ』内部を想定しています。

晃士朗：……チッ。なんだ、あいつは。いつもの部屋に戻って、苛いら立だちながら舌した打うちをする。

九鬼：端たん的てきに言ってバケモノだねえ。

ＧＭ：では、君たちが戻ってきてすぐに部屋を訪たずねる人物がいます。

晃士朗：ほう？

九鬼：おやおや。扉とびらを開ける前に、テセウスを通して監かん視しカメラで誰かを確認しよう。

ＧＭ：扉の前に立っているのは、朱香の祖そ父ふで前セルリーダー、大門寺蔵人くろうどです。

朱香：おじいちゃん……！　何しに来たんだろう。

ミユキ：前回はオープニングで出てそれっきりだったものね。

晃士朗：ま、好都合だ。ここで出てこなくても、こっちからこのジジイに話を聞けないか提てい案あんするつもりだったし。

九鬼：そうだねえ。三年より前のセルリーダーだし、〝十字疵スカード〟についても何か知ってる可能性が高い。

晃士朗：そういうことだ。あ、ＧＭ。応おう急きゆう手当キットを買って使っておくぞ。13点回かい復ふく。

九鬼：あ、俺も俺も。パイルバンカーよりまずこっち優ゆう先せんだ。購こう入にゆうは成功、16点回復。赤チンとか塗ぬりつつ（笑）。……おい晃士朗、お客さんみたいだぜ？

晃士朗：こっちも包帯とか巻まいてる。大門寺蔵人……か。随分タイミングよく出てきたな。

九鬼：通していいのかい？

晃士朗：今出てきたってことは、間違いなくＵＧＮ絡がらみだろう。通してくれ。

九鬼：（指をパチンと鳴らして）んじゃ、入りなよ。扉は開いてるぜ。

ＧＭ：では、にこやかな顔の老ろう紳しん士しが入ってきます。




　一見すると上品な好こう々こう爺や、という老人。笑え顔がおを崩くずさぬまま、帽ぼう子しを取って一礼する。

「いやあ、君たちが戻ってくるのを待ってたんだよ。あいつが出てきたんだろう？」




九鬼：あいつ……〝十字疵スカード〟のことか。

晃士朗：ま、他にいねえよな。

ＧＭ：「九鬼くんに、闇条晃士朗くんだったね。知っているとは思うが、私は大門寺蔵人という。見知り置いてくれたまえ」

九鬼：あー、そりゃどーも。

晃士朗：この忙いそがしい最中に何の用だ？　戦力になる、ってんなら歓かん迎げいするぜ。

ＧＭ：「ははは、私じゃ戦力にはならんよ」

晃士朗：……元セルリーダーなのにか？

ＧＭ：「戦闘力でセルリーダーになっていたのなら、娘むすめに立場を奪われたりせんよ」

九鬼：そ、そういうことかよ……。

ミユキ：あれ？　ダメな人なんじゃ……（笑）。

朱香：娘、って言ったよね、今……。どういうことだろう。

ＧＭ：「あいつが出てきたんだろう？　〝十字疵スカード〟が」

晃士朗：やっぱり知ってるのか。

九鬼：そういやあ、爺じいさん。プルガトーリオの前はあんたがセルリーダーだったんだろう？〝十字疵スカード〟ともやり合った事があるのかい？

ＧＭ：「ああ。当時からヤツは恐ろしく強かった」

晃士朗：……だが、プルガトーリオは張はり合あっていた。何か対たい抗こう策さくはねえのか？

ＧＭ：「もちろん、ある。まず──あいつはバカ正直に直進してくるだろうねェ」

九鬼：ミユキと朱香があいつに侵攻ルートを予告された、つってたね。それを律りち儀ぎに守って侵攻してくる、と？

ＧＭ：「無む論ろんだ。理由は簡かん単たんでねェ、ヤツは長時間戦闘する事ができない」

晃士朗：ふむ……。なぜだ？

ＧＭ：「ジャーム化を恐れているんだろうさ。全力で必殺の一いち撃げきを打うち込こみ、それ以上のレネゲイドの侵蝕を抑おさえるのがあいつの戦い方だ。自然、継けい戦せん能のう力りよくは低くなる」

晃士朗：なるほど、出だし惜おしみせずに攻撃回数を抑おさえるのか。

九鬼：今回はいきなり[image: ]％超こえてた、ってのが問題だな。

ＧＭ：「ヤツは『至高天』を目指して一直線にやってくる。だから、その都つ度ど力を濫らん用ようさせて追おい詰つめるのが得とく策さくだ」

九鬼：それって一巻かんのオープニングで俺がブレイクエンドにやってたことだよね？（笑）

晃士朗：それ以上やって帰ってこれるのか、ってヤツだな（笑）。

ＧＭ：「真まっ直すぐ攻せめ込んでくるのがわかっていれば戦いようはあるだろう」

晃士朗：で、あんたは今まで真正面からやらずにやり過すごしてきた、そういうことか。

ＧＭ：「あんな化ばけ物と真正面からやりあえるわけないじゃないか。ようやく、美奈子がいなくなって、私が大きな顔をできると思ったらこれだ」

九鬼：ところで──あの化け物相手でもさ、プルガトーリオは五分だったんじゃねえの？

ＧＭ：「その通り。だから私は前に出なくて済んでいたんだ」

九鬼：……なるほど。色々納なつ得とくはできるな。

晃士朗：同じような力を持つプルガトーリオがいたから、無理はせず戻ってたってことか。




　セルリーダーだった頃ころの記き憶おくと経けい験けんをもとに、〝十字疵スカード〟のことを語る蔵人。晃士朗と九鬼は彼の語る人じん物ぶつ像ぞうと、現在の〝十字疵スカード〟の人物像を照らし合わせて分ぶん析せきする。




九鬼：ふむ。……で、あんたはなんで今いま更さら戻ってきたんだ？

ＧＭ：「そ、そりゃあ君……目の上のタンコブがなくなったんだ、少しでも君たちに協力して、なんというか、私の『神曲』セルでの立場について便べん宜ぎを図はかってもらいたいんだよ」

朱香：…………そ、そういう人だったんだ。

晃士朗：なんかイメージが大分違ってきたが……（笑）。

ＧＭ：「朱香を懐かい柔じゆうしようとも思ったんだが、あれは刷すり込こみが激はげしすぎてダメだ」

晃士朗：はん。聞いた話じゃ、あんたは朱香を疎うとんでいたそうじゃねえか。

ＧＭ：「……ま、まあねえ。娘が──美奈子がべったりだったから、ねえ」口ぶりからすると、プルガトーリオと朱香をセットでびびってたんじゃないでしょうか。

晃士朗：……娘、娘か。プルガトーリオはあんたの実の娘なのか？

ＧＭ：「ん？　ああ。恥はずかしながら……ね」

晃士朗：それはつまり、あんたの孫まごである朱香とプルガトーリオも実の母娘おやこ、ってことなのかよ。朱香の話じゃ、育ての親で血は繫つながってないってことだが。

朱香：うん、そうそう。あたしはずっとそう思ってた。

ＧＭ：「ああ、そのことか」




　なんでもないことのように、蔵人は答える。

「美奈子はそうしたがっていたようだが、私にも理由はわからん。だが、血が繫がっている事は確かだよ」




朱香：……そうなんだ。あーん、またあたしのいない所で重要な情報が！（笑）

ミユキ：朱香ちゃんと美奈子さんがちゃんと実の親子、ってことか……。

朱香：でも、じゃあなんでお母さんの姓せいが「永なが石いし」なんだろう。

九鬼：旦だん那なの姓だったり、あるいは単たん純じゆんにこのじいさんを嫌きらってた、とかかねえ。父親が嫌いだから大門寺姓は名乗らないけど、娘までどうこうできなかったとか。

晃士朗：そのうち朱香も永石姓にしたいなあ、とは思ってたりしてな。

九鬼：で、こいつはこいつでプルガトーリオを疎んでるみたいだしねえ。納得はできるよ、このいきなり醸かもし出だされた小こ物もの臭しゆうから判はん断だんすると（笑）。

朱香：……あたしがちゃんとお母さんのお腹なかから産まれた、ってこと？

晃士朗：少なくともこのジジイはそう言ったな。

九鬼：……プルガトーリオは朱香を産んだが、ＦＨには関わらせたくなかった、とかかねえ。

晃士朗：じゃあ、朱香が適格者になったのは美奈子の実の娘だからか？

ＧＭ：「わからんが、可能性はあるだろうね。そもそも私は適格者ではない」

九鬼：まあ、ミユキも適格者の血けつ縁えんだけど適格者じゃないしな。

晃士朗：そうだな。……だが、あんたが前セルリーダーだったってのは納得しよう。適格者の情報を知ってるんだからな。

九鬼：ああ、カマをかけたのか。

晃士朗：そうそう。だって小物臭がひどいんだもん（笑）。

ＧＭ：「信用してくれたならなによりだよ、ははは」

晃士朗：なら、改めて聞こう。あんたがこの状況で〝十字疵スカード〟と対峙するならどうする？

ＧＭ：「私がかい？　そうだな──とにかく戦力を浪ろう費ひさせるしかないだろうね」

晃士朗：やっぱりその手か……。

九鬼：……あいつに力を使わせようとすると、俺たちケルベロスが結集するしかないよねえ。

ＧＭ：「あとは、そのための餌えさをどうするか、だろうね。『至高天』や適格者を使って、〝十字疵スカード〟が力を使わざるを得ない状況にしてしまうんだ」

九鬼：ならＧＭ、〝十字疵スカード〟の限げん界かいがどのくらいかを《インスピレーション》を使って特定したい。

ＧＭ：わかりました。「制限：[image: ]％」のエフェクトは基本的にもう無理です。抑えた攻撃であれば、あと三回は大丈夫でしょう。

九鬼：三回、か。なるほど……ん？　三回？




　提てい示じされた回数を聞いて何かに気づき、九鬼はエリアＭＡＰに目を向ける。




ミユキ：あー、なるほど。侵攻ルートで三回戦闘が発生するんだ！

九鬼：要するにその三回は絶対に勝つから、直進するのが一番いいんだ（笑）。

晃士朗：最短距離で行くしかないんだな。で、俺たちも全力で迎むかえ撃うつしかない。

ＧＭ：その通りです。で、こいつとＵＧＮの攻撃を三回全力で防げば消しよう耗もうもするし、あなたがたの侵蝕率も上がりますよね。

九鬼：そ、それでわざわざ侵攻ルートを宣せん言げんしたのか……！（笑）

晃士朗：……なら、いっそのこと餌を隠して最短距離を失わせよう。Ｄロイスの〝工作員〟を使って、『至高天』の位置を隠す。




「木を隠すには森の中だ」

〝十字疵スカード〟の狙いと限界。それを知り、晃士朗は先手を打った。目的である『至高天』の偽にせ情じよう報ほうを大量に流し、混こん乱らんを図るのだ。




晃士朗：財ざい産さんポイントも６点全部使う。突とつ破ぱしたきゃ【精せい神しん】で難易度36の判定が必要だ。

朱香：こっちにもあっちにもあるぜ！（笑）

ミユキ：『至高天』がいっぱい（笑）。

晃士朗：三回ギリギリしか攻撃できないんなら、どこかで無む駄だ撃うちさせれば俺たちの勝ちだ。

九鬼：四回目はもうアウトだからねえ。正直四回も見たくないし（笑）。

ＧＭ：「……納得してもらえたかな？」と、話が落ち着いた時点で蔵人が言います。

九鬼：ああ、納得したよ。あんなのとよくやり合ってたもんだ。

晃士朗：ま、それもこれもプルガトーリオって手札があったからだろう。

九鬼：ウロボロスだもんねえ。……そういや爺さん、あいつは昔むかしからウロボロスなのかい？

ＧＭ：「いや、かつてはエンジェルハィロゥシンドロームだった。……彼があの力を手に入れたのは、三年前の事件がきっかけだ」

九鬼：三年前……？　まさか『至高天』の影えい響きようかい？

晃士朗：事件の前後で変わっちまった、ってことか。

九鬼：『至高天』はタクミの感かん情じように反はん応のうして、美奈子の朱香を助けたいって気持ちにも反応した。で、〝十字疵スカード〟だけは何も願わずに撤退したと思ってたが……。

晃士朗：……何の事はない、あいつの願いも叶かなえられていたのか。

九鬼：大義を叶える力が欲しい、とでも思ったんだろうねえ。

ＧＭ：「で……これだけ情報を提てい供きようしたんだ。見返り、ってわけではないが、ねえ？」

九鬼：ああ、立場の保ほ全ぜんだったな。いいんじゃない？　『至高天』に触さわらせる気はないけど、あんたが生きてることに不服を申し立てたりしないさ。

晃士朗：プルガトーリオが帰ってこなければ、だがな。と水を差すぞ。

ＧＭ：「や、やめてくれよ、恐ろしい！」

九鬼：……それと、朱香の前ではそういうところを見せるな。

ＧＭ：「わかってるよ。今更あの子を敵に回すわけないじゃないか、ははは」

ミユキ：そっか、この人の中では敵か味方かしかないんだ。

九鬼：……できれば顔も見せるな。好こう々こう爺やぶったツラで、朱香に近づくんじゃない。

ＧＭ：「手て厳きびしいなあ、わかったよ。じゃあ、私はこれで」そう言うと、蔵人はそそくさと逃にげるように去っていきます。

朱香：……おじいちゃん、小物だなあ。情報出すだけの小物だよー（笑）。

ミユキ：ちょ、ちょっとひどかったわね。

朱香：あんなのに疎うとまれてたなんて！（笑）

九鬼：あんなヤツだから疎んでたんだよ。プルガトーリオの娘だから疎んでたんじゃね？

晃士朗：プルガトーリオへの恐きよう怖ふ心しんや反発が全部朱香に向かってた感じだな。

朱香：……でもなんで、お母さんは血が繫つながってる事を隠してたんだろう。

九鬼：わざわざ姓を変えるくらい爺さんと折り合い悪かったのかもね。

朱香：その辺の謎なぞはわかんないなあ。

晃士朗：ひとまずそれは後回しだな。今は朱香とミユキにブレイクエンドを確保してもらって、その次に〝十字疵スカード〟をやり過ごすことを考えよう。

九鬼：そうだな。──それと、もうひとつ思い出した。




　そう言って、九鬼はひと振りの短たん剣けんを取り出す。ミユキが〝十字疵スカード〟から渡され、九鬼に預けたものだ。




九鬼：今のうちにこれも調べておこうぜ。

晃士朗：そうだな、俺も早いほうがいいと思う。なぜなら二巻で俺たちが失敗した理由は、情報収集を後回しにしたからだ。

朱香：ほんとだー！

ミユキ：失敗を繰くり返かえしちゃいけないですよね……！

九鬼：そりゃその通りだ。で、ＧＭ。結局この剣の用よう途とについて調べたいんだが。

ＧＭ：そうですね……では、〈知ち識しき：レネゲイド〉で難易度は15とします。

朱香：ミユキちゃんが知ってる事を調べる、ってことだよね。

ミユキ：改めて裏を取るってことですね。

九鬼：んじゃ、俺はテセウスも起動させて調べる。……よし、クリティカルした。財産ポイントを３点使って15だ。

ＧＭ：わかりました。では、〝十字疵スカード〟がミユキに対して説明したとおり──マテリアルを使った時や『至高天』の起動時に適格者が被る副作用や不具合を、別の適格者に押おし付つけるものです。ただし、その適格者同士に精せい神しん的てきな交流が必要です。

九鬼：用途はわかったが……なんでわざわざミユキに渡したんだろうねえ。〝十字疵スカード〟にもし何らかの副作用が出てたのなら、それを消すためのものなんだろうけど──。

晃士朗：使う気はないんだろうな。ミユキに渡して、タクミの副作用を別の適格者に押し付けろ、とでも言ったんじゃねえのか。

九鬼：使えるのは精神的交流のある相手──ロイスのある相手、ってことだな。タクミの場合、適格者じゃないミユキを除じよ外がいすると、ブレイクエンド、ってことになるねえ。

晃士朗：プルガトーリオも関係はわからん。俺たちがわかるのは真だけだな。

九鬼：それが一番可能性は高いよ。で、どうする？　この話、正直にミユキに言うかい？

晃士朗：隠しても構かまいやしねえが……。

九鬼：そもそも〝十字疵スカード〟が用途をミユキに伝えなかったとも考えにくいけどねえ。

晃士朗：……今ミユキに噓うそをついたら、何されるかわかんねえぞ。

九鬼：だろうねえ。ま、俺に調べさせてくれたってことは、少しは信用してもらったんだと思うさ。……セルリーダー代理として、青峰ミユキを信用する。いいかい、リーダー補ほ佐さ？

晃士朗：好きにしろ。その研究には興きよう味みはねえ。その剣であいつがどういう決けつ断だんをしても、それはあいつの決断だ。

九鬼：そうはいかないさ。未成年のやった事を全部未成年に責せき任にん取らせたりできないよ。

晃士朗：はん、それはてめえの理り屈くつだろうが。

九鬼：そうだよ。俺はね、俺の理屈を全世界に通させようとしてるんだ。知らなかった？

晃士朗：欲よく深ぶかな野や郎ろうだ。……だから俺はこう言うんだ。「勝手にしろ」ってな。

九鬼：そうさせてもらうよ。……んじゃ、護国神社に行ったふたりの報告を待とうか。







◆Middle04◆トゥルース

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　東ひがし山やま区、京都霊れい山ざん護ご国こく神社。坂さか本もと龍りよう馬ま、中なか岡おか慎しん太た郎ろうをはじめ、数多あまたの英えい霊れいが眠ねむる場所。

　ここに真が現あらわれるという情じよう報ほうを頼たよりに、ミユキと朱しゆ香かはこの場所を訪おとずれていた。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはミユキ、朱香は自動登場。真に会うため、東山区の京都霊山護国神社を訪れる、というシーンですね。

朱香：はーい。あ、《鋼はがねの肉体》使っておかないと。

ミユキ：結けつ構こうダメージ受けちゃったしね。終わったら行こうか、朱香ちゃん。ＵＧＮより先に真くんを見つけないと。

朱香：うん！　どこだろう、真くん。早く会いたいな……。




　拝はい観かん料りよう三〇〇円を支し払はらい、女子高生ふたりが護国神社の中を散さん策さくする。

　──やがてふたりは、龍馬と中岡の墓はかの前に座すわり込こむ少年の姿すがたを見つけた。




朱香：あ……。

ミユキ：私わたしは黙だまってる。朱香ちゃんから声をかけなきゃ、って思うし。

朱香：眼鏡めがねはかけてるのかな……。

ＧＭ：かけてますね。ひび割われた眼鏡を。

朱香：ええと……。

ミユキ：朱香ちゃん、ほら。

朱香：……しーんーくんっ！

ＧＭ：「え、あ、大門寺さん？　それに青峰さんも……」思わずびくっとしますが（笑）。
















朱香：もう……今までどこにいたのよ！

ＧＭ：「どこにって──いや、それがあんまりハッキリしないんだ。記き憶おくに靄もやがかかったみたいになってて……」

朱香：どこまで覚えてるの？

ＧＭ：「あの時、ピカッと光って──」

朱香：光ったのは覚えてるんだ（笑）。

ミユキ：身体からだは大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「うん……まだマテリアルも入ったままで、外し方もわからないけど。それに──」

朱香：……何？

ＧＭ：「……自分がまだジャームになってないのかどうかは、わからない」

朱香：わかんないんだ……。

ＧＭ：侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こえたからジャームか、っていうとそうじゃないですからね。

晃士朗：まあそうだな。引き下げる手しゆ段だんはあるわけだし。

ＧＭ：「そうだ、青峰さんにこれを」と、真はおもむろに掌てのひらサイズの小さなガラス球のようなものを取り出し、ミユキに渡わたします。

ミユキ：え？　これは──。




　真から手て渡わたされたガラス球をまじまじと見る。

　──その中には、ミユキの最愛の弟、タクミの姿があった。




ミユキ：タクミ!?　ど、どうして……!?

ＧＭ：これはイージーエフェクト《折おり畳たたみ》を使用して、タクミを運びやすくしているだけです。解かい除じよすればきちんと肉体が出てきます。

朱香：それ……どうしたの？

ＧＭ：「目が覚めた時、彼かれが僕ぼくのそばにいたから──連れてきたんだ」そう真は答えますが、タクミに意い識しきがあるようには見えません。更さらに、タクミの右半身が水すい晶しよう化かしています。

ミユキ：《折り畳み》を解除しても、右半身はそうなったままなのかな。

ＧＭ：そうなります。

朱香：真くんはなんでここにいるの？

ＧＭ：「……これを君たちに、というか──青峰さんに渡すためだよ。探さがし回まわってたんだけど、会えてよかった。携けい帯たいもなくしちゃって途と方ほうにくれてたんだ」

ミユキ：……私が受け取っていいの？

ＧＭ：「その為ために、ここまで逃にげてきたからね」

朱香：逃げるって……誰だれから？

ＧＭ：「──ＵＧＮから」

ミユキ：どうして逃げる必要があるの？　ＵＧＮはあなたの所しよ属ぞくする組そ織しきでしょう？

朱香：そうだよ。あのハゲさんや真梨子ちゃんも、きっと真くんを捜さがしてるよ。

ＧＭ：「僕がＵＧＮに戻もどったら、タクミくんはどうなる？」

ミユキ：……タクミのため？

ＧＭ：「……それに、だからといってＵＧＮの仲間とも戦えない」

九鬼：この優ゆう柔じゆう不ふ断だん男め……（笑）。

晃士朗：あえて言おう、真死ねと（笑）。

ミユキ：でも、そうやって逃げていても何も解かい決けつしないわよ？

九鬼：ミユキに説教されてるぞ（笑）。

ＧＭ：「ああ。だから、ひとまず逃げるのは終わりだ。こうしてタクミくんを青峰さんに返す事もできたしね」

朱香：ちょ、ちょっと待って!!

ミユキ：朱香ちゃん？




　思わず朱香の声が大きくなる。真に会えたという嬉うれしさはもちろんあるが、それよりも彼に会って聞きたい、聞かなければいけないことがあった。

　あの日、真と一いつ緒しよに姿を消した人のことを──。




朱香：……お母さん！　お母さんはどこ行ったの!?　一緒にいたでしょ!?

ＧＭ：「……ごめん」と、申もうし訳わけなさそうに顔を伏ふせます。「あの人のことはわからない」

朱香：くぅぅぅ……こいつ何にもわかっちゃいないぜぇ～っ！　……あ、これをもっと女の子らしいセリフで書いてください（一同爆ばく笑しよう）。

晃士朗：若わか林ばやしさん、それは全部書かれるフラグですよ！（笑）

ＧＭ：書きます（笑）。

朱香：うわーん！（笑）　あ、ミユキちゃんはタクミくんを受け取ってください（笑）。

ミユキ：うん（笑）。……タクミを受け取って、ぎゅっと抱だきしめます。

朱香：……。ねえ真くん、これからどうするの？　泊とまるところとか、あるの？

晃士朗：す、すごい真っ当な質しつ問もんだ（笑）。

朱香：……なんか、かわいそうになってきて（笑）。

ミユキ：でも、こうしてタクミを返してくれたんなら、大手を振ふってＵＧＮに戻っていいんじゃないの？　……もちろん、本音を言うと私や朱香ちゃんと一緒に来て欲ほしいんだけど。

朱香：（すごく味のある複ふく雑ざつな表ひよう情じようをする）

ＧＭ：な、なんですか若林さん。文章に起こせないですよ（笑）。

朱香：いや、あたしが言えなかったひと言を言ってくれたから（笑）。

ＧＭ：では、少し逡しゆん巡じゆんして。「……即そく答とうはできないな。さっきも言ったけど、自分がジャームかどうかもわからないんだ」

ミユキ：だからこそ、よ。だから、あなたが選んでいいと思う。

朱香：真くん、あたしはあなたの知らない事実を知ってると思う。……それを知ったら、あなたはあたしたちと一緒に来たくなるかもしれない。聞く勇気はある？

ＧＭ：「え……？」と、驚おどろいた表情になります。

晃士朗：えらく挑ちよう発はつ的てきだな。

朱香：だって、ゲームをしてた話はかなりショックのはずだよ？

ミユキ：ただの駒こまだった、ってことだものね。

ＧＭ：「……わかった。協力するかどうかは置いておいて、話を聞かせて欲しい」

朱香：じゃあ、話すね。──いいよね、ミユキちゃん。

ミユキ：もちろんよ。真くんには聞いておいて欲しい。




　朱香とミユキは、美奈子と〝十字疵スカード〟の間で行われていた「ゲーム」のことを語る。

　自分たちが駒に過すぎなかったこと。マテリアルをめぐる戦いが、ふたりの人間によってすべて仕組まれていたこと──。




ＧＭ：その話を聞くと、かなりのショックを受けたようです。「…………本当に？」

ミユキ：仕組んでいたのは、私たち『神曲』セルのトップと──あなたが知っているかどうかは知らないけど、額ひたいに十字傷のあるＵＧＮのオーヴァードよ。

ＧＭ：「十字の傷……!?」それを聞いた真の表情が変わります。

ミユキ：あなたがいなくなってから、京都支し部ぶの支部長になってるわ。

ＧＭ：「そうか……。そういう事か」

朱香：真くん、その人知ってるの……？

ＧＭ：「ああ」と、真は頷うなずきます。「コードネーム〝十字疵スカード〟」




「…………あの男は、僕の父さんだ」




ミユキ：え─────!?

朱香：やぁぁぁぁん！

九鬼：た、確たしかに同じような攻こう撃げきしてたよ！《ギガノトランス》が伏ふく線せんだったんだな（笑）。

ＧＭ：真が《ギガノトランス》使ったのは三田さんの寝ね言ごとですけどね（笑）。

朱香：で、でも、〝十字疵スカード〟が真くんのお父さんって……。

ＧＭ：「それを聞いたら話は別だ。父さんを──」と言いかけて、真の身体が傾かしぎます。

ミユキ：真くん!?

朱香：抱だきとめるよ！

ＧＭ：では、真の右みぎ眼めと背せ中なかがうっすらと光り始めているのがわかります。

朱香：えええええ、何、何!?

ＧＭ：「ぐ…………また……」朱香の腕うでの中で、真は意識を失い、眠り始めます。それと同時に、ぼんやりとした光も完全に収おさまります。

朱香：（ほっとした表情で）よかった……。

ミユキ：なんだったんだろう……。

晃士朗：んー……長時間活動してると、またマテリアルが反はん応のうしちゃうとかじゃねえの？

九鬼：ああ、マテリアルが暴ぼう走そうしないように眠るのか。

ＧＭ：ええ。そのくらいは推すい測そくできるでしょう。一日の大半を眠ることでマテリアルの暴走を防ふせいでいるようです。

朱香：そっか……。でも、これでまた真くんに聞きたい事が増ふえたよ！

ミユキ：そうね。悪いけど、このまま連れて行きましょう。

ＧＭ：では、そこで〝十字疵スカード〟が洛らく中ちゆうエリアに侵攻を開始した、と連れん絡らくが入ります。ここでシーン終しゆう了りようです！




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




晃士朗：しかし、わかりやすく〝十字疵スカード〟が強いヤツになってきた。データを見せ付けられたし、大たい義ぎ背せ負おってるし、ブレイクエンドの父親だし（笑）。

九鬼：まさかの展てん開かいだねえ。

ミユキ：さすがに予想できませんよ、こんなこと……。

朱香：うう、また不安の種が増えた……（笑）。






《折り畳み》　物品を紙状に折り畳んで隠し持つ、モルフェウスのイージーエフェクト。









◆Middle05◆ラウンド２

Scene Player ─── 闇条晃士朗




〝十字疵スカード〟に率ひきいられたＵＧＮは、京都市中心部の制せい圧あつを開始した。

　その戦せん闘とう行動が発生する数時間前──晃士朗は、祇ぎ園おんのとある置おき屋やを訪おとずれていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。一いち応おう全員登場を想定していますが……。

晃士朗：あ、戦闘前にちょっと百々菊に会って話をしておきたい。

九鬼：血けつ縁えん関係の話が濃こいなあ。俺おれ以外みんな何かあるよ（笑）。

晃士朗：俺のは手て酌じやくだけどな！（笑）ところで、百々菊の店ってどこにあるの？

ＧＭ：先ぽん斗と町ちようです。店というか、置屋という芸子や舞まい妓この事じ務む所しよみたいなものがあります。

晃士朗：じゃあ、百々菊が世話になってる置屋に行く。合流時間に遅おくれない程てい度どに。

ＧＭ：では、置屋のおかあさんに呼よばれた百々菊がやってきます。「兄さんがわざわざ来はるやなんて。どないしはったんどすか？」

晃士朗：（即そく座ざに）今すぐ京都から離はなれろ。

朱香：あれ～？（笑）

ミユキ：リーダー、それって……。

九鬼：なるほどねえ。今ならプルガトーリオがいないから逃にがせるってわけだ。

ＧＭ：「……何を言うてはるのか、意味がわかりません」

晃士朗：今の『神曲』セルにお前が留とどまる意味はねえだろ？　それに、今は連れん絡らく員いんなんぞ飼かってる余よ裕ゆうはねえんだ。兄あに貴きでも何でも勝手に探さがしに行け。

ＧＭ：彼かの女じよは下した唇くちびるをかんでわなわなと震ふるえています。後おくれ毛げがはらりと首くび筋すじにかかる。

晃士朗：プルガトーリオとお前の間にどういう約束があったかは知らねえが、あの女はもういない。それに、今回の敵てきは生なま半はん可かじゃねえ。……もう一度言う。京都から去れ。

ＧＭ：「…………それ、あてみたいな連絡員ひとりずつに言うてまわってはるん？」

晃士朗：答える必要はねえ。

ＧＭ：──では、彼女はため息をついて、背せ筋すじを伸のばします。「わかりました。せやけど、あての仕事場はここやから、落ち着いたら戻ってきます」

ミユキ：あ、随ずい分ぶん素す直なおになった。

ＧＭ：冷静に考えると、幹かん部ぶがわざわざ一連絡員に口頭で伝えに来るのもおかしな話なんですよね。なので、それなりに人生経けい験けんのある百々菊は晃士朗の気持ちを察すると思うんです。

九鬼：この人はツンデレなんだなあ、ってことだね！（爆笑）

晃士朗：やかましい！（笑）

ＧＭ：そういうことです。彼女は荷物──と言っても、三しや味み線せんなど芸事の道具や化け粧しよう道具など、最さい低てい限げんのものをまとめて、晃士朗に一礼します。「お世話になりました」

晃士朗：ああ。とっとと行け。

ＧＭ：「はい」と答えてそのまま行こうとするんですが、ふと立ち止まって問いかけます。「……このあと、ＵＧＮと？」

晃士朗：沈ちん黙もくで肯こう定ていする。

ＧＭ：では──袂たもとから火打石を取り出します。




　カチカチ、と、百々菊は晃士朗の前で火打石を鳴らし、厄やく除よけの切り火を行う。

「ご武ぶ運うんを」

　それだけ言って、彼女は晃士朗に背せを向けた。




ミユキ：どこまでも古風な人だなあ！（笑）

晃士朗：一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを送って、そのまま逆ぎやく方ほう向こうに歩き去る。

九鬼：んじゃ、百々菊がいなくなってから出てくるよ。随ずい分ぶんやさしいんだねえ、晃士朗？

晃士朗：（苦にが々にがしい顔で）……覗のぞき見みかよ。趣しゆ味みが悪いな。

九鬼：たまたまだよ、たまたま。ところで──勝てると思うかい、〝十字疵スカード〟にさ。

晃士朗：……勝たなきゃ死ぬだけだ。

九鬼：ま、そりゃそうだ。……というところで、俺が手配していたＦＨの車が来る。

晃士朗：無言でそれに乗のり込こむぜ。

ＧＭ：わかりました。ではシーンは変えず、そのまま合流ということにしましょう。

晃士朗：ついでなので、どこか祇園の料りよう亭ていを集合場所にしたことにする。

朱香：あたしたちもそろそろ登場するよ。真くんは寝ねちゃってるし、バーに預あずけておくね。

ミユキ：じゃあ、ここでリーダーたちと合流ね。

晃士朗：来たか。

朱香：うんっ。真くんもバーに預けてきたよ。

ミユキ：私はタクミの事を報ほう告こくしないと。……真くんが、タクミを届とどけてくれました。

晃士朗：……はん、甘あまいヤツだ。

九鬼：ブレイクエンドらしいっちゃらしいねえ。相変わらず優ゆう柔じゆう不ふ断だんだけど。

晃士朗：ま、確かく保ほしたのは手て柄がらだ。よくやった。

ミユキ：それと……あの。真くんと、〝十字疵スカード〟が……。

晃士朗：……なんだ？

朱香：あたしが言うよ。あのね、〝十字疵スカード〟が動いてるって真くんに言ったら……真くん、父さん、って言ってたの。

九鬼：父さんって……〝十字疵スカード〟が、ブレイクエンドの？

朱香：……うん。なんかね、それを聞いて真くん慌あわててる感じだった。

晃士朗：そうか。あいつにはこの場を何とかしてからゆっくり話を聞くことにするぜ。──そろそろ〝十字疵スカード〟のヤツが来る。全員準じゆん備びしろ。




　七月の京都は祇ぎ園おん祭まつりの真っ最中だ。待ち行く人々は活気付き、観光客も日ひ増ましに増える。

　──そんな真夏の京都の街で、苛か烈れつな戦いは始まろうとしていた。




ＧＭ：では、改めて説明をします。ここは〝十字疵スカード〟に力を使わせながら撤てつ退たい戦を行う、というシーンになります。

晃士朗：〝十字疵スカード〟が出てくるまでは戦わなきゃいけないし、あいつが出てきたら力を使わせて逃げればいい。

九鬼：要するに一定時間しか戦わない無む敵てきのモンスターなんだよねえ。

ＧＭ：まあ理り論ろん上はタイタスが残ってる限かぎり起き上がってきますからね。

朱香：わかりやすいなあ……（笑）。

ＧＭ：そして洛中エリアでは、既すでにそこかしこで戦闘が散発している状じよう態たいです。というわけで、このシーンは『インフィニティコード』で追加されたフォーカスシステムというルールを使います。




　フォーカスシステムとは、時間をかけて罠わなを解除する、高こう層そうビルのどこかにとらわれた人ひと質じちを捜さがす、逃とう走そうする車を追いかけるといった、ひとつの行動を何度かに分けて段だん階かい的てきに判はん定ていする、というルールである。この一連の判定を、［ＦＳ判定］と呼ぶ。




ＧＭ：まず今回の目的は、「〝十字疵スカード〟に力を使わせて撤退する」です。

ミユキ：そうですよね。

晃士朗：力を無む駄だ打うちさせるわけだな。

ＧＭ：で、それを達成するには進行判定という判定を行って［進行値］を蓄ちく積せきし、［完かん了りよう値ち］と呼ばれる所定の点数──今回は12点まで貯ためる必要があります。
















朱香：どうやって判定するんですか？

ＧＭ：今回は〈白兵〉、〈射しや撃げき〉、〈ＲＣ〉の判定を行い、目標値もくひようを超えれば［達成値の十分の一］＋１点の［進行値］を得る事ができます。今回の目標値は９です。

朱香：使う技ぎ能のうが戦闘っぽい……！

ミユキ：ちょっと変わった形式の戦闘みたいなものですもんね。

九鬼：あ、クリティカルし続けた場合は一回でクリアできちゃうこともあるのかな？

ＧＭ：いえ、目標値とは別に［最大達成値］というものも設せつ定ていされています。今回は30です。達成値が30を超えた場合、いくつであっても30とみなします。

晃士朗：つまり、一度に得られる進行値の最さい大だい値ちは４ってことだな。

ＧＭ：そういうことです。目標値や最大達成値は、このハプニングチャートを振ることで上下することもあるので、注意してくださいね。

朱香：あ、じゃあ最初のチャートは結構重要ですね。

ＧＭ：それと、誰かが判定する直前のイニシアチブプロセスに未行動のＰＣは支し援えん判定というのを行うことができます。目標値は進行判定と同じ９で、成功すれば次に行動するＰＣは達成値に＋３の修しゆう正せいを受けます。ただし、支援判定をしたＰＣは行動済ずみになりますよ。

九鬼：なるほどねえ。判定に使う技能が苦手なものならそっちに回るってのもありだね。

晃士朗：今回は全員大丈夫そうだな。

ＧＭ：最後に、終了条じよう件けんというのがあります。たとえば爆ばく弾だん解除だったら、３ラウンド以内に進行値を規き定てい値まで貯めないと爆ばく発はつする、みたいな感じですね。

朱香：爆発しちゃうの!?（笑）

ＧＭ：しません（笑）。ただ攻撃は受け続けるので、毎ラウンドのクリンナッププロセスに全員４Ｄ10のＨＰダメージを受けます。終了条件は「ＰＣが全ぜん滅めつするまで」とします。

朱香：《氷の城じよう砦さい》や《氷雪の守しゆ護ご》はできるのかな？

ＧＭ：はい。あと《波は紋もんの方ほう陣じん》も大丈夫ですね。

九鬼：装そう甲こう値やガード値は無理、か。余あまり長引かせられないねえ。

晃士朗：じゃあ、はじめるとするか。

ＧＭ：細かいルールはおいおい解かい説せつしますので、ＦＳ判定を開始しましょう。ここからは戦闘と同じ、ラウンド進行です。




◆第一ラウンド

　人ひと払ばらいされ、《ワーディング》の展てん開かいされた京都の街でオーヴァードの戦いが繰くり広ひろげられる。〝十字疵スカード〟も今回は始めから先頭に立ち、ケルベロスへの攻撃を開始した。




ＧＭ：では、セットアップです。まずはハプニングチャートを振ります。……88。「突とつ破ぱ口こうの発見。このシーン中の最大達成値＋10。この効こう果かは重ちよう複ふくしない」ですね。

九鬼：おお、つまり最大で達成値40、進行値を＋５までできるのか。

ＧＭ：そういうことです。あなた方が参戦したことで、ＵＧＮの戦せん闘とう員いんが怯ひるんだのでしょう。

晃士朗：エフェクトを組み合わせてクリティカルが出れば大分効果が大きくなるな。

ミユキ：支援判定をすれば狙ねらえそうだけど……みんな得意な技能だし、ひとりずつ進行判定したほうが効こう率りつはいいかな？

九鬼：そうだねえ。

ＧＭ：支援判定はなしですね。では、行動値順に晃士朗から処しよ理りしていきましょう。

晃士朗：そうだな……エフェクトは組み合わせず、〈ＲＣ〉だけで振ろう。一回クリティカルして、達成値は25だ。飽あくまでも陽動に徹てつして、〝十字疵スカード〟を消しよう耗もうさせる。

ＧＭ：では進行値が＋３されます。




進行値：０[image: ]３




朱香：じゃあ、次はあたしがやります。〈白兵〉だけで振るよ！　……おー、クリティカルしました！　ダイスが18で技能レベルが２なので、達成値20です！

晃士朗：それはすばらしい。

九鬼：朱香が前線で防ぼう御ぎよすれば、それだけで敵の戦力を消耗させられるからねえ。




進行値：３[image: ]６




ＧＭ：朱香がここまで健けん闘とうするとは！（笑）では、ここで進行値が＋３され、合計６を超えたので、イベントが発生します。もう一度ハプニングチャートを振ってください。

ミユキ：あ、じゃあ次は私が振って良いですか？

朱香：ミユキちゃんも振りたかったんだね（笑）。

ＧＭ：かまいませんよ（笑）。

ミユキ：じゃあ振りまーす。……01。「こともなし。修正は特にない」ですね。

朱香：なんだか順調だね～。

九鬼：このまま何事もないといいんだけどねえ。

ＧＭ：ふふ、そうは問屋が卸おろしません。〝十字疵スカード〟が前線に立ち、あなた方を狙って攻撃を仕し掛かけてきます。

晃士朗：なるほど、炙あぶり出だしたから次は撤退、ってことか。




　ケルベロスの攻こう勢せいに、徐じよ々じよに押おし返かえされていくＵＧＮの戦力。だが──ＵＧＮの切り札、新支部長〝十字疵スカード〟がその力をふるって反はん撃げきを開始する。




九鬼：ようやく出てきたねえ、本命が。

ＧＭ：「やってくれる。だが、この程度で俺の大たい義ぎを阻はばむことなどできんぞ」

九鬼：そう言っていられるのも今のうちだよ、〝十字疵スカード〟さんよ。……そうだ、ついでにあんたに聞きたい事がある。

ＧＭ：「……？」怪け訝げんそうな顔をします。

九鬼：この戦いになんで雪ゆき村むらと真梨子──あのふたりを使わないんだい？　戦力としちゃ申し分ないよねえ、あのふたり。

ＧＭ：「──知れたこと。お前がいるからだ、九鬼」

九鬼：はぁ？　俺ぇ？

ミユキ：なんで真梨子や雪村さんに九鬼さんが関係してるんだろう……。

晃士朗：わからん。〝十字疵スカード〟の考えは本当にわからん（笑）。

ＧＭ：「前にも言ったはずだ、貴き様さまは強すぎる。貪どん欲よくすぎる、と。自分が救いたいと願えば、相手の素す性じようにかかわらず救おうとする」

九鬼：……それが、何か？　それを強ごう欲よくだの貪欲だのって言われちゃ、ハイそうですって言うしかないよ。

ＧＭ：「だからだろうな──。若わかいあのふたりは、少なからずお前にある種の好意を抱いている。そんな子こ供どもを投入することなどできん」

朱香：ええええええええ（笑）。

ミユキ：……意外な事実が（笑）。

九鬼：……ありゃま。でもさぁ、それってあんたのカリスマ不足のせいじゃないの？

ＧＭ：「何とでも言うがいい。どのみち結果は同じことだ！」というわけで、ここからは積極的に攻せめるのではなく、撤てつ退たいということになります。なので、判定に使用する技能が〈交こう渉しよう〉〈調ちよう達たつ〉〈情報：裏うら社会〉に変わります。

朱香：えええええ！　折せつ角かく次はミユキちゃんだったのにー！

ミユキ：う、それは厳きびしい……。

晃士朗：全部【社会】か！

朱香：あたし〈調達〉のレベルは高かったのに～。

九鬼：〈調達〉のレベルを上げておいてよかった。

ミユキ：ひとまず振ってみます。……あ、クリティカル。達成値14なので、＋２です！




進行値：６[image: ]８




ＧＭ：では、最後に九鬼ですね。

九鬼：一ラウンドで終わらせるのは無理っぽいねえ。まあ〈調達〉は６レベルだし、「コネ：手て配はい師し」も使うよ。……お、クリティカル！　達成値はちょうど20だ！

朱香：九鬼さんすごーい！

九鬼：テセウスを使って調達し、配置しておいた地対地ミサイルが〝十字疵スカード〟を食い止めるぜ（笑）。

晃士朗：経けい費ひ沢たく山さん使いやがって！（笑）

九鬼：いいだろ、今は俺がリーダーなんだし！（笑）

ＧＭ：これで進行値は11になります。あと１で作戦は終了ですが、クリンナッププロセスになるのでまずダメージが来ますよ。

晃士朗：これがどれだけ来るかだな……。

ミユキ：低い目を出してー！




「この俺の大義、誰にも邪魔はさせん。立ち塞がるもの、まとわりつくもの、すべて吞み込み喰らい尽くし──ただ、只管ひたすらに前進あるのみ！」

　怒号とともに、〝十字疵スカード〟の全身から放射状に影が伸びる。己に向けられた攻撃を吞み込んで防ぎ、敵手はその身とレネゲイドを吞み込んで滅ぼす。

　余りにも強大な力。それは大義の御旗のもと、すべてを吞み込む漆黒の意志によるものだ。




ＧＭ：ダメージは……うおお、でかい！　32点！

ミユキ：た、立ってはいるけど残りＨＰ３です……。

朱香：《氷の城砦》使っておけばよかったー！

晃士朗：４Ｄ10で32か！《波紋の方陣》で13点止めて、残りＨＰ11でかろうじて立ってる。

九鬼：俺は無理！　《リザレクト》して６点回かい復ふく。また応おう急きゆう手当キット買わないと（笑）。

晃士朗：流石さすがはブレイクエンドの親父おやじだな。

ＧＭ：〝十字疵スカード〟は断続的に苛か烈れつな攻こう撃げきを仕掛けてきます。表情こそ変えていませんが、恐おそらく体内のレネゲイドはその分彼を侵しん蝕しよくしていくのでしょう。

九鬼：けど、凌しのいだ。──そろそろ潮しお時どきじゃない、晃士朗？

晃士朗：ああ。最後の詰つめにかかるか。




　必要な進行値は残りわずか１ポイント。〈調達〉を５レベル持つ晃士朗があっさりと判定に成功し、フォーカス判定を成功させる。




ＧＭ：く、思った以上にあっさりクリアされてしまいましたね。〝十字疵スカード〟はあなた方を倒たおすには至いたらず、攻撃の手を止めます。

晃士朗：はん。大した力だがな、限げん界かいがあることは俺たちも摑つかんでるんだよ。

ＧＭ：「なるほどな。それで『至高天』の場所を隠かくした──か」

晃士朗：そういうことだ。

ＧＭ：「……良いだろう。なら俺の『手札』を見せてやる」では、ここで〝十字疵スカード〟は晃士朗の「工作員」の効果を破やぶるために【精せい神しん】で判定します！

晃士朗：やってみろ。目標値は36だぜ？

朱香：これって技能レベルは足せないんですよね。

ＧＭ：そうですね、財ざい産さんポイントは足せますが。で、こちらは【精神】が８、侵蝕率ボーナスと合わせてダイスは13個こ。

九鬼：随分侵蝕率高いねえ。そろそろ帰ってこれないんじゃないの？

晃士朗：はん、何をする気だ？

ＧＭ：〝十字疵スカード〟は無言で手て袋ぶくろを外します。




　取り去った手袋の下──〝十字疵スカード〟の右手の甲こうに、小さな結けつ晶しよう体たいのようなものが輝かがやいていた。それは、高こう濃のう度どのレネゲイドが結けつ晶しよう化かした神しん秘ぴの鉱こう物ぶつ。

　──賢者の石レネゲイドクリスタル。




ＧＭ：というわけで、判定のクリティカル値を２下げます！

朱香：賢者の石ー!?

九鬼：おいおいおいおい、帰ってくる気ねえだろ！

ＧＭ：では判定します。……クリティカル！　もうひとつクリティカル！

晃士朗：こ、これはわからなくなってきたな……。

朱香：やめてよう[image: ][image: ]。

ＧＭ：三回目のクリティカル、これで30！　……ダイス目だけで達成値37!!

一同：おおおおお！（どよめく）

ミユキ：で、出ちゃった……。

九鬼：ぐうの音ねも出ないな……。

ＧＭ：「……なるほど、ブラフか」と、〝十字疵スカード〟は笑います。「中々の手回しだったが、プルガトーリオならもっとうまく隠いん蔽ぺいする」

九鬼：搦からめ手ても得意ってことか。流石は長年プルガトーリオとやりあってただけあるわ。

晃士朗：（舌した打うちして）時間稼かせぎにもならねえのかよ、化け物め。

ＧＭ：というわけで、洛中エリアはＵＧＮが制圧します。シーン終了です。






先斗町　京都市中京区にある花街。

賢者の石　高濃度のレネゲイドの結晶である〝賢者の石〟を所持することを表わすＤロイス。１シナリオに１回、判定のクリティカル値をマイナス２するが、使用した後に侵蝕率が１Ｄ10上昇する。









◆Middle06◆レゾリューション

Scene Player ─── 大門寺朱香




　洛中エリア──京都市中心部はＵＧＮに制せい圧あつされ、『神曲』セルの勢せい力りよくは撤てつ退たいした。

　だが、恐おそろしいのは〝十字疵スカード〟の戦力と、彼かれに『至高天』を奪うばわれることであり、京都の勢力図そのものではない。

　そして、次に〝十字疵スカード〟と戦うまでに解かい決けつせねばならない問題があった。




ＧＭ：では、撤退後のシーンです。洛東エリアに〝十字疵スカード〟が現あらわれるのは二シーン後になりますね。

朱香：撤退だー！

晃士朗：とりあえずロングアイランドに戻もどる。こんなのがあと二回かよ。正直きついな……。

朱香：ほんとだよう、ＨＰがいくつあっても足りない！（笑）

ミユキ：強い、ですよね……。

九鬼：もうやだよ～。晃士朗の隠いん蔽ぺい工作まで見み抜ぬかれたじゃん!?　帰る！　おうち帰る！

朱香：う～、帰って来たならピッツァを抱だっこするよ！　ピッツァ～、ピッツァ～♪　で、ピッツァを抱きしめたまま《鋼はがねの肉体》を使っておく（笑）。

晃士朗：俺おれは応おう急きゆう手当セットを購こう入にゆうしておく。

九鬼：ああ、俺も買っておこう。

ミユキ：私わたしも残りＨＰ３点……。なんとか立ってますけど厳きびしいので、購入判はん定ていしてみよう。……あうう、買えない（笑）。

晃士朗：……じゃあ、これを使っておけ。今買った分はミユキに渡わたそう。

ミユキ：ありがとうございます、リーダー。13点回かい復ふくしました！

朱香：あたしも応急手当セット買うよ！〈調達〉は４レベルあるから……買えたので使っておこうっと。うん、15点回復。

晃士朗：ひと段だん落らくしたらマスターに聞こう。ブレイクエンドはどうしてる？

ＧＭ：ソファで毛もう布ふをかけられて眠ねむっています。

朱香：じゃあ、あたしはピッツァを抱いて真くんの枕まくら元もとに行く。で、顔を覗のぞき込こむ。




　こうして眠っていると、何の変へん哲てつもない少年にしか見えない。だが、彼はＵＧＮのオーヴァードで、何かと数すう奇きな運命を背せ負おっているのだ。──朱香やミユキと同じように。




朱香：真くんが起きてきたら、話……聞かないとね。

ミユキ：……ええ。そういえば、タクミは私がずっと持ってていいんですか？

ＧＭ：構かまいません。ちなみに《折おり畳たたみ》はミユキの任にん意いで解かい除じよできる、とします。なので、解除してどこかに寝ねかせている、とかでもいいですよ。

ミユキ：わかりました。

晃士朗：……しかし、驚おどろきだな。まさかこのガキと〝十字疵スカード〟が親子とは。

ＧＭ：言われてみれば、真──というか、眼鏡めがねを外したブレイクエンドには〝十字疵スカード〟の面おも影かげがあるように思います。

九鬼：しかもふたりとも適てき格かく者しやだからねえ。

晃士朗：はん、そんな境きよう遇ぐうまで朱香と同じかよ。

朱香：待って、あたし、お母さんとちゃんと血が繫つながってるってまだ知らない（笑）。

ミユキ：じゃあ、私が聞きます。リーダー、どういうことですか？

晃士朗：この間朱香のところに来たあのジジイに話を聞いた。朱香とプルガトーリオは血の繫がった親子、ってことらしい。

朱香：え……。それって、お母さんはあたしのホントのお母さん、ってこと？

晃士朗：……そういうことだ。

朱香：え？　え、えええええええええ？　な、なんでそのこと隠かくしてたの？　なんで？

晃士朗：なんだ、嬉うれしくねえのかよ。

朱香：……うん。嬉しさより、なんでって疑ぎ問もんのほうが大きいの。

ミユキ：きっと何か理由があるんだと思うよ。美奈子さんに会った時に直ちよく接せつ聞こう？

朱香：うん……。

晃士朗：あのジジイとプルガトーリオの仲は悪かったらしいし、何かあったんじゃねえのか。

朱香：そうだよね。今悩なやんでもわからないことは、あとで考える！　何も知らないで結けつ論ろんを出して悩むのはもう止やめにしたい！

九鬼：……成長したなあ。

晃士朗：それだけ俺たちが振ふり回まわされたって事なんだが（爆ばく笑しよう）。

朱香：うん、痛いたい目みたもん！　悩むだけ損そんだった事が何度もある！（笑）

晃士朗：で、話をブレイクエンドに戻すぞ。こいつを捕つかまえる時になにかあったのか？

朱香：えっと……じゃあ、あたしが説明するよ。




　ひとつずつ確かく認にんしながら、朱香はことの顚てん末まつを晃士朗と九鬼に話す。真の身体にマテリアルが取り出せず入ったままであること、どうやら一日の大半を眠って過すごし、暴ぼう走そうを避さけていること。そして、タクミをミユキに預あずけるためにＵＧＮから逃にげていたこと。




朱香：それと、自分がジャームなのかはわからない……って言ってた。

ミユキ：……うん。

晃士朗：マテリアルつきで来たってことか。んじゃ、〝十字疵スカード〟が持ってるマテリアルはふたつらしいし、四つは場所がわかったな。

ミユキ：他の六つや、美奈子さんの居い場ば所しよは真くんにもわからないそうです。

九鬼：……予想の範はん囲いではあるな。

朱香：あと、あたしたちや真くんたちがゲームの駒こまにされてた、ってことも伝えたよ。

九鬼：正せい解かいだよ。ヘタに隠しておくより、仲のいい朱香やミユキから伝えたほうがいいさ。

晃士朗：で、ここに来たのはブレイクエンドの意思か？

ミユキ：いえ──私たちから〝十字疵スカード〟の話を聞いて、真くんは気を失いました。だからここに連れて来たんです。

晃士朗：（少し黙だまって）……結けつ果か論ろん、こいつをここに連れて来たのは正解だ。こいつは今後『至高天』を起動させるのに必要なヤツだからな。

ミユキ：はい。

朱香：……そうだよね。

晃士朗：十個このマテリアル、三人の適格者。起動に際さいしての危き険けんなんかはまだわからんが、願いを叶かなえるのにそれだけの要よう素そが必要なのは確たしかだ。

ミユキ：あ、そうだ。九鬼さん──あの短たん剣けんは？

九鬼：ああ、調べ終わってる。こいつは、『至高天』を起動させた時に適格者が被こうむる副作用を、他の適格者になすり付けるものだよ。

ミユキ：……やっぱりそういう代しろ物ものなんですね。

九鬼：見当はついてたのかい？

ミユキ：ええ。〝十字疵スカード〟が、これを使えばタクミを助けられる、と。でも疑うたがわしかったのもあって──。

九鬼：それで俺に頼たのんだ、か。なるほどねえ。

晃士朗：裏うらを取るほど頭が回るようになったか。

九鬼：ま、それをどう使うかはミユキに任まかせるよ。お前なら間ま違ちがわないと信じてる。

ミユキ：私もこれをどう使うかは決めていません。他にわからない事が多すぎますし──使う必要に駆かられたら、その時に考えます。

九鬼：オーケー。ま、使う気になったら言ってくれ。ひとりで思いつめずにな。じゃ、これはお前に預あずけておくよ。

ミユキ：ありがとうございます──信じてくださって。受け取って大事にしまいこんでおきます。あー、でもどうしようかなあ。

朱香：どうしたの？

ミユキ：タクミを戦いの場に連れて行きたくないなあ……って思って。それに、持って歩くと自分が戦っているのを見られてる気がして……。

晃士朗：──なら、ここにでも転がしておけ。




　そう言うと、晃士朗は空間を捻ねじ曲まげ、何もない白い空間を作り出す。エフェクトを駆く使しして作り出したこの空間なら、よほどのことがない限かぎりは安全だ。




晃士朗：《ポケットディメンジョン》を使うぜ。俺じゃなきゃ開けられねえがな。

ミユキ：……また、私の負ふ担たんを預けることになりますよ。

朱香：写真に続いてまたミユキちゃんの大事なものがリーダーに……！（笑）

晃士朗：はん、戦いが終わればすぐに返す。それにこいつを〝十字疵スカード〟の野や郎ろうに渡すわけにゃいかねえ。

ミユキ：じゃあ、タクミを毛布で包つつんで、リーダーの作ってくれた空間にそっと置きます。

朱香：よかったね、ミユキちゃん。

晃士朗：……そろそろブレイクエンドを叩たたき起おこして話を聞くか。

ＧＭ：では、そこで真が目を覚ますことにしましょう。

朱香：あたしはさっきからずっと顔を覗き込んでます。




「ん…………」

　護国神社で意い識しきを失ってから、半日ほどが過ぎていただろうか。わずかに身じろぎしながら、真は目を覚まし始める。

　最初に目に入るのは、見み慣なれない天てん井じよう。違い和わ感かんを覚えて視し線せんをめぐらせると──そこに、少女の顔が飛とび込こんできた。




朱香：あたしの顔はめっちゃ近いよ？（笑）

ＧＭ：ええと、では目を覚ますと至し近きん距きよ離りに朱香の顔があるわけですね。じゃあ目が合って、一気に顔が赤くなる（笑）。

ミユキ：（ムッとしたように）何をラブコメしてるんだか……。

朱香：で、目を覚ましたらピッツァが「わんっ！」って飛びつくの（笑）。

ＧＭ：ピッツァを抱だき止とめると、ヒビの入った眼鏡をかけます。「……ここは？」

朱香：んー……悪のアジト、ってところかな。

ミユキ：え、ええと（笑）。真くん、身体は大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「……そっか」と納なつ得とくして頷うなずきます。「僕ぼく、随ずい分ぶん気を失ってたみたいだね」と言います。朱香とミユキが真をここに運んでから、大体半日といったところですね。

ミユキ：じゃあ、それを伝えてあげよう。ここに運んでから半日は経たってるわ。

ＧＭ：「半日……!?　父さん、いや──ＵＧＮは？」

朱香：絶ぜつ賛さん進しん撃げき中……だよ。

ＧＭ：「ッ……こうしちゃいられない！」と言うと、真は起き上がって飛び出そうとします。

ミユキ：真くん!?

朱香：だ、だめだよ！　行かせないよ!?

晃士朗：朱香、取とり押おさえろ。そいつを逃がすわけにはいかねえ。

ＧＭ：「放はなしてくれ、大門寺さん……！　父さんを止めないと……!!」

晃士朗：……止める？

九鬼：……へえ？　仮かりにもＵＧＮのえらいさんなんでしょ？

ミユキ：どうしてなの？

九鬼：ひょっとしてそれは、〝十字疵スカード〟の〝大たい義ぎ〟とやらに関係があったりするのかねえ？

ＧＭ：「大義、か。あんなものが大義というならね」

朱香：真くん、どういうことなの？

ＧＭ：「父さんの目的は、弱い人を守ること。その為ための脅きよう威いを排はい除じよすること。つまり──自分も含ふくむオーヴァードとレネゲイドを、この世からすべて消し去るつもりなんだ」




　こくりと頷うなずいて、真は父──〝十字疵スカード〟の言う〝大義〟の真実を告げた。

　その壮そう絶ぜつな内ない容ように、一同は思わず息を吞のむ。




ミユキ：……！

朱香：オーヴァードを、全部……？

ＧＭ：朱香を見てこくりと頷きます。「レネゲイドの力とオーヴァードの存そん在ざいは、普ふ通つうに暮くらしてる人々の脅威になる。父さんは常つね々づねそう言っていた」

晃士朗：夢ゆめ物もの語がたりだ──と、言いたいところだがな。

九鬼：『至高天』がそこまでの力を持ってるとしたら、ってことだねえ……。

晃士朗：……まあな。少なくとも京都にいるオーヴァードくらいは影えい響きようを免まぬがれんだろう。

九鬼：〝十字疵スカード〟にあれだけの力を与あたえたのが『至高天』だってのはわかってるんだしねえ。

ミユキ：不完全な起動で、人を生き返らせるなんてことをしてるわけですしね……。

ＧＭ：「……父さんの目的が達成されれば、オーヴァードも、オーヴァードになり得る人やモノもすべて消し去られる。そんなのを許ゆるすわけにはいかない」

朱香：でも、そんなのＵＧＮだって認みとめないでしょ？

ミユキ：そうね。〝十字疵スカード〟を告発することはできないの？

ＧＭ：悔くやしそうにかぶりを振ふります。「……何度かやろうとしたけど、ダメだった。父さんの政せい治じ力りよくに、僕じゃ太刀たち打うちできないし──時間も、ない」

晃士朗：……なるほどな。上手うまく揉もみ消けされた、ってところか。

九鬼：レネゲイドってさ、発はつ症しようしてない人も含めれば世界の七割わりに感かん染せんしてるんだよねえ？

ＧＭ：それも含めての根こん絶ぜつ、ということです。今後オーヴァードになり得るものも含め、レネゲイドとその感染者すべてを消し去るというのが目的です。

晃士朗：つまり人類の七割を消しちまうって事か。中々すげえな。……それを聞いたら、俺はシナリオロイスの新支部長をタイタスにする。こいつはおかしい。

九鬼：……開いた口が塞ふさがらないねえ。

晃士朗：タクミを連れてＵＧＮに戻りたくなかったのも頷けるな。

ＧＭ：「ずっと前から、決めてたことなんだ。僕は父さんを止める」そう言って、彼はソファから立ち上がろうとします。

朱香：待って、真くん。……真くんは、お父さんの事が嫌きらいなの？

ＧＭ：「……嫌いなわけじゃ、ない。許せないだけなんだ」

朱香：愛されてた、って記き憶おくはある？

ＧＭ：「……………うん。親子、だからね」

朱香：…………そんな人を、お父さんを裏うら切ぎることになるんだよ？

ＧＭ：「わかってる。けど、もう決めたことなんだ。父さんの目的を遂とげさせることだけは、絶ぜつ対たいに許せない。その為に僕は戦ってきた」




　朱香の目を見て答える真。その決意は固い。

　実の父を前にしても、彼の信念が揺ゆらぐ事はないのだろう。




朱香：真くん……。

晃士朗：……話はわかった。だが、そのまま行かせるわけにはいかねえよ。

九鬼：そうだねえ。そんな身体で行っても返かえり討うちがオチだ。それで適格者のお前さんとマテリアルが両方持ってかれるのは最悪だぜ？

ＧＭ：「……マテリアルの力を使えば、刺さし違ちがえるくらいは」

朱香：そんなのダメ！

ＧＭ：「あ………」

九鬼：ブレイクエンド──いや、今は真くんか。それなら、俺たちが協力してやろうか？

晃士朗：……そうだな。少なくとも俺が行けば、動けなくなったこいつを回かい収しゆうできる。〝十字疵スカード〟が全力で動けるのもあと二回だし、ちょうどいい。

ＧＭ：「何を……」

九鬼：なあに、あいつを止めたいが力が足りない、ってのは俺たちも君もおんなじだ。それなら、敵てき同どう士しとはいえ一時共きよう闘とうする理由くらいにはなるんじゃない？

朱香：あたしは真くんがいいなら、もう止めないよ。ミユキちゃんは？

ミユキ：そうね。……まず最初にお礼を言うわ。タクミを届とどけてくれてありがとう、真くん。

ＧＭ：「……礼を言われるようなことじゃないよ」

ミユキ：ううん、本当に嬉しかったの。だから、私もあなたに協力するわ。それで貸かし借かりはなしにしたいから。

朱香：ミユキちゃんなりのケジメなのね。

ＧＭ：「……わかった。なら、その提てい案あんを受け入れさせてもらう」

九鬼：おっと──これだけは言っとくよ、ブレイクエンド。それでお前はＵＧＮにもＦＨにもなれない、ハグレ者になっちまうぜ。

ＧＭ：「父さんを止めると決めたときから、その覚かく悟ごはできてる」

九鬼：……なるほど、筋すじが通ってる。

朱香：うんうん、筋が通った！　主人公はこうじゃないとね！（笑）

晃士朗：はん、その決意だけは評ひよう価かしてやる。──俺もそうだからな、と、声には出さずに。

朱香：あ、でも、あたしたちのセルに来るのは別にいいんだよ……？（笑）

ＧＭ：「それは──できないよ。そりゃ、大門寺さんの傍にいられるなら嬉しいけど……」

朱香：（赤くなって）ちょ、ちょちょ、ちょっと、真くん!?（笑）

ミユキ：（ものすごく不ふ機き嫌げんそうに）……そういうのは、ふたりっきりの時に言いなさいよ。

ＧＭ：「ご、ごめん」と思わず口走ったことに赤面しとります。

朱香：い、いまミユキちゃんがすごく怖こわかった（笑）。

ミユキ：ちょっと本気でイラっとしたので真くんに〝嫉しつ妬と〟でロイス取ります。私の朱香ちゃんに近づくな……！（笑）

朱香：（うれしそうに）きゃー♪

九鬼：なんだ、このラブコメ（笑）。

晃士朗：じゃれ合いはその辺にしとけ。──いいか、ブレイクエンド。お前の親父おやじは間違いなく、一種の災さい害がいだ。止めてみせろよ、ヒーローならな。

ＧＭ：「わかった」




「〝十字疵スカード〟真さな田だ六ろく郎ろうは、僕が止める」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人と──否いや、柾まさ木き真は力強く頷いた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




朱香：あ、ＧＭ。あたし、ここで真くんをＳロイスにします！

ＧＭ：おお、わかりました！

九鬼：ついに美奈子以外がＳロイスに……!!

ミユキ：私の嫉妬の炎ほのおが更さらに燃もえる……！（笑）

朱香：今あまりにも真くんに共感してて、お母さんより真くんのことを考えちゃいます。

晃士朗：俺はプルガトーリオがＳロイスだ。

ミユキ：わたしは朱香ちゃんだなあ……。タクミが帰ってきたけど、逆ぎやくに帰ってきて少し安心してるし、やっぱり朱香ちゃんです。折せつ角かく愛あい情じように変えましたし。

ＧＭ：真のＳロイスも決めるとしたら朱香なんですよね。お互たがいＳロイス。

ミユキ：うるせえよ！（一同爆笑）

朱香：（うれしそうに）あたし、愛されてるなあ……。愛されロイスがいっぱい（笑）。

九鬼：愛されロイスってすごい単語だな……（笑）。

ＧＭ：では、ここでシーンを終わりましょう。襲撃まであと一シーンありますが、なにか希望はありますか？

晃士朗：……このまま襲撃シーンまで待つ、ってのはできるか？　ブレイクエンドも確保したし、こっちの侵蝕率はできるだけ抑えたい。

ＧＭ：可能です。では、次は少し時間を進めて三回目の襲撃シーンになります。







◆Middle07◆ディシジョン

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　京都市左さ京きよう区、平へい安あん神じん宮ぐう参道。二〇メートル以上の高さを誇ほこる大おお鳥とり居いの真下。ここは、〝十字疵スカード〟の宣せん言げんしたルートの途と上じようだ。

　その場所で、朱香と晃士朗、そして真の三人はＵＧＮを待まち構かまえていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。場所は広くて目立つところ──平安神宮の参道にある大鳥居の周辺、ということで。

晃士朗：さっき言ってた通り、俺は登場するぞ。

朱香：あたしも出る！　よっぽどのことがない限り侵しん蝕しよく率りつは大丈夫だし。

ミユキ：朱香ちゃんとリーダーのふたりって珍めずらしいので出ないでおこう（笑）。

九鬼：俺も登場しない。ミユキとふたりで後ご詰づめをしてるってことにしとこうか。

ＧＭ：わかりました。

晃士朗：折角だし少し話しておくか。最近朱香とコミュニケーション不足だしな（笑）。

朱香：いつもＰＣ間ロイスは結んでるのにね（笑）。

晃士朗：迫せまってくるＵＧＮの方を見たまま朱香に言おう。……正直、意外だった。

朱香：え？　何が？

晃士朗：親に反はん抗こうする、っていう真コイツを助けるって言ったことだ。親の言うことはすべて聞け、とでも答えるのかと思ったぜ。

朱香：あたし、考えるようになったんだよ。ホントにその人を信しん頼らいしたり、好きだって言う時は、ちゃんと相手の意見を聞かなきゃいけないし、自分の意見も言わなきゃいけない。

晃士朗：……ほう。

朱香：言いなりだけじゃダメなの。でも──お母さんに直接聞いたわけじゃないから、まだ答えは出てない。だから、それを実じつ践せんしようとしてる真くんを見ていたいの。

晃士朗：（意地悪そうな笑えみを浮うかべて）プルガトーリオが帰ってきて、道具になれって言ったらお前はどうするつもりだ？

朱香：あたしがわからないことを全部聞いて、それに対して納なつ得とくできる答えをくれたら、お母さんの道具になるよ。

晃士朗：納得……か。納得しなきゃ道具にならない、ってことか？

朱香：……そういう結論になるかは、今日の真くん次し第だい、かな。

ＧＭ：「……ずいぶん責せき任にん重大みたいだね、僕」

晃士朗：甲か斐い性しようを見せるチャンスだろ？

ＧＭ：「期待には応こたえられるようにするよ。全力でね」

朱香：そうだよ、責任重大なんだからね。がんばらないとダメだからね。

ＧＭ：「……もちろん」

晃士朗：オラ、青春ごっこはそこまでだ。そろそろ来るぞ、とブレイクエンドを蹴けっ飛とばす。

ＧＭ：「っとと」じゃあ、たたらを踏ふんで前に出て、「……わかった」と、右手を《破は壊かいの爪つめ》で変へん異いさせていきます。

晃士朗：ブレイクエンドが背せ中なかを向けてから言う。朱香、お前の今の欲望ねがいはなんだ。答えられるか？

朱香：真実を、知りたい。




　そう言うと、朱香は大きく頷いて、一歩前に踏ふみ出だす。

「それから、答えを出したい」

　もう一歩前に踏み出し、真の隣となりに並ならぶ。

「あたしが──あたしの好きな人に、愛してもらうために！」




朱香：で、真くんの半歩前で、いつもミユキちゃんを守る時と同じ構えを取るよ！

晃士朗：俺はブレイクエンドに協力する気はないので、後ろにいるまま呟つぶやく。……はん、人形だとばっかり思ってたが、人間っぽくなりやがって。

ＧＭ：「……闇条さん。あんたにこれを言っても無む駄だなのかもしれないけど」

晃士朗：ん？

ＧＭ：「今からの戦いで……人は、殺さないで欲ほしい」

晃士朗：はん、そりゃお前がうまくやれば、だ。必要であれば俺は躊ちゆう躇ちよしない。

ＧＭ：では、真がそれに答える前に〝十字疵スカード〟はあなたがたを認にん識しきします。

晃士朗：お出ましか。さて──息子むすこを見てどう反はん応のうするやら。

朱香：あたしは無言でにらみつけてるよ。

ＧＭ：「……そこまで堕おちたか、賢人」と、〝十字疵スカード〟は顔を顰しかめます。

ミユキ：堕ちた呼よばわり！

朱香：この人から見ればそうなんだろうなー。ＦＨにちょっかい出してたもんね（笑）。

ＧＭ：「ずっと前から、決めていたことだよ。──父さん」




「あなたの思おもい描えがく結末は、僕が破壊すおわらせる！」




ＧＭ：そのまま、真は眼鏡を外さずに戦せん闘とう態たい勢せいをとります。

朱香：真くん……。

ミユキ：なるほど……。決別って意味かな。柾木真として戦うんだ。

朱香：……モルフェウスだったら眼鏡のヒビ直せないかな？（笑）

ＧＭ：なるほど、それはいい。では、ここで壊こわれていた眼鏡を直します。真田賢人の名前を捨すてて、柾木真として生きていく決意を固めるという意味で。

九鬼：なるほど！　ここまで優ゆう柔じゆう不ふ断だんだから壊れっぱなしだったのか！（笑）

ＧＭ：覚悟の表れ、ということで……若わか林ばやしさんの指し摘てきを拾っただけですけど（笑）。

朱香：あたしのほうが真くんをよく見てますからね！（笑）

ミユキ：くそう……（笑）。

九鬼：ごちそうさまです（笑）。

ＧＭ：「行くぞぉっ！」と、真は駆かけ出だします。では、このシーンの処しよ理りを説明しますね。

朱香：おお！　来るなら来いっ！

ＧＭ：真がいない場合、全員で一回ずつ攻こう撃げきして合計[image: ]のダメージを出す必要がありますが、真がいる場合は判定は不要、自動的にこのイベントはクリアとなります。

晃士朗：そりゃありがたい。《マインドエンハンス》の回数もきついしな。

ミユキ：口だけじゃなかった（笑）。

朱香：真くん……！　あたしは真くんを追いかけます！




　右手を巨きよ大だいな爪と化し、怒ど涛とうの攻撃を行う真を凌しのぐため、〝十字疵スカード〟も力を出さざるを得なくなる。だが、マテリアルの力を一部借りた真を以もつてしても、〝十字疵スカード〟の苛か烈れつな攻撃を凌ぎきることはできない。

　だが──。




朱香：真くんへの攻撃はあたしが防ふせぐもん！



















　致ち命めい傷しようとなり得る攻撃は、朱香の炎が悉ことごとく防いでいた。やがて、一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて放った渾こん身しんの一いち撃げきが〝十字疵スカード〟の身体を弾はじき飛とばした。




ＧＭ：〝十字疵スカード〟に一撃見み舞まうと、真はそのまま膝ひざをつきます。

朱香：追つい撃げきを叩たたき落おとしながら真くんを抱きとめる！　リーダー、お願い！

晃士朗：ああ。即そく座ざに《ディメンジョンゲート》を使って朱香と真を回収しつつ逃げる。……〝十字疵スカード〟よ、『マレボルジェ』の中──地じ獄ごく門もんの前で待ってるぜ。




朱香：真くんはもう意識ない？

ＧＭ：かろうじてありますが、そろそろ眠ってしまうでしょう。

朱香：あたしは真くんをぎゅっと抱かかえてる。

ＧＭ：「はは……。僕、今ちょっとかっこ悪いかな」恥はずかしそうにそう言って笑います。

朱香：……真くんに、本当に満面の笑みを向けます。屈くつ託たくのない笑え顔がおを。

ＧＭ：少し照れたような笑みを返すと、真は朱香の腕うでの中で意識を失います。

朱香：……おつかれさま。

ＧＭ：〝十字疵スカード〟が忌いま々いましげに呟つぶやきます。「……我わが息子むすことて、俺の大義を阻はばむなら容よう赦しやはせん」そう言うと、彼はマレボルジェに向かって歩いていきます。

九鬼：おっそろしいねえ。脅きよう威いとしてはストラグルの時の比ひじゃないよ。

晃士朗：とはいえ、最さい奥おうで迎むかえるだろうな。こいつを少しでも消しよう耗もうさせるために、無む駄だだと知りつつ謎なぞの防ぼう御ぎよ施し設せつを使う。

ＧＭ：了りよう解かいです。マレボルジェの防御施設を破壊しつつ、〝十字疵スカード〟が侵しん攻こうしてくる──というところで、クライマックスです！






平安神宮　京都市左京区にある神社。参道に高さ二四・二メートルの大鳥居があること、国の名勝に指定されている神苑があることで有名。












　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆十字疵スカード

Scene Player ─── 青峰ミユキ




『神曲』セルの本部施し設せつ、『マレボルジェ』。その地下深くに存そん在ざいし、『至高天』の本体である巨きよ大だいな水すい晶しようの薔薇ばらを擁ようする空間──通つう称しよう『コキュートス』を舞ぶ台たいに、最大の敵てき・〝十字疵スカード〟とケルベロスの決戦が始まろうとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスです。全員登場ですが、最初は九鬼とミユキの会話にしましょう。朱香と晃士朗は頃ころ合あいを見て出てきてください。

晃士朗：了りよう解かい。俺おれと朱香は《ディメンジョンゲート》でいつでも出てこれるしな。

九鬼：じゃあふたりで『至高天』の前で準じゆん備びしてよう。で、タクミのいない『至高天』を見上げる。──随ずい分ぶん、ここに誰だれもいないのも慣なれてきた気がするよ。

ミユキ：ずっとこの場所にこだわってきたのに……なんだか不思議な感じがします。

九鬼：ストラグルを迎げい撃げきした時以来、か。ま、あれとは比くらべ物ものにならない強きよう敵てきだがねえ。

ミユキ：ええ。……そういえば私わたし、九鬼さんの欲望ねがいって聞いたことがありません。想そう像ぞうはついてるんですけど。

九鬼：そういや、朱香に聞いたんだったね。……想像の通りだよ。

ミユキ：あのお嬢じようさんを……。

九鬼：ああ、もちろんセシリアは助けたい。でもさ、それだけじゃないんだ。

ミユキ：それだけじゃない、って……？

九鬼：俺はさ、多分誰より欲よく深ぶかいんだよ。




　くくっと笑って、九鬼は『至高天』を見上げる。

「自分だけじゃなくってさ。周りの人間全員の願いが叶かなって幸せになればいい、って思ってる。お前や朱香、ブレイクエンドや雪村くん、真梨子ちゃんみたいな若わかい子は、特にね」




九鬼：〝十字疵スカード〟のヤツもさ。安定と安あん寧ねいって、うまいこと言ってるよ。やり方さえ間ま違ちがわなきゃ、それが一番いいんだ。

ミユキ：……自分だけの願いを叶えて幸せになれるのかは、私もわからなくなってます。

九鬼：……じゃあ、どういうのが幸せだって思う？

ミユキ：（首を振ふって）……わかりません。まだ、答えは出ないです。

九鬼：じゃ、勉強することだよ若人わこうど。みんなが幸せになるかもしれない回答ってのがさ、人が目指すべき社会ってことなんだよ。

ミユキ：……私の手は血で汚よごれてます。それでも、幸せを願ってもいいんでしょうか。

九鬼：まったく汚れてない人間なんていないよ。……必要なら、戦うしかないんだしねえ。だったら、自分で自分を許ゆるせるかどうかを考えればいい。

ミユキ：自分で、自分を……。

九鬼：ああ。自分の生き方の中で、何が正しいのかを選ぶのがいいと、おじさんは思うよ。

ミユキ：……じゃあ、見み届とどけてください。

九鬼：ああ、俺にはたくさん目がついてる。安心していいよ。さて──さしあたって殴なぐらないといけない相手が来るけど、準備はＯＫ？

ミユキ：はい。いつでも戦えます──！

晃士朗：そこでゲートを開いて出てこよう。真は別のところに置いてくるけど、いいな。

朱香：うん、マレボルジェのあたしの部屋に寝ねかせてくる。

ミユキ：おのれ……!!（一同笑）

ＧＭ：またミユキの嫉しつ妬との炎ほのおが（笑）。

晃士朗：さて、そろそろやつが来る。準備は出来てるか？

ミユキ：（頷うなずいて）はい。

九鬼：やれる限かぎりはね。

晃士朗：なら多くを語ることはねえな。後は迎むかえ撃うつだけだ。

朱香：あたしはミユキちゃんのそばに行きます。いつものポジション、ミユキちゃんの隣となり。何も言わないけど、ここが一番落ち着くって顔をする。

ミユキ：朱香ちゃん……。

ＧＭ：では──不意にコキュートスの扉が、地面にできた影にずぶりと沈んで消失します。

一同：!!




　生半可なオーヴァードでは傷をつけることさえ困難なコキュートスの扉が、まるで何もなかったかのように消失した。

　ぽっかりとできた穴の向こうに、単身で立つ影──〝十字疵スカード〟真田六郎。

　疑うたがいようもなく、ＵＧＮ京都支し部ぶで──いや、これまでケルベロスの前に立たち塞ふさがった敵の中で、最強の男だ。




ミユキ：……無言でじっと見み据すえます。

朱香：さあ、来い……！

ＧＭ：「……お前たちが賢人まで抱だき込こんだのは計算外だった。あれも、クレセントエッジやクィーンビーと同じだったか」

晃士朗：自分から育児放ほう棄きしといて何ほざいてやがる。あいつは最初からお前を止めるつもりだったぜ。俺たちの味方をしたのは結果に過すぎねえよ。

ＧＭ：「不ふ肖しようの息子むすこの考えそうなことだ。だが、あれもいずれは消えるさだめ」

九鬼：レネゲイドをすべて消す。だっけか。本気かい？　人類の七割わりはレネゲイドに感かん染せんしてるってことだが、それが本当とは限らない。九割がキャリアだ、ってこともありえるよ。

ＧＭ：「それでも、人類すべてが死しに絶たえるとは思わん。俺は人類を信じている」

九鬼：こ、こんな嫌いやな「人類を信じている」は初めて聞いたぞ（笑）。

朱香：繫がりロイスを自分から断たとうっていうの？　あなただって怪かい物ぶつにならないって言えないんだよ？

ＧＭ：「構かまわん。最も早はや還かえる道はない」

朱香：ない……の？　じゃあ、真くんは？　真くんとの親子関係もなしでいいの？　親子の関係ってそんなに軽いものなの？

ＧＭ：「──勿もち論ろん、息子の事は愛している。だが、そんな感かん情じようと俺の大たい義ぎとは別の話だ」

九鬼：行動や言動に筋すじが通とおり過すぎるとこうなるんだろうなあ（笑）。

ミユキ：一いつ環かんしてることだけはすごいわね……。

朱香：……この人とは価か値ち観かんがまったく合わないことだけはわかったよ。

九鬼：そういうもんだ。ジャームであろうとなかろうと、そこは変わらないよ。

晃士朗：はん、プルガトーリオの対面に座すわってただけのことはあるぜ。ともあれ、『至高天』を使わせるかどうかじゃねえ。まだ死にたくねえんでな、あんたを止めるぜ。余よ裕ゆうがねえのは知ってる。削けずりきれば俺たちの勝ちだ。

ＧＭ：「そうだな。長引けば俺が先に限げん界かいを迎むかえる」

晃士朗：はん、やけに弱よわ腰ごしじゃねえか。

ＧＭ：「長引かせてはならんだけだ。……十秒で終わらせる。時間はとらせんよ」

ミユキ：……ずっとあなたを仇かたきとして追いかけてきたわ。

朱香：ミユキちゃん……。

ミユキ：けど、不思議ね。今は復ふく讐しゆう心しんを余あまり感じない。ただ、あなたを止めるだけよ。

ＧＭ：「…………そうか。なら、やってみるがいい」と、彼かれも多くは語りません。




〝十字疵スカード〟は、望んでミユキの両親やタクミに手をかけたわけではない。いわば、あれは不幸な事じ故こだったのだろう。そのことは、ミユキも理り解かいしていた。

　故ゆえに、最早恨うらみはない。──ただ、彼の〝大義〟が許せないから、剣けんを取るのみ。




ＧＭ：「青峰ミユキ……。君は本来ここに立っているべき人間ではなかった。あの時巻まき込こまれなければ、タクミくん以外は人として過ごせていたはずだ」

ミユキ：……それは仮かりの話でしかないわ。今ここに立っている以上、私はあなたと戦う。

ＧＭ：「……それしかあるまいな」

朱香：ミユキちゃん、防ぼう御ぎよは考えなくて良いからね！

ミユキ：ええ。ありがとう、朱香ちゃん。

九鬼：さぁて……行きますか。

晃士朗：十秒で終わらせるってことは、十秒凌しのいだらこっちの勝ちってこった。行くぜ！

ＧＭ：では、彼は静かに敵てき意いを向けます。衝しよう動どう判はん定ていはなし、そのまま戦せん闘とうになります！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップです。〝十字疵スカード〟は特になし。

九鬼：俺は《加速装そう置ち》だ。もし相手が後ろに逃にげても追いかけられるようにしておく。

朱香：あたしは《氷の城じよう砦さい》、略りやくしてＫＪ！

ＧＭ：他はありませんね。では、〝十字疵スカード〟が行こう動どう値ち26で動きます。




「凌いでみせろ。──これが俺の切り札だ！」




ＧＭ：マイナーで《千せん変ぺん万ばん化かの影かげ》＋《円えん環かん螺ら旋せん》＋《原初の青：オウガバトル》＋《影の武ぶ具ぐ：シールドクリエイト》＋《原初の黒：ライトスピード》！

晃士朗：随分沢たく山さん組み合わせたな……！

九鬼：二回攻こう撃げき、か。しまった、ここで《フルインストール》しておくべきだった！

ＧＭ：メジャーアクションで《飢うえし影》＋《原初の赤：ピンポイントレーザー》＋《アタックボーナス》！　そして、まずは九鬼を狙ねらう！




「ＦＨ最強の貴き様さまからまず落とさせてもらう！　荒あれ狂くるえ、金色の豹ひよう！」

〝十字疵スカード〟の双眸が輝くと、九鬼の足元の影が伸びあがり、異形の顎あぎとと化して喰らいつく。少しでも傷をつければ、そこからレネゲイドを奪い取り、さらなる強化を図る──それがウロボロスシンドロームのエフェクトだ。




朱香：させない！《炎えん陣じん》＋《氷盾》＋《イージスの盾たて》、ガードシールドも使う！

ＧＭ：ダメージは74点、装そう甲こうは無む視し！

朱香：《イージスの盾》で22点止めて、ガード値は53点、《氷の城砦》の効こう果かで12点、《氷雪の守しゆ護ご》も使って13点、合計78点止めて、ノーダメージ!!　どんなもんだい！

一同：おおおおおおお！（拍はく手しゆ）




　九鬼の前に飛び出た朱香が、その全身から炎ほのおを噴ふき上あげる。

　紅ぐ蓮れんの翼つばさとなった炎は影の顎を包つつみ込こみ、跡あと形かたもなく焼き尽つくしていた。




九鬼：ひゅーう、サンキュー朱香。

ＧＭ：「凌いだか……」と呟つぶやきつつ、二回目のメジャーアクションでＤロイスの〝申し子〟専せん用ようエフェクト、《セレリティ》を使用。さらに二回メインプロセス発生を行います。

ミユキ：い、一行動で三回攻撃!?（笑）

九鬼：お、お前、〝賢けん者じやの石〟も持ってたよな!?　Ｄロイスふたつ!?（笑）

晃士朗：しかも〝申し子〟ってことはウロボロスのピュアブリードってことかよ！

ＧＭ：そして攻撃──の前に、賢人のロイスをタイタスにします。

朱香：えええええええええええ!?

ミユキ：た、タイタスまで使うの!?

ＧＭ：「……喰くらいつけ、青海の鮫さめ！」タイタスを昇しよう華かしてクリティカル値を低下、《飢えし影》に諸もろ々もろ組み合わせて攻撃、再ふたたび狙うのは九鬼です！

晃士朗：……させるかよ！《時の棺ひつぎ》！




　影の表面が波間のようにたゆたい、巨大な鮫の顎あぎとが開いてふたたび九鬼を狙う。

　だが、吞み込まれる寸すん前ぜんで巨鮫は晃士朗の生み出す黒い風に引ひき裂さかれ、雲うん散さん霧む消しようする。




ＧＭ：く……それは攻こう撃げき失敗。

九鬼：ひゅーう、助かる助かる。

晃士朗：《時の棺》の使いどころだったな。ここでダメージを受けると、次の攻撃を範はん囲いにされる。止めておいて、三発目も単発にしたほうがいい。

ミユキ：あ、しかも今ならタイタスも無む駄だ打ちさせられたんじゃないですか？

晃士朗：そういうことだ。一撃目を朱香がノーダメージで凌いだのがでかかった。

九鬼：でないと残りの二発が範はん囲い攻撃だったんでしょ？　恐おそろしい（笑）。

朱香：ほめられたー（笑）。

ＧＭ：だが、攻撃は行いますよ。組み合わせはさっきと同じ、次は晃士朗を攻撃！




「まだ──終わらんッ！　引き裂いて食い千切れ、真紅の大おお鷲わし！」

　晃士朗に散らされた影が収束していき、巨大な影の猛もう禽きんと化す。朱香の炎の翼を超える巨大な影の翼が晃士朗を包み込み、今度こそ吞み込み、喰らい尽くそうと迫る。




朱香：……まだメインプロセスの途と中ちゆうだから、カバーリングできないんですよね？

ＧＭ：そうです。ひとつのメインプロセスにカバーリングは一回まで。今はエフェクトで回数が増ふえてるだけで、最初のメインプロセスが終わっていません。

晃士朗：ま、これは仕方ないな。ドッジは当然失敗。

ＧＭ：ダメージは83点、装甲無視です。

晃士朗：それは耐たえ切れないが、新支し部ぶ長ちようのタイタスを昇華して起き上がる。

ＧＭ：ではそのタイミングで《喰くらわれし贄にえ》＋《混こん色しよくの氾はん濫らん》を使用。このシーン中、ウロボロスのエフェクトを使用するとダメージが＋21、対象が範囲になります。

晃士朗：……凌ぎ切ったぜ。さぁて、チェックメイトか？

ＧＭ：「……君たちを過か小しよう評ひよう価かしすぎていたようだな」と、〝十字疵スカード〟は苦々しげに顔をゆがめます。で、《セレリティ》の効果でＨＰを５点消費。

晃士朗：はん、次は俺の行動だな。マイナーアクションで二〇メートル後こう退たい。ここからはお前の知らない俺たちの戦い方を見せてやる。

ＧＭ：「……来い！」と、《シールドクリエイト》で作り出した影の盾を周囲に展てん開かい。

晃士朗：メジャーはいつも通りの《サイレンの魔ま女じよ》メインの組み合わせ、達成値は45だ！




　数多あまたの戦いを経へて研とぎ澄すまされ、かつての力に迫せまりつつある晃士朗の黒風。

　だが──荒れ狂う風は、〝十字疵スカード〟の周囲に展開した影の盾たてに吞み込まれていく！




ＧＭ：《原初の紫むらさき：イージスの盾》でガード！

晃士朗：ダメージは54点、装甲無視とダイスペナルティ12個こだ。

ＧＭ：こちらは……59点止めてノーダメージ。黒い風は、すべて〝十字疵スカード〟の生み出した影に吞み込まれ、傷ひとつ与えることができません。

ミユキ：えええええ!?

朱香：かた──い！　あたしと同じ!?

晃士朗：マジかよ……！　あの攻こう撃げき力りよくに加えて、朱香並なみの防ぼう御ぎよ力りよくだと!?

九鬼：こ、こりゃマジで最強の敵だねえ……。

ＧＭ：硬こう直ちよくとダイスペナルティは受けます。「重い……な」

晃士朗：……っち。だが、ガードしてくるとわかっただけマシだ。

九鬼：ああ、やりようはあるさ。第二段階限定解除セカンドリミテツドリリース！　《バリアクラッカー》も含ふくめて全部組み合わせて攻撃だ！　達成値は41！

ＧＭ：「……来い」ドッジは当然ながら失敗。

九鬼：パイルバンカーの効果も使って攻撃力に＋10だ。ダメージは70点！

ＧＭ：《雲散霧消》を使用して、45点軽けい減げん。25点のダメージですが、まだ立っています。

九鬼：ちぃ。手を替え品を替え、色々やってくれるよ……！

ミユキ：……倒たおれるまで叩たたけば良いんです。《氷ひよう炎えんの剣》＋《氷の回かい廊ろう》＋《地じ獄ごくの氷炎》＋《終末の炎》でエンゲージ、ＨＰは15点消費。メジャーは全部組み合わせて攻撃です！

朱香：出た、ミユキちゃんの全力攻撃ー！




　ミユキの剣はあらゆるものを凍とう結けつさせ、斬きり裂さき砕くだく氷ひよう狼ろうの牙きばだ。

　自らの生命力を凍気に変えて放つ絶ぜつ対たい零れい度どの斬撃を受け、無事でいられるものは多くない。

　──だが、〝十字疵スカード〟は正しよう真しん正しよう銘めいのバケモノだった。




ＧＭ：「……微温ぬるい！」ガードと同時に、《原初の紫：イージスの盾》と《果てなき円えん環かん》で取得した《原初の紫：自動触しよく手しゆ》を使用。剣を吞み込んだ影が、レネゲイドと一緒にミユキの生命力を奪い去る。

ミユキ：こちらのダメージは70点……！

ＧＭ：こちらは……うおお、９が四つも出た。64点止めて、受けたダメージは６点、そして《原初の紫：自動触手》の効果でミユキには20点のＨＰダメージ。

晃士朗：攻撃したミユキの方がダメージが大きいのかよ！　くそ、《波は紋もんの方ほう陣じん》だ！　13点止めるぞ！

ミユキ：助かります、リーダー！　７点受けて、残りＨＰ９で立ってます！

朱香：あたしは移い動どうして、ミユキちゃんと同じエンゲージに行く。無む傷きずなので行動は放ほう棄き。

ＧＭ：では、クリンナップでこちらのダイスペナルティが消しよう滅めつ。次のラウンドです。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第二ラウンドのセットアップです。

朱香：あたしは念のため《氷の城砦》。

九鬼：《加速装置》は使わないでおくか。で、〝十字疵スカード〟さんよ、まだやる気なのかい？　これ以上やると帰ってこれないよ。そういう話だったろ？

ＧＭ：「……止やむを得えんだろう。言ったはずだ、大義の邪じや魔まは誰にもさせんと」

ミユキ：……どういうこと？

晃士朗：限界──じゃねえのかよ。

ＧＭ：「わからんのか？　俺の目的はレネゲイドを消すこと。ならばここで俺がジャームになったとて、すべて終われば消え去るのみ。この世界に傷は残さん」

朱香：何をする気……!?

ＧＭ：「こういうことだ……!!」　ここで《ヴァイタルアップ》を使用！

一同：ええええええええええええ!?

晃士朗：やべえな。ドカっと増えたぞ、ＨＰ。

九鬼：い、いまコイツ侵しん蝕しよく率りつどれくらいになってるんだよ！　下手したら[image: ]近いぞ!?

ＧＭ：「そしてこれを使うに躊ちゆう躇ちよする必要もない」と、ふたつのマテリアル、左ひだり眼めと脳のう髄ずいを取り出します。

朱香：えええええ、使わないって言ってたのに！　ジャームになったら関係ないの!?

晃士朗：どっちも初めて見るな。こいつがずっと抱かかえてやがったか。




「レネゲイドの力ですべてのレネゲイドを滅ほろぼす。すべて、ゼロに戻もどす！」

　マテリアルが、〝十字疵スカード〟の身体に吸すい込こまれる。それを境さかいに、彼の目からは理り性せいの光が失われていった。

　すべてのレネゲイドを嫌けん悪おし、否ひ定ていする。その衝動だけが瞳ひとみに宿る。




ＧＭ：……彼は完全にジャーム化し、残っていたロイス枠わくすべてにＥロイスが入ります。

朱香：ひええええええ！

九鬼：Ｄロイスがふたつで、使ったタイタスがふたつだから……三つ？

ミユキ：そこまでして……！

ＧＭ：「すべて、世界のため──！」というわけで、侵蝕率が[image: ]％から[image: ]％になります。

朱香：つまりＨＰが80増えたってこと？　うわぁぁ……。

九鬼：まあ仕方ないよねえ……やるしか。

晃士朗：はん、結局全部独ひとりよがりじゃねえか。あんたはどこまでもオーヴァードだよ、真田六郎。力に振ふり回まわされて、挙あげ句く魂たましいを失う。

ＧＭ：「……これが、俺の大義……これが、俺の、大、義……」

ミユキ：もう、まともに会話も出来そうにないわね……。

九鬼：ここまで思いつめるのはある意味立りつ派ぱだが──ひどいもんだねえ。

朱香：あたし、〝十字疵スカード〟のロイスをタイタスにします。……もう人間じゃなくなっちゃったし。

ＧＭ：わかりました。ではＥロイス〝定まりし殺意〟が発動。

朱香：えー!?　なにそれー!?

ＧＭ：自分のロイスをタイタスにした人に４Ｄ10のＨＰダメージを与あたえるＥロイスです。ダメージは……21点。自分を否定した朱香に、強きよう烈れつな殺意が叩たたきつけられます。

朱香：ＨＰダメージなら《氷の城砦》は有ゆう効こうですよね？　じゃあダメージは９点です。ダメージを受けた瞬しゆん間かんに真くんの顔を思おもい浮うかべて──続けて〝十字疵スカード〟の顔とお母さんの顔が浮うかんで、今立ってる自分を誇ほこらしく思います。

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：で、ミユキちゃんを見てにっこり笑うよ。

ミユキ：微笑ほほえみ返します。

朱香：よし、がんばる！（笑）

晃士朗：一巻かん以来だな、見つめ合って微笑むのは。二巻ではやってなかった。

朱香：ほんとだー！

ミユキ：セッション三回ぶり（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブです。行動値26で〝十字疵スカード〟の行動ですが……。

九鬼：おっと、そこで《フルインストール》だ！　テセウスに命じると瞬しゆん時じに俺の神しん経けいがプラズマ化し、光速の反はん射しや神経が実じつ現げんする。

ＧＭ：ではこちらの行動。マイナーで《円環螺ら旋せん》＋《原初の青：オウガバトル》、メジャーは《飢えし影》＋《原初の赤：ピンポイントレーザー》＋《背教者の王》！




〝十字疵スカード〟の足下にある影が歪ゆがみ、膨ふくらみ、伸しん張ちようし、巨大なトラバサミのようになってミユキたちに喰らいつく。ミユキを庇った朱香と九鬼は、全身からごっそりと生命力が失われるのを感じた。




朱香：〝十字疵スカード〟のタイタスを昇しよう華かして起き上がる！　こんにゃろーっ！

九鬼：俺は《ラストアクション》を宣せん言げんだ。吹ふき飛とばされた瞬間にテセウスのリミッターが強きよう制せい解かい除じよ、稲いな妻ずまの反射神経で一気に死角に入はいり込こむ。




「これがアンタの到とう達たつ点てんかよ、化け物」

　九鬼は、怒おこっていた。〝十字疵スカード〟の大義エゴに。九鬼が零こぼす「目に見える人すべてを救う」という欲望ねがいは、〝十字疵スカード〟の大義と根っこの所で似にていながら、決定的に違ちがうものだ。

　だからこそ、許せない。勝手な判はん断だんでオーヴァードを、仲間を滅ぼそうとするこの男が。




九鬼：ここで出だし惜おしみはできないよねえ……。全部組み合わせて……達成値56！

ＧＭ：ドッジは当然失敗！

九鬼：当然パイルバンカーの効果も使って攻撃力を上げる。ダメージは80点だ。

ＧＭ：《雲散霧消》を使って、35点ダメージ。身体に穿うがたれた穴あなを影が覆い、埋うめていく。

九鬼：つくづく化け物だねえ。〝十字疵スカード〟のタイタスを昇華して起き上がるよ。

晃士朗：次は俺だが……待機だな。俺の攻撃じゃダメージを与えられん。

ミユキ：じゃあ私ですね。《終末の炎》をＨＰが１になるまで使って、《コンセントレイト》＋《結合粉ふん砕さい》＋《炎の刃》で攻撃！　達成値55！

ＧＭ：《原初の紫：イージスの盾》＋《原初の紫：自動触手》でガード。……うぇぇ、さっきと逆ぎやくに１が四つ!?

ミユキ：ダメージは65点。生命力を注そそぎ込こんだ氷の刃で斬りつけます。

ＧＭ：ぐぐぐ、32点しか防げず、ダメージは33点！　だが槍状になった影が飛び出してミユキを貫つらぬく！　20点のＨＰダメージをプレゼントだ！

晃士朗：《波紋の方陣》を使うぞ。……ダメか、14点しか止まらない。

ミユキ：じゃあ〝十字疵スカード〟をタイタスにして昇華、復ふつ活かつします。

朱香：あたしは《鋼はがねの肉体》を使う。ＨＰが47点まで回かい復ふく。

ＧＭ：では、次は九鬼ですね。

九鬼：全力で殴なぐるしかないねえ。侵蝕率効果表のゲージを塗ぬりつぶしてしまった（笑）。

晃士朗：[image: ]超ごえか。《バリアクラッカー》の使用回数が一回増えたな（笑）。

九鬼：使わずに済すめばいいんだけどねえ。

晃士朗：これだけガードが固いと九鬼に頼たよらざるを得ないな。俺たちの中で敵のガードを抜ぬけるのは、九鬼の《バリアクラッカー》だけだ。

九鬼：一ラウンド一回の技わざを使い切ってる今がチャンスだろう。組み合わせはいつもと同じだが、ダイスは更さらに増えて合計23個。達成値は……おおおおお、60超こえた！　74!!

朱香：すごいすごい！

ＧＭ：ドッジは当然ながら失敗。

九鬼：出し惜しみなし、最後のパイルバンカーも使うぜ！　……86点！　これで終われ！

ＧＭ：……《虚きよ無むへの回帰》を使用。影に潜もぐり込こんでダメージを０にします。




　体内でレネゲイドがざわつくのを感じながら、九鬼が放った渾こん身しんの一刀。

　だが──それが斬り裂いたのは、〝十字疵スカード〟の生み出した影の人形。




ミユキ：今の一撃で倒たおせないなんて……！

晃士朗：……最後に俺だな。マイナーでエンゲージして終わりだ。

九鬼：……こりゃ、もう一回行くしかないか。《バリアクラッカー》、あと一回使えるんだよねえ。パイルバンカーも撃うち尽くしたし、全力で行くしかない。

朱香：いやああ、九鬼さん帰ってこれるの!?

晃士朗：次のミユキの攻撃で倒せないと厳きびしいな。俺は万が一のために、カバーリングして九鬼を残すためにエンゲージしている。

ＧＭ：わかりました。では、クリンナップになります。

朱香：《フェニックスの炎》を使ってＨＰ全ぜん快かい！

ＧＭ：た、タイタスで起き上がったのにそのラウンドで全快だと……？（笑）




◆第三ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第三ラウンド、セットアップ！

朱香：もちろん《氷の城砦》！

ＧＭ：他は何もなしですね。では、〝十字疵スカード〟が攻撃を行います。《背教者の王》は使い切ったので、それ以外を組み合わせて攻撃。達成値は71！

晃士朗：メジャーアクションを放棄して九鬼をカバーリング。いざって時は頼たのむぞ、最強。

九鬼：……ああ、任まかしとけ。

朱香：ミユキちゃんはあたしが守る！　全部組み合わせてガードシールドも使うよ！

ＧＭ：ダメージはちょうど[image: ]点！

朱香：ガードは53点なので、47点。カバーリングしたので倍になって94点。《氷の城砦》で12点、《氷雪の守護》も使って……あーん、低い！　13点引いて、69ダメージ。

晃士朗：いや、倒たおれ際ぎわに俺が《波紋の方陣》を飛ばす！　よし、24点軽減！

朱香：じゃあ69から24を引いて……45点！　残りＨＰ15で立ってるよ!!

ＧＭ：なにぃぃぃぃぃ!?　[image: ]点をカバーリングして耐えただと!?

朱香：やったぁぁぁぁ！　どんなもんだい！

ミユキ：朱香ちゃんがまぶしい……。

晃士朗：……よし。俺はブレイクエンドをタイタスにして踏ふみとどまる。行動済ずみだがな。




　ほんの一いつ瞬しゆん、〝十字疵スカード〟の顔に驚きよう愕がくが浮かぶ。

　──ここまでやっても、折れないのか。




ＧＭ：では、行動値５の三人ですね。

ミユキ：じゃあ、私が行きます。攻撃にタイタスを使いたいけど……切れるものがないなあ。《終末の炎》でＨＰを15点消費、全部組み合わせて攻撃！

晃士朗：ここで倒してくれよ……！

九鬼：そうだねえ。ストーリー的にも、俺の侵蝕率的にも（笑）。

ミユキ：わかりました、いきます！　これで終わって……！

朱香：ミユキちゃん、お願い……！

ミユキ：……ええええええ、うそ、やだ、低い!?

晃士朗：うおおお!?

ミユキ：全然クリティカルしなかった……！　出目26で、達成値36です……。

ＧＭ：……《原初の紫：イージスの盾》と《原初の紫：自動触手》でガードを宣言。

ミユキ：ううう……ダメージもさっきより大分低い。55点です。

ＧＭ：こちらは41点止めます。……14点ダメージ、まだ倒れない！

ミユキ：しまった……！

晃士朗：ダメか。《雲散霧消》も残されたから、九鬼に全力で行ってもらうしかねえ……。




　疲ひ労ろうによるものなのか、ミユキの剣筋にいつもの切れがない。切っ先は〝十字疵スカード〟の身体を斬り裂くが、致ち命めいの一撃には至いたらず──ふたたび、影がミユキの生命力とレネゲイドを奪い取る。




ＧＭ：そして、《原初の紫：自動触手》でミユキに20点のＨＰダメージ。

ミユキ：……ダメ、［戦せん闘とう不ふ能のう］です。ごめんなさい……。

朱香：ミユキちゃん、ミユキちゃん───っ!!

九鬼：……やるしかないか。全部組み合わせると侵蝕率が[image: ]％まで行くねえ。Ｅロイスと追加振ぶりも考えたら、なんとか戻ってこれる範はん囲い内ないではあるけど……。

朱香：ええええ、大だい丈じよう夫ぶなの!?

九鬼：手を抜くとダメージを与あたえられない可か能のう性せいがあるんだよ。かといってエフェクトの代わりにタイタス、なんて選せん択たく肢しもありえないしねえ。

晃士朗：……凌しのがれたら、終わりだろうな。

九鬼：……全力で殴なぐって、倒して、戻ってきてやるよ。全部組み合わせて攻撃！




「ジャームになろうが大義を守ろうが、好きにすりゃあいい。──だがな、子こ供どもひとり守れない大人が、胸むね張はってんじゃねえええええっ[image: ]」

　オーバーヒートし、赤熱化した機械部分に生身の身体を焼かれながら、九鬼の刃やいばが〝十字疵スカード〟に迫せまる。最強と最強、意地の、欲望ねがいのぶつかり合い──！




九鬼：……達成値33、勿もち論ろん《バリアクラッカー》も込こみだ！

ＧＭ：ドッジは……惜おしい、達成値31で僅わずかに届とどかず！

九鬼：ダメージは……54点。低いか……？　パイルバンカーが残ってれば……！

ＧＭ：……《雲散霧消》を使用、45点軽減、ダメージは９点のみ。

晃士朗：…………。

九鬼：…………くっ。

朱香：ダメなの…………？

ミユキ：お願い…………。




（──正直、これで打ち止めだ。終わってくれよ──）

　レネゲイドの侵蝕、体力、気力、すべてが限界に達している。

　九鬼のすべてを搾しぼりつくした一撃を受け──




ＧＭ：……残りＨＰは６。それで倒れます！




　ぐらりと、〝十字疵スカード〟の身体が傾かしいだ。




朱香：あぁぁぁぁん、よかったー！

九鬼：心しん臓ぞうが止まるかと思ったよ！（笑）
















ミユキ：さすが九鬼さんです！

ＧＭ：くうう、〝否定の壁〟は使えなかったか。攻撃に使用したタイタスの効果を無効化する、という素敵な効果だったのに。

九鬼：こええー！

晃士朗：使われてたまるか、そんなもん（笑）。

ＧＭ：えー……では〝十字疵スカード〟は［戦闘不能］になったわけですが。

朱香：あたしはミユキちゃんを助け起こして……え、何、ＧＭ？

晃士朗：……まだ何かあるのか？

ＧＭ：ここでＥロイス〝加か虐ぎやくの宴うたげ〟が発動します。

ミユキ：え？

朱香：……何？




「俺は、間違っていない……。俺の、大義は……」

　九鬼の一撃を受け、〝十字疵スカード〟が喀かつ血けつして膝ひざを突く。

　──その瞬間、その身体が膨ふくれ上あがった。




ＧＭ：戦闘不能になった瞬間、〝十字疵スカード〟の身体が爆ばく発はつし、エンゲージしている全員に５Ｄ10点のダメージを与えます。戦闘は終わっているので無意味ですけどね。

ミユキ：うそ……。

朱香：な、何それ!?

晃士朗：それって、こいつが〝加虐の宴〟をかけられてる、ってことか!!

九鬼：……そうだよな。これ、誰かを爆ばく弾だんに書かき換かえるＥロイスだもんな。

ＧＭ：そもそも〝定まりし殺意〟を使っているので、〝十字疵スカード〟の衝動は〝嫌悪〟なんですが、〝加虐の宴〟はその名の通り〝加虐〟の衝動によるＥロイスです。

朱香：えと、どういうこと？

晃士朗：……つまりこいつは、誰かに「一回でも膝を突いたら爆発して死ぬ」っていう術じゆつをかけられてた。で、俺たちが倒すまで、一度も倒れなかったんだ。

九鬼：そういうことになるねえ……。

ＧＭ：というわけで、彼の体は粉々に吹き飛びます。ただ──その間ま際ぎわに彼は叫さけびます。




「おのれ……プルガトーリオォォォォォッ!!」




朱香：いやああああー！

ミユキ：い、今なんて……。

九鬼：おいおいおいおい！

晃士朗：嫌な捨すて台詞ぜりふ残しやがって……。

ＧＭ：爆ばく風ふうが晴れると、〝十字疵スカード〟の身体や痕こん跡せきは跡あと形かたも残っていません。ただ、彼の持っていたマテリアル──左眼と脳髄だけが転がっています。

九鬼：口くち封ふうじも兼かねてた、ってことか。……晃士朗、マテリアル回かい収しゆうしとくよ。

晃士朗：ああ、頼む。こいつが砕けちまわなかっただけでも上出来だ。

ミユキ：でも、こんなことって……。

朱香：うう……お母さん……！

ＧＭ：では、嫌な空気になったところでシーン終しゆう了りよう、バックトラックを行いましょう。






《影の武具》　影で武具のコピーを生み出すウロボロスのエフェクト。

《万象の黒》　エネミーエフェクト以外の「制限：[image: －]」か「制限：[image: ]％」のエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。

《アタックボーナス》　レネゲイドによる破壊力そのものを増大させる一般エフェクト。

《セレリティ》　Ｄロイス〝申し子〟専用エフェクト。シンドロームの力を解放し、複数回行動を行う。

《原初の紫》　エネミーエフェクト以外の「タイミング：オートアクション」か「タイミング：イニシアチブプロセス」のエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。　

《雲散霧消》　攻撃の作用を消滅させ、自身と周囲を守るウロボロスのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　侵蝕率を大幅に上昇させ、生命力を増強する一般エフェクト。

〝定まりし殺意〟　自分への思いを振り切った相手に、死をもって報復するという苛烈な意思を表すＥロイス。

《背教者の王》　体内のレネゲイドを暴走寸前のエネルギーにまで高めて敵に叩き込む、ウロボロスのエフェクト。

《虚無への回帰》　レネゲイドの力を吸いつくし、無に帰すことで攻撃を無効化するウロボロスのエフェクト。

〝加虐の宴〟　他者の肉体を変質させ、生きた爆弾へと変えてしまうＥロイス。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックです。〝十字疵スカード〟の所持していたＥロイスは三つなんですが、〝否定の壁かべ〟はふたつとして数えます。で、〝加虐の宴〟も今回は計算に入れるので、合計で５Ｄ10侵蝕率を引き下げる事が可か能のうです。

晃士朗：ありがたい、それも入れてくれるのか。

九鬼：それだと大分帰ってこれそうだねえ。幸いロイスも５つ全部残ってるし……追加振りも考えれば、なんとかなるはず。

晃士朗：俺は35点下がって[image: ]、残ったロイスが四つ。……うん、82で帰き還かん。

朱香：あたしも[image: ]まで下がりました。ロイスも使ってぴったり99％で帰還。

ミユキ：私も79まで下がって無事帰還しました。

ＧＭ：九鬼はどうですか？

九鬼：[image: ]％だからねえ。まずＥロイスの五つと倍振りで……うん、ダメ。追加振りするよ。

ＧＭ：ちなみに現げん状じようでいくつですか？

九鬼：[image: ]。で、あと五つ振れるんだ。

晃士朗：そ、それ大分危あぶなくないですか？　期き待たい値ちよりは低いですけど……。

朱香：ええええ、やめてよ～みんなで帰ってこようよ！

ミユキ：ここでジャーム化はなしですよ!?

九鬼：す、すごいプレッシャーが……（笑）。まあでも振るしかない、ええい！




　気合を入れてダイスを振る三田さん。五つのダイスが卓たく上じように転がり、そのうちひとつが妙みようにくるくる回転して中々止まらない。

　そして──。




九鬼：12の、18の……23！　98％、帰還成功！

一同：おおおおおおおおお！

朱香：あぶなーい！　よかった、帰ってきたあああああ！

ミユキ：２％差ってかなり危なかったじゃないですか！（笑）

晃士朗：いやー、ヒヤっとしました。

九鬼：俺も怖こわかった（笑）。

ＧＭ：おそらくＤＸリプレイ史上最高の侵蝕率から帰ってきましたね。

九鬼：よかったー！（笑）

ＧＭ：では、少し休きゆう憩けいしてエンディングに移うつりましょう。







◆Ending01◆ルーザーズ

Scene Player ─── 闇条晃士朗




　かつてないほど強大な敵、〝十字疵スカード〟は斃たおれた。ＵＧＮ京都支部は、今度こそ壊かい滅めつしたと言えるだろう。

　だが、『神曲』セルもまた被ひ害がいは大きい。それに、未いまだ解かい決けつしない疑ぎ問もんも、新たな疑問も山のようにあるのだ。




ＧＭ：では、エンディングです。最初は晃士朗のシーンからにしましょう。

晃士朗：ん、なら聞きたいことがある。まず、〝十字疵スカード〟が死んだことでＵＧＮ京都支部はどうなる？　瓦が解かいして撤てつ退たいしたりする？

ＧＭ：そうなります。〝十字疵スカード〟が圧倒的な力でＵＧＮ京都支部を急速に纏まとめ上あげたので、彼がいなくなると崩ほう壊かいも早いです。

九鬼：優ゆう秀しゆうだったんだねえ。やり方もプルガトーリオにそっくりだが。

朱香：うー……お母さん。

晃士朗：だろうな。一ヶ月やそこらでこれだけの戦力をかき集めたわけだし。で、もうひとつ。真はどうなる？

ＧＭ：しばらくは『神曲』セルというか、あなた方の管理下にいるでしょう。なにしろ、動いていられる時間が少ないので。

晃士朗：なるほど、行動不能ってところか。外への連れん絡らくだけさせないようにしておこう。

九鬼：その心配はなさそうだけどねえ。ある意味、ブレイクエンドは自分の欲望ねがいを叶えちゃったわけだしさ。

晃士朗：そうだな。こちらとしてはＵＧＮに戻ったり連絡さえしなきゃいい。

ＧＭ：それには従したがいます。しばらく考える時間が欲ほしい、というのもあるのでしょう。そもそも支部長殺しに加か担たんしてることになるので、ＵＧＮには戻れませんし。

九鬼：ま、そりゃそうだ。支部長は世界の七割を滅ぼそうとしてたんだ、とか言っても信じてもらえないだろうしねえ。

朱香：そんなこと言っても、あたしたちに洗せん脳のうされたんだろうって言われるよ（笑）。

晃士朗：だな（笑）。……じゃあ、まず百々菊が本当に京都を出たかを調べてる。




　対ＵＧＮの事後処理がひと段だん落らくしたあと、晃士朗は人を使って百々菊の現状を確かく認にんさせた。結けつ論ろんから言えば、彼かの女じよは晃士朗の命令どおり京都を出ていた。

　──ただし、電車一本で行くことのできる大おお阪さか、その繁はん華か街がいのひとつ、北きた新しん地ちに腰こしを落ち着けていたのだが。




ミユキ：近いなー。電車で一時間ちょっとですよ（笑）。

晃士朗：……あの野や郎ろう。まあいい、とりあえず動向だけ確認したら、ため息をひとつこぼす。相変わらずプルガトーリオの部屋で、椅い子すには座すわらずデスクに腰こし掛かけてるぜ。

ＧＭ：では、コンコンとノックをしてから、返事を待たずにひとりの老人──大門寺蔵人くろうどが入ってきます。

晃士朗：隻せき眼がんでジロリと睨にらみつけるぜ。

ＧＭ：「すばらしい活かつ躍やくじゃないか。さすがはケルベロスの長、私の睨んだとおりだよ！」

朱香：ゴマすりジジイめ……！（笑）

晃士朗：はん、あんたの言うとおりだったよ。ヤツには限界があった。……ただ、限界を突とつ破ぱしてきやがったがな。行き着く先はジャーム化だ。

ＧＭ：「かっかっかっ……まあ、彼も思いつめるタイプだったからねえ」

晃士朗：で、何の用だ？

ＧＭ：「いやいや、脅きよう威いも去ったことだし──改めて、このセル内での私の立ち位置なんかをね、君に便べん宜ぎを図はかってもらえればと、こう思ってるわけなんだよ」

九鬼：……げ、下げ衆すいなあ（笑）。

ミユキ：喋しやべれば喋るほど品ひん性せいが疑われます（笑）。

晃士朗：汚きたないものを見るような目で見ておこう。

ＧＭ：「なに、財ざい力りよく的なバックアップなら私に任せてくれ。君ならすぐに美奈子を超える『神曲』セルの長になれるよ、ハッハッハッ」

晃士朗：殺気立った目で睨み付ける。そんなに容易たやすく超えられたら苦労はしねえよ。

ＧＭ：「ひ、ひぃっ」（一同笑）

九鬼：なんか面おも白しろくなってきた（笑）。

朱香：あたしは悲しくなってきた。なんでそんな三下なのよー！（笑）

晃士朗：ジジイは無視して、〝十字疵スカード〟が最後にプルガトーリオの名前を叫んで死んだのを思い出す。あのアマ、どこで糸を引いてやがる……。

ＧＭ：「わ、私はしばらくこのセルに滞たい在ざいするので……」

晃士朗：あんたの力を借りることもあるだろうさ。何せ俺たちは『至高天』の過か去こについても、三年前の事じ件けんについても、知らない事が多すぎる。

ＧＭ：「そ、そうかね。いや、私でわかることなら遠えん慮りよなく聞いてくれたまえよ！」汗あせを拭ふきつつ、得意げに笑います。

晃士朗：水晶の薔薇ばらに群むらがってくるのは、こんな連中ばかりか。──俺も含めて。

ＧＭ：では、蔵人は何度か君に「頼たのむよ、頼むよ！」と念ねん押おししてから部屋を辞します。

晃士朗：……あいつを疑うのはあとで良いいや（笑）。ところで、プルガトーリオの居い場ば所しよは手がかりがないんだよな。

ＧＭ：ええ、今のところ何もありません。

晃士朗：タクミは見つかった。ブレイクエンドも回収した。マテリアルも多少ながら取とり戻もどしつつある。だが、プルガトーリオはまだ不明……。情じよう報ほうを整理しながら、ひとつ大きくため息をつく。端たん末まつから一度目を離はなして、ポケットから一葉の写真を取り出す。

ミユキ：あ、それって……。

晃士朗：ミユキから預あずかった写真だ。それを指先でもてあそびながら──ミユキが〝十字疵スカード〟を前にして復讐心に駆かられなかったことと、朱香が『納なつ得とくしなきゃ道具にならない』って言ったことを思い出す。




「人は変わる……か」

　そう呟き、変わらなかったものの末路を思い浮かべる。

　頑かたくなでありすぎたゆえにジャームと化した〝十字疵スカード〟の姿と、その死に様ざま。

「はん、変わらないのは誰なのやら──」







◆Ending02◆ロング・グッドバイ

Scene Player ─── 九鬼




　京都駅大階段。

　待ち合わせのため、九鬼は相変わらずの定位置に向かっていた。

　呼よび出だしたのは──今回の戦いから外された、ふたりの若わか者ものだ。




ＧＭ：では、次は九鬼のエンディングにしましょう。

九鬼：俺はブレイクエンドについて説明したいし、雪村と真梨子を呼び出すよ。

ＧＭ：わかりました。では、真から雪村と真梨子宛あての手紙を預かります。

九鬼：なるほどね。内ない容ようは？

ＧＭ：今回の顚てん末まつをバカ正直に書いてます。父親を止めるためにＦＨと共きよう闘とうしたことや、自分の身体のことなどですね。

九鬼：……わかった。一いち応おう本ほん拠きよ地ちの場所とか、マズそうな部分だけ検けん閲えつしとくよ。

ＧＭ：わかりました。で、場所はいつもの京都駅の大階段の上でいいですか？

九鬼：うん、それでいいよ。

ＧＭ：では、不ふ機き嫌げんそうな顔つきの雪村と真梨子が待ち合わせ場所にやってきます。

九鬼：俺は少し遅おくれて来よう。ごめんね～、こっちから指定しといて遅れちゃったよ。

ＧＭ：「賢人はどうした!?」と、雪村は開口一番叩たたきつけるように言います。その半歩後ろで、真梨子があなたをジト目で睨んでいます。

九鬼：……手紙、預かってきてる。悪いけど検けん閲えつはさせてもらったよ。

ＧＭ：バッと手紙を奪うばい取って読み始めます。読み進めていくうちに手がぷるぷると震ふるえる感じですね。「……あの阿あ呆ほうが」

朱香：雪村や真梨子ちゃんは、真くんの目的を知ってたのかな？

ＧＭ：はい。知っていたからこそ、前線には出てこなかったわけで。

朱香：なるほど……。

晃士朗：じゃあ、とうとうやったか、くらいの感覚なのかね。




「事実、なんだろうな」

　手紙を読み終え、感情を抑おさえるように、静かな声で雪村は問いかけた。

　答える九鬼は、いつもどおりの飄ひよう々ひようとした口ぶりだ。

「どうだろうねえ。俺たちがブレイクエンドを洗脳して書かせたかもしれないよ。筆ひつ跡せきのコピーも、ノイマンシンドロームなら簡かん単たんだ」




ＧＭ：「確たしかに、貴様を信じる材料はどこにもない。だが──新支部長は斃れ、ＵＧＮは京都から撤退した。そこに賢人が関かかわっていたとも聞いている」

九鬼：もう情報はそっちにいってるか。んじゃ、信じてもらえそうかな。

ＧＭ：「……ああ。賢人は俺たちと袂たもとを分かった」

九鬼：……君たちがどうしても許せない、ってのなら、俺の首をくれてやってもいいよ。

朱香：ちょ、ちょっと九鬼さん!?

晃士朗：おいおい、何言い出すんだ。

ＧＭ：それは雪村も怪け訝げんな顔をします。「何のマネだ？」

九鬼：……ブレイクエンドみたいな子供を闇やみの道に叩たたき込こんじまったのは、俺の落ち度だ。それに『神曲』最強のエージェントの首があれば、君らの面子めんつも保たもてるだろ？

ＧＭ：「ふん、今いま更さらそんなことをして面子を保ってどうする。ＵＧＮはしばらく京都では活動できんし──」と、少し遠い目をします。「色々、腑ふに落ちたこともある」

九鬼：そうかい。んじゃ、真梨子の方も見よう。……君もそれでいいかい？

ＧＭ：「……おじさんの首なんか、ほしくない」

九鬼：一本取られたね（笑）。

晃士朗：理り屈くつとか関係なく、本気で嫌がってそうだな（笑）。

ミユキ：真梨子らしい（笑）。

ＧＭ：「……雪村さんがいいなら、わたしはそれでいい」

九鬼：そうか。んじゃ、助命してもらったってことで、借りにしておくよ。

ＧＭ：「いらない。気持ち悪い」と真梨子が首を振ります（爆ばく笑しよう）。

朱香：きもちわるーい！（笑）

ミユキ：ひ、ひどい（笑）。

九鬼：そ、そうかい。……で、これからどうするんだい？

ＧＭ：「色々と考えたい事がある。しばらくは京都を離れるつもりだ」

九鬼：そうか。……そういやさ、お前さんたち〝十字疵スカード〟に依い頼らいされてマテリアルを争そう奪だつする話に加わってた、ってのは本当かい？

ＧＭ：「ああ。……お前たちもそうだったんだろう？」

九鬼：なるほど、そこも本当か。……ありがとさん。んじゃ、君らも達たつ者しやでやりなよ。

ＧＭ：「……最早会うこともあるまい」そう言ってふたりは背を向けます。

九鬼：ああ、ひとつ忘わすれてた。あの甘あまちゃん──ブレイクエンドでも、真田賢人でも、柾まさ木き真でもいいけどさ。あいつと君らとは、ちゃんと繫つながってる。今までも、これからも。だから、忘れないであげるといい。

ＧＭ：……では、その言葉を聞いてふたりは立ち止まります。




　くるりと、雪村と真梨子は同時に振り返る。

「お前に言われずとも、わかっている」

「あなたに言われなくても、わかってるわ」

　ふたりは、答えもまったく同時に返した。そうだ、言われなくてもわかっている。三人は、チームであり──友達だったのだから。




九鬼：そうか。それは……よかった。本当によかった。




　頷いた九鬼は、笑っていた。とても嬉しそうな──まるで、親が子供に向けるような笑顔で。







◆Ending03◆イノセンス

Scene Player ─── 青峰ミユキ




　マレボルジェ内の一室。タクミは一応の生命維い持じ措そ置ちを行われ、ベッドに横たわっていた。その半身は水すい晶しようと化し、呼こ吸きゆうはしていても目覚める事はない。

　──その傍かたわらに、傷きずの手当てを終えたミユキが寄より添そっていた。




ＧＭ：では、次のエンディングです。朱香とミユキ、どちらが先でも構いません。

ミユキ：あ、私タクミに会いに行きたいです。

ＧＭ：わかりました。では先にミユキのシーンにしましょう。

ミユキ：今タクミはどういう状じよう態たいですか？

ＧＭ：右半身が水晶化したまま、マレボルジェ内の一室で眠ねむっています。心臓は動いていますが、『至高天』の中にいたときとは違い、意い識しきを感じ取ることはできません。

ミユキ：状じよう況きようは良くなったのか悪くなったのか……。とにかく、タクミのそばで水晶になっていない側の髪かみを撫なでたりしてます。タクミ、〝十字疵スカード〟は倒れたわ。返事がないとわかっていながら話しかけます。

ＧＭ：では──そうしていると、ミユキはあることに気づきます。

ミユキ：あること……？

ＧＭ：はい。ほんの僅わずか、ほんの僅かずつ、水晶化している範はん囲いが広がっています。

ミユキ：これって……もし全部水晶になったら、タクミは……。




　はっきりとした事は誰にもわからない。

　このまま完全にタクミが水晶の彫ちよう像ぞうと化してしまった時、果たして何が起こるのだろうか。

　ミユキは不安を感じながら、〝十字疵スカード〟に託たくされた短たん剣けんのことを思い出していた。




ミユキ：タクミ──。あなたはＦＨで、私の知らないところでどんな戦いをしていたの？　三年前、あなたが見た真実はなんだったの？




　答えは返ってこないと知りつつ、ミユキは最愛の弟の口から真実を聞きたかった。

　三年前に何があったのか。タクミはなぜＵＧＮに行こうとしたのか。




ミユキ：聞きたい事は山ほどあるわ。──真くんを通して、あなたは私に言ったわよね。『至高天』を起動させちゃダメだ、って。私も今はあの力が怖こわくて仕方ない。

ＧＭ：答えは返ってくることはありません。ただ、規き則そく正ただしい呼こ吸きゆう音おんが聞こえるのみです。

九鬼：悩なやんでるねえ……。

朱香：ミユキちゃん……。

ミユキ：沢たく山さんの人が『至高天』を目指して、倒れてる。真くんだって『至高天』は使うべきじゃない、って言ってる。私も──使わない方がいいんじゃないか、って思い始めてる。




「でも、今のあなたは──」

　呟きながら、ミユキは水晶化した部分を撫なでる。そこはぞっとするほど冷たい。

「タクミ、教えて。あなたはこの世界に帰ってきたいの……？」

　ミユキの問いに答えるものは何もない。タクミから感じる意い思しもない。

　そこには、ただ沈ちん黙もくだけがあった。




ミユキ：で、ＧＭ。お願いがあるんですが。

ＧＭ：なんでしょう。

ミユキ：これ、真くんに立ち聞きしてて欲しいんですよ！（笑）

一同：（どよめく）

九鬼：新しいタイプのＮＰＣ乗っ取りだ（笑）。

ＧＭ：……うん、それは面白いので拾いましょう。




　いつの間にか、声に出して呟いていたミユキの独白。

　それを、真は偶然耳にしてしまっていた。

「…………」

　──彼はそのまま、ミユキに声をかけることなく、踵きびすを返す。




ＧＭ：では──真は何か考え込むような表情で、その場を駆け去ります。

ミユキ：私はそのことに気づきません。

ＧＭ：……では、そこでシーン終了としましょう。







◆Ending04◆スリーピングビューティー

Scene Player ─── 大門寺朱香




〝十字疵スカード〟との戦いの後、朱香はセシリアのもとを訪おとずれていた。

　九鬼がオーヴァード化を忌き避ひし、眠り続ける少女。

　彼女が眠るガラスケースを見下ろしながら、朱香は物思いに耽ふける。




ＧＭ：では、朱香のエンディングです。

朱香：じゃあ、セシリアさんのところに行きたい。九鬼さんに守ってって言われたのもあるし、色々考えたい事もあるから。マレボルジェの中は、考えごとに向かないの。

ミユキ：そうなの？

朱香：うん。お母さんの部屋にはリーダーがいるし、ミユキちゃんはタクミくんについててあげて欲しいし、九鬼さんは別のところに行ってるし、真くんには無理させたくないし。

九鬼：なるほどねえ。

朱香：……ひとりで考え事するなら、セシリアさんのところがいいかなって思ったの。彼女ってオーヴァードじゃないんだよね？

九鬼：そうだよ。

ＧＭ：オーヴァード化すれば助かるかもしれないけど、それを拒こばんでる状態ですね。

朱香：じゃあ、彼女のそばに佇たたずんで──最初は、他た愛あいないことを話してます。真くんのこととか、ミユキちゃんのこととか、お母さんのこととか。

九鬼：全部ノロケなんじゃないの？（笑）

朱香：そうかも（笑）。で、そのうち今回の戦いを反はん芻すうし始めるの。だって、あたしが話す人ってみんなオーヴァードだから。




「──あたしはレネゲイドがないと好きな人を守れなかった。ううん、たぶん、生きてもいけない、って思うの」

　朱香は返答しないセシリアに対し、独どく語ごめいたつぶやきを零こぼす。




朱香：あたしが生き返ったのもレネゲイドの力、『至高天』の力だし、それを繫げて今があるの。──もちろん、お母さんの本当の欲望ねがいがなんなのか、とは思う。




　もしも、美奈子が〝十字疵スカード〟と同じような目的を持っていたら。

　たとえば、非ひオーヴァードの全ぜん滅めつ。

　たとえば、全人類のレネゲイド覚かく醒せい。

　そういった、テロにも等しい欲望ねがいを、最愛の母が持っていたら──。




朱香：でも──お母さんが本当にあたしを愛してくれてたんなら、希望はあると思うんだ。そんな怖こわいことはしない、って。




「お母さんがここに居いてくれたらいいのにな……」

　そうすれば、直ちよく接せつ疑問をぶつけられる。どうして、血が繫がっていることを隠かくしていたのか。どうして自分を試ためすようなことをしたのか。

「どこに居るのかな──お母さん」




ＧＭ：もちろん、セシリアが答える事はありません。ただ、静かに眠っているのみです。

朱香：うん。それで、眠っているセシリアさんを見て──思い出すのは、真くんのことと、タクミくんのこと。ふたりとも、『至高天』に関わって身体に不具合を抱かかえてる。それから、ミユキちゃんがもらった短剣のことを思い出します。

晃士朗：副作用を擦すり付つける、っていうアレだな。

ミユキ：一応私が今持ってます。

朱香：あれを使えば、適てき格かく者しやのあたしが全部受け止められるんじゃないかな──。それが助ける方法になるなら、あたしを犠ぎ牲せいにすればいい。

ミユキ：そんなのダメー……。

九鬼：真は絶対拒きよ否ひするだろうねえ。

朱香：いろいろなことを考えながら、セシリアさんを見てます。あたしにはオーヴァードになる前の記き憶おくがないし、オーヴァードじゃない知り合いもいない……。




「ねえ、セシリアさん。あなたの日にち常じようって、どんなだったの？」

　答えることのないセシリアの顔を見ながら、朱香は色々な想像をめぐらせていた。
















◆Ending05◆マザー

Master Scene




〝十字疵スカード〟との戦いから数日が過ぎた。〝プルガトーリオ〟永なが石いし美奈子や残りのマテリアルの行方ゆくえは未いまだ杳ようとして知れず、『至高天』に関わる情報や手がかりの進しん展てんも見えない。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつします。〝十字疵スカード〟との戦いから数日経けい過かしましたが、事じ態たいは特に進展していません。

晃士朗：プルガトーリオやマテリアルに関する手がかりはなし、か。

ＧＭ：はい。真は軟なん禁きん状態、って感じでいいですかね？

九鬼：そうなるだろうねえ。

ミユキ：たまに会いに行きます。

朱香：あたしもあたしも！　ピッツァつれて会いに行くよ！

晃士朗：一応捕ほ虜りよって扱あつかいだからな、その辺忘れるなよ（笑）。

ＧＭ：では──朱香やミユキが帰ったあと。あてがわれた部屋で真がひとりになり、眠りについている時、その部屋に《ディメンジョンゲート》が開きます。

晃士朗：ゲートだと？　まさか……。

朱香：…………え？




　空間を割わって真の目の前に現れたのは、ひとりの女だ。

　慈じ母ぼの如ごとき微び笑しようを浮かべながら、マレボルジェの中を我わが家やのように知り尽くし、易やす々やすとゲートで訪おとずれることの出来る女。

　──〝プルガトーリオ〟永石美奈子。




朱香：お母さんっ…………!!

晃士朗：プルガトーリオの様子はいつもどおりなのか……？

ＧＭ：いつもどおりですね。ＰＣにはわからないんですが（笑）。

ミユキ：どうして真くんのところに……。

ＧＭ：美奈子は真に笑え顔がおを向けます。それは朱香に向けるものと同じ笑顔です。

朱香：……え？

九鬼：な、なんか不ふ穏おんだな。

朱香：あ、あた、あたし、おそろしくイヤな予感がするんですけど……。

ＧＭ：美奈子がそっと揺ゆするだけで、真はすぐに目を覚まします。




「そろそろ行くわよ、真」

　優やさしく美奈子が声をかける。対する真もまた、安心しきった表ひよう情じようを浮かべて答えた。

「はい。準備は出来てます──母さん」





……To Be Continued.












　　　　あとがき




　転機、というものは唐とう突とつに訪おとずれます。

　自分にとっては、「加か納のうくん、リプレイ書かない？」と言われたことが転機にあたりますでしょうか。

　そして──皆みなさんなら、その転機に相対した時、どのような反はん応のうをなさるのでしょうか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　著ちよ者しやの加納正まさ顕あきです。




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア③　孤こ影えいの死都』、いかがだったでしょうか？

　自らが抱かかえる欲望ねがいのため、悪の組そ織しきに属ぞくして戦うオーヴァードたちの物語も第三巻かんとなりました。次々と明らかになる衝しよう撃げきの事実に翻ほん弄ろうされるミユキたちと、息つく間もなく襲おそいかかる敵てきたちとの戦い、お楽しみいただけましたら幸いです。




　三冊さつ目、セッション回数は実に六回を数えたわけですが、ここまで来ると色々とＰＣたちの状じよう況きようや心しん情じようも変わってきています。本書ではまさにそこをクローズアップし、起き承しよう転てん結けつの「転」となる巻になったのではないか、と思っています。

　ミユキが、朱しゆ香かが、晃こう士じ朗ろうが、そして九く鬼きが、どのような状況に相対し、どのような反応を、また選せん択たくをしたのか。それは本書をお読みになっていただければ分かるかと思います。




　さて、ここからは本書のシナリオの解かい説せつを行いたいと思います。ネタバレにあたりますので、ぜひとも本ほん編ぺんをお読みになってから読み進めていただくことをおすすめいたします。




第五話

　前回のセッションの結果、京都のＵＧＮもＦＨもほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいとなりました。この状況でＰＣたちはどうするのだろう、とあらかじめメールで聞いてみれば、ミユキも朱香も落おち込こんで半引きこもり状態。

　そこで、一気に状況を動かして部屋から出ざるを得なくしよう、と結けつ論ろんを出しました。

『神曲』セルが疲ひ弊へいしている今、この機に乗じて『至高天エンピレオ』を狙ねらうものが現あらわれてもおかしくない……ということで、まずコープスロードの設せつ定ていをしたのですが、それだけではインパクトが足りません。なら、自分の好きなものを詰つめ込こんでしまえ、とばかりに巨きよ大だいロボットと怪かい獣じゆうを足してみました。インパクト重じゆう視しというか、いわゆる出オチというやつですね。

　結果的には、状況が一気に動いたせいでミユキも朱香も落ち込んでばかりもいられなくなり、色々と行動してくれることになりました。

　ですが、これらＢ級映えい画がのような敵たちはあくまでカモフラージュ。このシナリオの本来の目的は、ミユキと朱香にある衝撃の真実を突つき付つけることにありました。

　結果は、本書をご覧らんのとおりです。

　この真実を抱かかえたまま、後こう編へんである第六話へと続きます。




第六話

　ミユキの仇かたきであり、これまでその名前だけがちらほらと出てきていた謎なぞのオーヴァード、〝十字疵スカード〟。彼かれの最初で最後の登場シナリオです。

　セッション収しゆう録ろく時は未発売だった新サプリメント『インフィニティコード』で追加された新シンドローム「ウロボロス」や、新ルールのＦＳ判はん定ていなどを導どう入にゆうしましたが、シナリオ自体は極きよく論ろんすれば「『至高天』に攻せめ込こんでくる〝十字疵スカード〟を倒たおす」、というだけのシナリオです。その中に、真しんやタクミとの再さい会かい、〝十字疵スカード〟と真の意外な関係など、これまた第五話に続いて衝撃の事実がＰＣたちに明かされます。

　シンプルなシナリオだからこそ、〝十字疵スカード〟についてはこれまでの敵とは一線を画す強さを演えん出しゆつする、そこに心を砕くだきました。皆さんの目にも、最大の脅きよう威いとして映うつっていれば幸いです。




　物語はまだ謎を孕んでいます。事切れる直前に〝十字疵スカード〟が叫さけんだ名前の意味、真が最後につぶやいた言葉の意味、そして、美み奈な子この思おも惑わく。それらは次じ巻かん以い降こうで語ることになるでしょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　続いて、本書を執しつ筆ぴつするにあたってご協力いただいた皆みな様さまに感かん謝しやを。




　まずはプレイヤーの皆様。若わか林ばやしさん、合あい鴨がもさん、三さん田ださん、矢や野のさん、いつもありがとうございます。『デザイア』シリーズはもう少し続きますが、最後までよろしくお願いします。

　イラスト担たん当とうの片かた桐ぎりいくみ先生。今回は明らかにジャンル違ちがいのロボだの怪獣だのをお願いし、汗かん顔がんの至いたりです。もちろん、その他の絵もいつも通り最高でした。『デザイア』シリーズは片桐先生の絵に支ささえられて続いております。

　そして本書にかかわったすべてのスタッフに。お忙いそがしい中の作業ありがとうございます。




　最後に、本書を手にとってくださった読者の皆様へ。

　本当にありがとうございます。




　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　次巻では、明らかになった謎・新たに生まれた謎がまたひとつずつ絡からみ合あい、ミユキや朱香たちを苦しめることになるでしょう。

　彼かの女じよたちが幸せな結末を迎むかえられるかどうか、それは自分にもわかりません。

　それでは、また四巻でお会いしましょう。
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